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昭 和54年 を 迎 え て

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 会 長 塚 本 猛 次

明けましておめでとうございます。

本会会員の皆様、役員の方々、事務局の方々、無事ご越年何より、おめでとうござい

ます。

昨年は後半に、福田内閣の手によって永年の懸案で・あった、日中友好条約が締結され、

いよいよわが日本も東洋における重責を担うことになりました。不評をかっているド

ル安、円高にもかかわらず、海外から、通商関係や軍事関係者の来日が相ついでおりま

す。これは各国とも、その政治施策に苦しんでいるのか、日本に何かを発見しようと

しているのか、判断に苦しむことばかりです。

本文を記しているのは、ちょうど、 53年11 月初旬で、自民党はその党首をきめる選挙

戦に入って四者が、名のりをあけています。この新年号が出る頃は、すでに首班が・確

定して新たな政治方針が打ち出されていると思います。

政府は不況打開策として、昨年も前年につづいて公共投資に多くの予算を組み、実施

されました。建設業一般とすれば、土木方面は大分うるおいつつあるように聞いてお

りますが、建築の方は充分とはいきません。住宅政策も土地不足の折から、大しでさ

えを見せませんし、都市再開発も福祉関連事業も、学校や交通施設もまた、ボツポツ

というところです。いずれも実現までには必ずしもスムーズにゆくとは参りません。

それでも政府の施策が、地方公共団体の意欲を動かしつつあることは事実で、これが

多少とも期待のもてるものです。

私どもがこの不況下に寄与できる仕事は何でしょうか。都市開発、土地開発、省エネ

ルギ一、環境整備、道路整備、下水道関連等々、必ずしも明るい材料とは申せません。

都市から地方へのリターン現象が.起こり、都市の人員の減少がすぐにも起こりそうな

錯覚を持ちますが、それでも、学卒優先は衰えません。家内工業を始め、大規模工業

も規模を縮小し、あるいは、極度に費用を押さえた設備改善で辛抱しています。雇用

縮小が徐々に行われていますが、福祉対策の限界も、そのうちゃってくると考えると

不安が先立ってきます。ほんとに迷路に入った、昭和54年を迎えることになるわけです。

本協会も、会誌 「建築と社会」、「建築データシートハンドブック」あるいは、建築技

術選書等の発刊や、その他多くの事業を行ってきました 。本年も会員各位のご援助の

もとに本会の発展を期したいと念願するものであります。

会員各位のご健勝をお祈りして、年頭のご挨拶といたします。
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ユニークでフレッシュな企画を

事 業 委 員 長 三 品 哲 夫

数 多 く あ る 建 築 諸 団 体 の 中 では、わが建築協会ほとe ユ ニ ー ク で ス ケ

ールの大きい存者Eは な い と 私 は 思 っており 、 雑誌 の タ イ ト ル 「 建 築

と社 会 」 な る 協 会 の 設 立 趣 旨 も 、 今 日 ま す ま す新 鮮 なアピールとな

って い る が 、 正 直 に い って現 在の 協 会 は や や 沈 滞 気 味 と い ってよい。

会 の 収 支 状 況 も さ る こ と な が ら 、 私 は 会 員 権 成 が 年 々 高 齢 化 し て 青

年 層 の 入 会 が 減 退 し つ つ あ る こ と に 、特に注目したしミ。 この時期に

おける本会の事業活動は、単なる会員サービスに止まることなく、

建 築 界 と 社 会 と の 相 互 信 頼 を 目 ざ し た ユ ニ ー ク で フ レ ッ シ ュ な 企 画

と 粘 り 強 い 運 営 努 力 を 必 要 と す る も の で あ る 。

現 在 の IJ工業委員会の見学 、 広 報 、 若 い 会 員 の 集 い の 三部 門 相 互 間 お

よ び 他 の 常 設 委 員 会 と の 緊 密 な 連 け い を 図 る 中 で 、 特 に 青 年 層 の 活

力 に 大 い に 期 待 し た い 。

編 集 委 員 会 本 年 の 抱 負

編集委員長 前 川 陽 一

長い不況のトンネル脱出の昭一光がようやくさしはじめ、希望のふく

ら む 新 年 を 迎 え る こ と に な り ま し た が 、 建 築 を と り ま く も ろ も ろ の

複 雑 な 嬰 図 を 考 gえ ま す と 、 着 実 な 未 来 計 画 を 検 討 し 、 実 践 に移 す 年

とも 言 えまし ょ う。 そオちだけに「建築と社会」に諜せられた使命の

重 大 さ を 焔 感 さ せ ら れ ま す 。

この困留任な Hキ代にあ っ て、 “ 日月日" を目指すよ英奈の手がかりとなる

ような雑誌をお届け 出 来 る よ う 、 編 集 委 員 一 同 協 力 し て 、 こ と に 処

してゆきたいものと考えています。 そ こ で 本 年 は 特 に 多 方 面 に わ た

る 読 者 の 声 を 紹 介 す る ス ペ ー ス を ふ や し 、 併 せ て 本 誌 の 伝 統 と し て

う け つ が れ て き た 絡 調 あ る 特 集 記 事 の 充 実 を 重 点 に 誌 面 作 り を し て

ゆく所有ーですので、物心両面にわたる皆様のご援助とご協力をお願

い 申 し 上 げ ま す。

住 宅 委 員 会 本 年 の 方 針

住 宅 委 員 長 小 西 岬

H宇年度の第15回 よ ろ ず 相 談 住 宅 展 は 、各 位 の 絶 大 な る ご 援 助 を 得 た

お隊で、多大の困首位を克服して、成功裡に 8 月 阪神 百 貨 庖 で 開 催 す

ることができた 。 IIt 今 、 こ の 種 の 住 宅 展 覧 会 が 多 い が 、 当 協 会 の よ

ろず相談住宅展には、イ也の展覧会にない魅力があり 、 ファ ンもある。

前にも述 べ た通り、会場と出展者を探すことが大変革 ｦｾ しくな っ てき

ているので、イ也の方法について委員会でも極々検討し、研究を重ね

てきたが、やはり百貨庖で従来通り 開 催 す る の が 最 良 の 方 法 で あ る

し、 15年 のl金史を簡単に変えることも先日そに対し申し訳けのない次

第 で あ る の で、本年も 一応 従 来 の 方 針 で 努 力 し 、 か つ 展 覧 会 の 内 容

についてはも っ と人を引きつけるものにしようという方針ーを舷t てて

いる 。

建築データシート委員会本年の抱負

建築デ一世シート委員長 井 上 混

協会合IJ 立60周 年 記 念 事 業 と し て 昨 年 発刊 いたしました建築データ シ

ートハ ンドブ ッ ク は 、 お 蔭 械 で 大 好 評 の 中 で 約3，000部 を 全 国 の 皆 綴

方 の お 手 許へ お 送 り す る こ と が で き ま し た 。 これは多くの方々のご

E理里解とご

新 問幸維i佐fii I捻i志i で芯讃f辞 を t裁説きました 通 り 、 必ず や 皆 様 方 の 技 術的 良 き伴侶

としてお役に立ち得ると 確 信 し て い ま す。

今年からは既干IJ ハ ン ド ブ ッ ク の ア フ タ ー サ ー ビ ス を い か に す る か を

委 員 会 で 検 討 中 で 、 さ ら に 新 し い 工 法 、 材 料 等 の 紹 介 を 適 宜 継 続 し

て ゆ き 、 再 び 改 訂 版 が 世 に 送 り 出 さ れ る こ と を 念 じ て い ま す。 今 後

と も 先 輩 諸 兄 の ご 指 導 、 ご 鞭 縫 を お 願 い 申 し 上 げ る 次 第 で す。

法 規 委 員 会 本 年 の 抱 負

法 規 委 員 長 岡 本 行 善

今年の法規特集号はご日 ;iU規 制" をテーマにして 、目 下 3 委員会( 編

集 、 事業 、 法 規 ) の 合 同 委 員 会 で 、 と り 組 ん で い る 最 中 です。 これ

までの総括という意味もありますが、! 侍に理解しやすいよう考感し、

設 計 に 正 し く と り い れ で も ら え る よ う に と 念 願 し て い ま す。

一 方 、 当 委 員 会 で は 、法 規 を 、 も 少 し 幅 を 広 げ て 、 た と え ば 環 境 問

題 等 に も 目 を 向 け た い と も 考 え て い ま す。環境基準とか総公規制、

ひ い て は ア セ ス メ ン ト 等 も 勉 強 し よ う と い う 意 見 も あ り ま す。 や が

ては皆様にも少し 内容の異な った 新 情 報 も 提 供 で き る ん で は な い か

と張り切 っ ています。

最後に、昨今とみに複雑になり変動する法令情報の処理を一元化し、

なお一 層 行 政 と の コ ン タ ク ト を 深 め る た め に も 、 建 築 諸 団 体問 でそ

の 窓 口 を 一 つ に し よ う と い う 気 運 も 出 て い る こ と を ご 報 告 し ま す。

「建築技術選書」の刊行

出 版 委 員 長 小 林 清

わ が 建 築 協 会創 立60周 年 を 記 念 し で 企 画 し た 本 技 術 選 筈 も 、 学 芸 出

版 社 の 好 意 に よ っで、 H乍年中に 、( 1) ・ 「茶室の話J (2) ・ 「ピルの省

エネルギー J (3 ) ・「建築とコ ン ピューター 1 J  (4 ) ・ 「都市の下水処

理 J (5 ) ・ 「すまいの語録」の 5 冊 を刊行することができた 。

す で に ご 承 知 の こ と と 思 う が 、 本 選 舎 は 初 級 技 術 者 の た め に 、 各 分

野 の 第一 人 者 が 、 そ れ ぞ れ の 知 識 や 技 術 を 、 そ の 原 理 、 基 本 か ら わ

か り や す く 解 説 し て い る の で 、 大 方 の 会 員 か ら 好 評 を 博 している 。

また、教育委員会の企画により 、 本選 舎 を テ キ ス 卜とした講座がひ

らかれていることも特記すべきであろう 。

さで、本年であるが、 「コンクリート工事の管理 J r構 造 計 画 と や

さしい力学J r建 具 の 知 識J r建 築 と 設 i踏の接点」等々と 、笠 宮 な

る企画のもとに、速やかに刊行する べ く、鋭意努力中である 。 ご期

待を乞う 。

建 材 委 員 会 本 年 の 抱 負

建材委員長 山 田 幸 一

当委では月 l 回 例 会 を 1mき 、 メ イ ン テ ー マ と し て 、 そ の 時 点 で 話 題

とな って い る 建 材 を 採 り あ げ、 メーカ一等も交えて説明を 聞 き、質

疑 応 答 を 行 っている 。

一 方 、 本 誌 の 「 新 建 材 紹 介 コ ー ナ ー 」 に お い て 、 各 委 員 が 交 付 で 新

製 品 の 紹 介 を 執 筆 し て い る 。 昨53年 に は 8 回の例会を持ち、 11件 の

新 建 材 を 紹 介 し た 。 従 来 メ イ ン テ ー マ と コ ー ナ ー は 別 個 に 取 り 扱 っ

て き た が 、 最 近 で は メ イ ン テ ー マ と し て 討 議 を 経た ものをコーナー

に回すようにしている 。 そ れ だ け コ ー ナ ー の 方 の 信 頼 性 が 憎 し た も

のと考えている 。 ここ数カ月は月 1 回 の 例 会 で は 消 化 し き れ な い ほ

ど の 製 品 が 候 補 と し て 挙 がつ'て く る よ う に な っ た 。

ひとえに会員 ・委 員 各 位 の 認 識 と 努 力 に よ る も の で あ る が 、 本 年 も

この方針を、より 強力 に進めたいと 思っている。

新年を迎えて魅力的な企画を

教 育 委 員 長 岡 田 光 正

恒 例 の 「 建 築 工 事 実 務 綿 習 会 」 と 「 工 高 生 デ ザ イ ン コ ン ク ー ル 」 に

つ い て は 、 例年 ど お り 実 施 し な け れ ば な ら な い と 思 い ま す が、厳 し

い状勢が予想、されますので、新しいアイデアを盛りこんだ魅力的な

も の に し て ゆ く 必 要 が あ り ま す。

ま た 昨 年 か ら の 新 し い 試 み と し て 、 「技術選書」をテキス卜とする

締 習 会 を 始 め ま し た の で 、 今 年 も 引 き 続 き 発 刊 に 合 わ せ て 企 画 し て

ゆ き た い と 考 え て い ま す。 この シ リー ズは60周 年 記 念 事 業 と し て 出

版 委 員 会 が 編 集 し て い る も の で 、 テ キ ス ト と し て も 手 頃 で あ り 、 内

容 も ユ ニ ー ク で す か ら 、 ふ る っ て受講されるよう 、会 員 の 皆 様 の ご

支 援 を お 願 い す る 次 第 で す。

l  

.  
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設 計 施 工 大 林 組 . .. . . . . . ". ーーー ーー ー. .. .. …・ 2 4

設 計 . 鷲 尾 建 築 設 計 事 務 所 施 工 : 間 組 ........... 2 6  

設 計 ・四天王寺復興部建築事 務 所 施 工 . 松 村 組 ー・ 2 8

設計盟主理 ・昭和 設 計 胞 工 : 竹中工務庖・… ・・ ・ー・ 3 0
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設 計 安 井 建 築 設 計 事 務 所 施 工 大 林 組 3 4  

シャトー八戸の里 設 計 . 創 美 設 計 施 工 - 大末建設・・・・ .... 3 6  
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北 リ ン デ ンピル 設 計 : 大 建 企 画 設 計 施 工 - 大 林 組 ・・・- ・ ... 3 8
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昭 和54年を迎えて/ 日本建築協会会長 塚 本 猛 次 ーI

日本建築協会常設委員会委員長 2  
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ェ ッ ク 方 法 九 日 本 建 築 協 会 展 示 窓 の ご 紹 介 ... 4 1
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大阪府日［ｾｾ条例の概要Ｏ岩田忠 二 ー ＵＸ
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新刊 紹介「環境評 価 報告書作成校法 ｊＨ ｌｗ キャンター箸 ・ 大久保昌一ＡｾｩｦＮ ｾｒ Ｉ ・ ＵＹ

地 盤の動きを即座に画像化。 奈良 H寺代の木続発掘。「日本ルナフ 7 ーザー協会」が誕生。 京 都

で建築士会の全国大会 6 0  

第10回中部建築: l ' t .. . 6 1  

歴史的集落と街路公1iJl - 4 一 地形条件と集落景観 ー6 2

第24回工高生デザインコンクール入選作品( テーマ : 公園に建つ公衆便所) .. . 6 4

ハ ン グ グライダー/ 金谷英一。 作り物/ 稲村敏矢

うちの l味 ・そとのi味/ 上回宏二。 i蓬宮という保存/ 谷口尚武・・ 6 8
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転換期の再開発

大阪府における市街地再開発事業とその問題点. . . . . . . . . . . . . . . . . . …- 伊 地 知 徳 春… 7 0

大 阪 市 の 都 市 再 開 発 事 業 一 大 阪 駅 前 ・阿 倍 野 ・上 六 一 ・ … … .. 渡辺 茂 了 … 7 4

神 戸 市 にお け る 再開 発 事 業 一 大 橋 ・ 三 宮 ・ 六 甲一・・……口 … … … - ・西川 端 ー … 7 8

住 宅 公 団 に お け る 都 市 環 境 整 備 事 業 へ の 参 画 … … … -・… … . . ... . . . 藤原 昭 ... 8 2

都 市 再 開 発 事 業 実 施 上 の 問 題 点 ー … 一 … … … … … … … ・… 田・… … 藤 田 邦昭・ . 8 6

再 開 発 事 例 総 覧 : 近 畿 地 方28事 例… … … ・… … ・… … … … … ・ … … ・… ，… ー… .. 9 0

①大阪駅前市街地改造 ②苔町地区市街地改造

⑤高石駅東口市街地再開発 ⑥ 大東住道駅前市街地再開提

⑨ 箕面駅前地区描 l 傾 e ⑮ 堺車駅前地区南1摘 今

@ 昨日河原地区第I 樋 φ ⑪ ｾｉ 師団分 駅前部 Ｑ 僧 φ  

⑫ 三'高地区市街地改造 ⑬六甲前1地区市街地改造

@ 夙川駅前飢市街地再開発 ⑫ 車口市地区市街地再開発

@ 板宿 A 地区都 1 償 φ  @ 三日主主弁通5丁目地区箭1樋 φ  

③ f lfJ車駅南地区市街地再開発 @ 枚方市駅前市街地再開盟

① 国鉄高関駅前市街地再開発 ⑥ 国鉄欧田駅前rlil J: i地再開世

⑪上六地区出1樋市街地再開発 ⑫阿倍野BI . CI地区串2同市Ili 地再開轄

⑬寝屋川市駅前市街地再開姥 ⑬大楠地区市街地改造

⑬宝埴南口駅前市街地再開発 ⑫湖江蔀1市街地再開姥

@ 三宮2丁目軍高1樋市街地再開発@ 立花南軍1地区市街地再開姥

⑫京都駅南口地区高 1 種 φ  ⑮生駒駅胸南口地区車1檀市樹脂与問措
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プレハプの局部風圧/ 吉川祐三ー 1 1 7  

設備施工上の地援対策( その 3 ) 電気( 1 ) / 中島勅失 1  1  8  

最近の溶接技術について/ 彼岸宏年… 1 1  9  

今に生きる洋風建築をたずねてー北浜 船場界l決 / 三宅良一・岡村忠一… 1 2 0

都市計画と住宅設計の楼点ー水谷穎介氏に 11甘く/ 瀬戸本淳 1  2 1  

日本建築協会月 間の到j き( 昭和53年11月分) ・・ 1 2 2
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大阪府立労働センター

施 工 大 林 組 ・ 松 村 組 共 同 企 業 体

大阪府立労働センターはいl じ収地に建 っていた |  泌 ・溝正:i1
o

式典 演 芸 ・コンサート ・映画など

大阪労働会館ならびに大阪地 方労働委以会庁舎 |  に利用が可能な多目 的ホールである 。 また、平IJ

を撤去 し、両省 の機能に加え、大阪の勤労者お |  用 範l却を広げるために客席前列古11 ( 平床部分)

よび労働WJ 係各界の人々を '1-' 心に広く 一般にも |  のＡ坐 ｭ ｾ［ を 収 り 外 して 、 フロントステージに位き

開放される胞設とし て悠設されたものである 。 I 換えることができるように計画した 。客席の断

敷地は仰心部にあり 、 ｊ ｪＧｬＡＡ ｴｾ 脱伎に比べて極めて I  ｉ 街は ＸＰＰ 人という規模 ・ 防災逃 ｾ ｦ ｦｲ 上のわかり

J来い。 そこで、敷地の ...:. -) j が道路に l回すること |  易さ ・客席と舞台との一体! 長を得るためワン ・

をＱＺか し て 一 階をすべて 。 ＱＱ と人の到 ｪ き の ｊｾ ｾ とし 、 ｼ スロープ型式をと った。 また 、身体的ハンデイ

主J!; 物へのスムーズな寄りつきを考えて 、 センタ |  キャ y プをもっ利用者のために車紛チの専用 ス

ーの悠設により 1; 付近の交通に混乱を起こさない |  ペースと身障者間使所を設けている 。ホワイエ

ような配成をするとともに 、 この主J!; 物が将来の

あらゆる交通形態にも応じられるよう平副，HI盛

を行 った。 - }J 、|折 l面計 l曲の iーでも 、，: ，"]，回線 を

できるだけ控えて近隣への ｪ 瓜 ＱＱＺＺ ・ ｌｬ ｬ［ｽｾ 対策を講

じながら低層階の屋 i二に j逗l却を設け街の緑化に

つとめている 。

本センターには 、 自 ｾｉ Ｂ ￭ の複雑な労働行政に対応

するため数多くの胞設が峰り込まれている 。b包

設の構成は各』包設を階( フロアー ) 単位で柿! 戊

し、 「人々に交わりと触れ合いを与える機会」

の多い仰設を l順次低層階から |二回へと政み重ね

て、各』包設の特徴を効果的にづき仰させながら胞

，;針II Ji r:nの泌乱をさけている 。 1 - 3 階にだれ

でもが利｝ｾでき「みんなと交わり、触れ合う」

ことのできるプラザ ・スペースを ，HI 曲した。 1

階にはセンターの玄関であるとともに待ち合せ

と出会いの プラザを、 2 ｾ併にはセンター全体の

ラウンジとして多 1-1的 にf史えるプラザ、そして 、

3 階にはみんなが般級f(J に参加l して楽しむこと

のできるプラザを設けた 。

労働センターの ':1:1心J/I!d主として 8 0 0 人収容の

大ホールを設けている 。 このホールは大会 ・会

左京而ｾ '-.If 

".  北* 而外観

右 -l tlfii 外観

w彬 * 出 j"N彦

の正面には大阪芸大 ・柳原陸夫氏による「空と

雲」をテーマにした陶壁画が組 み込まれており 、

鍛帳は労働者の姿をテーマに田中阿菖良幽伯

( 仏在住) の原闘により 作成された 。

建物の外 観は労働センターのイメージとして労

働者のたくましさ ・力強さを表現の; J ; ! 初! とした 。

インテリアは家具とともに機能性と居住性を重

視した 材料と色調を組み合せて 、l明るく親しみ

のあるセンターとなるよう自己! W， した 。

( 安井建築設計事務所)





いf5

1. .*; 1剥ホール

2. 2 階ラウンジ

3. S: I剥ホー Jレ

4. 玄関 ホール

5.  3 階プレイラウノジ



大阪府立労働センター

設 計 監 理 大 阪 府 建 築 部 営 繕 室

安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 大 林 組 ・松 村 組 共 同 企 業 体

大ホール {801席)

どん似 (15 mX 7 m) 表地 Ilq仰木綴錦織

原l面は、田中間存良「収穫J





電 気 栗 原 工 業 fE11rJZ町IV 1(点阪急 ピル)

空 調 三 機 工 業 fftlIFJ;fi1J2(ニ 川M 川

ZHFZ 西 原 衛 生工 業 所 大 阪 庖fttH411i1378

昇 降 機 東 京 芝 浦 電 気fff 立55JL: ♂ ( 料 大 阪 ピ 川

昇降機日本オーチス・エレベータfE11ii rzι 3113

Lィーヨ 久 保 田 鉄 工 225ftl 官年出U -22

I  11 I  1  低府陪bl l: 1Jli!潤

トー- 斗 I 4  I  2 .  Jl! II!1J路 t よりみる

I  2  11 3.  1 附 ピ ロ テ ィ よ り 玄 関 姐 り を み る

トー一一→L . . _ _ J 4  東 部 外 観

げ_ j l s i 5. 10附 糾 ラ ウ ノ ジ

効砲匂.

場働骨量診多‘

所 在 地 大 阪 市 東 区 京 橋 3 - 15他

敷 地 面 積 3，131.46ni 

建 築 面 積 2，723.23ni 

延 床 面 積 21 ，584. 95ni 

構 造 規 模 S R C ・S ・一部 R C、8 3 、 llF、P 3

工 期 昭 和50年 2月~昭和53年 8月



2 階平面図 1 :  800 
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太 JU，f;JI( I正ボ惜 1ー 7(OMMピル 7F )  

I  EL 06-943-27日

} ; 似 rli 世il 孟靭4同 r2 - 6 ー 11

l  lミL06-448-3091  

大 阪 パッキング製造所 宇佐l涜諸問?J 11

相 商 会 宇佐11; 主主iRL J - 14

関西ぺイント fEH655;121「27

川岸 窯 業 商 底 宇佐1官当f J J 13-33

志野陶石 持t1ψ;LTZ竺Z f 附 北 側

岩尾磁器工業 ffleyrf t!?IV9一 則 .k illI 内ピル}

関 ケ 原 石 材 ftit i官当r jSF4-20-26

三 精 輸 送 機 手配官当日Ell ー ト 18

k 阪di 北区中之品 5- 3  - 101 Ｈ ｬｅ ｾ ｪ［ｩＧ ｱｬＮＮＺ とぬピル ｽ

1EL 06-443-8381 

ｊ に阪 ｯｉ ｩｾｴｬ ＾ｩ堂島浜 Ｑ Ｍ Ｒ Ｍ Ｖ Ｈ 耐火ピル ｊ

I  EL 06-341-0221 

止 阪 市 宇 野l正訓l長 北 1-22-23 

('EL 06-758-1911 

住友ウ オールシステム fkl 官52fJ A「M

阪 神 興 業 +tt11戸出町出1-20

ショックベトン・ジャパン f良市F Z fぷ「32

東洋シャッタ - f佐官均百?J 8V川 出 削f ピルJ

大 阪 機 工 12ザJijrJJ11!21- 10

田 島 順 三 製 作 所 ftt! 官三:!?J Ul O(叫 lピル)

奥 村 重 兵 衛 ftT7J52t!?11「3ー 7

日新建工 fttel 官5572fSJ -18

田 島 応 用 化 工 f kl官EJifLrgI10- 5

東洋リノリューム fk1涜542EIふ7(OMMピルJ

日米ブラインド販売 ftl 官54;LZV 12- 11

k 阪1舟}; J I(，!i 谷1112ー 100

TEL 0720ー 72-2161

J兄阪oI iJl( I正北浜 4- 14 

TEL 06-231-5723 

l 階平面図 1
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造 作 ・ 家 具

森 井 電 業

進 和 貿 易

三 成 鉄 工

制御盤 ・中央監視盤

内外木材工業

宮崎木材工業

エアーフィルター
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東販・大阪支社

施 工 鹿 島 建 設



¥固目

設 計 日 建 設 計 ・ 東 京 本 社

所 在 地 大 阪 市 大 淀 区 大 淀 中 3 丁目

敷 地 面 積 4 ，206m 

建 築 面 積 2，4 0 0 m 

延 床 面 積 8，515m 

構 造 規 模 S R C、 7 F

工 期 昭 和52年 7月~昭 和53年 9月

このえｬＡ物は， ＱＱ Ｑ ， 版物 ｬ のｾＢｻＮｩｦｦｩｾ，ｦ主を営むよｪ，｛

ｾ［ｦ＠ i1!，版 i坂 先 株 式 会 社 ( 点l版) が、I門大

す る ，'1' ，1坂物にありJ C : ; するために、 J也) j 支

I，li' の終的拡充を| ヌ! っ て お り 、 そ の 一環

と し て 近 畿地 点 の拠} ，' ，i . として止l!，l貨を ，iI

Idij し た も の で ある 。

ここで行われる業局! ; ! : 、 l以 べ か ら 送 ら

れ てくる ｉｊｾ Ｍ，大な ｬ 止の ， ＧｉＧ ， ｉ ｴＡｊｩ物のＨ， Ｚｪ 向ギき、

l長 示 、 発 送 である 。 し た が っ て l長ポ llbi

光 と 配 送 セ ン タ ー と し て の 役 '，'IIJ が 大 き

な比i I l を Ili めるが、 i]lO也は車'li i広川に? の

い、 l ニ バ イ パ ス に 近 く 流通胞，没 とし

てのy _ j : 也条例ーにめぐま れ て い る 。

建物はｾｴＡＡＡｉ ｊｩｬｩ 断行い、に， ＺＧ［ｩ ｬ＼［Ｑの‘ ｊｾｦ れ刊盟

ＺｾｉｉｉＢｊ 、その奥 ＱＢＺ 配送ス ペースを ￺ｩｩ ，えた

低 肘 の J市 ';-(:.1引 を 配 して いる 。 2 ・3 附

のんii ツピ所 は 180 )j 11けの収作ス ペ ー ス を

イ ｦ して おり、その税肢は ｬ 見 ｬｬＩ 可で Ｑｾ も大

きい。

的造は心 :i J，;';: :;11 S  R  C  J斗 ・低}(ti :'fll H  C  Jil 

( スノマン 9 ，4m X 6 ，4 m) で‘ ある。 ，*(. : j

ＡｊｬＺは ， ｉ ｾ 絡をＮｦ ｬｬ 1-.げるため、何j ) J IJjJ.，)は、

3.0 t/ m' 、 JILi 先 所 は 1. 5 t/討 を見 込 ん で

いる 。 外出きはやわらかな色ぷlのMir.性質

タイ J レと樹I1日系11大付タイ J レで仕上げ全

体を筒井: にまとめた 。

Ｈ告 Ｇ ｉｾ ｲ ， Ｇ￭ 犬 Ｏ ＱＱ ，汁，没， ￬ｬ 争 点以本社 Ｉ

l  外脱

2. 1 肝'i(':i 捌所

3. JE，ui j，;1則をみる

4. JE，(，i; 玄関よりエレベ- 5 ' ホールをみる

5. (，:1捌場附近をみる

ｊ 位Ｚｾｾ S S IJl. f量1' 1[

阻・・・・・・画面

/  
荷崩場

"  

. LLl  

パ キ ン グ

一一-- _)

f  

⑧ 

配置図 ，1階平面図 1 ・1300



ピッコロシアター

兵 庫 県 立 尼 崎 青 少 年 創 造 劇 場

施 工 柄 谷 工 務 庖

設 計 兵 庫 県 建 築 部 営 繕 謀

所 在 地 尼 崎 市 南 塚 口 町 3 ー 17- 8  

敷 地 面積 4 ，8 4 6 . 1 1 m 

建 築 面 積 2，4 1 8 . 4肘

延 床 面 積 4，999 . 7肘

構 造 規 模 R C、 一 部S 、 8 1 、 4 F

工 期 昭 和52年 5 月 ~ 昭 和53年 7 月

配 置 図 ・ 1 階 平 面 図

1. ，1、ホール 14.  7 / プ宝 27. エントランスホール

2. D S  15 アナウンス宝 28.  ｊ Ｎｴｴ Ｏ ｊ ｾｾ＠

3  エレベータ 16 ホワイエ 29  資料室

Ｔ 合 ｉｾ｛ 17. 'Jlf量打合宅 30 練例: i l

5 控 室 18. .，ll .!i;交換宝 31  袖舞台

6. '1'ホー Jレ 19  館長室 32 映写fi

7. k 道H俗人f _J 20 湯沸: i l 33.  1量舞台

8  ロビー 21. !l! 京芸 34  舞 台

9 デ 1 キ 22. 機械室 35 オーケストラピy ト

10.  Ji:. 挺 23.  'III J [  36.  if'jf ブース

11. 喫茶室 24  ンヘ・ワ- 3 ! 37.  搬出胤

12.  r山首 25 昔話111 38 通路

13 大ホール 26  身附r . r 世所 39. ホワイエ

電 気 六 輿 電 気 空 調 三 晃 空 調 衛 生 三 協 設 備

護 主 三 精 輸 送機 意高松下電器産業

書 事 サ ンセイエン ジニアリング

ガ ス 大 阪 瓦 斯 昇 降 機 フ ジ テ ッ ク



この 劇場 は 、孜 が図では 数 少な い 泌 ｽｾ ｴｬ ， ｬ ｮ 日劇場 |  さ5. 5 M- 7 Mの 可 動式 の も の で あ り 、2問 責劇場 I  )レ舞 台 ア ク テ イ ン グ エ リ ア と 問 寸法 の 15 M x  15 

として ，jj 幽 雄 投 さ れ た 。 大 ・'1-' 小 の 3 ホー | 的 な使 い β に対 しでも 考 l芯が払 われている 。 1
M 、天 井 高 さは 大 ホー J レプロセニアム 仙 さ に 匹

1レを 有 している 。 大 ホー J レは 大 と い う に は 少 々 | ま た 鋒 台 の す の こ 必 さは 、 プ ロ セ ニ ア ム ，:石 さの | 敵 す る 6 M とな っ ており 、 大 ホー J レの 妹 台 を そ

お こ が ま し い 、 わ ず か 384 ｽ Ａｩ ｾ のかわいらしいホ | 約 3 倍 の fI立 て・あり 、 こ れ ま で の劇 場 にはあまり | の ま ま こ の 中 ホー J レヘ 修 しでくることができる。

- ) レで あ る が、 舞 台 は泌 威 川 の 広 い も の で あ り | 比 られな い ような 担 怨 に近 い 数 値 とな っ て い る。| 小 ホ j レは 音 楽H'I の リハ ー サ ル 室 で あ り 、 天 井

床 両 被は制 f の 2俗 に述して い る。ォーソド" / I 中 ホ ー ル は 、 前 刷 用 の リハ ー サ J レ室として ，i-j岨 | お 8 Mの残 響の 長 いホ- ) レで合出 の緋 沼 や ピ ア

ク ス な プ ロ セ ニ ア ム 劇 場 として ，H凶 さ れ て は い | されており 、小 規伎 の 実 験劇 IJ比 しでも 伐 HI可 | ノの発 表 会 な ど に 伐 われて い る。

る が、 プ ロ セ ニ ア ム 1'1Ｈ本 は中 ［ｊ ｩｌ ｾ 11 M- 17 M 、ι | fiE なスタジオ 胤 の ホ ー J レである 。広 さ は 大 ホ ー I  ( 竹山消印1/ 兵 庫 県 建築 部営 繕諜 )

町寸

l  附段a

2  大ホ ール

3. ｾ ｴ ｬ ｬ ｬｪ より ､ ニ ｬ 自 ｬ アプローチ

4  北京より 外観全 j止をみる

5  エノトランスより凶寄l ! t l耐をみる

f品目5 点W.i，'ii 多



同和火災西宮事務センター

設 計 施 工 清 水 建 設



D J  

所 在 地 兵 庫 県 西 宮 市 奥 畑 130

敷 地 面 積 3，059. 62ni  

建 築面 積 1，615.02rti 

延 床 面 積 6，015 .95ni  

構 造 規 模 S R C、8 1 、 3 F 、 P l

工 期 昭 和52年 11 月~昭和53年 10月

この敷地 は I!!i'.広の 山手で、|椅 i'i' foな住 宅地

の '1" にあり 、 以 前 はうっそうとした 木

だちとテニスコートと 洗 心 寮 と呼 ば れ

る ＷＱＷ き 良 き ｈ 寺 代の Ｑ Ｑￍￎ ［［ ｽｾを 残 す 木造建 築

があ った。 ここに 本 社 社屋 内の コ ン ピ

ューター 移転と 機 能の拡 充のため 、 事

務 センターの辿 設 が，1-1" 1面 され た。

設 。1I にあたり 、 建 物の諸 機 能 を充 分 ir:市

たすことと 、 あらゆる災害に対 しての

安 全対 策はもちろんのこと 、 建 物の内

庁1Iに|員l しでは ノ、 ー ドなq:l¥.lJ;l を平日 らげる

ため 、日本庭 園 を眺 めら れ るロビ ー や

サンタガーデンのある 食堂なと 、 でき

るだけ余絡や 、やすらぎの場 をつくる

こと 、 また外 f11Sにつ い ては 四季折 々の

花 木 を配 し、長l!物 を低 くjljl え、 緑の多

い ，'i'foかな mJ辺 環 境 と調 和 し、洗心苦手の

イメージからあまりかけ mfEれた ものと

しないことを.iJ :I'ii 1した。

す ト 自 主 は渋い 色 のＱＭｦ ｩ ｲＮ器ｴＧｴ ｾ変タ イ ルをコ

ンク リート 打 込みとし 、目 I也を深 くす

ることによりやわらかな J必 じが出 せた

と思 う。 また建 物の 性絡 上壁 の I掘が多

くなるので正 I(jj 玄関 の l吹抜やロビー 、

娯 楽 室 と い っ た と こ ろ は Il 日口出1I を思 い

切 って 大 きくとり 、 建 物の 表 情 が閉 鎖

的 なものになるのを避 けた。 また省エ

ネルギ一 的 な与えのもとにI迫F斤lニil{r新

なアイデアを持 ち込 みH寺代 の要 請 に応

える Ｇ Ｚｾ ｉ ￬ ｬ を な Ｑ ＾＼ Ｑ した 。

f  

配 置図ー 11者平面図 1  :  800 
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l  正I(ri 外 観

2. Iftl 判よりロビーをみる

3  ロビーより出l剖をみる

4  止、|日lホールよりロビーをみる
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朝日放送淡路島寮

設 計 施 工 大 成 建 設

Ａｾｈ 目 ｬ 皮送淡路品寮は淡路ぬの凶海岸、必

ずｼエ ｉ ｾＧ ｉ ＧｉＧＺＧ 建 っている。 放送会社 の 研修、保

袋 の た め の Jj 1g，i主であり、コマーシャ Jレ抜

き の 純 リ ゾ ー 卜 の 環境 である 。

込l!物の柿 1&の特 徴は 、 子rt: っぽくスケー Jレ

の大きな自然環境に対して、弘l ! 物の内ms

と外 出11 との IHJ に ミ 緩 衝 と し て の 空間 と (  

デ y キ、 バ ル コ ニ ー ) を め ぐ ら せ る 椛 成

である 。 Il HI.次的 に建 物の 内 外 をつなぐ 日

本的 な庇、械の手法ではなく、 l上Eの先端i

に 垂 れ 壁、 列 柱 を自己し視 wに枠 をつくり

スケー Jレの 大 きな凪.l ＺＩ ［ｾＮ を区切る 。 それと

ｩ 呆， ｋｾ さ れた 内部空間 と大きな 自然 との差

終 に 対 す る 、 心 型 的 な 手 術 、 緩 術 と し て

の 空間 である 。

とにかく 、リ ゾ ー ト と し て の 立地 環 段 に

TS! 、まれているが、雄物の形態としては、

ボリュームと j if おt とのノ f ランスを 考 ほ し

);11:); いこなじませるのではなく 、)!，L主f のア

クセントとして 1&う。

( 美泌吉11["， / 大成建設)

日官

l  ダイ ニ ングルーム

2  外相t全対

3. ILlj f!! IJ 外観

4  客室

船員 ｾ 1.2 .4.  t 比良敏成

3. 7 ォト ・ピユーロー

所 在 地

敷 地 面 積

建 築面積

延 床 面 積

構 造 規 模

工 期

兵 庫 県 津 名 郡 一 宮 町 江 井 字 江 井 崎 山

6，589m 

873m 

1. 163m 

R C、 2 F

昭 和53年 2 月~昭和53年 8 月

⑧ 平面図

東棟 1階

東棟 2 階

o  5  旧 15

m



大物からたち幼稚園

設 計 施 工 竹 中 工 務 庖

J ‘  



所 在 地 尼 崎 市 東 大 物 町 1丁目

敷 地 面積 1，168 . 47m 

建 築 面 積 474. 65m 

延 床 面 積 1，022 . 95m 

構 造 規 模 R C、 3 F

工 期 昭 和53年 3 月 ~ 昭 和53年 9 月

古くは大物の illi と呼ばれ芦の生い1交ってい

たこの地も今は住宅やIUJ 工j -J'J がひしめき典

型的な効外の 111r並みが展開する 。緑地が繋

(J iii されつつある阪神大物駅に近くこの幼雄

図は新築された 。

悶児数に対して狭悩な敷地をいかに効果的

に利用 するかが設目|の当初 から背l也したポ

イントであ った。UI J ち園舎をゆ ったりと っ

たうえ、是正動場や遊びJJ'J をできるだけ広く

とり保育室と有機的 に絡んで効来的 な幼児

教育が行われる 様工夫している 。

変形した iJH血を利用して 2階のテラスを思

い切 って帰り 出 し、 2 階の 保育室のための

広j -J，] を確保した 。 この広場 をI也|二へ導く 凶

り階段は図児の遊びの可能性を広げ、その

ユニ ＭＷ な Ｉｦｾ は，ｾ ，Ｚ をも広げている 。 Ｓ 階に

は多目的な集会室を附設し、 地域社会との

つなカずりにも心を自己 っている 。

外観はのびやかな 曲線 で椛/ &し、!と|い47角

議変タイルのi i ' i i禁! な抗感とあいま って筒 l切

さの 中 にも幼児教育にふさわしい l明るくの

びやかな雰囲気を醸成させている 。 さらに

園舎は |士lいキャンパスとな って凶! 日のii riW

する色と !]!}J きをあざやかに浮きたたせてく

れるだろう 。

(I "J 川 il 'l行/ 竹中工務庖)

配置図 .1 階平面図 1  :  600 

日目

l  正llii i ' 7 ローチよ りみ る

2. fU! ' 当

3 全j，t

4. ［耳却 ｉｊ Ｎｴｊ，ｾ よ り ピ ロ テ ィ 一 、 Ｒ P背広場をみる

ｪｬｩｩＺｾ＠ ，'illl 雅文



重井医学研究所

腎研究センター

設 計 施 工 藤 木 工 務 庖 倉 敷 支 底

百〔

l  外観全 j;t

2.  Ｇｉ Ｇ ｾＺ 五
3.  1 附 口 ピ -

4 .  I白血活研究室

5.  ' 1ミ化 f: 研究室

6  矧 微 鏡'支

7  正 面 外 観

鍛 影 J. 2. 3 .7. J!: W' .i，'Is!' 

4. 5. 6.  雌木工務底提供



所 在 地 岡 山 市 山 田2117

敷 地 面積 26 ，969 .86ni  

建 築面積 889 . 10ni 

延床 面積 2，280 .65ni 

構造規模 R C、 4 F

工 期 昭和 52年 8 月 ~昭和 53年 3 月

盟主地は IJ¥I>且2 号線ノミイパスの| 崎山市と1 . 1 " 敷 市の |  く、これらを配ほした環境を作り 出 す こ と が 求 | り、厄 に 人 工 池 を つ く り 、 まわりに樹 木 を柑 え

lおまけ' 1mに位位する丘陵 tーにあり、総林を 1'f )J 1  められた 。 こ の た め 段 状 の 救地 に 合 わ せ て 周 囲 | て 研 究余 ＱＱ 阪の ｈ 年 Ｑｭ にお ＧＱ 神的 なやすらぎを ｩ ｾｊ られ

にして、京に岡山市街、 ｬ 判にリ μ 品、ｦｚ ｾｦ を虫むＩｾｾＮ I  の ( 1然 環 成 と 融 合 さ せ る よ う に 努 め て 建 物 を 配 | る よ う に 身 ほ し て い る 。 な お研 究 所 に憐 彼 して

鋭 が す ば ら し く 、 ま た 山 陽 ( 1' J l j j引退 、 '1'凶繍 断 I  ［，ぽし、外観は茶系統のタイ ｊ レをＩｾ調としてまと |  行 臓 病 L早川病院および! fOJ 物 飼ir似が，ili 曲されて

辺が完成すれば、中間匝1，:五述 ( 1動 'I J.綱のt ，_q婦に |  め、 J，' i!辺の総との調布l をはかりむi極 的 に 白 然 を |  お り 、 ベ y ドサイドスタディを 中 心 としで 、 し

なろうとしている 、 極めて忠まれた、工地 条 件 卜 |  復% } させる努 ) J を行なった。 I かも Ｉ，ｾ礎研究 を ｩｬｬ んじた、 絡 Ｎｬｉ ， ｜ｉ ， ＺＧ ［ｩ い ｬ 昼下 研究所

にある 。 LI:': I:n経. : ; } ，のまれに比る ' 01) 次 J 亡の1: &沼(i Jf I 内 部 で は 眺 望悦 肝 のJよいパフリ y クスペースを l に発泌 されようとしている。

究所として、主Jl: 物 の 榊 成 1: には、いうまでもな |  光分に取り、 )，' i! ｬ Ａｴ ｬ にｊｬｦＮ ＱＱ 次して環境への抑 ｊ 引を ｉｾｉｉ ( 佐波仰l一 /J 桜木工務 j占)



ダイハツ工業滋賀社員クラフ

設 計 施 工 大 林 組

「一一一一1 1一-， 1. 道曲l道路より凶仰を見る

|  ハ I 2  正副主 ｉｾｉ

」一一→一一ｾ I  1 3. ，淡J崎

I  2  I  3  I  L ー _ _ j 4  池より点 11! i を見喝

拍 ｬｪＺＧｾ 名執 Ｍ ｾ ｉ ｾ



所 在 地 滋 賀 県 蒲 生郡竜王 町

敷 地 面 積 1.665 . 89m 

建 築面 積 602 .64m 

延 床 面 積 1. 490. 52m 

構 造 規 模 R C、一部S 、 3 F 、P 1

工 期 昭 和53年 5 月~昭和53年 11 月

ダイハツ工業の 主 力よ坊の一 つ、 「江王_ [

ｉ 坊 の従 ｾｩＮＮｬ のための ｉＡ ｪ｛生純設として主 主 て

られ た も の で、独身寮・ 家 淡寮 とi丘を隔

てて 隣J産してお、り工土Li の 正川前 にある 。

敷地 は JUIl! リの絵 林 に固まれた '"TイTの調 終

池 とiL9iJ!l J の公道 にはさまれた*1111是い地 形

である 。

メインアプローチを -lt iJl IJ にとり 1 件? の117¥

抜 をも った談ぷ室 、 2 mの利:室、 3 階の

多 日 ｦｬ Ｏ ｾ ホー ｊ レ をすべて ｍｕ ｊｬ ｉｊ の 池 に ｬｦ￻ して

両日;丘 し凶季 の 1'1r，-! ;の変化 を楽しめるよう

身ぼ した 。 市 iJ!l Jの * 玄l地は主に 3 附のホ

ー J レを集会に [州 IJ -I"る 11キの ア プローチで

ある 。 当地 は冬期lの浅さが厳しいところ

なので暖房については特 に切なし 11欠抜 を

も っ た ， 淡 ， ￬ ｬ Ｇｩ ｾには 床泣 きのファンコイ ル

とヒーティングケーフつレt11Lil!: )'j 式 による

J末l暖房を J [z，没した 。

機 能 の み の 工場 と凶一的 な独身寮 ・家 族

主 ｆ に多くの ｈ キＯＱＱ｝ 生活している従 業 ｬｾ に少

しでもくつろいだ柔かいｾ 川 を 提供出 来

るようデザインのよで心佐卜けた 。

(多 川 孝刷、 111滞 道生/ 大林 組)

2階平面図

1  :  700 

⑨ 

1. 1吹抜 5. ｗＺ ｴｾ 室

2  剥j ，主 6  会議室

3. I副長室 7  悩1""室

4  ミーティングJ レーム 8  準備室

配置図および 1階平函図 1 ・600

、、~

ｾ＠

町道山之上長池線



家 島 町 庁 舎

施 工 間 組

巳回 l 正面外観

2.  ｾ 車 場 Ｈ Ｕ 階Ｉ

u_u 3  町長室( 3 階)

4  五l剥ホー J レよりロピ一 、談話室をみる

m彬 フォトピユーロー



設計監理 驚尾建築設計事務所

所 在 地 兵庫県飾磨郡家島町真浦

敷地面積 675m 

建築面積 554m 

延床面積 2，762m 

構造規模 R C、 5 F 、P l (一 部 P 2)

工 期 昭 和52年 12月~昭和53年10月

場所は兵庫県姫路市の沖約20km瀬戸内海

の家品群島の 中心家島本島 に建設された

家向 II1J の庁舎である 。

この品は漁業、石材採掘、造船が主な産

業で、人口約一万人が四つの島に生活を

している 。庁舎建設がII1J 民永年の夢で、

Ｑｉｾ［ｦ日 Ｓ 年 ｉ ｉＱｔ￭ ｝Ａ ｉｊ 施行、本年でＨ昭和 ＵＳ 年Ｉ

50周年、その記念事業の一環とし着工さ

れこの 10月に完成したものである 。島全

体が海から直ぐ山という地形のため、平

地昔11分が非常 に少なく敷地の高度利用 と

いう点から、 5 階建塔l室 l 階( 一昔112 階)

という設計にな っており家島では高層建

物である 。

1 階が玄関ホールならびに駐車場、 2 階

が住民の窓口事務、 3 、 4 階が町長室、

会議室、 一般事務室、 5 階が議場ならび

に議会関係の事務室、塔屋が空調機械室、

屯気室、エレベータ一機械室となってい

る。

またこのぬは飲料水の水源が無く 、海水

の淡; j ' < 化と本土よりの船運搬の両方で補

っているため、建物の用水も飲料ノk と雑

用水と 二系統に月IJ れ、雑用7 ) < は井戸水お

よひ' 雨水の留まりを利用 している 。

基礎に関しでは先にも述べた様な 地形故 、I 1階平面図

支持貯が海の方向に急勾自己で流れている

関係 でわL長 も4 m - 20m と巾の有る長さ

にな っている 。工法も重機運織が非常に

雑しいため、深礎工法にて施工された。

建設資材も本土よりの海上運搬で、島内

運搬も道路 1J1が狭〈 小笠l運搬車 が辛うじ

て通行出来る状態で、資材運搬に苦労し

た。

建物外装は l羽田が小口タイル貼り、内部

も大理石およびタイル貼りと 凹I の象徴 に

ふさわしくぬの中，じ、に浮かぶ殿堂にな っ

ている 。

3 階平菌図

5 階平面図

• 

車

一一一一ーー-----一一





四天王寺学園女子大学

短期大学大講堂

施 工 松 村 組

設 計 四 天 王 寺 復 興 部 建 築 事 務 所

所 在 地 羽 曳 野 市 埴 生 野1308番 地

敷 地 面 積 3，710 . 57m 

建 築 面 積 1，406 . 21m 

延 床 面 積 1，192. 74m 

構造規模 R C、塔 お よ び 屋 根 部 分 は

コールテン鋼製鉄骨造

工 期 昭 和52年 7 月~昭和53年 11 月

広場から 礼拝堂、 そして塔

美 し い 広 場 、 噴 水 そ し て 植 栽

広 場 を と お して互いに鴻りあう学生・ 0 ・0 ・0

制lのシステムやノ、ラン ス したコンポジ シ ョンを持

つ 建 築 群 、 こ れ ら は相 互 に さ ま た げ ら れ な い椛 成

で 赤 い イ ン ド 砂 岩 の 広 場 に 対 峠 し て い る 。

従来より 一 つ の 建 築 嬰 紫 と し て の 広 助 は 、 自 然 環

日F

1. 大教室*1面全iit

2. 法輸のある 大教室

3  天チ| 上部本平 λ 7 リー ン

ｩａｾｾ ｩＡＮ ｾ＠ ノM H子主主

fJI にあ「する大きな感党と' 1-' 1 後の深い考え方で配置

され形成されてきた。

かつてインドを訪れた H寺、オー Jレドデリ ーの巨大

なモスクは 、騒 音 が あ わ た だ し く混 在 しているマ

ーケ y トやバザー J レの主s て物に取り凶まれていた 。

そこより 5 m ヒにたち上がっ た巨大な赤いインド

砂岩の広場では、1 # と維踏とのi進隔性と完全な絡

寂 を 強 く 感 ぜ ざ る を え な か っ たー一 。

設計にあた っている 問中 、 そ の イ ン ド で の 光 公 が

つきまと っ ていた 。

このことが建築柿 成 の パ y クボーンとな って、今

現 実 に 、 広 場 と 礼 祥 堂 と 熔 へ と 発 展 したのである 。

彼 ら は こ こ で 、 空 や32やそよ J民を手に入れ、堂内

で仏に捧げるに filli す る 新 し い 生 活 の 次 元 を 従 得 し、

高 く そ び え た 俗 は 宇 宙 の 偉 大 な 11乎びかけに対する

彼らの偉大な 11乎応となるであろう 。

大 講 堂

i

ぬ

w
f

， 

ー - 札、一-

， ，・， ." 
-

平面図

断面図 1000  

900 



ZAL4 南 風 病 院

設 計 監 理 昭 和 設 計



計 画設 計 指導 葉 原嘉 一 郎 ( 筑 波 大 学 教 授)

施 工 竹 中 工 務 庖

所 在 地 鹿 児 島市 長 田 町 14番 3 号

敷 地 面 積 5，853 .82ni

建 築 面 積 1，709 . 14ni

延 床 面 積 9，890. 52ni

構 造 規 模 S R C、8 1 、 7 F

工 期 昭 和 51:年 8 月 ~ 昭 和53年 9 月

設 計 に 当 って は 、 各 部 門 別 ゾ ー ニ ン グ お よ び動 線の主主埋を

計 り 、 施設械 と の 述 結 、 一体 化等 を 考慮 した。また 、 従来

の 病 院 建 築 に あ り が ち な 時 く 冷 た い イ メ ー ジ を 遊 け 、 イ ン

テ リアには中寺に 121 をF主いだ 。

1&¥者 が 利 用 す る 空 IHJ は 、 で き る 限 り ゆ っ た り と し た ス ペ ー

スとし 、 木 目 を 基 調 と し た l暖 か く 親 し み の あ る 仕 上 げ と し

ている 。 ま た 病線 昔11 に お い て は 各 病 室 に 隣接 し て 便 所 洗 面

ユ ニ y トを設け、看護単位ごとにデイルームを配するな ど、

居 住 性 の 向 上 をJ I って いる 。

軟 弱地 撚 の 上 、 傾 斜地 で あ り 且 つ既 設 建物 を 使 用 し な が ら

鳩 築 を 行 う と い う 極 め て 困 難 な 粂 件 の F 、 フ ィ ー ド パ y ク

を く り か え し な が ら 計 画 を 進 めた 。

日目ヨ

l  西国外観

2. 1  階玄関ホー Jレ

3  南 I函外 観

4  手術室

5  人工透析室

f位 影 河 野 盛

一 ー ム 一四一 一 」 一 一 引 「 一 一 一 一 一 一 「

1階平函図 U  l  



ひろしま美術館

設 計 監 理 日 建 設 計/ 大 阪

「ひろしま美術館」の，i I ，曲は 、 モネ 、 Jレノワー |  せる配訟とする こ と が 先 づ必要 であった。 そこ |  のとl に、命のきわにノk を求めて亡くなられた多

Jレ、セザンヌ、ゴ y ホ、マチスなとによる数々 |  で 、 長 ｾ物 を本館と付属 棟 とに分け、本館の姐り |  くの被燥した人々の悲仰とよ声をとどめた銀塊の

の名作をはじめ、 印象派以降の内 外の 絵 画 、 彫 |  に紛泣かな 中l乏 を設け 、 これらを包み込むよう |  ノlく辺としてつくられた。

刻 百 数 1- I:!:i の常 設 展示を ，-" 心 としている 。 I に付 成 械 を配 註 して、ここを公園の総の掠|姻気 |  本 館 後 ) j の展示室は 、 これの地 附 にある展示室

はかり主uれないほどの文化的な破峻をもたらさ |  を持ち込みつつ外 界のl宣騒から隔l維された怖がo I  と共に企 l白l展 にも 使用 できるよう ，i!- I凶 しており 、

れたこのf : i j の針iほ 復 興 の 中 で 、 地 域 の 人 々 の |  な空!日! とした 。緑と彫刻と大理石の蛍耐のひろ |  事務保地 階の講堂と共に、地域の芸術活動 Ｎｊ ， ｾｦ 及

心に安らぎと潤いをもたらす美術館の実現をめ |  がる、縦覧者の心をしづめる場としている 。 I に一 役を白う胞設としての性絡をこの美術館に

ざして、水年にわたり収集をあLけで来た成 品 銀 |  中庭の 中央に円形の平面をもっ本館を悩え、天 |  与えでいる 。

行 に よ り 創 業 100l i i J 年を機に建設の企 l曲が起集 |  ぷより自然光のふりそそぐメインホー Jレを ，-，-，心 |  外装材は、この美術館の歴史を刻み込み、次第

された 。 企凶にあた っては、観覧者の鑑賞しゃ |  に 4 つの展示室を配置した。観覧者がホールを |  に そ の 制ft を笠かにしていく紫材 が選定された 。

すい美術館とすることが先づ求められた 。 さら |  中心に、動線を強いられることなく自由に各展 |  木館の昼般に銅板が廷かれ、外壁にローマント

に、印象派を，_'" 心とするコレクションの内容に |  示 室 に 向 えるようにするためである 。 これは 中 |  ラハーチンを 使用 している 。 月 !こ! の経過ととも

ふさわしい俗説l をそなえることも 併せ て求めら I  Ｉ ，起の配位とともにこの美術館の全体 桃成 にｾ， ｦ 本 |  にその 材 料の本領を現わし 、級官のl長恨と (1 い

れた 。 I がJ な"'J .組を与えている 。 I 壁とのおだやかな対比を次第に鮮明にしていく

敷地は広島市の都心部の中央公園内にあり、都 |  本館のまわりには、ささやかではあるが水をあ |  ものと WJ している 。

会 の l喧騒から |羽mlEすると共に公園の 中 になじま |  しら った池 を 配 位 している 。 これは 33{ドl)iJ の夏 I  ( 日辿設 ，i!-)



正tui 外観

全対

メインホー Jレ

I民示室

に「

施 工 清 水 建 設 広 島 支 庖

所 在 地 広島 市基 町 3 番 2 号

敷 地 面積 4，398rri  

建 築面 積 2，385rri 

延 床 面積 3，099rri 

精進規模 R C、8 1 、 l F

工 期 昭 和52年 4 月~昭和53年 4 月



大阪瓦斯導管技術センター

設 計 安 井 建 築 設 計 事 務 所



施 工 大 林 組

所 在 地 大 阪 市 此 花 区 酋 島 5 丁目 121 番 地

敷 地 面積 25 ，000m 

建 築 面 積 6，121m 

延 床 面 積 10，148m 

機 造 規 模 S 、 3 F

工 期 昭 和52年 12月 ~ 昭 和53年 9 月

この建物は 、都市ガスの安定供給

を目指し、道事管工事の新技術・新

工 法 を 研 究 ・開発し、その成果の

笑践的な教育と技能訓練を行うた

めの、わが国で初めての本格的な

ガス導管技術研究施設である 。

新淀川

防潮提

正蓬 寺川北岸線

施 設 は 本 館 を 中 心 に 中 庭 を 挟 ん で

第 1 実 験棟 ・第 2 笑 験棟 ( 既設建

物 の 移 築lli云用) ・テストフィー Jレ

ドで構 成されている 。各 施 設 の 配

置は周辺の用地を含めた全体計画

を設定し、将来計画を基に位置づ

けられている 。

日夕

本 館 は 事 務 管 理 部 門 と教育用の

視 聴 党 教 室 講 習 室 を も ち 、 実 験

機 に は 導 管 のt反動疲労 ・強 度 な ど

の各種試験が実物規模でできる各

フィ - ) レドヤード

種 大 型 試 験機 と線数のプロジェク

ト チーム室をも っている 。 テス

ト フィー J レドは新校術と工法を

実際の規模で研究開発し 、 さらに

碓 認 テ ス ト お よ び 作 業 員 の 教 育 ・

① 配置図

技 能 訓 練 を 行 う こ と の で き る 充 分 | ③ 地盤沈下に対応しうる基礎と、

なスペースと装位をも っている 。 I 鮒 他方 式 ・ 納 り と 仕上 材の 選 択。

敷地 は、建物にと って、きわめて ICD 塩害および煤煙なとに対する

厳 し い 環 境 粂 何 一 一 海 浜 地 帯 ・埋 |  充分な耐候性とメンテナンスフ

め立で地 ・公 害 地 域ーー を 有 し て |  リーに近い外装材の採用。

いる 。設計に当って は 、 こ れ ら の | 一 方、熱エネルギー源を扱う企業

条 件 の一 つ一つを検討し、各施設 | の新しい建物として、本館におい

がその機能を充分に発御できる建 | ては、省エネ J レギー化を試みてい

物となるよう下記の点に留意した 。 | る。建築前では外壁の断熱効果を

① 非常時の水位を考慮した造成 I  1( 1 すため、居住環境を扱わない純

レベルの設定と施設グレードに | 図 の Il f' J 口岡村i に-1
1
11 えた P CJ 仮で外

100m 11 

け、太陽熱エ耳、ルギーとガスエネ

ルギーの効果的なド y キングシス

テ ム と し て 大 阪 ガ ス が|摘発 し た 「

太 陽 熱 利 用 ガ ス 冷 暖 房 総 湯 シ ス テ

ム」を採り入れて省エネルギーに

努めている 。

センター全体のデザインは技術セ

ンターのイメージに相応しく、 外

部はメカニカ Jレで確実性を表すも

のとし、インテリアは機能性と シ

ャープさが感じられるよう 初 日比し

合 せ た 床 レ ベ ル の 決 定。 I 装 全 体 を 被 い 、 各 サ ッ シ に は二重 | ている 。

② 軟質地盤と支持杭への負担を |  ガラスを使用している 。 また、設 I  ( 安井建築設計事務所)

軽 減 す る た め 建 物 の 峰 盆 化。 I (，iIi 面では、屋上全面に築費凶器を設

ｭ［ｾｾ＠ s  ｓｾ見 ｦ 卑 ｆ 斤



シャト一八戸の里

設 計 監 理 創 美 設 計

施 工 大 末 建 設

所 在 地 東 大 阪市 御 厨 西 岩 田 町 3 丁目

敷 地 面積 5，833 . 9ni  

建 築 面 積 2，177 .8ni  

延 床 面 積 23 ，581. 4ni  

構造規模 S R C、14F

工 期 昭 和52年 1 月 ~ 昭 和53年 4 月



新大阪第2 日大ビル

所 在 地 大 阪 市 東 淀 川 区 南 方 1092の1

敷 地 面 積 905. 57ni  

建 築面 積 768. 68ni 

延 床 面 積 8，495. 53ni  

精 進 規 模 S R C、 8 1 、 10F

工 期 昭 和52年 1 月~昭和53年 1 月

設 計 監 理 創 美 設 計

施 工 盛 工 務 庖

@

 

- d  

. .................... cl  

ｾＱ 階 2 階 炉

1 ・440

当ビルの設備

1.  r:':i 述I ' I!llJ Jエ レ ベ ー タ ー 13人来 2;勺 4.  ，U，lIi'JI 込者; 室 6001"1線

2 冷l成l万空調 七 ン トラ Jレダ 7 ト)j 式、 5  自動火炎m知l機

7 7 ンコ イルユ ニ y ト) j 式 6. ＴＱＧＭＧＺ［Ｇ［ 放送設備、 ＴｾＧ ，Ｚ［｜Ｇ ｊｮＡＡＨＡｉｾ ｊＮ ￬ｬｴＨｩ ｩｩ＠

3  各締I出所、湯沸室、 総湖北i柑 7  立体駐車場設{りJ 30f; 似f I j (II' 1!! 'li )



北リンデンビル

設 計 監 理 大 建 企 画 設 計

① 

1  :  400 

2 階ー

施 工

所 在 地

敷 地 面 積

建 築面積

延 床 面 積

構造規模

工 期

大 林 組

大 阪市 北 区曽 根 崎 新地 2 丁目 9 番 地

312. 71m 

255 . 77m 

1.479. 19m 

R C、一 部 S R C、8 1 、6 F 、P l

昭 和52年 12月 ~ 昭 和53年 10月

こ の 建 物 は 、 大 阪 の 代 表的 な繁務街、いわゆる

" キグ' の自ぬき通りである 新 地 本 通の ほ ぼ中 央

に位澄しでいる 。 場 所 柄 と して 、 当 然 の こ と な

が ら 、 用 途 と し て は 、 ハ ー 、 ク ラ ブ 、 ス ナ ':J 7  

2辛の雑居ピ Jレである 。

上 記 の よ う な 、 建 物 の 位 置 、 用 途 の 性 格 を ふ ま

えた上で、当初、 つ ぎ の二 点 に的 をしぼ って、

当 建物 は 計 画 さ れ た 。

ま ず ひ と つ は " 夜 の 建物 " であるということ、

そしてもうひとつは、草子をいかにして吸引する

か ? と い う こ と で あ る 。

この二 つ の 設 計 主 旨 か ら 、 光 と 虚 像 の 錯 綜 に よ

る H ホー Jレ" の空間 椛 成 が 生 まれた。

つまり、 前 回 の 道 路 よ り 客 を 吸 引 さ せ る べ き ホ

ー J レとして、純白の外 壁 面 よ り 、 ま る で"i 同)ii!"

をiili 怨 さ れ る よ う な M 穴 " を つ く り 、 階 毎 に よ

り変化をもたせた l吹抜音IS分の壁面お、よび天井面

は 、 鏡n占りとし、各商に、! 照明 を突出 させ光の

変 化 と、虚像 の 錯 綜 を は か った。 また 、各 入 居

底割Ii の 看 板 を 配 誼 す る 三 角 形の看板塔を立て、

その上告 ｉ ｓ に回転反射体を設け、光にＡｉ ｾ ｊ きをもた

せ て 、 そ れ ら の 相 乗 効 果 を は か った。

純白の壁面と夜の繁華告な風景をうつし 出 す 銭 面

との対 比は、 l i ぽ 予 怨 ど う り の 景 観 で あ っ た。



日本住宅公団

森の宮 (H) 市街地住宅

設 計 日 本 住 宅 公 団 関 西 支 社 ・ 東 畑 建 築 事 務 所

6 号 棟 : 896戸 S  R  C 15階 延53 ，036m' 工 期48年 3 月一 51年 3 月

施 工 ・フ ジ タ 工 業

7 号 棟 224戸 S  R  C 15階 延12 ，123m' 工期 49年 5 月一 51年 5 月

施 工 ー 泌 池 組

8 号 棟 84戸 S R C 8 階 延5，720m ' 工 期49年 5 月- 51年 5 月

施 工 : i!fJ 池t且

9 号 棟 ・540戸 S R C地 下 1 階地 上25階 延47 ，761m'

工 期49年 3 月一 52年 10月

施 工 : 竹中工務底、 熊 谷 組 J V  

屋 外 工事完成 53年 2 月

住 棟 の 集 約 化 、 高 層 化 に よ り 生 み 出 さ れ た オ ー プ ン ス ペ ー ス に は 築 山 、 小 川

等 も 設 け 緑 坐 か な も の と し 、 さ ら に ilffi. 水 プ ー ル も 設 置 さ れ る 。 ごみを n空 集

盛 装 世 に よ り 約 300m離 れ た 消 掃 工 場へ 空 気輸 送 して焼 却 し、そ の余熱を 利

用 し て 住 戸 ・温 水 プ ー ル へ の 給 湯 暖 房 が 計 画 さ れ て い る 。

施 工 フジタ 工 業、鴻池組、竹中 工務后、熊谷組

所 在 地 大 阪 市 城 東 区 森 之 宮 2 - 2 - 2

建 築面積 10，668rri  ( 4 棟計)

延 床 面 積 118 ，639rri ( 4 棟 計)

構 造 規 模 S R C、25F

工 期 昭 和48年 3 月 ~ 昭 和52年 10月



|  逸ｲＱｬ電ｾエ李妹夫針生 |  

信頼の大きさ・・近電工の技術で京

脈動し 呼吸し 成長する都市・・ ・

その生命のシステムを支え構築する近電工

きたえあげた技術と組織 を集 中し

ネ致密さとパワーで

快適と 安全と能率の

大きな信頼を確 立します

キモメ. . . 冬、うさ

芯会 ，

。丞雇ま

| 北 海 道 ・ 東 北 ・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 滋 賀 ・ 京 都 ・ 奈 良 ・ 和 歌 山 ・ 大 阪 ・ 神 戸 ・ 姫 路 ・ 広 島 ・ 四 国 ・ 九 州 河 川



ニュース欄用原稿読者の頁、

社団法人 日本建築協会齢 詰入会申込書

電 話

このハガキにで 、ご自由にご感想、ご意見 、注文、

ニュ ースなどをお寄せ下さ れば、読者の頁または

ニュ ース欄に掲載いたします。

名

'」

川

4

H

F

'

 

住

氏

ふ り が な

氏 名

⑪ 

会社名

代 表 計 名

生 年 月 日

flo 月 I1 

創立年月日

f- f立 I  f1tn I  

出 身 校 名 校 干ご} fjo J l 卒業

t l ! 総j I [ 宅f I
I  r  1数| 円 ( 2  " 以上希望)

現 住 所

郵便孫:号 |

内「 ず巨 I也

T  E  1. (  庁正

(所内: 1也) 郵便吊: ，; - I  

!jf}) 絡 先 ( r ，f.本)

T  E  L  (  吊:

{ 世 会 関 係 建 築 学 会 ・ 建 築 l二会- その他(，;いi f.1l のこと)

(: 業 向 別)

官 公 庁 公 社 設 計 建 設 電 気 作 工 設 備

五 ｾ材 会 社 営繕学校その他 ( ぷ吋 印のこと)

( 紹 介 fI )

ｉｾ 記入会 ｲｰ 込みます 。

11(1手11 JI 11 

CH) 通f.¥光を指定 して ドさい( 1 ' 1'1;)( は勤務先)

※ JH' -i.: の処は1間人 . .hγ j' :の処 l土I.M! 卒、 ( Ｉの 処 ＺｊＺ ｈ 時人、 ｉ Ｎ ｴｬｬ 事Ｉｾ ニ ，記 入 ド さい 勤務先

(キリトリ線〉
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郵 便 は が き
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4 会員倍加にご協力お願い

大正 6 年 3 月、関西において脈々の声をあげてより 62年、大阪に

本拠をもっ 本会では、会員各位の ご協力によ って機関誌「建築と社

会」の発行、建築データシー トハンドブ ック、建築技術選冷刊行の

ほか、各種講習会、見学会、座談会、住宅展などユニークな事業活

動を行っておりますが、創立62年を契機として会日倍加に努め、会

勢の発展を図りたいと与えております。

本会 l立大正15年10月20 日付をも って内務大臣より社団法人の認可

を受け、建築関係団体としては我が国で政も古い法人で、大正、昭

和初期における関西の建築歴史を作ってきた卜H体でもありますので、

この由緒ある日本建築協会育1&のため、何卒ご協力の程お願い申し

上け. ます。

木片挟み込みの入会申込，! ? ご利用の七、新入会員のご紹介を懇願

いたします。

会費は下記のとおりです。

個 人 年額 7 ，800円( 月 650円)

会 社 年額 1 il につき 13，000円

4 会員の受章

このたび下記会員の方々が、叙勲並びに褒章受章の栄に浴せられ

ました。ここに誌してその栄誉をお慶び申し上げます。

秋の叙勲および笈?;t 受TE者

勲四等 瑞 宝 ?;z 井上秋太郎氏 U H建築設計事務所会民)

今
。 奥村安太郎氏 ( 奥村組 l 本典型車同社長)

。 .，. 藤 原 巧氏( 元住宅公1・H大阪支所建築部長)

勲五等双光旭日常 相 徳 二 朗 氏 (判l徳一級建築事務所代長)

今

瑞 宝 章 川瀬啓一郎氏 ( 扶桑符 T 業( 同社長)

ゐ
。 薮 木 芳 一 氏 ( 抜本一級建築設計事務所長)

藍 綬 玉E 22 谷 口 尚 武 氏 ((1増大林組副社長)

黄 綬 褒
コ:t

中 村 正 一 氏 ('1' 村テイル(帰社長)

‘ 新訂排煙設備技術基準講習会のご案内

主 催

後 援

協 賛

日 時

場 所

:lE ι  員

講 師(予定)

( 財) 大阪建築防災センター

( 財) 日本建築設備安全センター

建設省・消防庁

白木建築協会ほか建築 ・設備関係諸団体

昭和日年 2 月 6 日( 火) 9  : 00- 17: 30 

大阪府農林会館( 東区法円坂町10)

3 0 0 名( 満員になれば締め切ります)

藤井正一( 芝浦工業大学学長)

斎藤平蔵( 東京大学教授)

井上勝吉( 建設省住宅局)

向聖子元昭( 大成建設株式会社)

竹内 保( 東光電気工事株式会社)

受 講 料 7，000円 (6 ，000円)

( 敬材a骨)

ｩ 主・ ＶＮＰ ∞円は、建築技術検ｾ資倍ｻＱおよびｉＺｦ指、後援、協賛同体の会 ｵ 古 Ｑｉ

')1受J再料

( ( J : I . し、受講料にはテキスト代含まず、テキストは一般市販 (2.0∞f' l)に

よるが、希笠{ 1 には吋円、会助にて 1.8∞1' 1で頒布します。)

申込受付 ( 財) 大阪建築防災センター

場 所 〒541 大阪市東区博労町 2 - 41中博ピル 3 F

T E L  (06)  261- 0212 

日本建築協会会告 一一一

4 灘の清酒 「ハクツル」の工場を見る

恒例の酒蔵兄' 主は、本年は白鶴酒造の工場を訪れることにいたし

ました。

消楚にして気品高き瑞鳥白鶴を銘とした清酒ハクツルは、 230 余

年の昔( 1743年) より、とくに水に恵まれた灘五郷の一つである御

影郷にて生まれ、嘉納家代々の当主が苦心を重ねながら、古い伝統

に培われた豊かな経験と、わが回以大の段新醸造設備から品質を誇

る吟醸造を酸出され、常に名声を博してこられました。

英国にはスコッチウイスキー、フランスにはワイン、

ヒ ざ け

中国には老酒と… それぞれの国の地酒があるように、やはり日

本酒は日本人の心のふるさとといわれておりますが、近年の日本酒! ま、

「台所の片隅に置かれていた l 升びん」から食卓に並べられるさけ

として、ロック治lやオリジナ Jレなプレンドに加えてユニークな容器

が新しく登I拐し、 H寺代にマ y チしたクールなイメージ造りがなされ

ております。

今回は白鶴i酉道株式会社のご厚立で、級新の技術により 、用想的

な寒造りの粂「ドが一年中続けられる完全な四季醸造の三号工場を中

心に見宇いたします。なおこの企 l珂には竹中工務! 吉神戸常業所に多

大のご協力をいただきました。

多数のご参加をお待ちします。

日 時 昭和54年 1月30 日( 火) 集合13 : 40→解散 16 : 00 

集合場所 阪神1lt 司王・神戸線・「御影」駅、改札出口付近 ・目標会旗

〔参考〕 集合所までの交通貨は各自ご負担願います。

大阪より→阪神電鉄 ・神戸線… 傍回より特急に乗 '11 ( 毎時12分1m

隔で発事) → 「御影」下 ':11 ( 所要25分 ・運賃片道170円)

見学場所 神戸市東様区住吉南町 4 丁目 5 - 5

白 鶴 酒 造 株 式 会 社 (T E L  078- 841- 4101 )  

スケジュ ール (14: 00→ 16:  00)  

• 11央| 珂「古い酒造りと新しい酒造り」観賞

・見学→三号工場( 四季酸造蔵 ) ・びん詰工場

. 座談会

定 員 5 0 名

参加会費 会 日 500 円

( 当日いただきます)

会員外 700 円

申 込 往復はがきに限ります。はがきは l 名に l 枚限りとし、

「ノ、クツル工場見学」と l明記し、氏名・勤務先名 ・辿絡

屯訊番号を記入の上、 1 月20 日( 土 ) までに建築協会事業

深へ。ただし定員を超過した場合は抽せんにて決定し、

お知らせいたします。

。 お願い ー 郵便 τｉｾｍ により返信の業， ｉｽ がかなり遅れる時がありますから、 ＲＮＳ n  liil に届か

ない場合は必ず' " 務局へお1m合せ膨iいます。・'i 日の無断欠席は聞くお断りしま

す。はがきには会( l ・会n外の医円'I を必ずご，! t ! 人下さい。.-.E ｬｾ を趨 ｩ 位した時

は会 ｬｾ を優先いたします。

- 訂正とおわび

「建築と社会」誌昭和53年12月日一作品作風側において、 i且恒l繍リンデンピ j レの建築概要の

一部に繰りがありました。

F紀のように，ITIEするとともに、|瑚係 M' r 位にご迷惑をおかけしたこと深くおわびいた

します。

設計 日本餓馬線設繰式会社+ 安井建築設計事務所

建築と社会 / 1例 年 l l'l ｾ［Ｎ＠ 41 
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4 実務家のための日影研修会

〈等時間日影図の描き方とそのチェック方法〉

昭和52年11月の建築基準法の改正により、日影の規制が課せられ

ることになり、中高層建築物の線認申請作に「時刻日影図」並びに

「規制線上の主要点での日影時間または等時間日影図」を添付する

ことが義務づけられました 。

これを受けて、近畿地方の各行政庁でも条例化の検討がなされ、

すでに条例化された地域または昭和54年 4 月 1 日をも って施行され

る地域などさまざまですが、いよいよ日影条例はスタートします。

そこで本会では、実務にたずさわる者にとって、

「等時間日影図」は具体的にどのように描くのか… …

また、作図した「等時間日影図」が正しいものか 、誤って

いるのか・・・・ ・・

そのチ z ック の方法を、実際の演習を通じて理解していただくため

研修会を開催することにい たしました。多数の ご参加をお待ち します。

時 昭和54年 2 月20 日( 火) I湖場 9 :  00  

開会 9 :  30→閉会17: 00 

場 大阪府立労働センター・ 6 階606号室

( 大阪市東区京矯 3 丁目 15番地 ・T E L (06)942- 0001(代) )  

ただし、天神栂南詰近畿郵政局の東隣り。地下鉄谷町線 ・

京阪電鉄「天満僑駅」より西へ約400m。あるいは、 地 下 鉄

甥筋線・京阪電鉄「北浜駅」 より東へ約500m南側。

日

A  

" z < 

講 師 大阪大学工学部建築工学科教授伊藤克三氏

同 上 助 手 佐 藤 隆 二 氏

関 西 大 学 工 学 部 建 築 学 科 講 師 野口太郎氏

修 成 建 設 専 門 学 校 教員 平川玄治氏

定 員 5 0 名

参加会費 会 員 7. 000 円 1 _ .  . "  

' : : :  ｾ＠ f テキスト共( 当 日受付にていただきます )

会員外 8 ，000 円!

プログラム 9:30- 12:00 日照に関する基礎的事項と各種図 表の解説

13:00- 17: 00 等時間日影図の描き方とそのチ ェッ 夕方

法の i寅醤

※ 当日は上記のとおり、日影規制lの実務についての経験豊かな

講師により、適切なる解説をお願いし、

演習は少人数のグループ指導をおこないます。

申 込 往復はがきに限ります。 はがきは 1 名に 1 枚限りとし、

氏名・年令 ・勤務先 名 ・所属部課名 ・連絡電話番号 ・返

信用宛名 ・郵便番号 を記入し、 「実務家の ための日影研

修会」と明記の上、昭和54年 2 月10日( 土) までに建築協

会事業課へお申込み下さい。

(3主) (1) はがきには必ず会員・会員外の区別をご記入下さい。

定員を超過した時は 、会員を優先の上抽せんにて決定しお知らせします。

(2)当日の無断欠席は会費のご負担を願います。

(3)都合で欠席される方は、必ず代人をお立て下さい.

(4)当日の演習用準備品

・筆記用具・ 30 c m三角定規 1組・コンパスなどをご持参下さい。

幻.// . zs- . 仏lZlJ1f) 引句作的の . 1) ' :!i ・，

画・川村統之

第42回展示写真「大阪府立労働センター」

- 日本建築協会の展示窓ご紹介 1111111111川 川
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謹 賀

阿 部 暢

東 洋 土 産 主 株 式 会 社 取 締 役 社 長

晶 546 大阪市東住吉区国辺東ノ町6丁目33 電話06 (692)  1331- 5 

晶 546 自宅・ 大阪市東住吉区周辺東之町 5 丁目 24

電 車孟06( 629) 1∞8

名誉正会員

三邑

同
盛 男繁

青 盛 建 材 株 式 会 社 取 締 役 会 長

畠 匁3 広 島 市 舟 入 幸 町 19 ー 10 電話侃22 ( 92) 32∞ 

串 734 自宅 ・ 広 島 市 想 町 1507 の 10 電信0822 (51)  6730 

三邑

同 山幸夫

株 式 会 社 脊 山 建 築 積 算 事 務 所 代 表 取 締 役

晶 550 大阪市西区京町線1- 10- 19江南ピル電話06 (443) 0430 

唖 610- 11 自宅京都市西京区大原野上里勝山町14- 6

電信075(331  )  8082 

新 年
昭和 54年 元 旦

( 日音順)

代 表 取 締 役 社長 浅 井 潤 一

代 表 取 締 役 所 長 浅 井 謙

株 式 会 社 浅 井 建 築 設 計 事 務 所

唖 530 大阪市北区西天満 4 丁目 15- 18 プラザ締新

電話06 (365)  7311日町

串 583 自宅・羽曳野市羽曳ケ丘2 - 5 - 6 電話0729 ( 56) 2152 

哩 583 自宅 羽曳野市羽曳ケ丘5 - 18ーl 官官結0729 ( 57) 3588 

浅 泰

新 下 帝 次 郎

笠主 新 下 工 業 取 締 役 社 長

田1' ' ' '

骨 612 京都市伏見区桃山桐島太夫西町6 番地

電話075 (611) 2275代

姉
E------

eE-----

E

E

E

，

 

正 男井

株 式 会 社 笠 谷 工 務 庖 専 務 取 締 役

哩659 芦 屋 市 業 平 町 4 - 1 電録。797 (22) 0703 

串 659 自宅 ・芦 屋 市 憩 ケ丘町 13- 5  電信0797 ( 22) 5291  

j斐
盲

六

ｾ＠
/ j 孟

東 光 電気 工 事株 式会社 大 阪支 社 主 務 霊 締 霊

愚 541 大阪市東区高麗縫 5 丁目 28番地 電話06 (202) 0325 

唖 565 自宅・吹田市灘白台 4 の30の12 電信06 (872) 3214 

網 野 栄野

株 式 会 社 研 社 代 表 取 締 役

株 式 会 社 浅 野 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

串 543 大阪市天王寺区城南寺町 9 - 2 7 電話06 (768) 0201  

畠 572 自宅 ー寝屋川市成田西町 4 - 21  電話0720 (31)  1750 

文

e 5 3 0 大 阪 市 北 区 堂 山 町 13- 17 電信06 (314) 0151代

赤 尾 勝 策 I菱 沼 猪 之 吉

女ー 晶 司

部 恒 夫

安 部 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

株 式 会 社 赤 尾 取 締 役 社 長
株 式 会 社 浅 �ｾ＠ 車旦 取 締役 会 長

⑮ 559 大阪市住之江区西住之江2丁目7番5号電話06 ( 678) 3212代

品 541 大阪市東区安土町 2ー12 トヤマピル匂結06 (262) 1551代
愚 543 大阪市天王寺区東部浄町 8 番地の1 電話06 (768)  5222 

品 559 自宅 ・大阪市住之江区西住之江 2 丁目 7 -/11' 5 号

電 ｾｴＰＶ (671  )7 n 4  

赤 信崎 尚

株 式 会 社 赤 崎 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

骨 550 大阪市西区立売網 1 丁目3- 13 第三富士ピル

電話06 (541) 7625代

哩659 自 宅 ・ 芦 屋 市 三 篠 町 47 番 30 電話0797 (31 ) 8781  

}菱 沼 茂 夫 安 俊藤 雄

株 式 会 社 浅 沼 組 取 締 役 社 長

安 藤 俊 雄 建 築 設 計 事 務 所 所 長

畠 540 大阪市東区常盤町 2 の30 高木産業ピル

電話06 (942)4602 - 3  

唖 560 自 宅 録 中 市 上 野 西 2 丁目 16- 29電話06 (856) 0619  

赤 松 修 }菱 沼 誠 夫 井 崎 哲 也

株 式 会 社 赤 松 菅 野 建 築設 計 事 務 所 代 表取 締 役
株 式 会 社 弁 崎 工 務 庖 代 表 取締 役

骨 530 大飯市北区西天満6丁目 1-12 瑞鹿ピル
株 式 会 社 浅 1召 組 専 務 取 締 役

哩 640 和 歌 山 市 北 河 岸 4 丁 目 l 電話0734 (24)  5195 

電話06 (364) 5651  
品 543 大阪市天王寺区東日新抑T 8 番地のI 電話06 ( 768) 5222 

品 640 自宅和歌山市北河岸 4 丁目 I 電話0734 (36)  2455 

岳部O 自宅 ・銀中市千盟関 2 丁目 2 - 3 3 電話06 (852)  4622 

浅 貞

ごム

J 口井

骨 ＵＴ Ｓ 大阪市天王寺区東高 ｩｾ Ａ 町 Ｘ 番地 の Ｑ 電 話 ＰＶ ( 768) 5222 

新 日百 井 秋 次上

芝 草 双 星 設 計 代 表 取 締 役

E  

弁 上 高E 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

串 530 大阪市北区茶屋町 18- 21 豊崎ピル電話06 ( 373) 2281  株 式 会 社 新 工 務 所 取 締 役 社 長 居 543 大 阪 市 天 王 寺 区 生 玉 町 40番地電話06 (771)  2825 

哩略59 自宅 芦屋市東山町213 ローズハイア芦屋406号

電話0797 (31) 2339 畠 530 大阪市北区的機崎 2 丁目 8 番 7 号 電 話06 (313) 1331  骨 659 自 宅 ・ 芦 屋 市 川 西 町 4 -/11' 23 号 電 信0797 (22)日30

43 



謹 賀

井 上 正

名 古 屋 建 築 設 計 事 務 所 所 長

晶 453 名古屋市中村区僻町 20の 15 国鉄会館内

電 話052 (451) 2025直 通

串 464 自宅・名古屋市千種区下方町4の301昔話052(711)9400

井 久 雄上

笠芸弁上久維建築設計事務所代表取締役社長
，. 1'-' . 

暦 532 本社・大阪市淀川区木川 * 2 丁目 1 ー 7

ヒ シヒ ラ ピ J レ 電 源06 (304)  7758代

愚 550 分2巨 大阪市凶1>( ，; ( 町掘 1 丁目 4 - 4  千島ピル

電 話06(443) 7386代

置 565 Li 宅 ー欣 JEI 市河山台 3 f R2 0ー 7 '1t Wi 06 (831)  3256 

名誉正会A

井 福 蔵上

株 式 会 社 弁 上 組 代 表 取 締 役

骨 534 大阪市都島区網島町 6 1昨25号 電 話06 (352)4031- 4 

電 話06 (351)0530 

唖 577 LI 宅 . ，巨大阪市東石切開T6丁目 4 11't 4号 包 括0729 (81 )2526 

井 達 明上

株式会社弁上透明建築事務所代表取締役

畠 530 大阪市北区鶴野町 1番3 け安旺lピル電話06 (372)2821代

唖 555 自宅 大阪市西淀川区竹島3丁目 7の41l r n震活相73) 1069 

石 年 雄渡

株 式 会 社 石 渡 康三郎 塗 装 底 取 締 役 社 長

唖 545 大阪市阿倍野限措刑町2 f 自6-1 屯 J吊06 (693)  2031代

唖 545 (1宅 大阪市阿{ 汗野区帝塚山 l 了目 5- 8

'il!，11i 06 (621)  8110 

犠

凶

一

相 武

大 機 建 材 工 業 株 式 会 社 専 務 取 締 役

晒 561 盟中市庄内栄町 5 r  EI 5  1I't 16号 o"t!，11i 06β32) 1766 

06 (333)2137 

唖 665 1 " 1 宅宝線市中 111f12 - 18 - 9  '!1l，l，l ; 0797 (88)  3696 

伊 地 知 堅

新 年 昭和 54 年 元 旦 (5(}音順)

伊 藤 喜 三 郎

株式会社伊藤喜三郎建築研究所代表取締役社長

骨 102 東京郎千代田区紀尾井町 3 番 地 文芸春秋ピル

電 話03 (2臼 ) 1481代 - 7

唖 141 l I ! ，; [ / l I l 品川区東五反田3 - 16- 55 電 話03 (441)5437 

伊 藤 良B

大栄電気株式会社大阪支庖 取締役副社長

愚 550 大阪市西区京町堀 1 - 12- 14 電 話06 (443)0631  

串 560 自宅・盟主中市北桜塚 3 - 8 ー 7 電 話06 (854)  774 7  

伊 藤 智 康

東陶機結株式会社大阪支社 取締役支社長

唖 530 大阪市北区白俄崎 2 丁目 31昨7 号

悔新第一生命ピ Jレ取舵¥' 1目指06(364)  1181  

〒532 (1宅 大阪市淀川区西中島 1- 11-16 メゾン淀川

o'll.!1i 06(305)0622 

飯 田 精 次 郎

共 同 設 計 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

哩 530 大阪市北区西天満 5 丁目 101昨14号 電 話06 (364 )  5836 

串 105 * 点耶務所・東京都渋谷区渋谷 1- 10- 1 八千代ピ Jレ内

ＱＱｴｾ舌 ＰＳ (407)0912 03 (409)  1837 

串 733 広島事務所 ・広島市場町2 - 3ー 17 1世話0822 (94 )  1828 

愚 520 太神事務所 ・大海市浜大海4- 4- 4 電 話0775 (23 )0388 

唖 620 福知山事務所・京郎府福知山市末広町6丁目4番地問地ピル

o"t! ，!，fi 0773 (23)5208 

生 島道 春

紋 日本建築積算協会関西支部支部長

愚 542 大阪市南区鰻谷中之町 62番 地 市 川 ピ ル 2 F

11t ft l i06 (245)  6645 

干573- 01 向宅 ・枚方市大宇佐尾586- 50 唯 訴0720 (51)5633 

生 重 政回

日 本 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

骨 臼 l 大阪市l I ! 区安土町 4 丁目 5 番 地 電 話06 (261)7591- 8 

畠 659 自 宅 芦 屋 市 朝 日 ケ 丘22111'11号 旬結0797 (23) 0657 

石
-
E
-
-
E
E
-

-

E

E

，
，
 宏

大 鉄 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長 石 川 建 築 事 務 所

骨 532大阪市淀川区宮原4丁目 4 1fi 44月 電 話06 (394)  1281 大代 串，>43 大阪市天王寺s 茶阿 山町 1111fi;也 m訓06( 779)9491代

串 661自 宅 尼 崎 市 市 武 脱 之 荘 5 丁目 13番 15号
骨 144 東京郎太悶区羽田池町14- 1 W; n. ¥縮ピル

電話06 (438)  2148 
旬。1吊03 (741)  0574 

4 4  

石 1

 

.•••••• 
E

E

E

，

 

良 興

日 本 冷 熱 工 産 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

⑮ 民4 吹 田 市 豊 海 町 4 0 書 3 8 号 電 話06( 384) 1201代

哩 5ω ( 1 宅・豊中市蛍池東町 4 丁目 7 1fi 12月・

電 話06( 841)∞32

石 原 季夫

株式会社石原建築設計事務所 代表取締役

. 530 大阪事事所 大阪市北区中之島 3 - 6 - 3 2 大ピル916

電信06( 443) 1225- 6

唖 100 東京事積所 東京都千代田区内幸町1 - 3 - 6

新日比谷ピル 電信03( 502) 8921- 4

. 650 自宅 ・神戸市生田区中山手通 6 - 38 電語078(341)2073

市

B

E

・E
・-

l

 

'

E

E

，

 

宏

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所 専 務 取 締 役

⑮ 541 大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 ー 19 電 話06( 202) 0391

⑮ 白 8 自宅・神戸市東灘区住吉山手 4 丁目 4 - 3 2  

11U舌078( 811) 0216

泉 沢 哲 史

株式会社泉沢建築設計事務所 代表取締役

530 大阪市北区西天満 4 丁目 12番 2 号 オ オ シ 7 ピル

電 話06 ( 364)  9071代

士

ゆ

、ー・園
、C I

F 子 夫

西 松 建 設 株 式 会 社 大 阪 建 築 支 底 長

暗 540 大阪市東区釣鏡町 2 丁目 41番地 電 話06 ( 942)  1131 

F 晶 『

邑

A レ

目ｾ 平日

日 泉 化 学 工 業 株 式 会 社 取 締 役 副 社 長

骨 550 大阪市西区土佐寝返 1 丁目 1 liI' 9 号 タケウチピル

臥目古06 ( 443)  2261 代

〒657 自宅 神戸市機区篠原南町2- 3- 24 地 J苫078(871)  3479 

市 繁 雄

ー

I

 

E

E

E

，

 
日 本 管 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

骨 ωI 京 都 市 南 区 西 九 条 箆 田 町20 電 話075( 681)5101- 5 

串 606 (1宅 ・';(/111" i.1i: ，;0><: f'.(1之本側n 7 ; 町市075( 781) 0289 



謹 賀

ｾ＠
" 7  

由

I I!i、井 臣

新 年
昭和 54年 元 旦

( 日音順)

出

一

相
本 義 'L' 尾 亀 清 四 郎

イ マ ヰ 建 設 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

暦 547 大阪市平野区平野北 2 - 9 ー15 電話06(792)  4425 里 子 村 建 設 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長 株 式 会 社 三 晃 空 調 取 締 役 会 長

串 547 向宅・大阪市苧聖子I x : 宇野北2 - 9 - 1 5 電源的 ( 792)4404 .m九41 ｫ｟ 阪市ｾＱＧ＼Ｎ， ｔｩｩ 開悦 Ｒ I TI 9l f t j 也 o'1!，1，J;il6 ( 202】1791(¥: ⑮官。大阪市北区西天満 3 丁目 13番20号， o'1!，11i 怖の6.1 ) J 371 

唖ヲ7: l rt 宅 伐 }j 'n阿 111 f 町 15 - 4  m ，I#l 720( 411 :l427 

..6、

ーマ
茂 雄西 上

{
子田

株 式 会 社 日 匠 設 計 代 表 取 締 役

株 式 会 社 今 西 建 築 デ ザ イ ン ル ー ム 代 表 取 締 役 噸「刷本社 .k_ 似事傍所 . k_ 阪府怯I京市内 k 塚1- : ; 一日

電，IIi 0723(31 ) 沼:; 7代

曙 l i 2fl - :12 滋賀事待所 ・滋賀県甲賀I l I I甲南町k 下。ド怯

'，11，1見合7187 ( 2) 11 14  

串 5日大阪市西医南堀江1丁目 22番17号 電 結06( 541) 3051- 2 ，'!!I泊。 (1宅 k 阪府松11百，I i 丙大塚 l一日ー20o'1!，1，J;i l 723(31) 15:;4 

取 締 役 会 長 今 村 騰 上 西 圭

ごム

J 口

取 締 役 社 長 平 木 寛

株 式 会 社 大
d買ョL  

本土 取 締 役 社 長

気 工 業 株 式 会 社
骨 530 大阪市北区中之島 3 - 2 - 18 住友中之島ピル 7 附

唖日O 大阪市北区西天満 6 丁目 9 番 8 号

電話06 (448)  5871  

電話06 (312)  8881大代
哩! 659 ＨＱ 宅・ ｬｾ 府県 Ｑｾ ｉｾ 市浜町 Ｑ Ｒ - 141l!.lIi 0797(22): ;9.19 

ゐ、

ーす フじ 康 彦

近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 会 長

植 寿 雄野

唖 ＵＳＱ 大阪市大淀区本庄東 Ｒ 丁目 Ｓｾ 制 ｬ 号 電陪06( 375) 60∞ .m[，42 大阪，fil 軒[ i (J i ! 町通2 T r:l 28 ，勾 1I ピル 7官，lli(喝 ( 261) 2720

愚560 自宅. J豊中市北般原4丁目 51昨5 号 電路06(852) 5887 哩Y渇8 自宅. l j I . 市大奨野 5 - 9  o'1!，1，J;il 722( 3711 162 

株 式 会 社 寿 建 築 積 算 事 務 所 所 長

名誉正会員

単

調
佐 信 也

畢 630 自宅 ・奈良市法運町南 2 丁目1079の 1

電信0742 (:幻 ) 2890

L1. I 

左王 崎 徹

株 式 会 社 岩 崎 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

骨 630 本社・ 奈良市大森町57の3 農協会館内

電話0742 (22) 2283代

品 631 自宅・奈良市学園北 1丁目 5 - 11 電話0742 (45) 1513  

専 務 取 締 役 岩 崎 弘

取 締 役 所 長 寺 西 礼

株 式 会 社 教 育 施 設 研 究 所 大 阪 事 務 所

<<!!>550 大阪市西区立売堀 1丁目 13番l 号 電話 06( 531) 0913

大信ピル 111結 06( 541) 7301

⑮630 自宅・奈良市法蓮立花園T l 046 電話0742( 22) 2217

⑮661 自宅・尼崎市常吉字赤田 9 の 5 電話 06( 431) 2101  

浦 辺 鎮 太 郎

株 式 会 社 浦 辺 建 築 事 務 所 代表 取 締 役

唖530 大阪市北区侮問 1 丁目 12番39勾ー' " 阪必ピ Jレ

電話06 (341)  1727 

e662 自宅 ・西宮市甲東園 1 丁目 7 の 8 電話0798 (51 )  0389 

3工 1

 

.•••••• 
E

E

E

，

 

好
己

江 川 神 津 設 計 事 務 所 所 長

居 532 大阪市淀川区西中島4ー7- 2 地蔵 l 号館

電話06 (ぬ4) 7439 

哩Q59 自 宅 ・ 芦 屋 市 三 篠 町 2 8 8 電話0797 (22) 9269 

、=色

1墨 藤 生
問。

尾 原 庸 夫

刷 会 社 松 田 平 田 坂 本 設 計 事 務 所 存 阪 慨Z

曙 mc】大阪?I i 北区食品 2 - 2 - 2 5 il!，I! ;c渇 伶 刷 ) 7821

哩 338 (1 古・崎 'EI )供与n' di 大下 u 再介: >40 - 1 - 1ー 103

ｾＱＡＮｬＯ［印 ＱＸＸ (:;2 )7544 

大 井 弘 治 郎

株 式 会 社 大 井 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

唖550 大阪市内lむ ;c町幌 1 丁目 10 - 8 相聞ピル

，官。!山崎 ( 141 ). 1521- 2

思 百2 rt セ n，伺di 7 i 殺符 4 r r:l 4  - 1 1  ';1!，I/，i l 727  (21 )  1113 

ｾ ｾ守￯ｆＮ会 Ａｬ

大

. . A.  

居 良B

哩「ぜ) 6( 1宅・ J;C自if! di ｉ ｔＮ ＡｾＺｉ 烹下鴨北園町ＳＮ Ｑ "官，1/，117: ; (781 )c忠36

名誉正会

岡 孝 男田

帝 塚 山 学 院 大 学 教 授

' 回9 大 阪 府 南 河 内 郡 狭 山 町 電 話 。η3( 65) ω65

愚氏; s 自宅 ・吹田市千里山西5丁目 4 0 - 4 電信0 6 ( お 4) 却 19

岡 橋 作 太 郎

株 式 会 社 銭 高 組 顧 問i

<'!'> 550- 91大阪市西区西本町 2 - 2 ー11 1l!，lf，06 ( 531)  6431  

⑮659 向宅・下宮崎市打. ' p. 存円町156- 1 m ，怖1797( 22) 4500

岡 本 繁

株式会社 遠 藤 剛 生 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役 近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長

. m541 大 阪 市 東 l烹 伏 見 町 2 丁 目 22o'1! ，101;i l6( 203 )0888代 .m531 大阪市大淀I x : 本r 1: !R 2 了間 3 詐41f.;' o'1!，1荷16( 375H淑l O

<<!!>562 (cl 宅 n而市縦ケ丘月了阿 101ft4 乃T柱。1古。727( 22)2064 . m640 自宅 剥l歌山市三木町市ノ丁18番地' 1! ，Iol;il 7:l4 ( 23 )0308 

45 



謹 賀

名 誉 正会 員

岡 本 樹茂

唖<657 自宅・ 神戸市灘区摘丘町 6 - 2 - 9 電話078(851)  2020 

名営正会Q

岡 本 弘

新 年 昭 和 54 年 元 E
(50音順)

奥 村 安 太 郎

奥 村 組 土 木 興 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

⑥ ，552 大阪 市港 f3l : 市岡 3 丁円 5 待18 号 電，I WS( 572) :>3(】l

<!!1>552 ＱＧＭ Ｑ 宅大阪市港 ｬ 司市 岡 Ｓ 丁同 Ｘ 詐 Ｓ 号 Ｑ ｴｖｾ ｩｬＶ ＨＡ￭ Ｗ Ｑ ) 0571  

.::D::. 

目 倫 宏

兼
吉

岡 勇

ｾｾ＠

株 式 会 社 第 一 サ ー ピ ス 代 表 取 締 役

有 限 会 社 兼 高 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

⑨ 590 J W. 市翁情町 1T 4-1iI' 5号 m，I M722 (221I 643 

1648 

⑨ 5仰 向 宅 . ey市三間ケ丘御幸通81- 2 m ，I M722 (:l 2) 附 13

鎌 谷 秀 男

jl事 成 建 設 専 門 学 校 校 長

⑮ 573 向宅 ・枚 方 市 東 待 屯 2- 7  - 20 ｭ ， ｉｾＭＰ ＷＲＰＨＵＴ＠ )4123 ⑮ 556 大阪市浪速|電戎本町 l 了同 3 待地 ; ' K，前倒俗49) :>301 <!!1>555 大阪市丙淀1111i <. 大剥"羽 5 了同 19 - :l 0 哲也lfi 06( 474 )1644 

岡 本
差

EヨfT 

株 式 会 社 昭 和 設 計 代 表 取 締 役 社 長

ｾＵＵＰ 大阪市丙ｦＳｬＺＧ Ｎ庁町 ｬ 丁目 Ｕ 番 Ｗ 号 問ツ惜ピル

'It!，I M6( 532 ) 3421代

⑮ 659 1' 1宅 . r! r 尾市岩閣町 35 ー 7 m，I M797 (31  ) 3201  

岡 本 全 男

哩事時4 内宅・寓問林市高辺台 3 T  4  1il' 54- 202; : ;  

7包括07212( 引 97:l 7

加 藤 忠 三 郎

串 665 内宅 ・宝t車市千何i 4 r 日 3 1i1' 3 W m，l M797( 72) I380

神 谷 新

株 式 会 社 平 田 タ イ ル 代 表 取 締 役 社 長 成 瀬 鋼 材 産 業 株 式 会 社 相 談 役

者!!>550 大阪市岡f 3 l : 阿波庫 中 1丁 目11昨l Or-jー ⑨ 550 大阪市内灰悶長嶋北j且3 - 2 - 3 m ，l，f;(渇(:>32) 6201

'It!，1，f;06 ( 532 )1231代 ⑨ 657 神 戸 市 i維f X: r . . 毛通 3 - 2  - 21 電，1都178( 861) 0596 

⑮ ＶＰＱ 向宅・ 京郎市街医東 九条北 烏丸町 ＲＴ ＱｬＡｾ剖 ＱＷＵＨＶＹ Ｑ Ｉ Ｑ ＳＳＴ

嘉 納 伝

党 組 建 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

⑮ 543 大阪市天t .. 干隈東高津町14- 5  m，11i06( 768)  1515代 三 宝 電 機 株 式 会 社 取 締 役 社 長

営業所・名古屋・和歌山・春日出 工 掛 : ! 豊明 ⑨ 臼 ｏ 大阪市 北 区西天満 ＲＭＶＭＸ 笠ピルＱｬＡｾｗＶ ＨＳＶＴＩ Ｑ Ｔ 71  

4匹557 内宅・大阪市内成区玉出東 l 丁目 6 1i1' 15号 ⑮ 659 向 宅 芦 庖 市 岩 閣 町 251昏22号 ＱｬＡｾ［君。 ＷＹＷＨＲＲＩＲ Ｑ Ｙ Ｑ

電話06( 661) 3317 

岡 山 雄竹

22 岡 山 建 築 事 務 所一 級 建 築 士 事 務 所 代 表

取締役

骨 ω 4 京間i市中京区n丸通錦小路上 Jレ手洗水町670

京仰7 クトクピル 7 F  l 1Ul; 075 (255)  0537- 8 

唖 612 自宅・京都市伏見区深掠平田町18 電話07引641) 0536

奥 晴 弘野

株式会社 和 光 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役 社 長

愚 550 大阪市西区北堀江2 丁目 9 番15号

電話06 (531)  4488代

⑮ おO 向宅大阪市西1 3 ? : 北細江 2 丁 目6 1il' 14号

ma首06( 541) 0261

奥 紘 行村

奥 村 重 兵 衛 株 式 会 社 取 締 役 社 長

暦 530 大阪市北区西天湖 5 丁目 31昨7 号 電 結06( 312) 4131代

⑮ 620 1' 1宅・商 富 市 南 郷 町 14 * 34 号 電話0798( 71) 0011 

46  

土百
内 務

取 締 役

株 式 会 社 団 地 サ ー ピ ス 大 阪 支 社 大阪支社長

串 536 大阪市械東区森之宮 2 丁目 9番201号 電 活06( 969) 1∞l

数 井 利 美

株 式 会 社 西 村 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

⑮ 652 神戸市兵脱反荒田町 2 丁目 1 Iil' J也 組 ピ ル

電話抑制521) 0205- 0207 

骨 6日自宅・神戸市須l野区白川台 2丁目 39- 13

1'1! J初 78( 792) 臼62

カ日 納 秀 雄

戸 田 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖 常務取締役

支 商 品

串 550 大阪市西区西本町1丁目 13詐47 ｾ［Ｇ＠ 常活06 (531  )6561  

岳 民 4 自宅 ・吹岡市千皐山，10 - 25- 14 司1，'活06 (388)02判

神 崎 文 一 郎

株 式 会 社 神 組 取 締 役 社 長崎

唖 670 姫 路 市 北 条 口 86 の 3 電信0792 ( 23) 2021 代

唖 670 自宅 ・姫 路 市 北 条 口 60 句話0792 (23) 3591  

亀

ミ'.b.

J ロ井 晃

ずきF21勺 ぷ I 建 築 事 務 所 代 問締役社長

⑤ 542 大阪市南r x : 谷町 7 T R 1 21i1' 1也の 1

新谷岡r w， 3 ピル 2  F  ｭ ， ｬｾ ｩｬＶ＠ ( 768 )  1771  Ｈｾ＠

⑤ 631  (1宅 ・奈良市中町 l 待地の479 1'1!，1孟0742( 43) 1226

亀 回

_._ 

ノ、 夫

株 式 会 社 増 島 製 作 所 大 阪 出 張 所 所 長

唖 530 大阪市北区凶天満 3 - 13- 18 ぬ倣 ピJ レ電話06( 364) 1951

悟 560 自宅・盤中市掻池南町 1 - 1 4 - 10 電腎06(855) 5356

柄 谷 順 一 郎

株 式 会 社 柄 谷 工 務 庖 取 締 役 社 長

唖 660 尼 崎 市 玄 酢 市 之 町 4 電話 06(411)  1451  

愚 663 自宅西宮市甲子閣語I i 風町9ー14 電話0798 (41)  0700 
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新 年
昭和 54年 元 E (50音順)

木 下 園 男

株 式 会 社 川 岸 窯 業 商 唐 代 表取 締役 社 長 内 外パ ー キ ン グ 施 設株 式 会 社 取 締 役 社 長

串 550 大阪市西区西本町 1 丁目 13 - 3 3 電話06( 532川461代 愚550 大阪市西区京町繊 1 丁目 4 番 8 号 電 話06( 441 ) 0477代

愚民3 自 宅 池 田 市 天神 1 丁目 10ー10 電話0727 (61)  8598 唇 665 自宅・宝塚市逆瀬台6丁目 15番11号 電 話0797 (73)  3228 

E

・
E

・-

-------

E

E

，
，
 喜 代 枝口

株 式 会 社 篠 田 川 口 建 築 事 務 所 所 長

株 式 会 社 協 同 設 備 事 務 所 所 長

・461 名市尽市東限泉 1 丁同 21需21 号 電，]#' 辺倒) 2 ) 7581

哩 464 自宅・名古鷹市千個区稲舟通 2 丁目 7 1昨地

電話T殴 ( 751) 2613

E

・

E

・---
l

 

'

E

E

，

 

崎 敬

木 下 み ど り

株 式 会 社 ナ イ ガ イ 代 表 取 締 役 社 長

串 530 大阪市北区堂島 2 丁目 1 番18号 1tU舌06 (345)  9055 

哩 550 自宅大阪市西区京町姻 1 丁目 15番 18号

電話06(441)  2503 

名誉正会員

城 戸 武 男

株 式 会 社 近 畿 建 設 代 表 取 締 役 株 式 会 社 城 戸 武 男 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

⑮5日大阪市西区江之 f-.Q， 1 丁同 2 1ff 2 号 電 話06( 448 ) 5601 唖 460 名 古 屋 市 中 区 栄 1 - 2 2 - 2 7 旬結052 (231  ) 5451代

⑮556 自宅 大阪市泌巡I電析1112 TFI ぽ量6 m.l 釘16( 632) ね 69 <<!M60 自宅・名古屋市中区栄 1 - 2 2ー27 電話052 包01)4061

E
-
-
-
-
-

e---E--

E

E

E

，

 

瀬 啓 一 郎

扶 桑 管 工 業 株 式 会 社 代表 取 締 役

唖 616 京都市右京区太 4括和泉式部町12待地m ，1，1i075(86I ) 1157 

大阪支底司! . l <' i 06( 353)  0222 Ｊ京支庖 ｭｾＯ［ ｩＩ ＳＨＲＶＳ ) 0501  

-!!!!616 自宅 ー京都市右京区太繋安井車道町21

電話官75( 811 ) 1509

-

E

・
E

・

-------

-
-
E

，

 

谷 勇

川 谷 建 築 設 計 事 務 所 自 営

e 6 0 6 京都市左京区一策寺清水町 1 5 電話075(781)  1148代

e 6 0 6 自宅・京都市左京区一乗寺清水町15電話075(781 ) 1148 

河 手口 夫裾

汲

E

-

-

E

・

E

・-----

E

，
a' 

圭 司

泉 工 業 株 式 会 社 会 長

骨 558 大阪市住吉区民出町東4丁目 35-1 11l訴06 ( 696) 6961代

串 594 自宅 ・大阪府和泉市太町41 - 27 電話0725 (43)1670 

名誉正会員

黒 明

こn

J旦 夫

ク ロ ア キ 一 級 建 築 士 事 務 所 所 長

‘
、

E

E

E

d

 

，
，
 由

ＧむｾＮ、 勝坂

株 式 会 社 東 海 設 計 取 締 役社 長

骨 460 本社・ 名古屋市中区栄3ー7 - 1 包括052 (261)  2651代

骨 104 東京事務所東京郎中央区京情l ー14- 4

1lt 3舌03 (561)  0815代

畢 467 自宅・名古屋市瑞砲区岳見町4- 20- 2電絡052 (831) 4459 

‘
、

E

E

E

d

 

，
，
 

崎 勇

株 式 会 社 ミ ラ ノ 工 務 庖 取 締 役 社 長

串 604 京都市中京区民川通河原町東入鉾田町310

電話075( 231) 0177代

骨 606 自宅 ・京郁市左京区下鴨北閣阿63番地

電話075( 781) 0676 

‘
、

'

E

E

d

 

，
，
 

島 巴勝

有 限 会 社 小 島 勝 巳 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

骨 541 大阪市東区南本町 4 丁目41番地 イヨピ Jレ6 階

電話06 (252) 8088代

署 103 東京事務所ー東京都中央区日本締本町 4 丁目 14番 地

山本ピル 7 階 電 路03 ( 661)  0768代

署 166 自宅・東京都杉並区成田西 1 丁目 16- 17

結 03 (315) 臼 35

‘
、

E

E

E

J

 

，
，
 

大 作谷

株 式 会社 回 演l建 築 設 計 事 務 所 代表 取 締 役

. 640 和 歌 山 市 下 町 1 9 番 地 電話 0734 ( 31)  0261- 2 

愚 ＶＴＱ 自宅和歌山市場止酋 Ｑ 丁目 ＱＰｾＵ m鰭 0734(24) 9563

‘
、

盲

目

E

J
，
，
 

西 信 一 郎

コ ニ シ 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

愚536 大阪市城東区蒲生 3 丁目 11番11号 電結06 (931)2097 唖 541 大阪市東区道修町 2 丁目 6 番地 電dt 06( 228) 2811代

唖 536 自宅大阪市減東区部生 3 丁目 11番11号 事 565 吹田市古江台 I 丁目 15帯 5 号 電結06 ( 831)  8455 

電話06 (931)2097 

黒 田 譲

黒 田 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

蛍 光 産 業 株 式 会 社 代表 取 締 役 愚おO 久 留 米 市 大 石 町 32 番 地 電 話ω4 2 ( 32) 3417  

<111>531 大阪市大淀医本庄東l 丁同 91昨9 号 電源06( 371 )5146 唖 830 自 宅 久 留 米 市 白 山 町547 需 地 電 話0942 (34) 8527 

河 原 義 夫 ‘
、

E

a

E

J

 

，
，
 

氷

‘
、

E

E

E

J

 

，
，
 

西 自甲

阪

株 式 会 社 小 西 設 計 取 締 役 社 長

唖 550 大 阪 市 西 区 江 光 線I 1 丁目 12ー16 '1世話06 (532)4051 

愚546 自宅大阪市東住吉区今1113丁目 6 - 6

電話06 (701) 0297 

名誉正会員

小 早 川 美 武

新 日 本 空 調 株 式 会 社 大 阪 支 底 Z2222 大 信 印 刷 株 式 会 社 代 表 取 締 役 美 工 装 飾 株 式 会 社 取 締 役 社 長

⑮日O 大阪市北区堂島浜 1丁目 2 番 6 号 新 大 ピ ル 愚531 大阪市大淀区大淀中 4 丁目 13 - 11 電 話06( 451) 7631  愚557 大阪市西成区玉出東 2 丁目 9 - 41 電話06 ( 651)0105 

包括06(白川 6031代 唖 553 大阪市福島区福島 6 丁目 2 0 - 10 電話06( 451同346 愚557 自宅 ・大阪市西成区玉出来 2 丁目 10- 17

<111>659 向宅・芦屋市宕閲町21"1昨 3 号 電 ｾｬｩＰＷＹＷＨＳ υＵＴＹＲ
電話06 (653)  0023 
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林 夫

甲 南 五 I ! 材 興 業 株 式 会 社 取締役

キfl J車役

串 532 大阪 rl 1淀川区十三本町 2 - 4  - 2 8  電話06 (309)  084 1  

唖 665 f'I 宅 ・宝塚市御殿山 2 - 3 ー 16 電話0797 (86)  7228 

‘
、

E

E

・
4，

，
 

林

: 重三

J 同

株 式 会 社 新 住 宅 社 代 表 取 締 役

串 .530 大阪市北広中之.¥.¥4  ｲｾ Ｑ＠ Ｓ 酢 ＲＵ Ｍ ＩｾＧ 電ＮＡ［ｬｩ ＰＶ ( 443)  6641  ｻｾ＠

唖 ＵＴＵ 自宅 ・ 太阪市何倍里子区 ｾｴｻ， ｜Ｓ 丁目 ＱＱ 耳 Ｗ 号電話 ＰＶ 倍以 Ｉ ＰＵＸＴ

小 林 甫 朗

小 林 1t 宅 産 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

新 年 昭和 54 年 元 E
(50音順)

見島 池 藤

株 式 会 社 鴻 池 組 取 締 役 社 長

哩 54 1 大阪市京区北久宝寺町 4 丁目27番 地

ダイヤルイ ン電話06 (244 )  3500 (受付台)

暦 603 内宅 . l;t  MS市北区平野鳥居前町86 111結 075( 461) 1526 

近 藤 イ呆

株 式 会 社 日 建 設 計 取 締f支 社 長

骨54 1 大阪市東l託t前線 2 r 日381昨地 電話06 (203) 2361  

近 藤 義 雄
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P

、

鳳晒り

骨 54 1 大 阪 市 東 区 南 久 宝 寺 町 5 - 18 電;l;f; 06 (245)2181  愚 659 n 宅・戸111di 半IlJ凶 f 8 - 5 - 303 111J l i 0797 (31) 見80

林 四 良B 佐 々 木 群

抹 式 会 社 佐 藤 武 夫 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役 社 長

太 陽 工 藤 工 事 株 式 会 社 取 締 { 支 社 長 唖 105 東京都港区新総 4 丁目 6 番15号 泣 ＮＡｾＰＳ (436)  3511 代

哩 553 大阪市縮島区楠品7 r 口22 11'i 8号電話06 (452) 1151大代 骨272 自宅 ・市川市国府台 1 - 5 - 2 電信0473( 71) 5162

‘
、

，

 

•.• 
4

 

，
，
 

マ5日

干守

士
山
山林

株 式会 社 小 林 待 志 建築 事 務 所 代 表 取 締 役 所 長

5650 

唖 530 大阪市北区堂島 2 - 4  - 17 雌 111ピル電話06 (341  )  5658 

5659 

哩>662 臼宅・凶富 市 丸 崎 町 6 ー 16 電話0798 (66)  2394 

古

同 主武 計

コ ー タ ケ 建 築 設 計 事 務 所 所 長

愚 550 大阪市凶区江戸綿 3 r n 6 11'i 23号 末弘ピル

o'1! J孟06 (448)2408 .  0178 

愚 550 自宅・大阪市西1>1: 北峨 i J: 4 ｲｾ｝ ＱＴ ＭＶ 品 ＧＷＰＶ ｾ［Ｎ＠

官IU ;li 06 (531  )2812 

河 義 就内

佐
ごム

J ロ 誠 次

雑

カロ

貝 幸夫

株 式 会 社 佐 治 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

号 662 本社 同"，;.;I li1' tr品目|叩 ー信仰 f 1  - 3 6  0"1!J孟0798 (73) 2516 

骨550 大阪事務所 ・大阪市 jA訂正長光蝋 1 r 目4 倖82J

カクダ イピル 1世J苫06 (541 ) 5831  

佐 野 正

株 式 会 社 大 阪 雑 賀 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

哩 543 大阪市天王寺区東平野町 5 丁目 9 帯地 吉盛ピル

電話06 (772)  4426 ・4436

愚 573 自宅 ・枚方市谷皐ケ丘 7 丁目 l l - 16旬 結0720 問 )0∞4

四 方 靖 良E

株 式 会 社 安 井 総 築 設 計 事 務 所 取 締 役 社 長

⑮ 540 大阪市以l豆島町 2 r 目 7 I昨I也 官官.1806 (943)  1371  代

品662 ( J 宅・岡山市ヌ JI' 町 4 の 9 電話0798 (72)  1569 

斉 藤 国 義

四 方 設 計 工 務 株 式 会 社

一 級 建 築 士 事 務 所 代 表 取 締 役 社 長

骨似 京 郷 市 伏 見 区 深 草 雌 馴 佐 河 活075( 制緩; - 2

唖 85ト 33 長崎出張所・長崎県西彼件都西i庄町大谷脇1684

電話09592( 7)0172

⑮ 183 Ｊｊ［Ｈ ， Ｇｈｾ 民所ーＡＮｉＡ 1，( Ｑ￭ｦ ｾＱ 仔中市内糸台 Ｖ 丁 ｮＵＳ Ｍ Ｓ Ｑ

111.1孟0423( 67) 0480' 0424 (84) 0236 

骨612 自宅 ・京都市伏見区深草関屋敷町32- 2

鈴 木 明
ミ'.b.

J ロ

日 新 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 底 支 庖 長

骨533 大阪市点淀川区瑞光通 4 T 目30帯地の2

電話06 (329)  7737大代

串 533 自宅・大阪市点淀川区瑞光通4- 30- 2電話06 (328)3343 

島
ごム

J 口田 孝

株 式 会 社 片 山 鉄 工 所 代 表 取 締 役 会 長

居 551 大阪 市大正区間思加1&1 6 丁目 2 番21号

電話06 (552)  1231大代

品 ＶＶＱ 白宅・兵 ｬｩｪＡｾｾ 尼崎市武雄之荘 Ｓ 丁目 ｉ ー ＱＭ Ｓ ＰＸ

屯 .11i 06 (432)  7387 

名誉正会員

島 村 佐 次 郎

島 村 建 築 事 務 所

唖 640 和 歌 山 市 四 i品 T 4 電話0734 (22)3338 ・4335

愚 640 自 宅 和 歌 山 市 四 番 丁 4 1世話0734 (22)3338 ・4335

島 忠 男村

西 n 本 建 設 業 保 証 株 式 会 社 取 締 役 社 長

串 540 太 阪 市 東 区 上 町 5 番 地 電 話06 (762)5701代

名誉正会員

白 石 登 喜 男

有 限 会 社 河 内 議 就 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役 株 式 会 社 斉 藤 工 業 所 代 表 取 締 役 株 式 会 社 藤 木 工 務 庖 常 務 理 事

唖 730 広 島 市 上 織 町 2 市 37 号 電J古0822 ( 28) 2271代 岳 557 大阪市西成区岸里 2 丁目 6 番 5 号 電話06( 661) おお代 愚 540 大 阪 市 点 区 両 符 町 1 丁 13 13 11'i地 電話06 (942)  1461  

畠 739- 17白宅 ・広島市抑柳I平準光台1- 237 包括08284 (2)4141 畢 557 自宅 ・大阪市西成区岸里東 1 丁 目21番 3 号 愚 558 自宅 ー大阪市住吉区鍋江中 1 の68 電括06 (671 )  3792 

電話06( 652) 0208

4 8  



謹 賀

城 庸 平口

株 式 会 社 大 阪 城 口 研 究 所 取 締 役 社 長

骨 530 大阪市北区角田町 2 震 15号 電話06 (372)7151代

進 藤 汎 海

株 式 会 社 企 画 設 計 社 代 表 取 締 役.

唖 556 大 阪 市 浪 速 区 日 本 僑 東 4 - 16 電話06 (643) 3631  

串 662 自 宅 西 宮 市 柏 堂 町 7 番 7 の303電信0798 (72)  3070 

須 賀 孝

須 賀 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

事 550 大阪市西区土佐輔君 1 丁目 2 番30号 電話06 (441)  5171 

愚 662 自 宅 ー 商 富 市 笠 井 町 6 -/11' 14 号 電 話0798 (72)  0269 

須 賀 好
宮

田

新 年 昭和 54 年元旦 (50音順)

杉 村 正 三 郎

阪 急 電 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長

串 臼2 大阪市淀川区新北野1丁目4番21号 電 話06 (302)0231代

古

同橋 慶 夫

株 式 会 社 大 建 設 計 社 l:

串 105 l l l : 京在日港区新陥1 r 目10;信7 号 '  .. ｮ ， ｉ ｾＰＳ＠ (572) Ｔ ＵＹＵＨ ｾ＠

串 665 自 宅 宝 塚 市 栄 町 3 了目 9 番20号 電 話0797 (86)  3623 串 533 自宅・大阪市点淀川区相川中通 2 丁目 2 - 4

電話06 (340)  0935 

銭

官

同輝 之

株 式 会 社 銭 高 組 取 締 役 社 長

居 550 大阪市西区西本町 2 丁目 2 番11号

電話06 (531  ) 6431大代

E

山

山，4

1

 

四 郎国

株 式 会 社 カ ン ダ ン 取 締 役 社長

、'.:6:.

J宅 口 開

ー 弁 建 設 株 式 会 社 波 野2

串おO 大阪市北区中之島3丁目4 t 昏18号 電話 06 (443)  1321 代

愚 659 自宅 ー芦屋市東山町137]芦屋パーク 7 ンショノA ー701 };.  

官官お0797 (31  )  0588  

名 誉 会 長 ・名 常 正 会A

竹 健

、&.

:lE! 腰

串 558 大阪市住吉区万代耳6 丁目3番地 電話06 ( 672}l 281大代 畠 662 自宅 ・西 宮 市 松 園 町 7 番 22 号 電.lIi0798 (3. 1  2650 

骨 588 自宅・堺市大美野76番地の 6 電話0722 (37) 6513  

本目

、・..... 
、C: : II

P:子 吉喜一

近 畿 大 学 理 工 学 部 助 教 授 電 話06 (721)  2332 内線 271

株 式 会 社 近 畿 建 築 様 造 研 究 所 所 長 日 新 工 業 株 式 会 社 専 務 取 締 役

暦 543 大阪市天王寺区維寺町76天王ピ Jレ電話06 (771 )3216代 串 120 東京郎足立区千往来2 丁目 23番 4 号電話03 (882) 2424 

骨 577 自宅・東大阪市下小阪 172- 2 愚 271 自宅 ・怯戸市 松戸 3 の7 の 3 電話0473 (62)9314 

近鉄グランドマ ンγ ョン 8 - 911 電話06 (789)8114  

竹 村 通 世

近 畿 電 気 工 事株 式 会社 広 島 支 社 支 社 長

串 730 広島市稲荷町 4 番 l 号 住友生命広島ピ ル

電話0822 (62)  1471 

愚 733 自宅 ・広島市南観音 7 丁目 16番34号 南高雅荘

電話0822 (93)  3293 

戸国有

良 春 田 口 夫 橘 泰

ミ'.b.

J ロ

日 本 住 宅 パ ネ ル 工 業 協 同 組 合 理 事 支 所 長

株 式 会 社 恵 美 須 建 設 代 表 取 締 役 東 邦 パ ー ラ イ ト 株 式 会 社 取 締 役 社 長

号 530 大阪市北区西天満 5 丁目 6 番10号 第二百聞町 ピル
唖 印6 京高s市1;: 京区浄 t 寺同地町33番 地 電 話075(761)  1151  哩 ｾＵＴＰ 大阪市東区森之宮西の町 ＵＹＴ 包括 ＰＶ (941 )9445- 9  

電話06 (313)  3321大代 骨 606 自宅 京郎市左京区縦ケ 荏法棋院町7 電話07引771)3543 ｾ ＵＹＰＭＰ Ｑ 自宅 ・ 堺市若松台 Ｓ T 2 6番 3 号電話0722ω 1) 2267

菅谷 健
I日

ノし

大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

田 中 幸 三 郎

田 中 建 設 株 式 会 社 取 締f支 社 長

圃. L.

J L  

ご重三

J 同回

有 限 会 社 柳 々 堂 (怨 築 専 門 211;1; )

暦 550 大阪市西区江戸堀 1 丁目 10番17号 電 話06 (441) 8231 晶 543 大 阪 市 天 王 寺 区 北 河 堀 町 54 電話06 (771 )  2391代 骨 550 大阪市西区京 町 楓 l ー 1 2 - 3 包 括06 (443)0167- 8  

愚 158 自宅 ・東京郎世田谷区等々力 6 丁目 2 4 - 6 唖 545 自宅・大阪市阿倍野区阪南胃] 5- 9- 24 1世話06 (622)0494 営 業 所 油 池 ピ ル 電話06 (251  )  8233 

電話03 (701 )3535 

杉 田 新 三 郎

シ ー ル テ y ク ス 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

( 建 築 総 合 防 水 材)

串 640 和 歌 山 市 縞 T 11 電話0734 (32)2581代

γi 伐締2 田 中 政 二

代 表 取 締 役 斗 ー 自 竺仕

社 長 ノ 、 直 訂 .le己

大島 ｦｦｾ I羽 化 学 工 業 株 式 会 社

暦 578 東 大 阪 市 新 庄 1 1  4 帯 地 電 話06 (745)5121代

ｾ ＵＳＶ 自宅 ー 大阪市城ｬｬｬＺ区成育 Ｔ 丁目 Ｑ ＹＭＲＰ 包括 ＰＶ (931  )  3506 

谷
E
-
-
-
-
a
 

.•••••• 
'
a
s
'
 

支 夫

株 式 会 社 西 原 衛 生 工 業所 大 阪 庖 炉 取 締 議

串 531 大阪市大淀区中将16丁目 8番4号 電話06 (458) 3531代
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謹 賀 新

千 原 大 五 郎

株 式 会 社 大 建 設 計 取締役社長

唖 ＱＰＵ 東京仰港区新情 Ｑ 丁目 Ｑ Ｐ 番 Ｗｾ 大和銀行析惜ピル

電 話03 ( 572) 4595代

串 251 自宅・神奈川県藤沢市総沼松が問 1 - 15- 25

電 話0466 (23)3124 

知 義見 夫

春 日 設 備 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

愚 ω l 京 郎 市 街 区 西 九 条 春 日 町48番 地

電 話07引681) 6455 ・(691) 9228

骨 ω 1 自 宅 京 郎 市 南 区 西 九 条 春 日 町48 電 話075(691)  3860 

塚 本 5孟 次

株式会社 日 建 設 計 相 談 役

骨 541 大 阪 市 東 区 備 楓 2 丁 目 38 番 地 電 結06 ( 203) 2361  

辻 本
量量

三室.

株式会社辻本坐→汲建築設計事務所 代表取締役

唖 640 和 歌 山 市 東 長 町 中 の 丁 12 - 3 得 隠0734 但4) 6346代

唖 640 自宅・和歌山市東長町中の了 12 - 3 電 話0734 包4) 6346

寺 徳 重田

大 成 建 設 株 式 会 社 常 任 顧 問

愚 541 大 阪 市 東 区 本 町 4 丁 目 27 電 話06 (262) 1131  

串 562 自宅・大阪府箕面市縦弁2丁目 4- 39 電 路0727 (21) 4641  

イ専 馬 正 明

ム ツ ミ 産 業 株 式 会 社 代表取締役

晶 550 大 阪 市 凶 区 靭 本 町1丁目 17，書 15号

電 話06 (441  ) 0378大代

骨 531 自宅・大阪市大淀区中治浜通 1 - 3

中禅リバーサイドコーポ C - 929 '1113古06 (371  ) 0385 

土 上 三 之 丞

年 昭和 54 年 元 旦
(50音順)

名誉会長・名誉正会員

東 謙 内 正 克畑 藤

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役 材召究会社内藤建築設計事務所代表取締役所長

畠 541 大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 - 19 電 話06 位02) 0391 骨 675- 13 舟 躍 脚j 、野市上本贋] ' 240小 野 ピ ル 電 話07946 (2)4757代

愚 658 自宅 ・神 戸 市 東灘 区住吉山手4-4ーお電話078但51)5043 唖 675- 13 自宅 府i I l ! 刷ザ野市久f畢木町 1063電 話07946 (2)4668 

栂 春
中 義尾 昭野 正

株 式 会 社 旭 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

串 530 大 阪 市 北 区 西 天 満4丁目4 - 18 梅 ケ 校 中 央 ピ ル8 F

屯J古06 (365)  7341代

哩 657 自 宅 ・ 神 戸 市 灘 区 六 甲 台 町7番 19 ハ イ ツ 六 甲308号

電 話078 (881 )  2907 

中 回 亮
士

ロ

株 式 会 社 栂 野 建 築 事 務 所 長J 私書課土ま

串 640 和 歌 山 市 五 番 丁 4 番 地 旬 結0734 (22) 2826 

時 イ呆 雄

株式会社日本総合建築事務所取締役社長

畢 150 東 京 都 渋 谷 区神 南 1 - 12- 16 電 話03 (463)5020代

畢 143 自宅 ・東 京 都大 田 区 山 王 1 - 2 9 - 3 電 話03 (777)  2408 

中 出 隆 俊

岡

株式会社 三 和 地 質 代 表 取 締 役

哩 550 大 阪 市 西 区 靭 本 町 3 T 目 8 俳6 号

結 06(445)  ＲＵＲｈｾＭＵ＠

時 実 丹

( 各 種防水工事及スレ ー ト工事施工Z背負 )

株 式 会 社 中 出 荷 会 代 表 取 締 役

唖 652 神 戸市兵庫 区 上沢 通6丁目 1- 1 電 話078 (511 )4501代

中 村 正

共立建設株式会社大阪支庖取締役支庖長

e 540 大 阪 市 東区 内 本 町2丁目 45番 地 大阪内本町電電ピ1L6階

電 話ω (942)2491

. 662 自 宅・西宮 市 甲 風 閣2丁 目1-4

甲風捌 7 ンシ ョ ン3-2号 室 電 結 0798何4) 0780

時 山 龍 太 郎

時 山 設 計 事 務 所 自 営

骨 530 大 阪 市 北 区 曽 恨 崎 2 丁目 2 砕 2 勾ー ヨｾＯｩｉｬピル

1I1J舌06 (361)6248 

串 532 自宅 ・大 阪 市 淀 川 区三国 本 町 2丁目 13再生23- 501号

三国本町スカイハイツ

電 話06 ( 393) 9557 

向

田

園
家 泰

中 村 タ イ ル 株 式 会 社 代 点 取 締 役

串 550 大 阪 市 西 区 南 絹 江1丁目 11番5 号 電 J吊06(531)  7263 

串 590- 01自宅. l ! f I 市若松台3 T17脅9号 電， ＱｾＷＲＲＨＹ Ｑ Ｉ 5592 

中 茂宏

株 式 会社富 家 建 築 事 務 所 代表取締役

串 604 京 都市 中京区押小路通東渦院西入ル

結 075( 231) 6375代

骨 603 自宅・京郎市北区平野八丁仰町68ー 1- 704号

T世間 075 (463)  0050 

内 資藤
由

11.: 語、

原

株 式 会 社 中 原 茂 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

串 550 大 阪 市 西 区 靭 本 町2丁目9番 11号 岡 崎 締 ピ ル

結 06 例 5) 0039

氷 井 賢 城

株 式 会 社 関 組 大 阪 支 底 12222 株式会社内藤建築事務所代表取締役会長 株 式 会 社 久 米 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

唖 541 大 阪 市 点 区 瓦 町 5 ー 2 0 - 1  電 総06 (201)  2751  e 606 京 都 市 左 京 区 田 中 大 堰 町 189 電 信075 (781 )4111 . 106 東京都 港区西 麻 布1丁目 13番 11号電 話03 (403)0251大代

串 565 自 宅 吹 閏 市 山 田 西 3 - 6  - 14  111結 06(877)  3983 ＮωＶ 自宅・京都市左京区北白川山 の 元町 ＳＸＱ Ｑｕ［ ｾＰＷ Ｕ (781 )3353  岨 251 自宅 ・ 離 沢 市 鵠 沼 海 岸2丁目8の26 電 話0466 (36)7706 
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謹 賀

2匂 西 嶋 徳 太 郎

Z匂 石 中 達 夫

株 式 会 社 大 建 企 l開 設 計

哩 550 - i < 社・大阪市西区京開T.¥lil 1 T 目13- 2 0

ＧＧＧｉｬ， ｉｾＰＶ＠ (443) 8261  

唖 162 東京事務所 東 京 郎 新 宿 区 下 宿 比 町15 111' 1也

飯川崎ハイタウンお3 ;;. '，11 ， ＱｾＰＳ＠ (267 )4711 

西 村
{

淀

新 年 昭和 54年 元 E (50音順)

原 正 太 郎 福 朝 生

ア ス ニ ュ ー 工 業 株 式 会 社 取 締 役 会 長

. 532 大阪市淀川区西中島 1 丁目 8 番29号

電話06( 301) 鮒 81- 4

原 精

田

株 ーて

会 社 双 星 設 計 代 表 取 締 役

唖 5初 大 阪 市北限茶1.. 1伺118- 21 豊崎 ピル 電話06( 373) 2281

骨 677 向 宅 西 宮 市 甲 子 園 砂 田 町2帯8号 電 路0798( 48) 0989

福 中 定 三 郎

株 式 会社 大 鳥 居 工 業 所 取 締役 社 長 甲 南 建 設 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 参 与

晶 615 京 都 市 右 京 区 西 院 西 田 町 30 電話075(313)  2191  也 532 大阪市淀川区十三本町2丁目 4-，畠28号電話06 (308) 1551 唖 541 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 3 7 電 話06( 231) 9648代

串 616 自宅・京都市右京区宇多野 御池町40ー10 哩喧62 自宅 西 宮 市 名 次 町 12 番 9 号 電話0798 (22 )!  504 串 573 内宅・ 枚 方 市 香 寝 間 町26- 68 電 話0720( 31) 0549

電話075(463)  2784 

野 中 市駒
2表 取 締2原 田 重 信

2表 取 締2原 因 孝 太 郎

里 子 中 建 産 株 式 会 社 代 表 取 締 役 原 因 セ メ ン ト 化 工 株 式 会 社

畠 550 大 阪 市 西 区 靭 本 町 1 丁目 13番 19号電結06 (441 )6631 岳 民 4 大阪市此花区西九条 4 丁目 3 - 3 4電話06 (465)1212代

愚 590 自宅・幌市大浜北町 3 T 1 0 - 21  電時0722(32) 2992 串 661 自宅 ・尼崎市縁日町3丁目 41- 8 電話06 (421 ) 4518  

自B 次 郎勢

株 式 会 社 能 勢 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

也 550 大阪市西区江之子島 1 - 2 - 2 和光ピ J レ7 階

電話06 (443)6451代

橋
詰
一
目 雄

株 式 会 社 橋 詰 工 務 庖 取 締 役 社 長

唖 ω 4 京都市中京区猪熊通三条上ル姉猪熊町326番地

電話075 (801  ) 2356代

骨 ω 4 自宅 京都市中京区猪熊通三条上ル姉猪熊町3261和也

電話075 (841) 2ω3 

名営正会貝

浜 口 幹 三 郎

株 式 会 社 浅 沼 組 相 談 役

骨 543 大阪市天王寺区東高海町 8 の 1 電話06 (768) 5222 

唖631 自宅・奈良市二名町南登美ケ丘 3336- 7

電話0742 (43) 1091  

林 唯 夫

株 式 会 社 昭 和 設 計 代 表 取 締 役 専 務

骨 550 大阪市西区新町 1 丁 目 5 番 7 号 四 ッ縫ピル

電路06 (532) 3421  

唖 ' 565 自宅・吹田市青山台 3 丁目 41 - U 電話06 (872) 3ω s  

名嘗正会員

坂 静 雄

財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所 理 事 長

骨 565 本所 ー大阪府吹田市藤白台 5 - 125 電話06 ( 872) 0391  

ｾ ＵＳ Ｑ 大淀分室・大阪市大淀区長柄西遊 ＭＳＵ 電話 ＰＶ (351  )  7217  

骨 592 ｬＡＯｩ分筆・大阪府槻市浜 寺石 ｩｾ ｬ 町商 Ｒ 了 ＱＱ 昏 ＳＴ 号

m結 0722 (44) 3912  

伴 良E

福 氷 薫

株 式 会 社 建 設 技 術 セ ンタ 一 代 表 取 締 役 社 長

串 530 大阪市北区東天満 2 丁目 5 需 20号 古林ピル 5 陪

電 信06 (353)  0651 

骨 542 自宅・大阪市南I耳順磨町通4- 61需 給06 (251)3102・5189

福 京員 蔵圭

株 式 会 社 新 興 建 材 工 業 所 取 締 役 社 長

骨 5駒大阪市西区南堀江 4 丁 目32-111'11号 電 結06( 538 ) 2951代

骨 558 自 宅 大 阪 市 住 吉 院 住 吉町242- 2 2 電 問06( 673) 5120

藤 静井 光

株 式 会 社 大 気 社 大 阪 支 底 取 締 役 支 庖 長

株 式 会 社 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 底 代 表 取 締 役 社 長 唇 530 大阪市北区中之島3了目 2ー ]8 住友中之島ピル7 F

唖 531 大阪市大淀区中海 6 丁目 8 番 4 号 電 話06 ( 458) 3531代 電話06( 448) 5871 代

暦 582 自宅・大阪府柏原市旭ケ丘 ] - 7- 8 電話0729(78)  6491 

イ半 次仲 信

春 日 建 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

串 102 * 京都千代田区飯田橋 2 丁目 9 番 3 号

電話03 (264) 40 II 代

串 162 自宅・東京都新宿区細工町27帯 地 電 話03( 202) 2411

広 最 秋谷

藤 井 稔

阪 神 不 動 産 株 式 会 社 常 務 取 締 役

串 530 大阪市北区御回 2 丁目 2 t昨25号 電話 06 ( 346)  1171 

藤
由

I l!I'、 成
E-------

'

E

・

E

・--

E

E

E

，

 
合 資 会 社 中 建 築 設 計 事 務 所 代 表 社 員

骨 460 名古屋市中区新栄 1 丁目 27番27号 広 瀬 ピ ル ー

電 信052(262) 判 II 株 式 会 社 創 構 造 建 築 事 務 所 代 表 取締 役

唖 464 自宅 ・名古屋市千種区月ケ丘 2 丁目 2 番83号 I  ⑮，73.1 広島市舟入町2- 20 第 2 和光ピル6 F 電，1;1; 0822(91  ) 4495 

電話052(711)  8010 
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藤 木 銭

株 式 会 社 藤 木 工 務 庖 取 締 役 社 長

ｾ ＵＴＰ 大阪市東区両替 町 ＱＭＱ Ｓ 電話 ＰＶＨＹＴＲＩ Ｑ ＴＶ Ｑ 代

藤 邦 昭回

株 式 会 社 都 市 問 題 経 営研 究 所 代 表 取締 役 所 長

愚 530 大阪市北区盆山町 3 番 3 号 日本生命梅田ピル

電話06 (315) 8455代

骨 658 自宅・神戸市東機区岡本 8 丁目 10番 1 - 605

電 結078( 411) 3989 

年 昭 和 54 年 元 E (50音順)

前 野 慶 太 郎

株 式 会 社 ・ あ め り か 慶 取 締 役 社 長

串 臼 O 大阪市北区中之島 4 丁目 3 需25号 電話06( 444) 1501 

骨 659 自宅 ・芦尾市翠ケ丘町 4 -11';18号 電 話0797( 22)2∞5

松 浦 潤 一 郎

株 式 会 社 松 浦 精 造 設計 事 務 所 代 表 取 締 役

e 6 57 神戸市灘区八幡町 4 丁 目 9 - 27 六甲ピ ル

電話 m s (861) 3泌 4

(881) 3ぬ2

丸 山 信

株 式 会 社 丸 山 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

骨 107 東京協港区北青山 3 丁目 5 爵25号

電路03( 401) 2287 ・6703 . 2426

出張所・備浜市・松本市・沖縄県

木

ご重三

J 同 経

エ ス エ ム 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

⑮ 559 大阪市住之江区東加賀屋 1- 8ー 16 電話06( 鎚 5) 1661代

藤 原 稔 恭 松 氷 嘉 一 郎 谷 ，由u i、 義

株 式 会社 藤 原 工 務 底 代 表 取締 役
株 式 会 社 梅 彦 代 表 取 締 役 社 長

株 式 会 社 三 谷 設 言十 代 表 取 締 役

唖 562 :n i而 市 篤 而 3 ー 1 - 6 0  o'tt ，!古 0727( ? 1) 7268 
愚 臼O 大阪市北区中崎西 2 丁目 1 帯 3 号電話06(312)  6171代

骨 694 ，C M且県大田市久手aTi 総量西777の l 電話08548( 2) 8121代

品 562 自宅 . R 而市箕而 4 ー 15- 40 o'tt，1活 0727(21 )2774  
串 659 自宅 ・芦 屋 市 山 手 町 42の 7 電話 0797 (22) 4761  

骨 694 自宅・島恨県大田市久手町波恨西225の2

電話08548(5) 8320 

藤 本 圧 之 助

株 式 会 社 工 社 代表 取 締 役盛

唖 536 大阪市城東区鴫野西 5 丁目 16 - 43 電話06( 961) 44ω

(962)  1288 

唖 536 自宅・大阪市械東区鴫野西 5 丁目 16 - 43

旬 結 06( 962) 1862

淵 イ呆 夫上

三 井 プ レ コ ン 株 式 会社 大 阪 支 底 2  2  2  

唖 541 大阪市東区間労町2- 41中博ピ Jレ406号司1，1活06( 271)7935 

唖 594 自宅・大阪府和拠市観音寺町312 - 5 司1，1市0725( 43) 1128

取 締 役 会 長 星

代 表 取 締 役 目

所 長 三五

虞

利

文

安

松 丸 哲 也 輪 泰 司

皇 室 園 建 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長 株 式 会 社 地 域 計 画 建 築 研 究 所 代 表 取 締 役

愚 530 大阪市北区天満縞 2 丁目 3 番 l 号 111，!舌06 (353)  1001 哩 ω 0 京部市下京区四条通り高倉百入ル電話075( 221) 5132代

署 663 自宅 西宮市甲子閣口北町2かー21 旬 結0798(67) 2787 串 612 自宅 ー京都市伏見区銚山市大島町95- 45

電話075(601)  3962 

松 村 慶

取 締 役 会 長 道 田 泰 治 郎

収 締 役 社 長 道 田 泰 平

株 式 会 社 道 田 工 務 庖

串 660- 01 川西市向陽台 3 丁目 6 11'i 216 号

電話也727 (93)  ＳＴＵＶＨ ｾ＠

唖 660- 01 ＨＱ セ Ｎ ＱＱＱ 凶市向陽台 Ｓ 丁目 Ｖ 詐 ＲＱＶ ｾ［Ｍ

屯。1孟0727 (93)  3456代

代 表 取 締 役

会 長

専 務 取 締 役

大 阪 支 社 長

吉

典

長

久藤

南

斎

株 式 会 社 浦 辺 建 築 事 務 所 B詳2

骨 530 大阪市北区侮回1 丁目 12番39号新阪急ピル11陪

電 信06( 341) 1680 

名誉正会員

松 与 作

株 式 会 社 星 建 築 設 計 事 務 所 第 一 生 命 保 険 相 互 会 社 顧 問 技 師 斎 久 工 業 株 式 会 社

⑮ 臼7 大阪市東成区東中本1丁目 15番25号地下鉄術書東線ピル ｾＱ ∞東京都千代田区有楽町 ｬ ー ＱＳ ー ｬ 電話03( 216) 1211 串日0 大阪市北区中之町 4 丁目 Z 番38号電話06 (443)5041代

電Z都路 ( 972) 9265 骨 661 自宅・尼崎市桜口町 6 - 2 0ー 7 電話06 (421)5136 

ｾ Ｕ ＷＱ 自宅 ・ 門真 市 城垣町 ＷＭＶ 電話072O(81)l 318 ｾＱ ＴＵ 自宅 ・ 東京都大田区田園調布 ＳＭ Ｑ ＷＭＳ 電話 ＰＳ (721)4723 

ｾ Ｕ ＷＱ 自 宅 ・ 門真市域垣町 ＷＭＹ 電話0720( 81)0667 串 663 自宅・西宮市甲子園7ー 17 - 7 - 313 電話0798 (45)0145 

堀 内 史 郎

第一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 底 取 締 役 支 底 長

骨 530 大阪市北区西天満 3 丁目 6 番 14号 電Z都路ω64帰661代

ｾ Ｕ Ｗ Ｓ 自 宅 ・大 阪 府 枚方市朝日丘町 ＱＲＭＱＸ 1電話0720(41)5396
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松 本

...L.. 

，、
良R

松 本 金 物 株 式 会 社 取 締 役 社 長

串 543- 91 大阪市天王寺区上綿屋町6 o'tt，指06 (774)  22∞ 

受 付 案 内 台

骨 580 自宅・松原市北新町 2 丁目 3 ー 7 電話0723( 31)0158

水 野 喜 一 郎

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 京 都 支 部 支 部 長

串 ω 4 京都市中京区押小路通柳喝埼京入橘町641

話 075(211 )  2857 

(211)2877 



謹 賀 新

代 表 取 締 役 満 野 久

代 表 取 締 役 渡 部 英 彦

株 式 会 社 設 計 事 務 所 ゲ ン プ ラ ン

唖 550 大阪市西区土佐堀 2 丁目 2 - 13 11脂06(，科3) 8216

串 617 自宅・京郎府長岡京市うぐいす台146電信075( 931 ) ω61  

畢 忽 2 自宅・繍浜市港区太尾町941 大倉山ハイム 2 - 102

電結045( 543) 幻 77

水 間 義 雄

株 式 会 社 水 間 組 取 締 役 社 長

愚 534 大阪市初島区東野田町 1 丁目 1 番 4 号

結 06 ( 352)  3121代

宮 崎 辰 敬

宮 崎 辰 五 郎 建 築 事 務 所 所 長

居 466 名古屋市昭和区折戸町 5 γ 目13電結052(751 )  3096 

串 466 自宅・名古鹿市昭和区折戸町5丁目13

ｾｍＵＲＨＷＵ Ｑ ＩＳＰＹＶ＠

山売多 幸

年
昭 和 54年 元 E

( 切音順)

，..&-同.

主 谷 山水 薮 本 弦

室 谷 商 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長

唖 650 神戸市生田区北長狭通 4 丁目 l 英和ピル

電信078(331)  0881 

唖 650 自宅・神戸市生田区山本通 4 丁目 108の37

電話078( 221) 5050 

森
由

I u，'、

株 式 会 社 笹 JII 組 取 締 役 社 長

村 野 ， 森 建 築 事 務 所

愚 545 大阪市阿倍野区阿倍野筋 2 - 3 - 8 電話 06 (624) 0926 

愚 665 自宅・宝塚市武胤山 1丁目 10- 8 電話。797 ( 72) 4461  

林 良B

畢 520 大 海 市 打 出 浜 13 - 15  電鱈0775 ( 23) 2314  

串 520- 21 自宅・大海市ー皇山 5 - 9 ー11:電信0775 (45) 3966 

山
五

口良B

昭 ) ¥ 

ロ

菱 利 調 温 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 支 庖 長

串 530 大阪市北区天満 2 丁目 7 番 3 号 電信06( 352)  4881 

八 十 島 健

株 式 会 社 竹 中 工 務 底 専 務 取 締 役

不 二 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

晶 550 大阪市西区西本町3丁目 l 番9号 電話06 (541) 5534代

9301代

署 665 自宅宝原市雲雀ケ丘1丁目 13番25号電話0727( 59) 2018 

山 敏 明崎

辰 巳 興 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

畢 650 神 戸 市 生 田 区 栄 町 2 丁目 21 電鱈078( 321)0655代

品662 自宅・西宮市五月ケ丘 5 の 7 電話0798(71  )  9763 

山 密下 男

合 同 特許 建 材 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

社 団 法 人 大 阪 建 設 業 協 会 事 務 局 長 唖 541 大 阪 市 東 区 本 町 4 - 27 電信06 (252) 1201 串 546 大 阪 市 東 住 吉 区 駒 川 町 3 - 5 4 電信06( 702) 7814代

品540 大 阪 市 東 区 京 橋 3 丁 目 70 旬結06(941 ) 3651  串 663 自宅・西宮市甲子園二番町 5 - 3 0 電信0798 (41) 0598 ・5. 6 自宅 ・大阪市東住吉区回辺東之町3- 193

電話06( 621) 9086

村 全石

浪 速 合 板 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

唖 556 大阪市浪速区幸町 3 丁目 2 番地 l 電話06 (561) 2201  代

骨 659 自宅・芦屋市岩間町25番目号 電陪0797 (34)  0835 

村 上 郎

代 表 取 締 役

サ ン エ ス 石 膏 株 式 会 社 社 長

品広知 大阪市北区堂島2丁目4醤 17号 藤田ピル本館

電話06 (344)  6526- 9 

唖 665 自宅吹田市千里山西3丁目7番5号 電 話06 ( 384)  1∞2  

名 誉 正 会n

村 藤
ヨ王

Eコ野

村 里 子 ， 森 建 築 事 務 所

串 545 大阪市阿倍野区阿倍野筋 2 - 3 - 8 1世話 06(624  )  0926 

串 665 自宅・ 宝場市清荒神 2 丁目 18- 27 電話0797 (86) 2559 

安
由

' むd、井 生

株 式 会 社 安 弁 建 築 設 計 室 代 表 取 締 役

畠 おO 大阪市西区靭本町 1 丁目 9 ー18 電話06 (448)  2765- 6 

畢 お8 自宅 ・大阪市住之江区粉浜 3丁目 13- 15

ハイ Y 西興602号

電話06 (673)  5254 

安 田 誠

山田 イ呆

株 式 会 社 山 田 保 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

畢 ねO 広島市紙屋町 2 丁目 3 番 l 号 革屋町ピル 4 階

電話0822 ( 48) 2562代

山田
ごム

J ロ

安 田 中 朱 式 会 社 会 長 株 式 会 社 山 田 工 務 庖 取 締 役 社 長

( 建築金物 ・ ア ル ミ 型 材 製 造 ) 串 651 神戸市葺合区雲井通 4 丁目 7 番の 8

電話078(232)  1800代

ｾＲ＠ 大阪市南区末吉縫通 1丁目 17 電話06( 251) 7ω l 代 串 65ト 12 自宅・神戸市北区山田町上谷上古々山29

電話07引 581 ) 2055 

薮 本 芳

薮 本 一 級 建 築 士 事 務 所

名 誉 正 会 員

山田 文 次

串 640 和歌山市東長町 10丁目 13番地 電話0734 (22)  9930 串 550 大阪市西区京町掘1丁目 6番8号 電 信06 (443)  8161大代

愚 640 自宅・和歌山市東長町 10丁目 13 電話0734 ( 22) 9930 骨 665 自宅・ 宝塚市南口 1丁目 2番2号 電 話0797 (72) 2511 

山 田 工 業 株 式 会 社 取 締 役 会 長
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謹 賀

山 義 行田

株式会社 竹 中 工 務 庖 顧 問

唖 541 大 阪 市 * 区 本 町 4 - 27 旬 結06 (252)  1201大 代

名 誉 正 会 員

山 手 研
五

口

骨 180 自 宅 ・ 東 京 都 武 蔵 野 市 中 町 2 丁目 15需 13号

電 話0422 (51)  6265 

山本 氷

、会K

: l B 

役

長

代

花

締

回

日

取

祉

制

叫

幻

、
，
，

q

L

社

側

m

A

耳

切

関

式

問

億

株

汁

B

J

ノ

μ

~

に

待

日

1

6

ー

同

回

ア

白

丁

ニ

T

3

、ン

5

丘

ン

尚

ケ

工

事

ん

桜

白

河

西

市

za
区

面

ト

け

1

マ

恥

宅

ヤ

大

白

別

問

血

盟

皿

四

山 本 哲 夫

昭 和 鉄 工 株 式 会 社 取 締 役 社 長

唖 812 福 岡 市 東 区 箱 崎 5 丁目 11 番 93号 電 信092 (651  ) 2931  

骨 810 自宅・福岡市中央区議院 2 丁目 11 帯 4 号

電 話092(741  )  5095 

山本 博

新 年 昭和 54 年 元 旦
( 50音順)

米 倉 夫
量邑

5 望.

日 本 住 宅 パ ネ ル 工 業 協 同 組 合理事長

骨 113 東 京 都 文 京 区 本 駒 込6丁目 15番7号

電 話03 ( 945)  2311 大代

平日 員田

株 式 会 社 東 和 組 代 表取締役

品 530 大 阪 市 北 区 西 天 満 4 丁目 5 番 14号 電 話06 ( 363) 4051  

愚 659 自 宅 ・ 芦 屋 市 公 光 町 3 番 8 電 話0797 (22 ) 3282 

名 誉 正 会 員

若林 繁 吉

二 楽 屋 装 備 工 業 株 式 会 社 会 長

骨 564 摂 治 市 東 別 府 3 丁目 7 番 8 号 電 話06 ( 349) 919 3 - 5  

畠 605 自宅・京都市東山区清水2丁目 232 電 話075 (561  ) 6283 

名誉 1七会U

若林 季雄

鹿 島 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 底

唖 542 大 阪 市 南 区 鰻 谷 踊 之 町6三栄ピ}v 'o' ll ，1i; 06 ( 245) 2311大 代

哩 636 奈 良 県 生 駒t'1l 三郷 町(;it吐ケ丘211 7ll，!再 0745( 72 )4121  

若 山 繁

朝 陽 電 気 株 式 会 社 代 表 取 締 役 近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 専 務 取 締 役

骨 530 大阪市北区中之島 3 丁目 2 -111 ' 4 号朝日ピル内 骨 531 大 阪 市 大 淀 区 本 庄 東2丁目 3番 41号 電 話06 ( 375) 6∞o  

電 話06 ( 385)  1361代 哩>661 自宅・兵庫県尼崎市武庫之荘2丁目 25番 11号

骨 565 自宅・吹田市藤白台4丁目 23番8号 電 話06 (872) 9087 電 話06 (436)  1381  

土

口 源 治 郎岡 渡 恵、辺

高砂熱学工業株式会社大阪支庖 雑聖書2 東 洋 シ ヤ ァ タ 一 株 式 会 社 取 締 役 会 長

愚 530 大阪市北区芝田 1 丁目 4 番 8 号 北 阪 急 ピ ル 骨 540 大 阪 市 東 区 両 替 町 1 ー 12 日生ピル電話06 ( 943) 6571代

電 話06 (372)  2511 畠 560 自 宅 盟 中 市 緑 丘 3 丁目 2 Hff 8 号 電 話06 侶56) 0983

晶 560 自宅 . . t t 中市上 野西2- 20- 36- 302電 話06 ( 849) 6491  

名 誉 正会 員

士

ロ国 光 太 郎

串 156 自宅・東京 都 世 田 谷区桜 丘2ー 7ー 18 電 話03 (420) 6476 
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名 誉 正会 員
追補

玉 置 豊 次 郎

大 阪 工 業 大 学 教 授

聞 大 阪 住 宅 セ ン タ 一 理 事 長

唖 557 自 宅 ・大 阪 市 西 成区 天神 森1- 19- 15 電 話06( 661) 7ωo

橋 本

聞

芳晃

株 式 会 社 鴻 池 組 常務取締役

晶 541 大 阪 市 東区北 久 宝 寺 町 4 丁目 27番 地

ダイヤルイ ン電 話06 (244)  3500 (受付 台)

事 務 局 同

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

川村統之作



「建築と社会」誌バックナンバーのおしらせ

パ y クナンバーがそろ っ て お り ま す。 勝 入 ご 希 望 の 方 は 日 本 建 築 協 会 ま で ( 電 話06- 231- 9648) お申し込み下さし、

な お 、 郵 送 料 は 実 質 い た だ き ま す。 年 間P棒読( 12冊￥ 7，800 ・送 料当方 負 但 ) の お 申 し 込 み も 応 じ ま す。

* 印 lま欠号

X  
昭和46年 (52集) 昭和47年 (53集) 昭和48年 (54集) 昭和49年 (55集) 昭和50年 (56.!t) 昭和51年 (57!島) 昭和52年(58集) 昭和53年 (59!島)

住総1民宅 - 60年年代代 の
冬季オリ ン ピ y

*  *  
デザインの動向一

I  指と 70 の

ク と キL 帆

建 築 教 育 朕 史 的 環 境 保 全 I註l f害 釘1 J止言 76 ー 建 築 デザインの動全向ー

新l日のコントラス ト

望
デ ザ イ ン の 動 向 部 分 と {本

都 市 エ ネルギと
泉北ニュ ータウ ン

明 日 の 建 築 は 建 築 基 礎 情 遺 兵庫県ー そのJtl 土

2  

無 公 害 化 ピ ル

6 0 0 号 記 念 号 のコ ミュニ ティ施 東 海 の 新 建 築

の 問 姐 点 と 途 築 ・ 建 築 界

水

2量
ど う な る か

イ ン テ リ ア 大 阪 大 休

*  *  
日本建築協会60周 医療 ￱￦ｾｬｴ 一病院建

3  建 築 基 準 法 1呆 策 所 作 品 イ ン テ リ ア 医 療 施 2量 年記念号 ・ニュー

築と情報システムデ ザ イ ン ピ Jレデ ィ ン グ ヂ ウ ン の 管 理

都 市 生 活 と 既 成 市 街 地 の ft p  c 阪 を 使 用 コシクリ ー 卜σ〉場♂向』

4  都 市 交 通 l問 題 レ ジ ャ ー と ｦ 匝 ｾ ｬｴ 床 工 法 と 材 料 質管理と行政指 外 袋 塗 装 材 料

み ど り 宅 地 整 備 の 方 策 し た 工 業 化 住 宅 の 方

*  
大 阪 国 際 北 然 ニ ュ ー

5  企 画 と 設 計 水 キIJ 用 社 会 建 築 ・法 建 築 防 災 と 法 H 彩 縦 措IJ と t去 電波F章特? と建築

の プ ロ セ ス
ピ Jレデ ィ ン グ タ ウ ン 計 画

6  解 体 工
，干ｾＡ，Ｎ＠

l;t 産 住 宅 の 設 備

老 人 建 築 生 産 と 流 通 都 市 の :対 観 と

市 街 地 盤 側 身 隊 者 施 設

組 合 方 式 に よ る

コ ミ ュ ニ テ イ 機 榊 の 変 手手 施 設 集 合 住 宅 計 画

住 宅 - ' k1! 築家

*  

建 築 と プ レ ス ト

7  都 市 と 港 湾 ピ Jレ σ〉 '向 レ ス ト コ ン ク リ 工場主主築と設備 !! 日 明 設 備 住 宅 設 f繭

自立 号 の す ま
、句、

エ ネ Jレ ギ 化 ト 思量

転 換 期 の ( 佳 中 学)

*  
品 層 プ レ ハ ブ 生活排水処理施設 鉄 tt tM 造 の

聞な地 ( ; ' 11 ける情追加l凶

8  新 用 途 地 域 指IJ と ＭＩ＼阪市港と戸 ｫ ｴ￬ｬ ｾ ， ＺＢ Ｚｩ 桝 新しい面n草 設 計

ニ ュ ー タ ウ ン 環 t免 住宅の情造 設 計 。〉 あ り 方 ジ ョ イ ン ト 7 ロジ. ，. 7 ト

*  *  *  *  

泊思

日本住宅公団と建 C  A  0 ー

9  軟弱地ｾと緩災 都市プ住 環 境 へ の ｮｾ 造と施工 人間環境としての 築 住 1本 の

築 作 2生計とコンピュータ

ア ロ ー チ
み ピ り

タ ー ミ ナ ル ハ ー ド と ソ フ ト

変 貌 す る

*  *  
騒 音 対 策 と 結 日 書 防 止 対 ミニ 開発から計画 一 般 号

10  

建 築 生 産

都 市 防 ｾ＠ 仕 上 と 材 料
E失針艮防と水そ工の事対の

防 音 材 料 策 と 断 熱 材 料

( 日本住宅公団関西支社

敗 { 列 司E 的 ミ ニ 開 発 へ 表彰団地)

第 1 8 回 第 1 9 色l 第 2 0 回 第 2 1  [u! 第 2 2 恒l 第 2 3  1"1 建 築 に お け る

第25["1青年妓術者
11 

青 年 妓 術 者 青 年 伐 材'1 者 青 年 J支 術 者 ｾ年技術者 符 エ ネ ル ギ ー 化青 年 技 術 者 青 年 技 術 者

*  
ヨ ー ロ ッ パ の ピ ル 防 災 に ｾｬｴ 備からみ主 ‘ ニ ｡ 怠 Ｑ|l 第241日l脊年技術者

12  自 然 と 北 陸 の 新 建 築 集 合 住 宅 の 設 備 ピ ル 環 t克

レ ジ ャ ー 空 間
ま ち づ く り 関 す る 12 ｾ＠ 建 築 の 問 題

圃 都市の下水処理

松永一成・大阪市下水道局建設部処理場課課長 / A 5・144 P ・1000円

都市を支える基盤施設である下水道 その中でも知られていない下水処理の

しくみと設備を， 130 枚の図・写真を用いて易しく解説した待望の入門書

固 す ま い の 語 録

茶谷正洋・東京工業大学工学部建築学科助教授 / A 5・160 P ・1000円

日本建築協会60周年記念出版 住宅計画のはじまりから完成までを 400 の名言や諺を随所にちりばめて綴

る. 楽しく読めるすまいのユニークなチ ェッ クポイントの書.

室

田

一

由

誠

一

地

術

剛

一

位

以

筑

末

@

建

E
-
-
-
-
-
-
-
-

回 茶 室 の 話

建築家の ための茶室設計の解説書. 岡田孝男 ハ 36 P  ' 1000円

園 ビルの省エネルギー

省エネルギ一空調システムの易しい解説書. 中村猛 / 136 P ・1000円

司 建築とコンビュータ- 1

マイコン，ミニコンを使った情造設計のすすめ . 魚木晴夫 / 160 P・1000円

企画 ・( 社) 日本建築協会

編集発行 ・学芸出版社

- コンクリート工事の管理

奥島正一 ・日本建築総合試験所所長 / 128 P・1000円

. 構造計画とやさしい力学

須賀好富 ・近畿大学工学部助教授

学 芸 出 版 社

京都市下京区木津屋橋通西洞院東入 公 ( 075) 343- 0811 〒600

- 上自E妓術遺書l;t 、全国の主要書后でもお求めになれますが、 日本建築協会会員で事務局ま で買いにこられた方に限り 、 1割引で頒布いたします。
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F. RC. ガラス繊維強化セメント複合板

56 

A Kパ ネ ル は 鎧 紡 側 に よ る

F R C  ( Fi ber Rei nf orced Cement )  

を用 い た 新 し い 複 合 板 で す。

特 長

1.  F  R  C の 特 性 を 生 か し 、 強 度 が す ぐ れ て い る 。

2  . 座 掘 り 、 埋 め 戻 し が 出 来 る 。

3 . 表 面 は 白 色 で そ の ま ま で も 仕 上 げ 面 に な り 、

ま た 塗装 ・ 吹 付 も 容 易 。

型枠ノマネ ル と し て ( W - S 型 、W F 型 ) は

4  . コ ン パネ 不 要 の た め 、 工 程 の 簡素 化 、 工 期 の

短 縮 が 計 れ る 。

5. 諸 経費 の 節 減。

6 . 縦 端太 ピ ッチ を 大 き く と れ る 。

規格

木 毛 セ メ ン ト 板 タ イ プ W - s 型、 W - D 型

カネ ラ イ ト フ ォ ー ム タ イ プ F - S 型、 F - D 型

不 オ タ イ プ W F 型

用 途 に 応 じ て 目 的 に あ ったパ ネ ル を お選 び、下 さい。

⑥ 物 謝 料l/，:メーか

回化工板製意椋式会社

防火・耐火認定

防 火 : A Kパ ネ ルW - S 型 30mm

防 火 第255号 ( 不 燃 下地 )

防 火 第258号 ( 木 造 下 地 )

耐 火 : A Kノぞネ ルW - D 型 35mm

非 耐 力 壁 外壁 耐 火 1 時 間 て ¥

試 験 合 格 、 現 在 申 請 中

本 社 ー工 場 尼 崎 市 下 坂 部 久 々 知 前 2 3  5〒661 T  E  L 大 阪 ( 06) 491- 6781側

東京都台東区駒形 2 - 3  - 5  ー

東 京 営 業 所 ( 駒形武蔵野ピル) - - T' 111 T  E  L 東 京 ( 03) 842- 9251刊

名古屋市中村区名駅 2 - 36- 2 ー

名古屋営業所 T' 450 T  E  L 名古屋 ( 052) 571- 537鮒切

( 協和ビル 5 F )  

広島市紙屋町 1 - 3  - 2  ー

広島事務所( 住友商事株式会社広島支庖内) T' 730 T  E  L 広 島( 0822) 49 - 0  9  8  1  

領岡市博多区東比恵 2 - 20- 18-

福 岡 事 務 所 T' 812 T  E  L 福 岡 ( ω2) 471- 8  0  0  1  

( 伊佐産業株式会社内)

鈴 鹿 工 場 鈴 鹿 市 三 日 市 町 1 8 5 9 干513 T  E  L 鈴 鹿ω593) 78- 1165- 6  

上 野 工 場 上 野 市 山 出 字 柏 ヶ 坪 1 0 0 - 1干518 T  E  L 上 野( 05952) 3- 0205 - 6  



日 本 建 築 協 会 建 材 委 員 会

新 建 材 紹 介 コ ー ナ ー

t 新 建 材 紛 介

Il' A  K 型 枠 パ ネ ル』

旭 化 工 板 製 造 株 式 会 社

本社 ・工 場 ー干651 尼崎市下坂昔11久々 知I前235 T  E  L  06- 491- 678Ifぬ

東 京営業所 干111 東京都 台東区駒形2 - 3 - 5 ( 駒形武蔵野 ビノレ) T  E  L  03- 842 - 9251( f¥j 

建 物 に 断 熱 性 能 をやj 与 し て 、 結 露 防 止 省 エ ネ ル

ギ ー を は か る た め に 現在と られて いる 方策は、 断

熱 材 を躯 体 にn占り つ け るか、 m昼休 に 打 ち 込 む か、

いづ れ か である 。 この 場 合 、 い づ れ に し て も 、型

枠 材 としてのせき 板 は 必 袈 であ り、 現場 作 業 の 工

数 が ふ え る の が;j;;' である 。 ここに 紹 介する i A  K  

型 枠 ノマネノレ」は 、 耐アノレカ リ性 ガ ラ ス 繊 維 強 化 セ

メ ン ト ( F R C) を木 毛 セ メ ン ト板、 ま た は 木 毛

セメ ン ト板 と断 熱 材 ( : カネラ イト フ ォ ー ム ) と の

絞 合 板 に 吹 き付 け て作 られた 複 合 材 で 、 F R C の

強 さ を 生 か し て 、せ き 板 の機 能 を持 つ 断 熱 材 とし

て そ の ま ま 型枠 として 使 用 す る こ とができ 、 従 来

工 法よ り工 数 の 減 少 ・ トー タ ノレコスト の低 減が ll:i l

待 で き る も の で あ る 。

1. 規 格

i  A  K 型 f!，: /マネ ノレ」 に は 、 W - s 型 . W - F 型と

2 種 類の 規 絡の も の が あ り、 そ れ ぞ れ の パ ネ ル の

仕 様 お よ び 寸 法 は 図 ー 1 、表 - 1 の と お りである 。

表 聞 の F R C に は 白セ メ ン トが 用 い られている 。

w- s型

U

M
M

嶋

，a
F

 

に

抗

日

本

剛

川

百

十
|

I

h

-

-

ム

WF型

日 mm ← ドHC

Ｑ Ｑ Ｚ， ｭｭ ← 本 ｅ 七 メ ノト ｉｉｾ

川:>mm← カ苓ライト フ 4 ーム }λ11

図ー 1 A K型枠パネルの仕様

褒ー 1 A K型枠パネ ルの規格
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2  . 特 長

イ) 表 j荷に F R C を吹 きやj け て ー休 成 形 し て い る

の で 、表 Jf1 をIl li 1) 合 わ せ た も の の よ うに表 層 が斜l

脱 す る こ と は な い 。 ま た 、 F R C の 補 強安11身さのた

め 機 械 的 強 J!t に優 れ 、中 でも 耐術聖書性が よ い の で

せき 板 と して ス ラ ブ 型枠 ・壁 型 枠 の 使 用 に 十 分 耐

え う る 。 ( 表 ー 2 参照)
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ロ ) 支保 工 、 ま た は端 太 材 を は づ し、 ジ ョ イ ン ト

宮11お よ び セ バ レ ー タ ー 穴 を 処 理す れ ば 、 そのまま

車内 j交 の よ い 平 滑 な仕 上 紫I也が 得 ら れ る 。 ただし、

精 度 は桃 太 材 の 地 工 粉 j交に よ っ て 大 き く 左 右 さ れ

表 - 3 . 1  A K型枠" ヰル工法

I  _  _  . • • • _ .  t  ，‘ ほ・& 愉伝・・E係 官411 • ｉ ｉ ｉ ＮＮｉ ｾ ほ ・ Ｎ ..IJ1ti 掴録 保 寄与a・ ・ It

“， ｾ Ｎ ，＠ Ｎ ｾ ・ ｾ Ｍ Ｍ "' '-，i i '" ＢＧ ［ＶＧ ｾ＠ - " . '  I  ｾ ｾ Ｂ ｩ Ｍ Ｍ ｾ ｾ Ｇ￯ パＢ "  

1'. 内.・.，，<¥IIUA. . . . 尚 札 12!'o 11 ・. "・ ' 1 .・"'. ' l t ι " . 1 1・...，，;

2 1. ｾ＠ -‘ 'υ 反 日 制 l ・・い.， It 万 円 刷

.J I. J; 由ド肘 c w 白川恥 1. 1  'l' .ι  ・，. ，'， 11π1 ' ・ 111 '  ¥II ，I!  11 回1'. Ｍ，［Ｎ Ｇ ｾ Ｇ＠

4 1. fi; t 七 h ト仰 札 1・1'0 ".t勝 。l l j ‘ れ ア1 !7 111 I  ｾＮ＠ '" ' ・ 1. ; " '¥l ・，

51.  1' 11 '" 2; ，1111 コ". ; . 1‘ '川 N

61.  ｾ＠ I  .，. f ト' . - 叫 n 11.11仏 ". 出 11.'ピ " 制 刷 仇 1; l l l -，- '" ・ ｉｾ Ｎ ＧＢ＠ 1; ド. ｾＮ附

71.  Ｍｊ， 刊ーｾ " "  tI. ｉＧｾ Ｇ＠ 1. "  Il 川 ‘e川 .. ... 171 1 内 1'" 叱 も 札 C 吐 剛 、

8 1. ｾ ｾ 野 自明Ｎ瓜ＮＮ 向 2J t  III 白・ 1. Ｍ，ｾ＠ 1!1 ' 川 1 ｾ＠ 可 II.tr! ". " 1  l'・，101  

白 川 ."必 I .IQ ; 仰嶋 ;¥1.17 何 %

Ｇｾｮ ， ｴＮＮＢ ＮＮ＠ -11. " 肱 . . 11例附 t ，ｪ ， ｾ ＺＮｴｉｬ Ｎ Ｑ 川 ｉ ｬｏｩ ｨｲ

表 - 4  A  K 型枠パネル工法価格比較ー壁施工の場

合 一

司臥

'・・l: .A ，t，( . " " ・'‘ u

ＱＧｊ Ｇ ＧＧＧＱＧｾ ， ｕ ＮＮＮｬ 陶酔叫 Ｇ ＱＱ ＧＢ 民 Ｂ 川 山 崎 ｾ ＱＱＢＢ Ｂ

健周・ ・偏!崎} 倉" "' 11 償問・ ・・1岡1 傘 " 剤

"区 11111  I 紙則 l 喝容 .・I I. bI刷

I  !! JU. llm 

i'" ・M 酬 山 11

ド・峨・l

'"・m ti lM! b，. t勝11 111，11'" ゐM同14. 321・

¥11. 11..，.訓" 払"“ l

" 区 2¥U 刷 ul 4 1区 別刊 品制

。 ， . お I . t:!' I  o; m 2!i ｉ ・ ｩｾ

柑射 1" ‘ 桝 1 .. 附 句 t “"

1U.8. ，j 之、0 ' ‘“

10. 1 1 ，. ( 刷I . n : o

7 代 4 仰 山川I 代

18. 9桶

川 制

1" 修d

Ｎ面 処バ Ｄル Ｎｾ ‘ ｊ Ｚｴ［ｊＮ

. 令ート 酬も!.f 問 ，. ，抗1

." 角 WW. f M

一7 I  - 1，'  ( 制民払 " 也

、ユ 1' "，t l f剛弘 J"

" f 'LlJII l・u込炉問

，亀"も i 食込 J' M

句 供 ト 1恒111f 1

." 向tを111f t

， I  - !.' f l t lll ll 

，、 ..:. 1' 縄問"

七 J ｾ＠ H そ11111

.. ，見付" .

H創e"' I，..，. -r_' 

1・ R 桐 I IU. 8"，. ｾ川 、 Ｒ

3区 鱗 符 1 1仏 8"，. ｉｉ ｾ＠ 1. Ｒ ｾ Ｒ＠

べ二 、サ 種 ｾｴｴ ltI・."，. 'OtI b2b 

合 ， ， 1 凶 1311'1 1 …  
fl r. R I毛 附吋・l 刷・ ，凶 11' 1/"，. '，. 4261・ν M

1111.制 ， 1  

揃 " I  "' 1 嗣

ｾＮ＠ Jt I  お 摺 1 *1 I  12 凶 川

r. tt ' "吋. ， 刷 ・ 1 ， 山 川/"，. I  1，12lI 1'1' m 

IIll 阿 1

m n  I 訓" I  11"1  

c; uェWU 聞の含If 11t H. ‘ 喝 掬" ・・肉 1図・. '

衰- 5  A  K 型枠パネル工法価格比較ース ラブ施工

( 架設梁使用) の場合

自 由・エ溢 I  ... ｾ ＮＮ ，， ｾ ・ Ｇ‘ ｵ
，， ｾ ｾ ｩＧ ｾ Ｇ ＧＧ ＧＧＧｓ ・ ｨ 仙 Ｍ Ｑ Ｇ ‘慮 Ｂ 川四Ｇ ・ ｟ ｮ ｩｬ＾ ＧＢ

使用・ ・・測 盆. .  町 | 僧周s・ a・働側 傘 "周

"区 "則 上郡山 I ｩｾ＠ 11“  2 銅山

l' 蜘 剛 山

［ＮＡｦｾ担 ｉ 2，29i l ; 鍵"，. 310 2. 692 

" ド 4川 1，2:則 ・ .I IU 2. ・'"

19. 8m 15  297 

7 曾2m Zl 陶 E 依22

褒 - 3 . 2  断熱パネル後貼り工法

.. ，qドル・飴 りZ 訟

e  悌1;: . . 側f呈・‘ fA ｊＡＧ ｾ Ｎ ・ ＱＱ Ｑ 虐則自 ｡ 虐気低 ・ ｬ￘Ｎ ｡ "Jf .!f ・ ・ It

地 綱 ‘Ｎ ｾ JI ・l- :" ＢＢ Ｇ ｾ ｊＮ Ｍ Ｍ r". f'- '" Ｎ ，ｾ Ｍ - ，，- '1 - -":1- -- f tJ. ' "  "  

"  内1<'*''')1，汎III: lt ..， 11 n. IZ'， 11 ょ・ I¥.lil 刷 β い自 ' " 附 l いm

b  ピ ー ‘ 7¥1'" 11. ，白 l ・私ω 加 匂 司1.11

."  ヲル ・，ず 屯J ート 州 叫 ..， 札 I. l¥ n. r:  ｜ＱＮ ｾ， Ｗ Ｑ＠ 1..¥' 111 ｾ＠ 三 ‘ . . .・ '，I. t川

"  刷 " ト♂，ームγ I n.lrtr， 札 山 札 思 α 口 噌 妙 、 河 11. 1. 11い 17.11'， ｬＧ‘Ｎ Ｇ ，刷 ｾ ｉ

51.  ，. nw ・'.-"" 1 制"

61.  Ｑ ，， ＷＢ ト Ｂ 乱 打 ｉ Ｎｾ ， ｉｾ＠ 1'" 州 川 町 布 l ' 内 11" 9 喝 れ れ 叫柄

引 吟 必- ? 丸依伏 備 初 代1刷 1.  Ｎｾ，＠ 11・九州 1 . 加 州 巴 ・1.111 11" 仰

f J t  11. 1泡 1. 111 1" ，，， 1  コ.......t 1，川覧

側 " ，・-f )i . n. 9<・IL. ul /l ，' hrl: 占。皆同 U. llI:N/ lOI hr

可子、IU '19. ':10' り

ω ‘"' 
15U 1. 6211 

10 ・1 ・.，

調関

。'-!.n: !.t・剖弘F 悶

。 似 ｾＮ‘ ｦ γ 制 限 ＡｬＮ￞ ｍ

ｏｾ ニ ＼唱 帥 州 民Ｂ ， Ｎ 周

。“ 事 ゐ制仁 f'l NA

ゑm1
，t ft l l l H

雌 ｫ ハ Ｇｾｉ 相 ＱＱＢ

ベニ ＼ ｾ ｉ ・縄 ＱＱＱ ｦｴ

"  
• V / o"  >' " 電

調 。 l却 l

.. 

民

' l ! .  1  I!IO 

i l 踊 l

図 - 2 防露グラフ

"，./l. I I I HI  

I Ut :"' !J l -t -

ｏ 縄開 ｾ

。ベニ ヤ ＧＱ 、 誕割Ｎ ｾ

合 計

" 工慢終 " 匂 .，・a価

1' . 92MI  

術 a

i1" J t  

or. 11  101 ''¥' )・a‘
17.92ml  

ｾ＠ ft 

伝vェ..0聞の倉齢.

S 校 4.&"¥2 ZI. I旬 ，伐 5. 7' t 山積，. t XI

. " " 拙 1. 7I 6 1 6 . s . . . 拙， 1.116  

1. 92m'  115  911 1  1. 9211'1 I加 1. 1811

7.92n1 ｾ ，ｧ‘ “Ｂ＠

;也! : i 2i I" 1  39. 7"..81・1

4.8171'1/'" 5.02IJ I' ν M 

97 100 

るので、一 般 の 打 ちｽ ｩｊＨ し 壁 と 同 程 度以上 の ｾￎ ・ 理 が

必 袈 である 。

ノ、) 断 熱 材の 後 I! 占リ工法 に 較 べ て 、 工数 が 減 少 す

るのと 躯 体完 了 11寺に 士1:上 素 地 が 伴 ら れ る こ と に よ

リ、 工 .f! tが附 紫 化 さ れ 、工 ltI l短剥riに 得 与 で き る 。

ニ) 断 熱 材の 後 111; リ工法 で 生 じ や す い 内部 結 露 、

そ れ に よ る カ ピ の 発 生 ・按 玉n斉'1の 劣 化 な ど の ト ラ

ブノレがなく な る。 ( 表 ー 3 、 図 ー 2 参照)

ホ ) 耐，t火性 能 が 優 れ て い る 。 ( w - S  ｾＳ Ｐｭｭ 、防

火判官i丘認 定呑 号 ・|坊 火 第 255号 ー第 258号 )

へ ) 製枠 材 と仕 上 材 とを 兼 ね て い る こ と か ら 、 般

に 使 用 した 場 合 に は 全体 コス トは 、 核71'1' 1工 法 よ り

10% 余 り低 減 さ れ る 。 コス トの 内 容 を み る と 、 労

務 質 が 按 苅 工 法 の 場 合 の 半 分以 下 に 減 る こ と が わ

かる 。 労 務 Ｑ Ｑｾ 怖 が 悲 し 、昨 今 、 この Ｎ ｉ ｾｘ からもおおい

に 注 目 されよう 。 ス ラ プ に 用 し、た 場 令 、全 体 コス

ト は 在 米 工 法 よ り 若 干 高 め に な る が 労務 量 は 従 来

工 法 よ り 3 0 %は ど 滅 少 す る も の と 思 わ れ る 。 そ の

ほかの メリ ｹ トとしては 、 工 数 の減 少 によるユ 二 ｊｾ ｉ

短 縮 安1J * ・切 断1111工 を 工 場で 行 う こ と に よ る 現 場

発 生材 の 減 少 が あ げ ら れ る 。 ( 表 - 4 、 5 参照 )

3  . 施 工 上 の 注意

イ ) 自 j s い を ふ せ ぐ た め に 端 太 材 は 表I飼料j交のよ

い も の を i>E用 す る こ と 。

ロ ) 工 場 で 切 断 加工 し た も の を 現場 に 納 入 さ せ る

場 合、 Ｇ Ｑ ｾ ｬ￬￭￯ に制りつけをきめて発注する 。

1U.4121'J 6. 6n l' l  

1.3151' ν m 8421・""

1，. 曲

' "肘・・・Uぬ311-4，IIJ 1  0.8: )  

ハ ) 端 太 材 を取り は ず す と 、 そのまま 仕 上司在地 と

な る の で 、 仕 上 精 度 向 上の た め に 型枠 検 査 を 入 念

に 突 胞 す る 必 要が あ る 。

ニ) 現 場 で切 断する 場 合 に は 、 屯ifj1J 丸 鋸 に ダ イ ヤ

ソ ー を 装 泊 して行う 。 火 あ け を 行 う場 合 、 ス トン

ドリル を 使 用 す る 。

4 .  A  K パ ネ ル の 応 用

メ ー カ ー で は 、型枠ノ マネ ル と し て の 製 ，ll，の ほ か に 、

木 毛 セ メ ン 卜板 ( ア 25) の 間 前 に F R  C  ( ア 5 )  

を l吹き付 け た W ー D 型 ( ア 35) 、断 書! &材 ( カネラ

イ ト フ 方 ー ム 、 ア 25) の 片 l師、 同 而 に F RC ( ア 5 )  

を!吹 き付 けた F - S 型 、 F - 0  ｊｾ ｾ を製 ｦ 乍してお り、

住 宅 ・府 古iIi な ど の 外 壁 と し て の 応 用 にと り くんで

いる。 従 米の矛干 紛1セ メ ン ト械 と の絞 合ノ マネ ノレよ リ、

F R C を 保 用 し た こ と に よ る 術 麟姐u立の !I IJ上 が lYl

待 で き る た め 、座 金 な し て ¥ タ y ピ ン グ ビ ス の み

で座 制り取り付 けができることが、その 特 ｢ｾ であ

る。

建材委員/ 関川詞之 〈大成ill 設附大阪支 1; 1f怨築技術課〉



日 本 建 築 協 会 法 規 委 員 会

質疑などの投稿をお待ちしております。

1 3 2  

大阪府の日影条例の概要

最近、 7 ン シ ョ ン 等 の 中 高 層 建 築 物の 建 設 に よ る

日 照 障 害 が 社 会 問 題 化 し て い る 。 そ の た め 、 建 築

基 準 法 が 改 正 さ れ 、「日影 に よ る 中高層 の主主築物の

日さ の制 限 J( 日 影 規lI iil とい わ れ て い る ) が 設 け ら

i'Lt.こ 。

合に

図 - 1

こ の 規ilJ llI 立、中 高 層 建 築 物 に よ る 日 彬 時 間 を去R. ilill 表ー 1 11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

し 、日照雄保 を図るとともに、 附接的 に 通 ｊ Ａｬｩｾ、保 大 阪 府 建 築 基 準 法 施 行 条 例の一昔11を改 正 す る 条 例 第五君主の 二 日影 に よ る 中 高 層 の 建 築 物 の 高 さ の

光、 プ ラ イ パ シ ー な ど の 居 住 環 岐 を 良 好 に 確 保す をこ こ に 公 布 す る 。 制 限

ることをねらったものである 。Ｈ 対象区域及び日 Ｎ Ｚ ｪ ｾ Ｑ 時 間 の指定Ｉ

法 規 制 の 内 容

規 制 さ れ る 建 築 物 は 、 高 さ 10メ ー ト ル 以 上 の も の

で あ る が 、 日 さ 10メートル以内にi I ，llI l，艮されている

第一 純 住 居 lJ i 用 地 域 で は 、 軒 高 が 7 メー トル を 超

えるか、 地 上 3 1培 以 上の 建 築物 が規制される。

また 、規制! の対 象 となる，建築物は、すべて二段階

の 規制lを 受 け る こ と に な る 。 つ ま リ、 そ のill 築 物

の 敷地 境 界線 か ら 外 側 に iJIII って 5 メ ー ト ル を 超 え

10メートル以内の範囲( 刈と、 10メ ー ト ル を 超 え る

範 囲(8)に 分 け た と こ ろ が 測 定地 (i JIII 定する日さは、

第 一 純 住 所 専 用 地 域 で は 1，5メ ー ト ル 、 そ の 他 の

地域 で は 4 メ ー ト ル が 基 準 ) に な り 、 こ こ で の 日

Ｉｪｾｕ 寺 川 が規制されるもので、いわゆる公 『よ ー の 排出

規 制 と 同 じ よ う な 規 制l と言 える 。

以 上の よ う に 規1 I l 1 ! される建築物、日 彩 H寺1111 などは

建築 ｾｕ 私法 で定められているが 、対象 区域 、規制 ｬ

fu立に つ い て は 、 全 医|各 地 に よ っ て 気候、 j乱土、土

地平11用 な ど が 災 な る た め 、 地 方 の 実 情 に あ わ せ て

I也万公共 団 体 の 条 例 で 指 定 し 施 行 す る こ と に な っ

ている。

そ こ で 大 阪 府 で は 、 適 正 な 条 例lを制定するため、

日! 開対策懇談会を設tu し、検討を ill ねるとともに、

市 町 村 等 と も 十 分 協 議 を 重 ね 、 53年 9 月 定 例 府 議

会 に 、 大 阪 府m語J主準法施行条例の一吉11を 改 正 す

る 条 例 祭 と し て 提 案 さ れ た 。 結来、 J爪築どおり 53

年 10月21 日 に 可 決 成 立 した。

大 阪 府条 例 の 内 容

大 阪 府 条 例 は 、 昭 和54年 4 月 1 日 よ り 総 行 さ れ る 。

その内容を、白表 ー 1 に示す。

な お 、 条 1911を地 域 ・地 区 の 区 分 に 応 じ て ま と め た

も の が 、 有 の図 - 2 である。

た だ し 、 準 工 業 地 域 、 近 隣 商 業 地 域 に つ い て は 、

土地 利問税況 等が 相 当絞射 ｦｾ て Ｇあ るため、今回の ｬ 仔

条 例 で は 除 外 され て い る 。 し か し 、 今後、 二 次桁

定も巧ーえられるので 、 団 地 設計さ者: にあたっては、

燃燃がJ数 値 に よ る 検 討 を 行 って お く こ と が 賢 明 と

j忍われる。

( 大阪府建築指導際岩 田恵ニ)
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昭 和五 十 三 年 十 月 二 卜七日

大 阪 府 知 事 黒 田 了 一

大 阪 府条例 第 四 十 六 号

大 阪 府 建 築 基 準 法 地 行 条 例の- l ' f ll を 改 正 す る 条 例

第五 十 八 条の 二 法 第 五 十六 条 の 二第一 項 の対 象

区 域 は 、 次 の 表 の 上側 に 掲 げ る 地 域の う ち 同 表の

中 欄 に 掲 げ る 区 践 と し 、 問 項の 条 例 で指 定 す る 号

は 、 同 表 の 上側 及 び中 欄の 区 分 に 応 じ、同 表 の 下

側 に仰 げ る 号 と す る 。

用 途 地 減 第 ー やfi fi m専 用 地 域 第 二 般 ! 五 回 専 用 地 域 住! 万地域

モ手術率によ e 十分の五又 十分の八又は十 卜分の十五 ト分のニ ト 十分の卜又 十分の二十 十分のニ十 十分の二十

る区域の区 は十分の六 分の卜の区成 の区域 の区域 は十分のト の区域 の区域 の区域

手〉 の区域 li の区域

法)!Ih! 是mニ
(→ {  3ZE( 外附E情 的 I後且:

('1 ( 第一位 (') (→ 1-1 ( 第一的 (ヨ (-1 ( 第一般

t斗欄の号の

ill グ) 1I J ，t

/::;1立地区に 苅l主I也区に 高度地区に

区分
ヵmト，_ールーの・ζI，何Zコ域度ノもーIて也ーe  

あっては、 あっては、 あっては、

I更で4あ，f( る の ｾＭｊＩ＠
l→)  l→)  

又はその限度

が - iIZ  Lノー

トJ レグ〉 長虫{ニ

あっては、{ ー- ) )

一 「谷村I率J とは 、法第五十二条第一耳l m一号から第三号までに 腕定する ill 築物の延べ而般の敷地面総に対する' ，1:1J 合をい

ヲ。

二 f HJ 、fV1J 又I; t f( 'lJ とは、 このJ. の t tw: 1に掲げる用途地域に対応する法目IJ-&第三付制に掲げる地域の区分に応じ、

!日]表U 欄に 11) げる(→、( 1又はけの号をいう.

三 「外援の後退距離の限度」とは 、郎，j ijl' ，目立法 ( 昭和問十三年法律第一行サ ) 第八条第二J J [ 第二号ロに規定する外壁の後退

距離の限度をいう。

四 「 第一位向 Ｑｾ 地区 ｊ とは、 ｬＨ ｦｊ ｬ 具地区 のうち、 郎市計問において、 ｩｬｬ 築物 の 弁書 ＱＱ 分の日さを当該部分から前面道路の反対

仰lの境界線又は隣地境界線までの点. t t万仏lの水平距離に0 ・六を来じて得たむのに五 メートルを1111えたも の以下としなけ

ればならない区域として定められた区域をいう。

図 - 2  日影規制l基 準一 覧 表

用i主地域 i蔀
続 住 lli ｾｾ＠ l f I 地蛾 部2同住肘専問地域 住 11:' 地 減 1 i 1 i 陵商霊地域 革工業地域

二議
/  

第 部

都附3  

/  
部Hi 部同

第

ン

部 第 部

ン/  
部 1 Hi  

帥

3  

I'R 

2  3  

傾 卜k 純 純

l  fl  l r !/  1. 5'1 I. OV  /  レ/ /  /  V  /  /  /  ν  ν  /  レ/

----
50 (1)  (1) (1) (1) (1) (1) 

60 (1) (1) (1) (1) (1) (1) 

80 
(1) 

(1) (2) 
(1) (2) (2) 

1  00 (1) (1) (2) (1)  (2) (2) (1) (1) (1) (1) 

1  50 (2) (2) (2) (3) (3) (3) (1) (1) (1) (1) 

200 (3) (3) (3) (3) (3) (3) (1) (2) (2) (2) (1) (21  (2) (21 

300 (3) (3) (3) (3) 
1・ ;.;.:-:.; >く>くbく/  > く

4  00 
〉くひくbく1>く>く>くbく>く 三〉くご

区亙ヨ とくに住環境問保山はかる地区については ＨＲＩｑｊ 指定問る区域Ｈ今 ｾｉ 州創刊では除外されて ｴ ゆＩ

ｾ＠ 日制仲間草区制

Ｉ内向散字 ｬｩ 法 ｾｉｊ 島第 ｭ 欄に拘げる号を示すＮ

』日線内は、侃，!i 計画で究められる地峻 . 地区
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若 林 輝 雄

こ の 頃 思 う こ と

あ る 日 古 い 写 真 を 撃 型 し て い た ら 、 何 年 位 前 に な

る の だ ろ ー ロ ン ド ン ポ ンプ が 政 ん な 頃 の こ と だ。

ロ ン ド ン で 女 ひ と り 選 ん で 地 中 海 に 辿 れ て 行 き 、

最 低一 ヵ 月 位 か け て パ ケ イ シ ョ ン ル /' 7 を煽 ろう

と い う の が 私 の 計 画 だ っ た。 旅 は ス ペ イ ン 、 フ ラ

ン ス 、 イ タ リ ヤ 、 来 て は マ ヂ ョ ル カ J:hか ら 今 話 題

に な っ て い る イ ビ ザ ぬ ま で 足 を の ば し 倣 り ま く っ

た 。 ｪＱｾリ まくったと云ってもカメラマン ｪ 瓜にかな

り 意 識 し て ポ ー ズ を 決 め て t沿 っ た と い う の で は な

い。 そ の 時 の 地 中 海 の イ メ ー ジ は 、 海 の 裂 さ と い

う よ り ア ル へ ー ル ・カ ミ ュ と い う 作 家 の 精 神 が お

ぼ ろ げ に 重 な っ て い て カ ミ ュ は こ の 太 陽 を 浴 び て

自ら精神 と 対 話 し 続 け た の か と い う 恕 い が 強 く あ

った。 だ が そ の 写 真 は 、 思 った ほ ど 写 ら な か ったe

ひ と つ に は カ ミ ュ を 進 め て い っ て 、41i気 に 足 が か

かった状態になったらと' んなだろう、という事を

意 識 し す 吉 た こ と 。述 れ て い ったイギリスの女が、

ロ ン ド ン の 街 の 中 で は 、 最 高 ポ ップ で;格好よかっ

たのに 地 中 海の 太 陽 の下 で !!¥i ら し た ら ま る で 色 総

せ て し ま い 、 ど う し よ う も な か っ た こ と に よ る 。

だがこの素人: E j : ; R . を電通のアカウントエクゼティ

プ 加 藤 さ ん だ け が 、 カ ミ ュ に 通 じ る と 評 価 を し て

くれて 、僕 と し て は 看 破 っ た か 、 と い う 感 じ だ っ

た。 カ ミ ュ を 意 識 し た の な ら 、 そ れ が パ ケ ィ シ ョ

ン ル y ク の ロ ケ ー シ ョ ン で あ って も 、 や は り カ ミ

ュのず了春の頃の街、アルジェに足をのばすべきだ

っ た か も 知 れ な い 。 ユ グ ナ ン と 話 し を し て い た 頃

の カ ミ ュ か ら 始 め る の が 本 当 だ っ た 。 前 世 き が 長

く な っ て し ま っ た け れ ど 、 そ の 頃 か ら 今 日 に 至 る

まで何 事に よ ら ず 、 こ の 調 子 で 何 ん で 見 て や ろ う 、

知! ってやろう、やってやろうが続いている 。 旅に

出 る と い う こ と は 、 再 び そ の 土 地 を 訪 れ る こ と が

な い だ ろ ー と い う 楽 し さ と 、 あ る 経 の 偶 然 さ に JYI

? 寺したリ、絵も大学時代から画いているが、それ

も ま た そ の 画 く 毎 に 題材 の 新 し さ と 対 面 す る こ と

に な り 、 そ れ に も ま し て ま る て

た見たいなリフレ ツ シユをＡｾ答長じたリして E 人陥附iに

とつて lは立、人との出逢いほど大切なことがないわ

け だ け れ ど も 、 と り わ け こ の 会 の よ う に 、 何 ん の

か た ぐ る し い 挨 拶 も し な い で 、 ヤ ア ー と う な ず き

あ っ て 、 何 処 の 誰 方 と も 知 ら な い で 消 く み 交 す 、

好 き 勝 手 に 、 だ べ っ て 過 す の も 、 ま た 変 っ て て 笑

に 楽 し い 。 目 下 の と こ ろ は 、 む つ か し い こ と も 云

わ な い で 、 自 分 な り に ヌ ー ボ ー と 、 お つ き あ い 願

いたいものだとｽｾ，っている 。

読者の頁

マイ フォト

、水遊具P

ニューヨ - 7のセントラノレパークの中にあるこの遊び場は、

うっそうとした木立の中にあリ、非常に嘗皮肉恥い 、デザイン

が成され、周囲には子供述にと っては無限の可能性をむつ広

がりがあるにむかかわらず、この一隅のスペースで、延々と

遊びの営みを続けている子供述を見るのは、笑に楽しいもの

でした 。対象とする子供述の年令ということもあると忠いま

すが、グ ｹ ドデザインは広さの制限を克服するよい例だと，ｾＮ

新刊紹介

「環境影響評価報告書作成技法」

L.  W キャンター若 大久保品ー監訳

定価 Y 3.ω0 発 行 所 村f文 lt

部1:草 国家環暁政策法 とその執行、第 2 市 環境 ｾｾｉ 面 的 枠組 み Ｎ

第3t苦 E現況現況の記述 耳ｾ 4  n: 太古i環境にたいする彬慢の干測

と 評価 ｾｩ 5草本環境への泌神的干測 と，l n曲 第6章騒苛環境

に附する彬轡何千測と説価 ｾｩ＠ 7章 11: .物環境への彬判的ーhlilJ と評

価 ・第8 章文化環境への世主将千測 と'J>;j iJ，W閥 抗 9 市 社会経済

的環境における彬官同予測と耳i園 都10信組. ' I ' l ' 分析法部 11宣言

環境に附する :ll' .'思決定におけ る住民参1111 1.ii 12章 環境影腎陳述｜ Ｇ ｾ

の 記述上町配 ｉｾＺ Ｇ ｊ Ｇ 耳 Ｑ 郡山市 環境彬抑，;' P倒的将米

いました . 私が訪れた のが夏 ということむありますが、特に、

水を遊J : t の中にとり入れたデザインは、チ供述に一層魅力的

な遊びを創造させているようです. 日本に於ける i鐙ぴ坊に除

いても、むっと遊- l - ¥- ーの中に水をとり入れたデザインが欲しい

ものだと思うことしきリです. むちろん維持)j' J J . 苦手で色々 と

厄介な問題はあると忠われますが、それらは大人I i 刊の論理で

あって、子供述にすばらしい遊び場を従供する為に解決され

なければならないことご とであると思いますが。

稲 田 純一 ( 26オ ) / 泣凶設計事務所
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二l

ニュース原稿をお送り〈ださい。

地盤の動きを即座に画像化 奈良時代の木橋発掘

一即 応できる 施 工ｾ［理システムが活縦 一

市 水 処 設 附 〈 社 長 野 地 紀 一 〉 は 、 超 軟 弱 地 盤 で 知l

られる 点 京 ・千代田区内幸町丁目比谷においてフコク

生 命 本 初 ビ ル を 他 殺"1"で す が 、 こ の 地 工 に 当 っ て

や甘Y報 の 画 像化 ' を 笑 現 し た 新 施 工 管 理 シ ス テ

ム ( ア ク ラ ス ) を 持 入 し て 才1 う て の 超 軟 弱 地 盤 を

克服し、安全l 'u;・.E1l! ・1171質管旦I ! に成果を上げていま

す 。

こ の シ ス テ ム は 、 作 業 所 に 設 位 す る 現 況f町長シス

テムと大 ｊｾｾ ＧＱ ほｾＢＩ機によリ次期 ｬ 予 ｩｬｬｩｬ を含む各 ｦｩ ｔｉｦＴ平析

が で き る パ y クア ップ y ス テ ム か ら 成 っ て い ま す 。

攻況把 ｦｾ システムは、センサ Ｍｪ ｾｲ Ｇ から受けた情報

を自動的に ￬ｾｩ 件、 l凶{ 象化し記録するグラフィ y ク

ディスプレイ袋i l ( ( ? イ 7 ロ コ ン ビ ュ ー タ を ヰII!'IJ )

と、計一 illi J1I([ の 総 l時変 化 を ，記録する打，内記録装世に

わ か れ ま す 。

JJ I . i 兄把握システムにより向動計測される項目は、

地 下 工 ']' ; の 場 介 、 ① 土 圧 、 水 圧 ② 山 11ニめ壁の鉄筋

応力および山止め日をの変形③- t ; I J J ; i i ;の駒h1J ④ ア ー ス

ア ン カ ー の 制l力 な ど で す 。 ま た 、 こ の シ ス テ ム の

特 長 と も い え る 11
1
可像 化 の なl 自は、伊1I え ば ① 土 庄

水圧の分布②鉄筋応力め分布③山止め壁のｾＮ￮ ｬ 本当 ｅ

f立; な ど で す 。

一 万 、 次 JYI 子 illil な ど を 行 う パ ンクア y プ シ ス テ ム

は、当十ＧＺｬ Ｚ［ｻ Ｍ ｉ 沼知センターの大 ＡＡｴ Ｒｾ 丘針機により工 Ｇ ｉ｜Ｍ の

ｩ 並行に ｻ よ ｬ Ｇ う 山 ｬ 卜Ｎ め ｾｉｴ の変形、 ＱＱＱ Ｑ げモーメント、地

税 沈 下 の '.llIJ 令 な ど を -f'illil し ま す 。 ニ の よ う に j五f屯

聞 な 機 能 を も っ ア ク ラ ス は 工 ・I¥- の 組 以 や 状 況 に 応

じて、首111点数、 *- ポ } j 法 、 パ ッ クア γ プ ン ス テ ム

の 内 容 を f ll jl に 組 立 て ら れ る シ ス テ ム で す 。

( h'l 7K建設発干1I ニュ ス よ り )

グラ 7 ィックディスプレイ装 i町
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京良 ＱＱ 寺代の怖の泣怖が、 神 戸市垂水区綴友の ｾｦ 凹

I朽遺跡、で30 日 ま で に 、 約 1200年のタイムトンネノレ

をくぐ っ て 出 土 した 。 奈良国立文化財{ i }f 究所平. ! b] (

向湖、発坊L制作古11の 話 で は 、 同 時 代 の 絡 の 迂lfivt は 平

城 京 跡 で も 凡 つ か っ て い る が 、 小 規 棋 な も の で 、

1:1然 の 河 川 の 怖 の 出 tWIJ は 全 国 で も 初 め て と い い 、

当 ｈ 寺 の絡め 付 ｴｩｴｩ を知 ｬ る ｪ， ｬｴ 河ｾな 手がかリになると ｊｙ ｉ

制 し て い る 。

現場{ 止、 l到 鉄 新 幹 線 西 明 石 駅 東 約 2 _1 k の 明 石 川

; (iL戸。 神 戸 市 下 水 道 局 が 下 水 処 理 場 ( 約 8 万 m')

を主ILut す る た め 、 神 戸 市 教 委 の 調 査 団 ( 団 長 ーl到

辺 昭三 奈 良 大 助 教 授 ) によ っ て 、51年 6 r J から ・1¥.

1拘訓伐 を始め、これまで 8 次 に わ た リ 、 計 約 23. 000

M を 発 場 。 t_U土 品 か ら こ の 逃 跡 は 、 弥 生 ( や よ い )

時 代 か ら 鎌i色村l寺 代 に か け て の 大 規 股 な 集 部 が 絞 介

した百11r! i 跡 て ¥ か つ て は i市街 ( ぐ ん が ) な ど の 地

) j 役所が自立かれて、点嬬 J也}J の 中 心地 だ っ た と み

らi L ている 。

怖の迂WI が 比 つ か っ た の は 、 そ の 泣 跡 北 京 す み の

地 下 2 - 3 .5 mの と こ ろ 。 南 北 約 1 2 m、1I ミ函 1. 4

- 3 mに わ た っ て 怖 グ イ 、 紙 ゲ タ に 使 った カ シ の

丸太行数卜4 > : が、怖が iiJ i れ/ 高ちた当時とほぼその

ま ま の か っ こ う で 、ほ と ん ど 1/l!; らずに組l ま って い

た 。 総板はｾｊＮつか っ ていないが、中央部分で南北

に 約 2 mの IHl 隔 で 3 対 に な っ て い る 主 柱 と み ら れ

るクイ ( 1立径約 25c II1 ) は 多 角 形 に l面 取 り し て 組 め

込 ん で あ り 、 ク イ の IHJ を 東 西 に 渡 し た ケ タ ( 1立径

約 7 cm) は 3 fiJ ｽｦｾ にな っ ていた 。

jiMI 公 団 が 、 こ のmmを 、 奈 良 時 代 の 怖 と 判 断 し た

の は ①同 じ地 j脅 か ら 奈 良 l時 代 の 木 間 や 主 総 が 出 土

し て い る ② こ の逃 椛の 下 を ほ ぼ 凶 か ら 来 に 流 れ て

い た 同 時 代 の 川 床 ( 幅 10 m) が 確 認 さ れ て い る ③

柿 造 上は 極 ( せ き ) と も 与一えられるが、集婦の jfl:

く に 水 占 : の 危 険 の あ る も の を 設 け る の は 不 自 然ー

な ど の .;1)' 。 ノk が 流 れ て い た I11 が や が て 干 上 が っ て

怖は崩れたものの、水分をたっ. . . i ｾ リ含 んだ 地層 の

ため保存状態がよかったらしし、 。

半 分 i丘 く が ま た' 土 中 に 也 ま っ た ま ま で 、 ど の よ う

む 工 法 だ ったかはわかってい" d，_ ' 1，. 、 。 し か し 、 下 水

処 駐 坊の，建 設で 、 現地 で は 保 存 できないため、 ;Vt. j

ごi ' f . 聞は紙グイなどを奈良大に持ち帰り、材質を詳

しく，' J .¥j べ る と と も に 、 工 法 、 情 造 を 解 明 す る。

( 読売新聞 よ リ 転 ;1世)

「日本ルナファーザー協会」

が誕生

fl レ ナ フ ァ ー ザ ーJ は、貼って主主ることにより、

ソ フ ト な 感 党 を も っ た 壁 面 が 出 来 る 新 し い 像 装 下

地 材 で あ る 。 冷 料 を j手j v、て自由な色彩て寸:1:上 る の

で処ｾ全体とマ ッ チし、且つ有ｉ￬ ｪｬ 苦や主主り ｦｆ えも簡

単 、 ク ラ ンクおよひ下占筏防止の刻J 栄: もあリ、設計

者の」工場からも独創ＧｾｉＺを生かせる商品として脚光

を浴び ， ｻＧｩ 尖な 仰 びを示している 。 その工法は特 ［ｩｾＺ

Ｈ特消Ｇ ｾＢＧｉ ＹＰＱＹＲＰ 号 Ｉになってお り且 つ建設 省 の防

火 認 定 に も 介 絡 し て い る 独 特 な 製 品 で あ る 。

我 が 悶 に Ii' i、て「ノレナファーザー J の 普 及 を 通 じ て

l玉| 民生 活 の 発 展 に 寄 与 す る こ と を 目 的 と し て 「 日

本ノレナ 7 ， ー ザ ー 協 会 J ( 会 長 : 大 門 正 灘 、 東 京 都

港 区 赤 坂 4 丁 目 10番 地33号、ヘキストビノレ ヘ キ

スト令成株式会社内 、 ｾｴｩ 話・東京 ＨＰＳＩＵＸＲ Ｍ ＳＹ Ｑ Ｑ Ｉ

が 去 る 9 月 1 日に 発 足 し た 。

当協会としては、既に組織された地工ｾ ・ 思休 ￭ｬｪｬｬ 、

防 火 E認 定 受 織 の 建 設 省 登 録 地 工 会 社 ( 全 国 261社 )

を 中 心 と し 、 そ の 内 谷 の 充 笑 を 計 リ、 ま た 会 以 会

社 と 共 に 新 し い 焔 工 技 術 の 修 科 、 国 内 外 の 情 報 の

収 集 に 務 め る な ど 、 技 術 の 111J上 を 計 る 。

今 後 は 、 宵 公IT を は じ め 、 設 計 者 、 建 築 業 者 の }J

々 の一 層 の 倒l支扱をl J ' i き、一般住宅、? ンション、

学校、病院、 Ｑｾｊ 盟焔設、集会場なとＧへ急速な将及

を 企 聞 し て い る 。

京都で建築士会の全国大会

首' ;211亘| 建築士会全国大会は、 11 月 16 日 ( 木 ) 同 立

京町11国 際 会 館 て ¥ 日 本 雄 築 士 会.ill 令 会 近 畿 ブ ロ ッ

ク と し て 15年. . . i : リに招致して| 抑制ii さ れ た 。 地元、

占持11京高11に ふ さ わ し く "MfJ発 と 保 存 " を テ ー 7 と

し た こ の 大 会 は 、 全 国 各 地 か ら 3. 000に の ぼ る 過

去の大会を通じて Ｍｊ Ｑ ｊＨ ｴｾ の参 加者 を 得 て、いやが上

に も 峨 リ あ が り を 見 せ た 。 第 1 m¥式 典 で は 、 会 務

・全 |孟l研 究 集 会 の 報 特 に 引 続 き 、 建 築 士 の iili 街、

建 築 災 & の 似 絶 へ の 努 力 を 11.1 ] ，1 ，. 、あげた大会立言の

保 択。 釘i Ｒ 書 Ｑ Ｑ では、 ｦ ，ｊ［ ｕｬｬ と人 ｉｈ ｉ ｊ を ￬ｶＨ 題に南 ｾＡ ｩｴ 寺

ｮＺ 長 ＯＱ 時 五 Ｑ Ｂ 宗 ＱＱＦ 氏による記念 ｭ ｬｴｬｖｬ 。 釘ｾ 3 古11は 郷 土 芸

能として、絡 ［ｏ ， ｾｪｲｲｾ 1 ，. 、京木やりに、京都でも珍らし

い 多 数 の 紙 邸 主 芸 岐 に よ る 華 腿 な 手 打 式 と 大 会 に 務

を 添 え た 。 m4 昔11祝 宴 に 移 り 、 芸 術 院 会n村 野 藤

吾氏の乾林に始まリ終始和やかに程 ｊｉＮ ｾ Ｎ虫が続くうち

に、皇官やかさと大きな実 り を 見 せ て 大 会 の 本 は 閉

じた 。 ( 大阪府建築士会 波 ;21記)



第10回中部建築賞

昭 和53年 度 ( 第 10回 ) の 中 部 建 築 貨 の 入 賞 作 お よ

び 入 選 作 が さ ま っ た 。 応 募 作品 は 、 総 数82点、う

ち一般 の 部66 夜 、 住 宅 の 部16点 で あ っ た 。 一般 の

晋11の 入 賞 作 品 8 点 、 入 選 作 品 8 点 、 住 宅 の 部 は 入

賞 は な く入選 3 点 で あ っ た 。 以 下 に 一般 の 部 入 賞

作 品 8 点 と 、 入 選 作 品 8 点 、 住 宅 入 選 作 品 3 点 を

写真で紹介する。 知 多 市 民 体 育 館

設計 三僑建築設計事務所
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( 大阪大学助教授)

( 大阪大学大学院卒)

( 大阪大学大学院生 )

( 大阪大学学生 )

紙野桂人

長 i頼信義

渡辺豪秀

三木 亨

4  歴 史 的 集 落 と 街 路 景 観 -

地 形 条 件 と 集 落 景 観

10月号掲械の表は、数字のところのみ下記のとおり変更します。

So ll 駐高名 所 在 地 8， 肩 車 大 車 市 11 大 県 拍 車 市 26 富田 1I 布団I f 市

l 池 田 池 田 市 9 摘 IR 大 臣 市 18 大 平寺 拍 車 市 27 芹 生 苔 千早亦I <t I

2 1* 川 高 国 市 10. 苦 江 東大匝市 19 音 堂 拍 車 市 国 水 骨 千早ホI <t I

3 高 間 高 闇 市 10b 岩 田 東大匝市 初 動 ャ ii 羽 宜 野 市 拍 4陣 事 市

4 盲 目 高 蝿 市 11 1'1' 小臣 東大臣市 21 1i 1¥島 羽塩野市 30 阜 相 田 車相田市

S 位 方 位 H 市 12 平 野 主 匝 市 n 太 子 t 干 町 31 貝 場 且 畢 市

6 招 提 li  ) j 市 13 久 宝 寺 八 尾 市 23 1I i : 噸 羽虫野市 32 品 中 R 語 市

71i ' 田 li Ii .i 14λ 昆 八 尾 市 24. 壷 井 羽宜野市
お 日 it 皐 南 市

8. 1;型地軒目 車大 E 市 15 柏 原 柏 原 市 24b 通 佳 寺 羽曳野市 担 揖 j十 阜 市 市

8b 昂 届 大 車 市 Ｑ ＶＱＮｾＮ 智 A 尾 市 25 大ャ 畢 阿 南 町

よｾ孫が成立、発展した中世、近世 ー では、人間の力で地形を大中高に変えることをしないで、

その土地の特徴を良〈活かして、まち、むらを ｪ 杉造 ってきたとみられている。その ｉ ｾｾ に

は 、 失 敗 や 成 功 の 永 い 歴 史 的 な 縦 み 重 ね が あ る と 言 え る で あ ろ う し 、 JJL伐 と は 技 術 の 質

が 巡 っ て い る と 同 時 に 、 集 部 を 成 立 さ せ る 経 術 的 、 相 会 的 条 件 の i主 い が あ る こ と も 見 逃

せ な い で あ ろ う 。

自然条件が歴史的ＮｊＮｉ＾孫 の立 ｊ 也、集合形態、さらには街路形態 へと与えたＩＪｾ特は大きい。

そこで、集子高を 地 形 条 件 に よ っ て 7 つの型に分知し、それぞれについて、. J . I > i;高 を 泣 く に

望んで見る幼子トのi庁対鋭と、 』柴ι 干孫高内てで酬. J見王る市f街封f妖:立t在飽鋭j見4の I地也ωJ形移宮変E化 と の 附 f係系の 二 /

て苛示ミすことにする。

t'i.¥i 平地立地型

月 ( 平野、久 宝 寺 、 八 尾 、 鴻 池 新 図 、 中 小 阪 、 若 江 岩 田 、 高機、広瀬、信達、柏原)

ｉｾ 然条件による筏界 はなく 、民家 Ｑ Ｇ Ｑ 休 がそのまま集訴の唆界であったり、様、土 ｭ をめぐらしたりして、

人工的な岐界を形成 している。問辺部の，1iiJ- i化がi並んでいなかった当時には 、平野に一兆円民家併 を凡

ることができたと 忠わ れるが、 J.JL.( I: それを認めることは困難になっている. 寺社町大屋艇が、きわだっ

た姿を示していたこと ｨ Ｚｴｴ ｴｦ 主できるＮ集 ｪ 品は ｾｉ に｛倒的に政維な広がりを比せるむのが多〈、 ｉ 也形円高ｦｊｾ差

がないため、集議全体的此 ｩ 函しに乏しいことと相まって、迷路Ａ感が生じる。すなわち、内外 ｾｉｕ ｊ の印象

の差が、さわ立って日〈、それによって強いコミュニティのまとまりが体験されるように旦l われる.

l 11 

一

久宝寺

臨海立地型

( 堺、岸 和 田 、 員 塚 、 畠 中 )

ilii と内陸部、そして、沿i ? をi曲る iJi iil の三つの悦なからl I - ¥端的1i tlJl がとらえら i Lて来たと .I!，' .わ i L る. 内

陸部からの景観は、平I也立J也型と同織の印象を与えるであろうが、一万に海をひかえ、一万に内陸部を

υ かえた主街道かりの述 ｪ［ｴ は、ｾる人に強い印象を与えたに述いないと思われるＮ海からの ｊｩｴｬｬｴ は、港

湾の施設や、船の出入ともからんで、ニ i L また印象的なむのがあったに違いないが、現住では、ごく少

数の例を除いて、大部分の景観が失われたり、変 った リしてしま っている ことは残念である 。

平野

〔

出

げがハ

卜11

員塚

芥川

“u スケ γ チは. ｾｴｌ純、道路隙 ､ 控 訴似等設観上鮮まし〈ないと忠われる班点を n略して li.i いた"

塚

河川沿岸立地型

( 芥川、諸福、灰塚、楠根)

川の流れに対し垂直に交わ っているらのと、 川のifit れに沿って線状にのびている むのの二舗がある 。よト

川 のｩｬ＾古与を Ｑ 列にあげると、 ｭ 務のー ｬ 師が河川に拡 ｺ し 、 境界となっているので、 川 の土手から集部のＡｾじ

をつかめるという景観上向特徴を持っている。 ｬｉＭ｜ ｦ 高 ｬ 人 ｬ では、 ｪ 也 ｪ 移 の ｴｾ ｬ ￟［ 差が少なく、景観は、街 路形態

によって規定されている場令が多 ｌ 、。村はずれでは、河川が ｷ 泌全体的 ｽ￯ 向性を感じさせる 内 で ｭｾ ーな

攻守紫とな ってくる。

灰

岸和田、貝塚、畠中

Ill - |  



i1叩1附7

大ヶ塚 大ヶｾ

大 ヶ 塚

北西からの迷fil o 左に大念寺、有に鼠1証寺町大I l HNが望める .

丘陵立地型

( 大ヶ銀、 富 田 林、 招 提、事事弁)

典型的な例である大ヶ塚は、完全にひとつ の丘 陵台地を占的て必リ、四 ｽｊ はｾ，傾斜地によ って 河川に孫

ち込み、 集結の官uまが形成されている. お 回林、J " l f 鋭、 t骨井は台 j也端に 立地 してお り、さらに楊井では、

領成を形成する 二 万 ｉￎｉｊ の斜而のうちーＩ，が ｩｾｴ に而している 。この Ｑｾ の ｭ 棋は、 ｩ 卓盟から の景 観が丘陵 町

姿 と一体 となって lifHi{( て' ある. スケンチは、大ヶ塚町北西からのii t鋭であるが、台I也端の純生がー塊と

なリ、独特のj;t lll. をみせている. その JHJ から民家肉屋恨が垣間l見られ、寺院の大屋織がランド7 - 7 と

なっている. 鋭部内の景観で特徴的なことは、合I也端からまわリの風景を i皐笠できるニとである. これ

によって、 mi 品の殻似に開放性 をワーえ、自己の位i置を認識するニとができる.

池 田

lml j  li町

池田 飛鳥

川凪

太子

ｬ ｭ 川ｾ i  

太平寺、大県、 安堂

太子

資料. 二万分町一地形幽{ 明治41年測刷 x 日本帝閥峨地測ilt 部)

太平寺

集活領域を脱定する猪名川と五月山を望む Ｎ 川をはさんて Ｇ 布 ｦｗｊ ｩｊ Ｇ￭ 日池 ｭ￺ￇ ，治、左 ｦ￟ｾ は川西市街地Ｎ

谷口立地型

( 駒ヶ谷、飛鳥、枚 方、. 壷 井、通 宝 寺、 池 田 )

河川と山地ではさまれた帯状、あるいはＡ， ｬｾ 止の土地に立地しているむのと、河 川 あるいは山地の 腕定 ｬｅ

が少し弱いむのとに分けられる. IIoj ｉ ＧｩＢｬ ｩ 、県 ｊ ヶ谷、飛ＮＨｾ、枚万で、山すそ、あるいは谷口に ｩ 立逃してい

るため迫景から 集部 を望むことはできないが、山あるいは丘の万からm端的-ffil を望むことができる。

集務内 では 、111、丘、 J主のよの寺社司iが一 体 となって 、: i it 飢に変化 を与えている。 後者 の例は、 池田、

資J I : 、i l f J 宝寺で、いずれも河Lil fJt li に立地している。これらの集部 では 、川 fII Jいから、山すそから平j
也

へと拡がる m泌を }.!.i 直すことができ、また山から集部の全j;t を望むことができる. 集部内 では、 山がt背

景として生きており、 n然条「ドがm終的景観に );1") 性を与えている.

⑥ 

太 子
太 子

mi ' ;品内町内

太

後沿立地型

( 太子、水分、 芹生谷)

線状にのびる谷沿いに i立; 配するJ j ， ii品で、阿1則の山林がmf事的領域を強〈規定している. .li:. f をfflJ にとる

と、特に竹之内街道を大阪側から近づいてゆくときに、劇的な iit 鋭を展開 し印象的である. iJ-r i且の! . ( ¥点

には太 ｩ 乙廟の ｴｻ［ が ｽＮＡＮ え、左下には山がｾＮよがり、さ句に ｩ 主Ｍｪｪ ｴ にはこ上山を望むことができ、まさに 地形 を

生かした景観のからくりと 3 うことができる . 集部内では、スケ y チの太 f 刷所! の交差内でJ也形の特徴

を良くつかむことがてきる. ￭ＮｬｔｩＧｉｉからは、同 Ｑ 則的丘が見 上 げられ、丘からは、 ｾ ［ｩ 百のー苦 ＱＱ を 見 ｩ 度す こと

⑥ ができる.

Ji:. (-刷のt" が望める 。

山麓立地型

( 太平寺、 大 県、 安 堂 、 恩 智 )

mi ，品の領域は、山すその '1' 1 也から山町中級までのびている 。緋I也を lよくとるため、料聞を刷JJl J し、それ

に従って集部む事ｽ而 ｬ をｾっていったむのと巧えられる。遠景は 、 たて Ｉ［ＱＢ Ｉ に ｭ 訴 が日まり、 Ｚ 集婦 のたて

の況なりを
i羽織に噌むニとができる収で印象的である。とりわけ太平寺では IW I 'J 主i主張が眺められる。

中腹に、1' : 1塀と‘ 1'1附の民似を比せる llt i T 一寺。それと一つmJ をおいて拡がる 民家的民艇はすべて必1則を見

せ、寺の屋棋 と尖しい対比を見せている .
!i; {，品l勾でむ 、地形の日fI]: 差によって、変化ある jot 鋭がっく り

出される . m棋の問点に佐世する年社に立て 1%，!i; iT; を展望することができ、さらに 'f T- t部の述j;t
b拡

ヵ
e

る.

⑥ 
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応 募 作 品70点 の う ち 、 予 備 選 考 、 第 l 次 から tP.; 3 次 ま で の

本 審 査 を 経 て 、 入 選 作 品 10 点を決 定 し 、 うち 最 優 努 作 品 l

点 を 選 定 し た 。

第24回工高生デザインコンクール入選作品

70点

審 査 委 員 長/ 向 井正 也 審 査 委 員/ 太 凹 隆信 / 金 谷新 次 /

小 角 亨 / 鈴 木 良 介/ 竹本丈太郎J / 鶴岡英世/ 土 JI 巴耕一 /

奈 良 銭 ー/ 中 野 明 / 永 田 祐三 / 舟 僑 図 男 / 本 多淳裕 /

三 浦 頼 彦 / 美 濃吉 昭 / 若 野 暢三 / ( 50音 順 ・ 敬 称 略 )

応 募 点 数10校応 募 校

「公衆便所」

催 : 日 本 建 築 協 会

設 計 課 題 : 公 園 に 建 つ
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審査総僻

このコンクーノレでははじめての課皇宮、公衆使所。動線がどうの視線がどうの、 附属設

備や換気がどうのと、 簡単なようでなかなかうるさいところへ、身障者用の便所を男女

各ーと加えられた上に更に、笑在の公閣の環境と測和したものにせよと、いやはや至

極むづかしく、工高生には少々酷な課題だったと思う。

応募作品70点から 3 回に亘る悦重審査の上、最終的にえ らばれた 10点の内訳は、応募

校 10のうち、西野田工高と前橋工高に各 4 点づっと集 中。残りは都島と 桐生に各一点

づっ。 最優秀作には初回の審査から終始リードを保って来た西野田の筒井君の作品が

えらばれたが、 前矯工高の桶君の作品もこれとほとんど伯仲の秀作であ った ことをつ

け加えておきたい。そして、他の入選作はもとより、初回でえらばれた全体の約半数

の作といえども、工高生の作品としてはきわめて高い水触を示すものだったことは喜

ばしい。今後の皆さんのーそうの御健斗を祈る次第である。 ( 向井 正也)

っ公衆便所

i _ . . 固に理ワ

会 発 使 用
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股計要項

1  . 位 置: 実在する都市公閲または自然公園内に想定する 。

2. 規 模 : 平家建の独立した建築物とし、床面積50m'以上。

3. 構 造: 自由とする 。

4. 設置条件 ・男子用・女子用を区別すること 。

・身体障害者用 ( 男女各 1 を設けること )

5 . 備 考 ・洗面・化粧や水飲み・荷物台・清掃用具倉庫など

を設けてもよい.

・し尿浄化槽などについては考えなくてもよいが、

換気を考慮.する 。
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⑪ 信 長 谷 川 鋳 玄 所

大阪営業所/ 大阪市北区南森町 2 - 3  - 36 t t ( 06) 315- 8900 

本 社/ 東京都千代田区神田淡路町 1 - 2  t t ( 03) 255- 4051附

埼玉営業所 ( 0482) 23- 3351 /川口工場 ( 0482) 22- 5175/横浜営業所 ( 0467) 78- 3235・77- 1402
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ハング、・グライダー

ハ ング ・グライダーまたはスカイ ・サーフィ ンが流行している 。 これは約30年前にロガ口氏の考案した三角凧を

もとにしたロガロ凧に由来するとい う。 飛び方はコ ン トロール ・パーにより体重を移動させ、翼の迎角と前進速

度と のバランスを操作するとい う。 凧乗りな のだ。

身軽に空を飛ぶ若者の姿を見れば、表具師幸吉や二宮忠八などの飛行機野郎はさぞがっかりするだろう 。彼等の

成功しなか ったのは、糸の切れた凧であ ったからだろう 。凧上げの条件という、存外、基本に立ち返 った方が、

動力のない場合には、巧〈行ったということになる 。

給水設備の高架水槽を置かないタ ンクレス方式が、現場で施工されているよ うだ。かつて、その圧力変動が欠点

とされていた のだが。 また排水設備のソベン ト方式で代表される通気管なし の方式も普及しつつあるよ うだ。

その詳細がテキストになり、これらの方法も社会の要求にそって、実績をもう十分持ち始めたように見える。

改めて、固定した観念を持つてはいけないと感じる 。 ( KE)

作り物

ぃaご L ' たえ い 釘 え に" る り と ｾ そ L ゃニ ゆ き げ 危 の の う I H  A l h  IJ 今 句い

「庭の砂は金銀の、珠を連ねて敷妙の、五百重の錦や瑠璃の極、確礁の、行桁璃瑞の階、池の汀の鶴亀は、蓬来

日も採な らずー. . J 。謡曲「鶴亀J の一節で、箸の御殿をいいえて妙のたとえである 。之が、能舞台に出る作り

物となると壮麗な宮殿が簡単な屋根、柱、土台で構成された「引立大宮J 、 「一畳台 j で表現される 。各種演能

の作り物として出て くる草庵、住家、宮殿等が一様にこのタイプで表現されている の を見る度に、 「シェルタ - J

の概念が強 〈迫 って くる。雨露を除け、中に居住する 。いわば覆を支えるための柱なり壁であり、土台である 。

関口部は作り物においては、大半が柴垣戸か又は、柱のみで、オープ ン型の ものが多いが、これは大自然、を居の

空間まで導き、狭いスペースに大きな広がりをもたらす。いかに複雑な仕組の建物であっても、その目的のほと

んどは、人または物が「居る J ことである 。それが極度に抽象化され、昇華された結果が能の作り物に明確に浮

き彫りされ、一つの美を醸し出している 。時として根源に遡り最少限の必須要素を洗い出してみると、そこに恩

わぬ道を発見することがある。 ( 1  K )  

うちの昧 そとの昧

日本の建築界も、こ、数年海外で仕事をする機会が、非常に多くなって来ています。 日本を離れて長期間、異国

の地で生活をしますと、日本人の多 くは、やはり日本古来の食物を強 〈求めるものです、例えばたく庵、らっき

ょう、味噌汁等は欠かせないものです、ところが、これらの匂いは、その土地の人に 言わせると、たまらなく嫌

な部類に属するものだそうです。東南アジアの入国税関のきびしい国で、税関吏が、ら っきょうの匂いに、へき

易して、チェ ックを簡単にして通したと 言 う話を、耳にしたことがあります。反面日本に来ている外人で、日本

の女性と結婚し、日本古来の食物を、案外抵抗なく、むしろ好んで食べている話を聞かされると、人間の噌好は 、

その民族によ って異るものなのか、意識して異国の風土に解け込もうとしているのか、その風土が、自然にその

人の噌好を変えさせるものなのか、疑わし くなって来ます。海外進出とか技術協力が呼ばれる今日、建築のよう

に、特に人間と直接か、わりの深いものは、やはり、その土地に根づ いた風俗習慣にマ ッチしたものでなければ、

その建物の本来の味は、うまく出せないものだと強 〈感じます。 ( U K )

遷宮という保存

! 被前、伊勢神宵が全 くの崇敬の対象であ った時代に、 神宮の建築を一般的な芸術評価の眼で捉え、これを讃えた

のは ドイ ツの建築家ブルー ノ ・タウトで あっ た。

きて、タウトは美的賞讃のまえに 「物的に現れている限りに於て、それ らは決して古くはならないのだ一一21年

目毎に新規に建てられる 。端麗な白絹の装束を着た工匠等は、次の神嗣に用いる、かの素晴らしい絵材の仕上げ

に絶えず精励を怠らないJ と記して、式年遜宮の大きな意義を強調している。 20年毎に建築だけでなく二千点に

及び装束、神宝のすべてを伝統的手法で新調する遷宮という行事は親から子、子から孫へと技術を伝承するのに

最適の方法といえる 。このユニークな技術保存の方法を編み出した日本民族のすばらしさに着目したタウトはさ

すがである 。

今年も正月には多数の参宮客が伊勢を訪れることであろうが、すでに一隅では昭和68年の遷宮のための準備が進

められていることを知ってほしい。そしてこの伝統行事をもりたてて、生きた伊勢神宮を子孫に伝えることが現

代のわれわれの義務であることを認識してもらいたい。伊勢神宮を歴史的遺物にしてはならない。 ( T H)  
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大 阪 府 に お け る 市 街 地 再 開 発 事 業 と そ の 問 題 点

激な人口憎のため都市の基盤整{flUが追いつかず、 30年代後半には交 3  

通混維 ・土地利用の混乱・住宅難などの都市問題が発生するように 2  

なった 。

このような事情に鑑み、大阪市においては戦災復興と都市建設と

いうダイナミ ックな構想、のもとに、昭和36年大阪駅前および谷町地

区の市街地改造事業に若手するとともに、府下の衛星都市において

も、街づくりを中心施策とする総合計画が策定され、その中で都市

伊 地 知 徳 春

1  過 渡 期 の 市 街 地 再 開 発 事 業

昭和44年に者11市再開発法が施行されてから 40年代後半まで、市街

地再開発事業の実施地区は 急激に増えたが、オイルショックの影響

により、その伸ぴが鈍化してきた 。 また実施地区ではテナント交渉

が難航し、それまで予定していたテナントの出庖拒否の事態が起こ

るなど、事業の独立採算性を基本とする手法の問題点が現れてきた 。

その中て¥昭和50年に都市再開発法が改正され、第 2 種事業とし

て大規模卒業の特例が実現するとともに、民間再開発を積極的に誘

導するため個人施行制度が創設された。 しかし、この改正では、上

記の問題点を充分にカバーするものでなく、高度成長期の都市再開

発から安定成長期の都市再開発への質的変化が要請され、それに応

える法、税財政制度等の創設または修正の必要性が実務サイドでは

感じられる 。

本稿では、このような状況下における大阪府下の再開発事業の現

状を紹介し、若干のコメントを述べる 。

2  大 阪 府 の 市 街 地 再 開 発 事 業

( 1 ) 都市再開発法制定まで

大阪府の面積は都道府県中最小て' あるにかかわらず、人口 820万

人を携している地域である ( 表ー 1 )。 この人口については、昭和30

年代をピークとして、昭和40年代まで統〈社会増加による人口増の

影響が大きい( 図ー 1 ) 。人口増に対応して市街地も増大したが、急、

70 也築と社会/1979年 1月号

の玄関づくりである中心地区の都市再開発の推進が位置づけられて

きた 。昭和40年代に入り、これらの卒業化のための基礎調査が笑施

袋一 1 大阪府の現況

( 府全被)

前 村

人 口

人 口 密 度

人口ｾ河川 ｬ 率

自 然 地 加

社 会 的 加

( 5 5 0 0 1 0区域)

1. 860km'  ( 全同比= 0. 5%)  

( 1 1  7. 2%)  

( 1 1  1490%)  

8，208.613人

4，510人/ km'

0. 60%  

92，927人・

ム43，068人

商 725km'  

7，682，085人

10，590人 / km

( : 全国比= 8. 8%)  

( 11 12. 0%)  

(  11 137. 3%)  
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袋 一 2 防 災建築街区造成 事 業 実 績 表

街 区 面 積 施 行 竣 工

都 市 名 街 区 名

年 度 面積ha 面積 ha 年 月

阪 神 干 船 39  0.42 0.31 41. 5  

上六 回下寺( 1) 36 0.74 0.39 42.8 

1/ (2) 41 0.13 0.09 43.11 

大 阪 市

1/ (3) 42 0.84 0.14 44.3 

新 大 阪 42 3.93 3.43 44.9 

野 閏 阪 神 42 0.26 0.13 44.7 

服 部 東 (1) 39 0.25 0.24 43.6 

1/ (2)  
40 0.40 0.03 41.1 

豊 中 本 町 42 0.35 。.26 43.11 

豊 中 市

同町駅東桜塚 42 0.57 0.32 45.5 

笠中駅西口 42 0.19 0.03 45.12 

曾恨駅前東 43 0.54 0.34 46.11 

片 山 41 0.35 0.04 42.11 

吹 田 市 錦 通 1) 41 0.26 0.05 42.12 

阪急豊津駅前 42 0.30 0.20 50.3 

紋 方 市 枚方市駅前南 41 0.71 0.16 43.5 

小 阪 駅 南 36 0.76 0.31 40.8 

東大阪市 小 阪 北 口 42  0.27 0.20 45.2 

布 地 北 口 39 0.60 0.28 41. 1  

和 泉 市 和泉府中駅前 39 2.20 1. 79 41. 12 

車佐野市 泉佐野駅前 41 1. 73 0.51 48.3 

計 21 街 区 36- 43 15.80 9.25 41. 1- 50. 3 

されるとともに 、昭和4 5年に開催された万国

博の表玄関の一つであった阪急茨木市駅前地

区において、昭和42年~昭和44年の短期間で

市街地改造事業が実施され、駅前が一新され

た。これらを契機として、法が都市再開発法

に切り替わった後、事業化の動きが高まった。

一方、中心市街地等の商庖街では独自の営

業活動を続けていたが、昭和30年代後半には

建物の老朽化 ・周辺商庖街の整備にともなう

売り上げ等の落ち込みにより、体質的改善を

余儀なくされた。この峰路を打開するため、

民間主体のバラエティに富んだ防災建築街区

造成事業を積極的に進め、新大阪( 新大阪セ

ンイシティ) ほか 20街区を完成させ、新たな

再開発意欲を導き出した( 表ー 2 )。

(  2  ) 実施地区の概要

昭和45年以後実施された市街地再開発卒業

の概要については、 表 - 3 のとおりである。

まず、都市局所管事業については、枚方市

駅前はじめ 3 地区が昭和45年度に事業採択さ

れ、以後、昭和46年度~昭和49年度まで、毎

年 2 地区が事業採択された。このうち枚方市

駅前地区は、オイルショ ックの影響をくぐり

ぬけて昭和50年に建築工事が完了し 、大阪府

では第 1 号事業になった。しかし、百貨庖誘

致には成功したものの、業務床の処分・管理

規約制度の問題等を工事完了後に持ち越して

いる 。

枚方市駅前地区に続いて府下では現在、公

共団体施行11市 12地区、組合施行 9 市 9 :t也区

で事業を実施しているが、主要地区の特色は、

つぎのとおりである。

1  ) 国鉄吹田駅前地区( 吹田市)

表 - 3 . 蝶概要一覧表 ( ただし、階数等数値は建築基準法的算定による )

者11 I  j也
建 築 敷 地 ・ 建 築 物 の 盤 備

住 宅

市 区 公 共 泊 設 の 整 備

階数および高さ 主 要 用 途
戸 数

名 名
街 区 動世面慣 建ぺいE事 容 積 率

( m') ( %)  ( %)  ( m )  ( i 5)  

枚 枚

枚 方 藤 阪 線 W= 1 6 m 

1 / 大和高回線W= 1 5 1  1，605 91 623 7' / 2  28 業 務

方

1 / 市駅南線 W = 9  

方 市
1 / 市役所前線W = 13 2  2，722 86 666 8 / 1  33 商 業 ・ 住 宅 2  

駅

l' 市 駅 前 広 場 4，981 m'  

市 前

区画街路 W =  5. 7- 6  3  2，076 84 518  6 / 1  25 娯 楽

' Z21i号川

吹 国
吹田駅前線 W= 2 2 m 

A ， 990 88 2 / 0  12  業 務 ・商 業

鉄 事jl 堺 東 片 山 線 W= 2 5

A， 1，750 98 5 / 0  23 業 務

回 吹 駅 前 l 号 線 W= 2 0  

田 栄 * 町 線 W= 2 0  A， 9，251 90 11 /  2  40 {主 宅 128 

市 駅 吹 田 駅 前 広 場 9，274m'

B  1，811 95 515 5 / 2  31  事長 オ若

前 区画街路 W = 8  

高 園 高槻駅主主本線 W= 2 2 m 

鉄 H  松原料t W= 1 4  l  3，300 93 580 6 / 1  32 商 3監

槻

高 南 駅 前 1 号 線 W 9  - 1 2  

槻 1/ 2 号 線 W = 9  2  5，051 91 600 5 / 2  38 商 業 11  

駅 図鉄向槻駅前

8，561m'  

市 前 南 交 通 広 場 3  2，204 85 475 5 / 1  22 商 業 業 務

区画街路 W =  6  - 2 0  住 宅

f主道駅前西線W = 12- 14m

大 住 住道駅前広場 1 F  2，700m'  3，748 90 590 6 / 2  35 商 業

東

道 2  F  3，500m'  24 

駅 区画街路 W = 10 

市 前 特 殊 街 路 l 号 線 W = 4  2  1，608 90 580 8 /  2  41  業 務 住 宅

2 号 線 W = 4 - 6  

3主 箕 大阪箕面線 W= 1 8 m 

2，920 84 395 8 / 1  31 商 業 ・公 益

面

面 山 富 電 線 W= 1 4  

駅 駅 前 広 場 6，265m'  

市 前 区 画 街 路 W = 4 - 8  

2  1，044 81 237 3 / 0  13 商 業 ・ 業 務

寝 寝 寝 屋川駅 前 線 W= 3 6 m 

展 対 馬 江 大 利 線 W = 15 l  3，280 90 600 6 / 2  33 業 務 ・商 業

屋
)11 平 地1主μ 線 W = 18  

市 寝 屋 川 叡 木 回 線 W= 1 0 - J 3  

2  1，570 80 600 9 / 2  38 商 業 ・ 住 宅

)11  

駅 駅 前 東 側 交 通 広 場 5，686m' 3  650 70 600 6 / 2  33 娯 楽

市 前 区画街路 W = 6  

国 分 東 条 線 W= 1 6 m 

中自 国 柏 原 大 和 高 田 線 W= 13- 26 3，100 90 410 4 / 1  22 間 業

原

分 国 分i丘明寺線 W = 14 

駅 国分駅前交通広場 4，430m'

市 前 区 画 l 号 線 W = 10- 17 2  270 90 400 4 ' / 0  22 m す若

街路 2 号 線 W = 6  

12秀 松 月 線 W= 2 2 m 

守 ;可 河原南寺 方紙l W = 18  l  6，500 90 600 12/ 2  44 商 業 住 宅

1/ 菊水*! i ! W = 16 

口 容 白 河 原 線 W= 1 8  

守 口 市 駅 前 交 通 広 場 5，447m'

市 原 区画街路 W = 8  2  11 ，300 70 500 8 / 2  35 商 業 ・ 業 務

特 殊 街 路 W= 1 0  公 益

長 柄 堺 線 W= 4 0 m 

庖 館i

大 阿 津 守 阿 倍 野 線 W= 2 5  

倍 金 塚 京 1 号 線 W = 16 

住 宅

阪 野
1/ 2  1/ W= 1 2  l  10，585 84 663 15/ 3  45 

業 務

298 

B  
H  3  1/ W = 8  

医 療 施 設

市 阿倍野再開発

体 育 館

2 号 公 園 0. 50 ha 

福 祉 施 設

大

惜同艶c  

尼 崎 平 野 線 W= 4 0 m 

金 塚 西 I 号 線 W = 16  

l  9，300 23 260 14/ 0  住 宅

阪

1  1/ 2  1/ W = 12 

2 / 1  庖 舗 370 

市

。ヲ

阿倍野再開発 3 号 公 闘0. 10 ha 

2  525 51 219 5 / 0  地 区 古 車 殻

1  

哲轟 堺

東

瓦 町 線

駅

W = 8 m  l  4，140 80 850 8 / 4  31 庖 舗

市 前

員 貝

貝塚駅南線 W = 12m 5 / 0  24 庖 舗 ・ 娯 楽

塚

5，876 68 284 

塚

駅

市 南

区画街路 W =  5  - 12  2  2，173 63 277 5 / 1  23 業 務 ・后 舗

高 高 1 . 5 / 1  24 底 舗

石
2 .  4 / 0  17  業 務

石

駅東

区画街路 W =  6.5 m l  12，777 49 215  

3 ， 7 / 0  24 庖鋭i 住 毛

135 

市 D  4 .  12/ 0  37 住 宅 ・公 益

大 上

阪
1  

7，128 83 789 15/ 2  45 広告浦・住宅 298 

市 六
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図- 2 大阪府下の市街地再開発事* の実施状況

計画的市街地として千里ニュータウ ンが市街地北部で開発された

のに対し、南部の旧市街地の整備として笑施されている事業である 。

事業区域が 3. 6 haと広〈、その周囲が商庖街で内部が古い長屋 を中

心とした住宅であ ったため、多様な権利者対策 ( とくに代番地対策)

がとられた 。また施設建築物は規模が大きく 、商業 ・業務・住宅等

多くの用途を計画しており、一部に駅舎が権利変換されている点が

特色である 。元来、商業機能の充実した地域で、現在、周辺小売業

者との調整に努力している 。現在工事 中であり、昭和54年 9 月に完

成する予定である 。

2 ) 国鉄高槻駅前地区 ( 高槻市 )

大阪の都心部から20- 30km闘に位澄し、市街地の進展に対応する市

中心部の墜備と、市パスを中心とする市内交通のターミナルとして

の交通広場の盤備を目的とした事業である 。大阪と京都との中心に

位置する立地条件に加えて、従前は市役所等の公共施設と、商庖街

という比較的まとま った土地利用がなされていたため、施設建築物

はショ ッピングセンターとして計画され、うち 1 棟を一括で百貨 j苫

に処分している点が特色である 。なお百貨腐誘致で難航したが、現

在工事中であり、昭和54年10月に完成する予定である 。

3 ) 住道駅前地区 ( 大東市 )

河川改修事業と鉄道高架事業の施行にともない谷間となる当地区

を、市街地再開発事業により立体的な市街地の形成を図るものであ

る。そのため駅前広場は 2 層に都市計画決定されているのは全国で

も珍 しい例である 。難航していた商業調査についても解決し、昭和

53年 11月建築工事が完了した 。

4) 箕面駅前地区( 箕面市 )

当地区周辺は比較的良好な市街地であ ったが、市街化の進展とと

もに土地利用の転換が進んでトおり、従来維持されていた居住環境を

損わないように、中心地区を計画的に 盤備すべ〈 笑施されている事

業である 。当地区は、駅勢圏人口は少な く、他地区のよ うな大規模

ショッピングセンターの立地は困難とされ、採算上の問題が指摘さ

れていたが、保留床の約半分を市が公共益施設として利用する方針

を打ち出して、その問題を解決している 。また従前の路線型商庖の

権利床を外向きに配置することによ って、権利者の事業協力を得て

いる点が特色である 。権利者の外向き庖禽li については、すて寸こオー

プン を行っているが、全体の建築工事は 、昭和54年 3 月に完成の予

定である 。
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5 ) 寝屋川市駅前地区 ( 寝屋川市)

大阪府ても有数の人口急増都市であり、急激に市街化したため、

公共施設の整備が対応できずにいた駅前地区の乱雑な土地利用の純

化と公共施設の整備を目的としている 。現在、 事業計画の詰めを行

っている 。

6 ) 国分駅前地区 (柏原市)

歩道のない幹線街路が交差して交通混雑の著しい当地区の、交差

点整備を行うとともに、駅前広場を整備して都市交通のターミナル

とするものである 。駅勢圏が小さいため、施設建築物の規模をおさ

え、公共施設の整備に重点を置いており、昭和53年11月、事業計画

決定を終え、現在権利変換計画の作成中である 。

7 ) 河原地区 ( 守口市 )

鉄道高架事業によ って駅が車庫跡地へ移転するため、大規模な空

地である車庫跡地を利用して都市計画的に公共施設であるターミナ

ルの造成をし、合わせて隣接の商庖街を代化しようとするものであ

る。施行区域面積が大きいため、施設建築物の規模が大きく、大部

分庖舗床であるが、 一部に老人用福祉施設を予定している点が特色

である 。 また駅前広場に接続して敷地の一部に人間広場を計画し，

広い区域のまとまりを求めている 。現在事業計画の詰めを行っている 。

8 ) 阿倍野地区 ( 大阪市 )

当地区は、表通りが商広街、裏通りは木造低層建物が密集し 、権

利者も多〈、区域が31. 5  haと広いため、地区を町内会単位で10のプ

ロックに分け、全国で初めて第 2 種市街地再開発事業として、大阪

市が大阪駅前地区の市街地改造事業に引き続き行うものである 。 B ，

および C ，_ ， プロ ックについては、 53年 8 月事業決定を行い、 54年

度建築工事に着手する予定であり、残りのプロ ックについても地元

の合意が得 られ次第、順次事業化する予定である 。なお C ，→地区 で

は、 零細な借家人対策と して再開発住宅の建物を計画し ている 。

。

住宅局所管事業については、任意事業である防災建築街区造成事

業から、都市計画事業である市街地再開発事業に切り替わり、手続き

面で複雑となり、区域面積 ・有効空地等で厳しい条件が要求された

ため、工場跡地等の権利関係、資金面で恵まれた地区以外では事業

化が困難となり、候補地が多い割に具体化しなか った。 しかし、公

的住宅を導入することによる補助制度上の優遇措置がと られてから

は、現在 2 地区で事業化し、その他の地区ても事業化のための積極

的な検討がなされている 。

l ) 堺東駅前地区 ( 堺市 )

戦後闇市として繁栄した地区であり、隣接地では街路事業により

駅前広場の整備が行われている 。当初は防災建築街区造成事業によ

り、駅前広場の整備と建築物整備を 一体的に行おうとしたが、権利

者の調整が難航したため、法的強制力のない防災事業では事業を行

うことができなくなり、検討の結果、駅前広場整備については街路

卒業、建築物整備については再開発卒業で行うことに切り替えたも

のである 。なお街路卒業の施行区域の うちビル入居を希望するもの

については参加組合貝 とし、地区の一体性を図るとともに、大手デ

ィベロ ッパー を参加組合員とすることにより資金面の硲保を図 って

いる点が特色である 。当事業は 20年近い歴史を持ち、上述の過程を

経てようやく実現の方向に向けて動き出し、現在建築工事中である 。

2 ) 貝塚駅南地区 ( 貝塚市 )

駅前整備事業の一環として行われたものである 。当地区は、従前

が工場であ ったため権利者が少なく、また商業調整についてあ今日

ほど厳しくなか ったため、第 1 工区についてはスムーズに事業化が

行われ、区域内で駅前広場に通じる都市計画街路を生み出している 。



第 2 工区については、その後の経済情勢の変動、商業関係の法改正

等により事業化が遅れていたが、難航していた商業調整についても

ほぼ解決し、昭和54年度に芳工すべ〈最後のツメを行っている 。

3 ) 高石駅前東 D地区 ( 高石市 )

前述の貝塚駅南地区と同様、工場跡地を利用した再開発事業であ

る。参加組合員として大阪府、大阪府住宅供給公社、高石市が入り、

それぞれ府営住宅、分譲住宅、保健セ ンターを取得し 、残りについ

ては量販庖を含めて権利者が取得する 。府営住宅と保健セ ンターに

ついては、公営住宅法の関係で大阪府が別途事業として建設を行い、

現在工事はほぼ完了し 、専門庖、量販庖以外に ついてはすでにオープ

ンし、専門庖と量販庖 につ いて も年度内にオー プン する予定である 。

4 ) 上六地区 ( 大阪市 )

戦後間市として繁栄した地区であり、戦災復興の土地区画整理事

業との同時施行として行われている再開発事業である 。当地区は戦

後の混乱期から各占有者が地主から権利を取得し、組合の理事長を

中心に戦後処理を続けてきた最後の仕上げとして行うものであり、

日本住宅公団が参加組合員にな って上層部に都市型住宅を取得する

計画で、組合施行としてはモデル的事業と 言 える 。現在工事中であ

り、昭和55年 9 月完成の予定である 。

5  ) その他

組合施行事業は、事業実施 ( 組合設立 ) されないと補助採択され

ないが、その準備段階の地区が現在 8 地区ある 。 いずれも準備組合

等を結成し、事業実施に向けて検討が加え られているが、事業化ま

で長期間要している 。事業笑施の条件として①権利者の全員の同意

があること、②参加組合員およびテナ ン トの事前了解がとれている

こと、 ③市の積極的協力が得られること、等が満足されてから踏み

切ることになる 。従来の事業は商庖街整備型と工場跡地型に分け ら

れるが、現在、準備組合等設立地区は前者が圧倒的に多い 。それは

権利者等の数が多〈、意見調整等の条件整理が困難で、それに要す

る時間が長くかかるか らと考えられる 。

3  若干の問題点について

府下の市街地再開発事業は、おのおのすでに各新聞等で紹介され

ており、 具体的問題点はそこで指摘されている ので、ここでは当事

業の基本的問題である採算性および権利変換手続 きの実務面で感 じ

たことについて若干ふれておきたい

(  1  ) 採算性について

前述したように、現在、府下の市街地再開発事業は工事中の地区

がいくつかあるが、これ らはすべてオイルショ ックの荒波を乗り越

えてよ うやく目的地に近づ いた事業ており、その過程で採算性とい

う船の安定性が以外に脆いことに悩まされた 。現在では、よほど恵

まれた条件がない限り、再開発事業は採算性に乗 らない事業と 言え

そうである 。

従前地価に対し、新地価 ( 原価) を形成する事業費として諸補償

金・ 金利・事務費 ・権利変換諸費等を計算すると、平均的地区で従

前地価の20- 50% 増にな っている 。公共事業であるため損失補償金

がどうしても高 くなり 、そのう え事業が長期化すれば金利 ・諸経費

等も地加する 。これらのコストに見合った時価が形成されるかどう

かが問題である 。 さらには、客観的妥当な地価に基づ いた床価格の

施設建築物を建設 しよ うとしても、そ の規模は需要と供給のバラ ン

ス、地域の特性で決まり、必ずしも理論どおりにはゆかない。現況

の表宅地を公共施設にして管理者負担金をも らい、地価の安い裏宅地

に施設建築物を建設するとか 、高度利用地区の規定により建ぺイ率

を下げ、容積率のボーナ スを受けるとか、運用 のテクニ ックによ っ

て採算性の向上への努力がされてきたが、昨今こうした事業屋の論

理も薄らいでいる 。都市再開発法においても権利変換の基準として、

時価が原価を下まわる場合は時価をも って床価格とする旨定められ

ているが、権利床がそうであれば保留床も時価以上で処分できない

のが通例であり、この場合の差額を誰が負担するかはふれられてい

ない 。この差額は設計とか執行方針の誤りに原因するものでなく、

むしろ、この差額が生じるために公共事業として実施しなければな

らないことであるという理解が必要となろう 。また、この条件に合

致しない地区で、再開発事業を実施するには、この差額を設がどう

いう形で負担するかのルールを確立することが必要となろう 。

当事業は採算性をも って計画の是非・事業の採否等重要な判断の

基準とされてきたにもかかわらず、その採算性の事業効果は短期間

( 完成時まで) に実現される部分しか着目していないが、長期的効

果をも加えた判断基準 ( たとえば再開発事業の事業便益と投資額の

比較) に基づいて判断をすることが必要で、それに伴って、長期的

便益を誰がどのように負担すべきかのルールも導かれるのではない

だろっか。

(  2  ) 権利変換手続きについて

権利変換手続きは、再開発地区のような権利関係の轄験した地区

の権利処理としては非常にすぐれた制度であり、今後も都市再開発

の中心的役割を担うものと思われるが、改良を加 えられる余地も多

いのではないだろうか。施行者の権利変換手続きを直接指導する立

場からみて、それが非常に精綴なしくみである一方、非常に固い函

をも っていることが運用上障害になることがある 。

第一に、「権利変換はビル入居が原則であり 、転 出は例外である」

こと 。 とくに税の優遇措置の運用・登記関係の扱いにおいて、しば

しば当局と施行者のいさかいが起こる 。収用方式では、任意買収す

るのが通例であり、事務手続きも簡易である ( 税の優遇措置は収用

適格事業の証明舎の交付で足りる )。 密集市街地では、より多様な権

利者の事業があり、それを権利変換として一括に処理するには無理

があり、任意買収が積極的にできるよつな買収方式と権利変換方式

の双方の利点を生かした運用はできないものだろうか。

第二に権利変換手続きには、権利変換処分後床の引き渡しまでの

間の取り扱いの規定がなく、現場ではしばしば混乱している 。 この

期間 ( 通常 2 年ほど ) は、権利者の権利がほぼ固定されて、法律上

取引は可能であるが、現実には権利者に不利である。施行者が権利

を買収するなどの措置をとっているものの 、税の優遇はなく、登記

上の取り扱いも不明確で与ある 。ここにもビル入居原則の考えが影響

しているかも知れない n

権利変換方式は、高等な法理論のもとに編み出された手法と恩わ

れるが、上に述べた意見は、法律論的議論を経ない実務面での素直

な感想、を述べたにすぎないものである 。 したがって、具体的措置の

要望の域まで達していないが、こうした場を措りて述べるのは許し

ていただけると思う 。

4  おわりに

大阪府の布街地再開発事業は、 一つの流れの完成が近づきつつあ

り、つぎの流れが待たれている 。 しかし、大都市がすでに抱えてい

るように、都心部の人口減少、さらには経済活動の停滞等、都市の

発展が行き詰ま った結果起きる現象が近い将来大阪府にと っても深

刻な問題となるときが来ると息われ、そのときのために、今までの

実績をはるかに上まわる既成市街地の整備が求められている 。これ

はある意味では、日本全体にあてはまることかも知れない。

( いじち とく はる 大阪府土木部都市整備局都市整備課再開発係長 )
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大 阪 市 に お け る 都 市 再 開 発 事 業

一 大 阪 駅 前 ・ 阿 倍 野 ・ 上 六 一

渡 辺 茂 了

はじめに

大阪市は、戦前から西日本の中枢都市および大阪都市圏の母都市

としての役割を果たしてきており、中枢管理業務の大都市集中と情

報化社会の進んだ今日、その役割は一層これを高め、発展させるこ

とが期待されている 。

しかしながら、大阪市は、市域面積が 208km
2

と期待される役割lの

高さの割には狭小て暁あり、そこに夜間人口 278万人、昼間人口 377

万人( 昭和50年国勢調査) という人々が住み働いていることからも

うかがえるように、すでに市域のすべてが市街化されつくしており、

したがって、本市が今後とも l時代の変化に即応して都市機能を更新

させ、その役割を十分に果たしていくためには、不断の都市再開発

が不可欠のものとなっている 。

このため、本市では戦前から、都市計画の母といわれ新市街地の

計画的な整備に最適とされている土地区画整理事業を、旧市街地の

再開発のためにも多用しており、今日までに、土地区函整理卒業に

よる本市の都市基盤施設獲得日は 8 ，500ha以上に及び、陸地面積の過

半は土地区画整理事業によって整備されたということができる 。

したがって、大阪市の都市再開発事業を語る場合、この土地区画

整理事業を抜きにしてはその全貌を紹介したことにならないわけだ

が、ここでは編集者のポめもあり、旧公共施設の整備に関連する市

街地の改造に| 期する法律 ( いわゆる市街地改造法) が公布 ・施行さ

れた昭和36年以後におけるスクラ ップ・アンド・ビルド型の都市再

開発事業に限って紹介したいと思う 。

この型に属する大阪市の都市再開発事業としては、市街地改造事

業が大阪駅前と谷町の 2 地区、防災建築街区造成事業が新大阪セ ン

イシティ、 . 上六下寺町、野田阪神等 6 t也区、市街地再開発卒業が阿

倍野と上六の 2 地区、合計 8 地区、約47haが実施され、あるいは笑

施されつつあるが、ここでは代表的な事例として、その中からサブ

タイトルにあるとおり大阪駅前、阿倍野、上六の各事業についてご

紹介してみよう 。

1. 大 阪 駅 前 市 街 地 改 造 事 業

(1) 地区特性と事業化への経線

大阪駅前地区には、国鉄大阪駅をはじめ、阪急、阪神、地下鉄御

品筋線、岡谷町線、同四つ橋線の各梅田駅が集中しており、 l 自の

釆降客数約 240万人という全国屈指の巨大ターミナルを形成してい

る。 この国鉄大阪駅の正面に位置し、西を四つ橋筋、南を国道 2 号

線、東を御堂筋によって画された約10 目 7haの大阪駅前地区は、大阪

市ーの地価の高い土一升金一升といっ土地柄であり、その形状がダ

74  処績 と社会/ 1979年 l 月号

イヤモンドに似ているところから、稚いうとなく「大阪ダイヤモン

ド地区J と称されている 。

大阪ダイヤモンド地区10. 7haのっち、北半分の 4. 7haについては

戦前に大阪市が土地区画整理事業により都市基盤整備を行い、戦後

民間の手でかなりのビル化が進み、駅前らしい景観を備えてきてい

る。 これに引き較べ、南半分の 6 haの区域は戦前に本市が計画して

いた第 2 次区画整理が戦争により着手に至らないまま、戦後応急の

木造建物約 1，000戸がぎ っしり建て詰まり、繊維雑賀卸商を主体と

する商業街区を形成し、防災・保安 ・衛生、都市美観上さまざまな

問題を投げかけていた 。立地条件の抜群の良さにもかかわらず現状

がこのようであ ったから、この地区については r1 日も早〈近代都

市大阪の表玄関に相応しい健全な街なみに改造を j という声が各方

面から強 くあが っていた。

当時は、まだ公共絡設の整備と併せて土地の高度利用を図る べ き

手法は確立されておらず、わずかに土地区画整理法に宅地の立体化

の条項 ( 第93条) が見られるのみであったので、大阪市では、大阪

駅前南半分 6 haの整備のためには、この立体換地手法を全面的に適

用する以外に手はないとして、 33年 10月、この地区について大阪都

市計画大阪駅前第 2 次土地区画務理事業の都市計画決定を受け、整

備手法の研究に取り組んだ。

しかしながら、土地区画整理法はあくまで土地本位の法律であり、

立体換地の対象となる宅地に存する建築物や借家権の取り扱いなど

に問題が多 〈、また当時は保留床を設けるには関係権利者全只の同

意が要るなどとされていたため、盤イ結構想実現の手法としての有効

性に欠け、このため大阪市では、大阪駅前地区の整備に適合した有

効な整備手法の確立を強〈国へ働きかけてい った。

昭和36年 6 月に、市街地改造法が公布・施行された 。この法律は、

道路等の公共施設と建築物および建築敷地を一体的に整備し、土地

の高度利用と都市機能の増進の実現を図る市街地改造事業を制度化

したものであり、大阪駅前の大改造のためには土地区画整理法の部

分改正では足りず、再開発のための新しい制度の確立が急務である

との大阪市の要望が実現されたわけである 。大阪市では、さ っそく

同年 11 月22 日に、大阪駅前地区の土地区画整理事業の都市計画決定

を廃し、市街地改造事業の都市計画決定を受け、ここに今日見る大

阪駅前市街地改造事業がスター卜したわけである 。

(2)  計画の概要

当初計画では、地区内に 5 路線の都市計画道路を配して 4 ブロ ッ

クの建築敷地を造成し、各7' ロックに地下 2 階、地上12階のビルを

l 棟ずつ建てる予定であ ったが、建築計画については、容;lW率制限

や総合設計制度の登場等もあ って、その後 3 回の変更を加え、現在
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では、 図一 1 の計画概要に見るとおりの内容とな っている 。

事業計画上の特色としては、

①各ピルの高さをアンバランスなものにしているが、建物のカラ

ーはグレーに統一し、自由な中にも統一性とリズム感を持たせてい

ること

② 3 階以上の高層部を大きくセ ッ トパ ックさせ、連続した高層壁

から受ける圧迫感の軽減を図っていること

③市民の楽しく集える街にするとともに、都市環境の向上に寄与

するため、御堂筋側地上部分に 3 ，900m' 、接続するビルの 3 階部分

に 4 ，400 m' 、合計 8，300げの大公開緑地を設け、ユニークなオープ

ンスペースを造成すること

④地区全体に統一性と流動性を持たせ、地区の繁栄を図るととも

に、地上交通における入車の分離を図るため、各練の地下階をチュ

ープで、また 3 階部分をオーバーブリ ッジで相互に結びあわせ、 地

下|渚は さらに 両端 で地下鉄西梅目、束梅田駅コ ンコースと直結させ

ていること

⑤ビルの用途は地下 1 ・ 2 階は飲食庖舗、地上 1 ・ 2 階は物販庖

舗、 3 階以上は事務所に特化させ、大阪駅前の業務商業地区として

の枢要性に鑑み、住宅を含まない再開発としていること

などがあげられよう 。

(3)  事業の経過

本事業地内には 359庖舗の繊維卸売業者が営業していたが、卒業

を進めるに当たっては、これらの取り扱いが大きな問題となった。

集散する繊維品の荷捌きや、自動車の交通対策、同一ピルに入居す

る他用途庖舗や事務所への影響など、数多くの問題が考えられるわ

けである 。 このため当卒業では、卒業地を二分し、 299底舗の繊維

業者が集団営業していた 3 ・4 棟地区を第 2 地区 ( 3. 1ha) として

後廻しにし、 1 ・ 2 棟地区を第 1 地区 ( 2 . 9ha ) として先行若手し

た。第 l 棟の箔工は用地買収の関係から延床面積約 10万m' というマ

ンモスピルを半分ずつ施工して真中でつなぐという、異例のエヰ克こ

なったが、西半棟が40年 5 月着工、 43年 12月完成、* 判来が4 2年 12

月着工、 45年 4 月に完成している 。

一方、 44年 9 月には大阪市が副都心づくりを目指して区画整理を

施行中の新大阪駅の北側に、延床面積 13万m' 、庖舗数 400 を超える

「新大阪センイシティ J が完成、駅前か ら第 2 地区を中心と する 172

庖舗の繊維業者が集団移転した 。地元業者の将来展望に基づく熱意、

と決断、駅前と新大阪の両事業の施行者= 市と 地 元の協調、センイ

シティ建設への防災建築街区造成事業の適用などが、この繊維街集

団移転という大事業を完成させたのである 。 これによって 、 ビルの

床の割り当て等を定める管理処分計画が非常にやりやす くなり、第

大阪駅前市街旭改造ＮＮｾ威モデル
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2 地区の事業が大きく前進を見るこことなった。

49年 4 月には、第 2 棟の建築工事に着工、 50年 9 月に 地下 4 階工

事現場への地下水出水、国道 2 号線の陥没と隣接民家16戸の沈下損

壊という大事故を惹起し 、世間に非常なご迷惑をおかけしたが、補

償復旧に最大の配慮を払う一方、監理・施工業者のご協力等により、

オープンが当初予定より 3 ヵ月遅れただけで、 51年10月に完成しマ

いる。高層部の1吹き抜けと l 階、地下 2 階に大噴水 を持つこのビル

は、現在継続分譲中であるが、 非常に好評で、すでに 90% が処分済

みとなっている。

地上 142mと、西日本ーの高さを誇る第 3 棟は 51年12月に、その

北側に事業の総仕上げとして建設する 25階建、 110 mの第 4 棟は 53

年 7 月に起工し、第 3 棟はすでに最上階の34階までの鉄骨建方を終

わり、その威容を道行く人にしのばせている 。第 3 棟は第 1 期の本

体部分の工事が54年 6 月、第 2 期工事による 御堂筋側セ ッ トパ ック

部分地下工事の完成による全館完成が55年12月、第 4 棟の第 1 期工

事は 55年11 月、第 2 期工事による全館完成は 57年 5 月を予定してい

る。 この後で御堂筋領I j セ ッ トパ ック 部分の公開緑地が整備されるわ

けだが、そうなると大阪駅前は、商都大阪の表玄関に相応しい機能

性と多様性にあふれた業務商業街区、都心に潤いと憩いを採り入れ

たまったく新しい街に様相を一変することであろう。

2  阿 倍 野 地 区 第 2 種 市 街 地 再 開 発事 業

大阪市が第 2 種市街地再開発事業を施行する阿倍野地区31. 5haは、

図ー 2 のように、全国第 6 位の乗降客数( 1 日約 110万人) と、近
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しかるに地区の現況は、都市基悠施設はきわめて貧弱で、公共用

地率は約 8 % にすぎず、 非戦災地区であるため、建物利用現況では

容積率が 1 0 1 %、住宅比率は 5 4 %、建設年代では大正以前が2 8 %、

昭和25年以前が7 5 %であり、不燃化率は 1 8 %に止まり、立地条件に

相応しくない不健全な土地利用が放任されていた。 また、地区内に

は 2 ，800世帯、 7，000人が常住しているが、うち 4 4 %が単身世帯で

あり、借家世帯比率は 7 0 %を超えるという状況である。

このような事情から、この地区については昭和30年代後半から地

元の近代化への胎動が現れ、大阪市でも昭和4

t
年から再開発の基礎

調変に釆り出し、 44年10月には基本構想案の新開発表を行い、地元

説明会を開始した。阿倍野再開発の目的は、つぎの 4 項目に要約さ

れる 。

① コミュニティぐるみの再開発

② 南大阪の発展に伴 う副都心づくり

③ ゆたかな市民生活のための都市施設づくり

④ 安全で快適な人間尊重の都市空間づくり

これらの目的を具体化するための整備方針として、
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① 計画対象区域の東半分を副都心ゾーン、西半分を市街地住宅ゾ

ーンとし、副都心ゾーンには商業 ・娯楽サービス、文化 ・業務各地

設および一部市街地住宅を 、市街地住宅ゾーンには住宅および近隣

住区施設を配置する 。

② 両ゾーンの機能分離のために計画対象地区の中央を南北に準幹

線道路 を設置するほか 、土地の標高差約12m を利用して、 可能な限

り地区内の歩車道の立体分離 を行う 。

③ 副都心ゾーンの 中央部には公園と屋上庭園を連係させて、緑と

水と太陽のオープンスペースを盤備し、市街地住宅ゾーンには地区

公園、近隣公園、プレイ ロッ トを配しで快適な日常生活を確保する 。

こととしている 。

また、施設計画としては、道路率を 35. 5%にまで高める一方、現

在 4 ，300m' しかない公闘を 5 ヵ所25，000m' とし、将来の常住人口 1

人に対して 2. 7凶 とする。建築物の床面積は 565，00 0 m'増加させ、

765，400m' とする予定である。副都心形成の関係で商業、業務系施

設の増加率が高いのであるが、住居施設についても、現在の約 2. 2

{ 音を計画しており、居住水準の向上を図るとともに、約 2，200人の

常住人口の増加を期待している 。

全体事業の完成は 65年、事業授は現在価格で 2，400億円と見積も

っている。

基本構惣笑の発表を受けた 地元では、 45年 8 月、 地区内の 10町会

から各13人の委員を選出し、阿倍野再開発対策協議会( 対協と略称)

を結成。市では、住民の意向の反映 ・集約は以後対協を通じて行う

こととし、 200回を上回る地元説明会を開催する一方、 47年 9 月か

らは不定期刊行物「あべの再開発ニュース J を発行し、住民との対

話と理解を深めていった。

48年 8 月から 10月にかけて 、市では、事業実施により地域の早期

熟成が望めると認められる A プロ ックを 中心とする 12 .7haの区域 ( A

工区) について、第 l 期事業売す手を公式に打ち出し、対協の求めに

応じて「都市計画決定前発表 8 項目 J を作成、全世帯に配布して事

業に伴う具体的条件を可能な限り地元に明示した。これに対し、住

民の反応は二分し、全条件の提示と条件( 地価等) の大幅アップを

求める反対派は A 工区全世帯手数の約半数に当たる反対署名を提出す

るに至り、このため A 工区の都市計画決定は見送らざるを得なくな

った。

昭和49年 、促進派住民は、 A 工区における膝着によって地区の近

代化を遅らせることはできないとして促進運動を開始し、 8 .  C  .  

D ブロ ック 内の 4 町会は住民の約 9 ¥!l1Jの箸名つきで促進陳情書を提

出してきた 。一方、 同年に大阪市では、街づくりを住民参加の下に

進めることを目的に、 「街づくりを目的とする住民団体に対する助

成」を骨子とする住民参加の制度化を行ったが、これを受けた地元

では、非戦災地区としての特性に基づき、住民参加方式の 阿倍野版

ともいうべき 町会別協議方式を確立し 、表 - 1 のとおり住民参加組

織が続々と結成され、現在では事業対象地区内 10町会のうち 7 町会

において 、事業実施を目的とする住民参加組織が活動するに至って

いる。

表 - 1

町会
*ll 

織 名

結 成

委た員は長会長ま
会員数 区域菌検

年 月 日 ( 世情) ( h. )  

昭和

旭 l 西 阿倍野再開発旭 l 西笑行委只会 50. 12. 8 英 寿 夫 160 1. 2  

旭 2商 阿倍野再開発旭 2西促進協議会 51. 3. 6 川本好之 460 2.7 

旭 3商 阿倍野再開発旭 3西町会協議会 51. 5  .27 川村消市 300 3.0 

阿3西 阿倍野再開発阿 3西対策協議会 51. 1  .15  船中利雄 145 3.4 

旭 l 北 阿倍野再開発旭 1北実行委只会 51. 7  .16 岸田明宏 45 2.0 

旭 1i有 阿倍野再開発旭町南対策実行委貝会 51. 9  .17 山見定一 300 1. 4  

旭 2 J1( 阿倍野再開発旭 2東対策協議会 52. 10. 13 大江i究弥 400 2.7  



大阪市では、 団体の結成された地区のうち促進陳情に係る 地区の

先行事業化の可能性について基本計画を再検討し、具体的な事業化

案について住民団体を通じて関係住民に対する説明と要望・意見の

集約を繰 り返し、事業遂行の基本姿勢について住民団体と確認蓄を

交換するなどの経過を経て、「阿倍野 B 1 地区 ( 阿 3 西町会) 、C 1 地

区 ( 旭 l 西、旭 2 西町会) 第 2 種市街地再開発事業」が51年 9 月に

都市計画決定をみ 、 B 1 地区および C 1  - 1 地区 ( 旭 1 西町会) に

ついては、さらに 53年 8 月30 日付で事業計画の決定をみるに至って

いる 。両地区の事業年度は 57年度まで、事業費は B 1 地区 274億円、

C 1 - 1 地区70億円を予定している 。

今後もさらに住民参加の輪を広げ¥都市計画決定区域を拡げつつ

事業化できるところから事業化 していき、計画対象区域全域の再開

発の早期実現を図 っていきたいと考えている 。

3  . 上六地区第 1種 市 街 地 再 開 発事業

近鉄上本町駅を擁する近鉄百貨庖と道路を隔てた西側、都市計画

道路泉尾今里線と同東野田河堀口線の交差点の西南角に位置する

0. 7 ha の区域では、今、市街地再開発ビルの建設工事 の槌音が鳴り

響いている 。

事業施行者は、 52年 2 月に設立された上六市街地再開発組合。土

地所有者 133人、借地権者17人、借家権者22人で構成され、参加組

合員に日本住宅公団という、組合としては全国的にも例のない超大

規模組織である 。

建設されるピルは鉄骨鉄筋コ ンクリート造、地下 2 階、地上15階。

敷地面積 7，128m'のところへ建築面桜 5，930m'てー延床56，224m' 、地

上 4 階から 15階までの高層部は ロの字型に構成し、東 ・西 ・南面は

住宅公団の市街地住宅 ( 標準 3 D K約70m') 298戸、北面はワンルー

ム型式の事務所、低層部地下 1 階から地上 3 階は庖舗フ・ロックで、

下音113 層は権利床 、地下 2 階が駐車場とい うどルになる予定である 。

敷地は、 全体として東西に傾斜しており、両端において約 3 m の高

低差があるので、敷地東側で道路境界まで庖舗を張り出して路線商

業の連続性を確保し、敷地の北側IJ では庖舗をセ ッ トパ ックさせて約

1，300 m明広場を確保、植樹やベ ンチ等を配して憩いの場を提供す

るとともに、この広場を利用して敷地高低差 を処理する計画とな っ

ている 。

ビル起工式は53年 4 月 7 日に行われ、 55年 9 月竣工を目指してお

り、総事業費は約 123億円が見込まれている 。

この事業地は、その全域が大阪市長施行の戦災復興区画整理の施

行地区に含まれ、かつ都市計画公園予定地 とされていたので、事業

化までには幾多の難関があ った。

市では、 地元住民の原地残留、再開発への熱意を汲み、上六公園

の都市計画を廃し 、これに伴う事業計画の変更もしたが、区画整理

の仮換地上で市街地再開発事業を施行するためには、まず 、① 2 つ

の都市計画事業が重複する ②仮換地の段階では原則裂の権利変換

は不可能、などの問題点があるため、旧防災型の強制権を伴わない

組合施行で行わざるを得ない、つまり、全員同意で組合を設立し、

全員同意で権利変換計画を定めなければならないわけである 。 その

ため、市ではまず、上六公園に関係する従前地の所有者、借地権者に

ついて組合加入意，思の有無を磁認し、組合加入を希望する者につい

てのみ、その仮換地を再開発の事業地内に割り戻し、参加を希望し

ない者には組合員とならない旨の同意を得て、その仮換地 を再開発

施行地区外に指定する ( 当初指定の据え置き ) という操作を行 った。

もちろんこの仮換地の指定変更のための意向調査等には、理事長は

じめ地元の 中心的な人々の手をわずらわしたわけだが、準備組合で

はさらに以後の同意を得やすくし、かつ権利関係を簡明にするため 、

この間に不在地家主から庖子、借地権者が権利買収するための斡旋

仲介を積極的に進めている 。 また、全員 同意を確保し、以後の離反

や反事業分子の参入を防ぐため、準備組合では市の指導に基づき 、

事業地内に仮換地の割り戻しを受けた従前のすべての宅地について 、

停止条件付売買予約の仮登記 ( 登記名義は準備組合の代表者) をし

て団結を図 っている 。

組合再開発事業の最大のネ ックは 、権利変換計画への関係権利者

の同意であろう 。 とりわけ、上六のように全員同意型でしか権利変

換計画を定め得ないところでは、組合を設立してみても、この権利

変換計画の全員同意が担保されない限り事業は進まない 。このため 、

上六では、準備組合段階で権利変換計画案を作成し、組合設立の 同

意に併せてこれの同意をとり、将来正式の権利変換計画に対して同

意を得るための担保とする、ということもや っている 。

再開発事業関係の従前建物の|徐却および立退補償は区画整理の移

転で処理した 。つまり、大阪市では 、再開発事業なかりせばの通常

の区画整理による移転の補償を行い、再築されることのない従前建

物の再築資相当分を関係権利者の取り分とすることにより、 組合の

補償関係費用の負担軽減を図 ったわけである 。 131戸 233件という

大量の移転補償を、組合設立から起工式までの短期間に集中処理す

るための、移転補償担当者の苦労は大変なものであ ったが、組合が

委任状をと ったり、組合の仲介で集団交渉を した り、市の担当者と

組合の血の惨むような努力で、何とか起工式に漕ぎ着けたというの

が実状である 。 もちろん各権利者の利害にもろに関係する問題であ

るから、ギリギ りまで協議の盤わなか った人々も数人おり、組合の

した断行の仮処分申請という異例の措置に助けられて結着をみたも

のもあることは、新聞等でご存知であろう 。

組合再開発事業の適限規模は 30人程度といわれているのに、上六

のように、その 6 倍近い権利者数をかかえながら全員 同意という至

難の条件を乗りこえて事業化ができたのは、驚異的ともいう べ きで

あるが、中国理事長といっ強力有能な指導者を得たこと 、 日本住宅

公団の参加、再開発を成功させなければ上六地区から立ち退かなけ

ればならないという危機感、それに終戦直後から培われてきた地 元

の強固な共同体意識が、この上六地区第 1 種市街地再開発事業とい

う大事業を成功に導いたといえると思う 。

( わたなべ しげさ と 大阪市都市再開発局庶務謀長 )
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神戸市における再開発事業一大橋・三宮・六甲-

西 川 靖 ー

はじめに

神戸市域は、六甲山系によって二分されている 。大阪湾に面した

南側は、東西に細長い山麓台地と中小河川によってつくられた海岸

低地であり、神戸の中心市街地が形成されている 。

市域面積 540km

2

，の土地利用の現状は、市街地が1 5 %、農地が3 1 %、

山林が5 4 %となっており、農地と山林をあわせて8 5 %が緑地となっ

ている。また市街地は、 9 2 %までが既成市街地域にあり、全市人口

136万人のうち8 5 %がここに集中している。

既成市街地域は、海、坂、山の特徴ある地形・風土と開港以来100

余年にわたるさまざまな蓄積を背景に、生活、文化、経済の諸活動

が密度濃く展開されている 。 また、神戸の文化、経済は、港を世界

への窓口として発展してきた 。 まさに、既成市街地は、神戸の都市

的魅力を代表する、顔。といえよう 。

しかし、市街地は過去の戦災によって、市街地の約 6 苦手lにあたる

約 l ，950haを壊滅し、焼失家屋は 12万 8 千声を数えた 。人口も戦前

最高の 100万人から、 38万人と、 3 分の l に減り、まさに都市生命

を断たれたに等しい状況にあった。一面の焼野原のなかで、昭和21

年 3 月、 「神戸市復興基本計画要綱」が決定され、これに基づき、

市街地の 7 割に及ぶ 2，148haを対象とした土地区画整理事業方式に

よる本格的な復興持，業が始められた 。この戦災復興土地区画筆理事

業は、現在の市街地の骨絡造りとして、また、市街地整備の基礎と

して、大きな実績を残している。

現在での土地区画整理事業は、宅地の利用増進という目的に加え

て、公共施設の整備をはかるため都市改造事業として笑施している。

また、建物の整備も合わせた、再開発卒業は、公共団体が施行する

市街地改善事業( 昭和36年公布の「公共施設の整備に関連する市街

地の改造に関する法律J ) と、組合が施行者となる防災建築街区造成

事業( 昭和36年公布の「防災建築街区造成法J ) に分けられ、面的盤

備を主とする土地区画監理事業と並んで立体方式の再開発として、

神戸市における市街地の盤備に大きな成果を収めてきた 。

防災建築街区造成事業は 、神戸駅前ピルをはじめとして、元町商

庖街、三宮センター街、湊川商庖街など13街区を防災建築街区に定

め、民間エネルギー( 防災建築街区造成組合) を活用した事業とし

て、商業地区再開発のうえで大きな役割l を果たしてきた 。

市街地改造卒業は、都心、副都心づくりをめざす中心商業地区の

再開発事業として、大橋地区 ・三宮地区 ・六甲地区と 3 地区が強力

に進められてきた。

今回は、この 3 地区の市街地改造事業を、神戸市における再開発
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の事例として紹介しよう 。

1  . 大 橋 地 区 市 街 地 改 造 事 業

都市の再開発を目ざして、市街地改造法が制定された翌年の昭和

37年に、この事業は着手され、全国に先がけ、昭和40年11 月に完成

をみたものである 。

(1)  施行前の状況

当時、神戸市は、市内の主要幹線街路として、山手、中央、浜手の

の三大幹線の早期拡幅を目指していたが、そのうち、国道 2 号線で

もある浜手幹線の拡幅がとくに急がれていた。この大橋地区は、大

正末期にできた大正筋商庖街をはじめ、六間道商庖街、本町筋商庖

街、@市場、⑤市場等、 13商庖街約 500庖舗がアーケードにより述

なって栄えており、この地域を総称して通称、西神戸商庖街と呼ぱ

れていた 。

街路拡幅を従来の用地買収方式で行えば、商庖街の人々の行き先

がなく、また、区画鐙理方式で行うには、土地のー画地が小さく、

大幅の減歩が非常に困難であり、さらに、当地区の街区は、強然と

していた。

用地買収方式ても無理、区画筆理方式でも無理という中から、市

街地改造方式がクローズア ップされてきたといえる 。

このような経緯の中から大橋地区市街地改造卒業が発足するわけ

だが、大橋池区が市街地改造地区に選ばれた理由は、以下の 4 点に

まとめることができる 。

m 一級国道 2 号線( 在来幅27m、計画幅50m) の拡幅整備が急が

れる地区であり、この地区を除〈東西の部分は、区画盤理ｾｉＮ業によ

り拡幅ずみであり、拡幅後の道路中央には、高架の神戸高速道路 l

号線の建設が急がれている 。

付) 非戦災の木造低層家屋の密集地帯て¥不燃高層化が必要とされ

る地区である 。

(明 三宮 ・元町の都心について¥神戸市で 2 番目に大きな商庖街と

して繁栄してきたが、すでに老朽化し、近代化が必要な時期に来て

いる 。

同従来の都市計画卒業の手法である、用地買収方式、土地区画整

理方式では、上記の目的を達成することが不可能な地区である。

(2)  整備計画

公共施設の整備としては、一級国道( 在来幅貝 27m) を50mに、

南北それぞれ11 .5 mずつ拡幅する。この拡幅により人の流れが分断

されるので、横断地下道を設けることにより 4 つのビルを述給する

こととした。また、この機会に上水道、下水道、電話、高速道路な



と・の整備計画をたて、集中的同時投資計画を推進することとした。

土地の援備については、拡幅による道路面積の増大にともなって、

必然的に宅地面積の絶対量は減少するが、残された宅地の高度利用

により、土地利用効率を逆に高めようというのが法の主旨である。

大橋地区では道路面積が5 8 %増加し、宅地面積は 3 5 %減少したが、

建築延べ面積は従前の 3 倍に増加する計画とした。

したがって、建築物の整備にあたっては、まず第一に、街全体を

考えた都市計画的建築設計であり、第二に、時代の進歩に対応でき

る弊力的設計でなければならないと考え、当地区では、各街区の特

性と工事工程を考慮、し、これを 3 地区 6 工区にわけ 6 棟のビルを建

設することになった 。

(3)  各ピルの特色

全体的な特色としては、①再開発建築物として科学 、経済の発展

に対処できるよう改造自由な設計を考慮し、たとえば、間仕切り壁

はできるだけブロック壁とするなどの配慮をした 。②外部意匠は街

の美観と調和を考え、たとえば、国道に面した住宅は、国道側のパ
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図 ー 1 大 橋 地 区 市 街 地 改 造 事 喋 区 域 図

ルコニーにガラス窓を設けて、洗濯物の露出を防ぐなどの対策を講

じた 。③大橋 5 、 6 丁目および腕塚町 5 、 6 丁目の 4 つのビルを地

下道で一つにつなぎ、歩行者の安全と商庖機能の増進を考慮した 。

(4) 庖舗と住宅を完全に分離し、 ⑤各ヒ' ルに特色をもたせ、規格化

させた単調さを防いだ。

m 腕塚町 2 丁目ビル

① 市街地改造法と公営住宅法の合併施行により、 3 - 5 階の住宅

を公営住宅とした 。

② 裏庭に子供の夢を育てる空中の遊戯施設を設け、また駐車場を

設置した 。

付) 大橋町 6 丁目西ビル

① 住宅は大小 7 種の間取りを考え、入居者の便をはかった 。

② 5 、 6 階が 1 戸となるメゾネット住宅を設けた 。

( 吻腕塚町 5 丁目ビル( 神戸デパート)

① 西神戸のシンボルとなるよう商業ビルとし、ワンフロアーのデ

マート方式として設計した 。 なお、管理組織としては、地元権利者

が出資して神戸デパート株式会社をつくり、小売商の協業化を実現

した 。 この管理会社は、昭和52年に完成した、新長田駅前ビルのシ

ョッピングセンター ( ジョイプラザ) の管理もあわせて行うように

なり、社名も神戸都市振興株式会社と改め、広〈地域社会に根づい

ている 。

② 隣接する裏地の再開発を勘案し、ビル内に裏地へつながる通路

を確保した。

③ 各階の業種配置を計画的に定めた 。 しかし、その後の商業環境

の変化に対応して、 表一 1 のょっに再編成し、今日の姿になってい

る。

表 - 1 業種配置褒

階別

業 種 百日 笹

当 初 (40. 11) 再編成 (41. 10)  2 次再編成 (49. 11 )  

屋上 子供遊園 子供遊園 子供遊園

7 階 ポーリングセンター ポーリ ングセンター 中1(k料理、結婚式場

6  11 中華料理、結婚式場 中華料理、結婚式場 衣料ディスカウ ントセ

ンター

5  11 大食堂、催場、特別食堂 衣料ディスカウントセ 衣料ディスカウントセ

ンタ一、大食堂 ンター

4  11 電気、家具、家庭用品 衣料ディスカウントセ 衣料ディスカウントセ

ンター ンター

3  11 紳士服、玩具、学用品 くらしのセ ンター くらしのセンター

2  11 婦人子供衣料、寝具 モードセ ンター モードセ ンター

1  11 洋品雑貨、おしゃれ用品 おしゃれセンター おしゃれセンター

I也H 食料品、喫茶 フードセンター フードセ ンター

同 大 橋 町 6 丁目東ビル ( 大橋スカイビル)

① 商庖街と国道筋との角地に買物広場を設l寸、その中央に 地下お

よび 2 階への階段を設けて、消費者の利便をはかった 。

② 1 階を物品販売業、 2 階をサービス業とし、 3 - 10階の住宅は、

2 D K と 3 D  K に統ーした。

同 腕 塚町 6 丁目ビル

① 2 階の屋上にピロティを設けて庖舗と住宅とを分断し、地階に

は、ドライエリアを、 3 - 5 階の住宅には中央に吹抜けを設け、換

気と採光に留意した 。

② 住宅は 3 D K 、 4 D  K をふやして、質の向上をはかった 。

( 幼大橋町 5 丁目ビル

① ビルの商庖街側は物品販売業、裏側は飲食業として設計した。

② 3 - 5 階の住宅は従業員宿舎とし 、 3 階を家族者周、 4 、 5 階

を独身者用として設計し、従業員対策をも配慮した 。

このように、 15年前に計画されたこれらのビルには、今日におい

ても参考となる特色が数多くみられる。

2  . 三 宮 市 街 地 改 造 事 業

昭和40年策定のマスター ・プランのなかの市街地再開発計画は、

三宮 ・元町地区を 中心都心とし、そこに商業、業務、娯楽、そして

交通ターミナルなどの諸機能を配置し、東西の各副都心には商業、

娯楽の機能をおく、一都心二副都心のいわゆる振子型の市街地を構

成して再開発をすすめることとしていた 。

そこで、昭和41年、都心の中核を構成する三宮センタ一街山側( 約

3  ha) を市街地改造事業により、また、南側( 約 1. 5ha) を防災建

築街区造成事業により、 「神戸の顔づくり j を目ざして再開発が進

められた。

(1) 施行前の状況

戦前までの三宮の商業および娯楽の中心は、三宮神社の北1RIJ の商

庖街であり、現在のセンター街は、これに通り抜ける道として、 日

常用品販売庖および飲食庖程度が存在していた。戦災により一面の

焦土となった三宮は、他の商庖街にさきがけ 21年末から 22年の初め

にかけて、はやくも復興しはじめ、三宮センター街も昭和23年頃に

は新興商庖街としての地盤を築くこととなり、昭和26年頃では神 戸

における第一級の商庖街に成長した。

昭和30年代に入ると、神戸新開会館、国際会館の完成( 昭和31年) 、

市庁舎完成( 昭和32年) 、ダイエ一関庖( 昭和34年) 、さんちかタウン 、

交通センタービルの完成( 昭和40年) にみられるように、商業 ・ビ

ジネス ・娯楽の諸施設が、つぎつぎと立地し、都心商庖街として繁

栄の道を歩んだ。

79 



しかし 、その華やかさの裏には、 、ジャンジャン市場。に象徴さ

れる終戦直後以来の木造低層家屋が密集し、災害等に対しても全〈

無防備であり、 神戸の表玄関にはふさわしくない姿があった。

この地区は 、昭和21年から戦災復興土地区画整理事業により、整

備 を進めてきたが、権利関係が複雑で、一部には戦後の不法占処の

状態もあり、事業の進捗が阻まれていた 。仮に 、同事業が実施され

たとしても 、建物の整備を民聞の個 人個人に任せた場合、、ペンシル

ピル砂の林立することが 自に見えてお り、単なる 不燃化にとどまり、

土地の有効利用や都市空間の確保や都市景観の面からも街の魅力が

失われるおそれがある。

(2) 聾備計画

公共施設の整備としては、市内三大幹線の一つである中央幹線( 在

来1 4 m) を36mに拡幅し 、生田筋線( 在来 8 m ) を15mに拡幅する 。

また、 中央幹線をまたぐ横断歩道橋( 幅員 5 m) を設ける 。 このオ

ーノ〈ーブ リッジは、風間に対し安全な歩行を目ざし、全長 ・全幅に

フー ドを設けた目 新 しい歩道橋とな っている。

道路拡帽の結果、道路面積は 67%増大し、宅地面積は 24%減少す

ることになる。

建築物の整備については、 3 t也区 3 棟のビルを計画し、各ビルを

一体設計として有機的、総合的に連絡することとした 。具体的には、

低層階 ( 地下 1 階~地上 3 階) を人工地盤としての考え方で設計し、

各ビル各階の接点には広場が計画され、専門庖街として構成してい

る。 中層階には駐車場( 4 階 ・5 階) を設け、一体化した駐車場と

して 利用されている 。そして 、高層階には、レジャー ・業務の新し

い機能を持たせている 。

また 、南側IJ の防災建築街区造成事業、あるいは三宮地下街、阪急

電車などともデ ッキ、地下道により接続し 、異種の事業が相互に協

力しあ って、総合的、本格的な街づくりのーパター ンをつくりだし

ている 。

(3)  計画の位置づけ

昭和40年前後の都心商庖街の動きは、めまぐるし く変動しようと

していた 。

まず大規模商業の動きとして、百貨庖 ( 大丸 ・十合) やスーパー

( ;ダイエ一等) が都心 を地盤にして、急速に 地改築をすすめて売場

図 - 3  3 棟コンビネーション
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面積を拡張しつつあった 。 また 、商庖街近代化事業の蘭では 、都市

計画事業の実施にあわせて 、中小商業者が元町商庖街を中心に 、土

地区画整理事業のうえに防災建築物 ( 防災建築街区造成事業) を建

設する手法により、これに対処 しようとしていた 。

さらに 、国鉄・ 私鉄( 阪急 ・阪神) の三宮駅前の有利な商業立地

を利用して、さんちかタウンが中小商業者のエリートを主体にして

一大ショ ッピング ・ゾーンを形成し、全国でも第一級の地下街にな

っていた 。

これらの動きをふまえて、 神戸市は、三宮再開発基本計画の区域

内で、東西に走る中心的な動線を形成して図抜けた商業経済力を誇

っており、かつ、先にのべた隣接する商庖街 ・地下街 ・百貨点等の

なかでも有力な- wを占めている、、三宮センター街砂を境にして、

南北二分する形で異なる卒業手法を採用して、商底街再開発を進め

た。

その基本となる位置づけは、以下のとおりである 。

fア7 再開発を通じて、 三宮センター街を、より栄える方向で復元す

ることを基本的な前提に考えなければならない。

(イ) 両事業の進め方如何によ っては、三宮センタ ー街が南北に分断

されるおそれがあるため、両事業の特徴を生かしながら、同時にそ

の限界を適切に補うよ うな建築計画および業種配置計画が必要不可

欠である 。

(サ これにより、は じめて三宮センター街、並びにこれを含む南北

の商庖街の一体的繁栄を共通の目標とすることができる 。

同 南側IJ はさしあたり、センター街に面した改造計画にとどまり、

資金計画上の理由もあ って、ビルの上層部の空間利用として、新た

な大型庖 ( キー・テナ ン ト) が登場する必要性がある 。

附 一方、北側の市街地改造ビルでは、センター街から中央幹線に

いたる商業ビルとしては、かなり奥行きの深いものになるため、事

業の実施にあた っては、セ ンター街と同時に裏宅地の積極的な開発

と合理的利用をあわせて笑現しなければならない。

このような方針にもとづき、若手以来13年を要して市街地改造事

業は完了しようとしている 。 また、南の防災建築造成卒業は、残さ

れていた街区を市街地再開発 卒 業 ( 個人施行) として堵手してお り、

当地域は名実ともに神戸の顔と変わりつつある 。

3  . 六甲地区市街地改造事業

大僑地区が、神戸市における西の副都心として位置づけられてい

るのに対し、この六甲地区は、来の副都心 として、マスタープラ ン

の中で位置づけられている 。

この六甲地区における特徴は、コミニティ性の強いショ ッピングセ

ンターづくりとい うことである 。

(1) 施行前の状況

昭和 4 年に 六甲村から 神戸市とな った国鉄六 甲道駅周辺は、 昭和



9 年に六甲道駅が新設されるとともに、東部の住宅地として急速に

発展してきた 。 しかし、当地域は戦災をまぬがれたために、かえ っ

て公共施設の整備がおくれ、昔のままの木造住宅が密集し、者I1市環

境の良好な地域とはいえない状態にな っていた 。 また、南北交通の

幹線街路である八幡線と国鉄とは平面交差とな っており、その踏切

は 1 日のうち 16時間も閉鎖されている状況で、交通をマヒさせると

ともに、駅の南北地域を 二つに分断し、地域の発展を阻害していた 。

そこで、地域の諸問題を解決する方策として、国鉄住吉駅から灘

駅間の高架化事業を実施するとともに、あわせて、東部副都心の核

づくりとして六甲道駅南北約 3 haの区域を再開発することにな った。

再開発事業を実施するにあたり、その目標として、①交通体系の

拡充、②商庖街の整備近代化、③住宅地区の再開発の三つの柱をた

てるとともに、計画にあた っては、①地域内の総合的な体質改善、

②人工土地の考え方で計画し、南北地域の一体化、③神戸の都市景

観にふさわしい施設、のもとに事業の実現へカが注がれた 。

(2)  登備計画( 六甲第 1 : 地区)

公共胞設の整備=としては、六甲道駅前線 ( 在来 7 m ) を15mに拡

幅し、これに接続して副都心の玄関となる駅前広場 ( 3，700m' ) を

新設するとともに、駅舎のコ ンコース ( 2 階) と駅前広場およびビ

ルの 2 階とを結ぶテ' ッキを新設する 。

駅前広場の新設等により、道路面積は 159 %増大し、逆に宅地面

積は4 0 %減少することになる 。

建築物の整備については、駅前広場等の位置や人の動線を考慮し

て、 4 棟のピルを計画し、 A ビルは庖舗ピルとし、 B ビルは庖告!日事

務所ビル、 C ピルは住宅・駐車場ビル、 D ピルはレジャービルとし

て機能分担をはかっている。

こ:コ 区境界線

図 - 4 六 甲市街地改造事業区波図

国鉄六甲週以

(3)  各施設の特色

駅前広場 (3 ，700

m') のうち、通過

交 通 部 分 ( 1，000 

m') を除く 2，700

M の利用について

は、交通機能より

も憩いの機能とし

ての利用を重視し、

国鉄と長年にわた

る協議の末、 A ピ

ル側、国鉄玄関側

を中心に歩行者ス

ペースを確保し、

ビルおよび駅舎の

2 階に連絡するデ

ッキを設け、市民

が憩う空間を創っ

ている 。そして、

憩いの空間には、

滝を設け、池、小川へと水が流れ、水と緑により広場は演出され、

また、テ' ッキには舞台を設け、広場を見下ろすように配慮している。

交通スペースは、市パスとタクシーのみの利用とし、狭いスペース

を有効に利用するため、ダブルロータリーを採用することにより機

能を分離し、交通処理をしている 。そして、ロータリーの中心には、

都心 ( 三宮 ) の花時計、西部副都心( 新長田) の水時計に対応して 、

東部副都心のシンボルとして音( 鐙) 時計を設澄した 。

愛称募集によりメイン六甲と名付けられたビルのうち、地域の中

心となる A ピルは、 1 階と 2 階の半分が権利者に利用され、 2 階の

半分と 3 階はキーテナントとしてスーパーが入居していて、その 3

階部分は食料品売場とな っている、めずらしいビルである 。 4 階 ・

5 階は、公益施設( 勤労市民センター ・児童館) として、神戸市が

保留床を積極的に利用することにより、 地域の文化 ・コミニティ活

動に寄与している 。 B 、C ピルには l苫舗事務所のほかに、 230台の

駐車場と住宅93戸があり、このピルと六甲道駅とは、 2 階レベルで

A ビルを通り連絡されている。

以上のように、六甲地区の特徴は、まず、従来の駅前広場の配置

を線本的に逆転させ、人間中心の駅前広場とショ ッピングセンター

との位置関係をつくりだしたこと、また、周辺街路を「車J 中心の

道路から「人間J 中心の道路にし、緑とうるおいのある道路とした

こと、さらに、もう一つの特徴は、国鉄の駅舎と市街地改造ピルと

がガ ッチリと手をむすび、一体となった街づくりとなっていること

である 。そして、 1. 7haの六甲第 1 地区市街地改造事業は、釈前広

場、商業ピル、キーテナント、公益施設、駐車場、住宅、デ ッキ等

内谷が盟富であり、完成以来、再開発関係者の見学の場となってい

る。

む す ぴ

「市街地改造法」とは略称であって、正式名称は、 「公共施設の

盤備に関連する市街地の改造に関する法律J という長い名前の法律

である 。 その名称、のごとく、この法律は「公共施設J の関連におい

て、超過収用と代物弁済という考え方で市街地を改造しようという、

公共施設整備優先の思想をもった法律とも見える。しかし 、神戸市

では、大橋地区の事業を着手して以来、今日まで、この長い名の前

半分は、修飾語と解釈し、後半分を重視して、事業に取り組んでき

たところに、 神戸市の市街地改造事業の基本的特色がある。そして 、

この考え方は、市街地改造法が廃止され、都市再開発法へと発展し

ていく中に法制化されている 。

神戸市では現在、市街地の再開発を、①都心 ・副都心の再開発、

②ターミナル再開発、③沿道再開発、④生活環境改善再開発、とい

う四つのパターンに分けて取り組み、とくに、住宅地の生活環境改

善を重視し、現行各種の手法の組み合わせによる整備方法や新しい

整備手法の研究を進めるとともに、市街地のーせい集団検診とても

いった「環境カルテ」により居住地区の問題点および要望在備個所を

明らかにし、再開発を推進しようとしている 。

今回紹介した 3 地区のほかに、六甲第 2 地区、板宿地区、垂水地

区、三宮駅東地区、阪急三宮北地区、長田 地

区等、市街地再開発事業を笑施あるいは実施

すべ〈、地元の権利者と協議を重ねており 、

市民がよりよい環境のもとで、安心して住み、

働き、憩うことができる人間都市神戸の実現

をめざしている 。

( にしかわ やすかず 神戸市都市計画局計画部再開発課)
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住 宅 公 団 に お け る 都 市 環 境 整 備 事 業 へ の 参 画

一一公団の新たな役割をめざして一一

藤 原 昭

はじめに

昭和54年度建設省施策の基本的方向( 案) によれば、大都市地域

を中心として 、新市街地の計画的整備と住宅 ・宅地の安定的供給お

よび都市の計画的な再開発を積極的に進めるとしている。こうした

建設省における「住宅供給」と「都市再開発j への一つの方策とし

て、 「都市住宅総合再開発モデル事業J という事業制度の創設が、

昭和54年度の予算要求に組みこまれた。

この新たなモデル事業の要求に当たっては、住宅公団が、昭和53

年当初より検討してきた都市環境整備事業への指向の意図と内容が

少なからず生かされており、モテ。ル事業創設要求への発端になった

と考えている。すなわち、公団は、このモデル事業の要求を通して、

従来の単純な住宅建設供給主体から脱皮し、新たに都市環境整備の

分野に広〈参画していこうという意図を表明してきたのである。し

かし、こうした展開をしようとする公団の性格づけや事業の見通し

等については、現在も公団の内 ・外にてさまざまな華本的内容の議

論がある。したがって、この稿では、都市環境整備への指向を是と

しながらも、こうした多様な議論があることを前提にしていただき 、

公団のー支社てe都市環境整備への参画を担当する者としての若干の

経緯と考え方をまとめてみたいと思う。

「都市住宅総合再開発モデル事業」とは

このモテール事業は現在大蔵接渉の段階であるが、この稿が出版さ

れる頃には、より内容の明確なものになっているかと恩われる。し

たがって、ここでは要求時点における事業の背景と概要について述

べておくことになる。

近時、大都市圏では、都市という側面からは、都市施設が不足し、

建物が密集老朽化した劣悪な環境下にある地区があり、一方では恵

まれた立地条件にあってさらに有効な 利用が考えられる 地区がある。

また、住宅という 側面では、量的に充足されたと言われる住宅需要

についても、遠距離通勤 ・狭少な住宅等の状況の中で、とくに職住

近接への要求が強〈、さらには量から質への指向の中で、住宅を取

りまく身の廻りの環境水準のレベルアップが一層表面化してきてい

る。したがって、今、既成市街地内の立地条件のすぐれた地域にお

ける良好な住宅と住環境の供給が求められているといえよう。

こうした状況認識にたち、このモデル事業は、大都市の既成市街

地において、都市機能の更新 ・良好な市街地住宅の計画的建設等を

総合的に実施するために、特定地区( モデル事業地区) において、

都市計画施設の整備、市街地再開発事業、市街地住宅建設事業等を

積極的に推進することにより、都市環境の整備と市街地住宅の整備

を促進することを目 的 としている。

その事業内容は、地方公共団体の地区計画を前提として、イ) 既

成市街地の環境改善と環境条件の有効利用、ロ) 都市計画施設等公

共公益施設の劉浦、ハ) 良質な市街地住宅の大量供給を総合的に図

るものと いえよう。
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そのために種々の助成措置が要求されたが、そのなかで主要な新

規の助成内容は、概要つぎの通りである。

(  1  ) モテソレ事業地区内の公開利用される住宅関連施設( 公開広場、

幼児遊園、団地関連道路、集会施設等) の整備に要する費用に対す

る補助

(  2  ) モテール事業地区内における従前居住者等のために建設する住

宅お よび施設について、家賃および譲渡価格を低減するための建設

費に対する補助

(  3  ) モテeル事業地区内における既設住宅等の除却 ・補償資に対す

る補助

このほかに、当事業では日本住宅公団を積極的に活用するという

主旨が述べられており、とくに住宅公団に対して、つぎのような特

別措置が要求された。

(  1  ) モテ‘ ル事業地区内において、公団が先行的に取得する用地質

に対して、その保有期間 中の利子負担の軽減を図るため利子補給

(  2  ) モテ' ル事業地区内に建設する公共公益施設について、公団が

関連公共施設等建設費による立て替えを行う場合に 、その償還にあ

たり無利子据え置き等の特例措置

以上がモテソレ事業の概要であるが、当事業は、都市計画施設等の

繁備に対して運用上の特例的措置の配慮を受ける可能性はあるが、

明確な規定( たとえば特別資金枠、補助採択の緩和等) に乏しい点

また恋意的開発 ・計画的開発を阻害するミニ乱開発等を規制する歯

止めのない点等、課題はあり、今後の充実が望まれる事項であろう。

しかしながら、既存事業に比して、比較的広域を対象にして、者fl 市

整備と住宅供給との総合的な盤備を図ろうとしていること、および

当面多様な既存手法を駆使した任意事業になるが、事業推進の潤滑

油的な働きをもつことを考えあわせれば、当事業は、将来の総合的、

一体的地区整備事業への萌芽になりうると考えてよいであろう。

なぜ住宅公団が都市環境整備事撲を指向するのか

現在、住宅公団は、このモテ' ル事業への参画を契機にして、これ

までの住宅建設事業の枠組みをこえて、積極的に都市環境整備事業

への参画を意図している。さらに全体の長期的方向としては、公団

法の改正も含め、都市の環境整備の分野に事業の範囲を拡大してい

きたいと考えている。このことは、国民への住宅供給の質的変化と

都市の環境総体に対する改善要求に応じて、公団のこれまでの組織

的経験の活用と、公団的組織の今後の役割を考え、現在の地方公共

団体との共同作業を、より一層進めたいと考えたからである。

住宅建設・供給の質的変化とまちづくりへの指向

昭和40年代中期に、全国7 クロで住宅数が世帯数を上廻り、この

時点から住宅施策の様相が変わりはじめた。モデル事業の要求背景

に見られるよう Jこ、住宅供給側面からは、 「量から質へJi より よい

社会資産の形成へ」、そしてその質も「住宅単体のみから住環境トータ

ルの質向上へJ の指向が、より一層表面他してとえらられるように

なった。また、 既成市街地の環境改善の側面からも、 「単体的開発



から面的総合的重量備へJ i社会資産のストック改善へJ さらに「環境

条件の有効な活用へ」という方向が打ちだされているといえよう。

現在、大都市地域にあっては、都市問題の中で住宅問題は相当の

ウエイトをしめており 、さらにわが国の住宅問題は住環境の質、な

かでも職住近接の立地指向が強くみられ、大都市問題と住宅問題は

まさに密接不可分に相関連しているのである。

こうした状況に至る過程では、当然、既成市街地の高地価や、開

発に伴う複雑な相隣関係等による住宅供給源の確保の困難さ、およ

び地方公共団体の開発指導や規制がその背景にな っている。 また、

公共的施設等の都市基盤整備の面においても、上物の一体的整備に

欠けるための事業の難しさと、単体開発による地区整備への疑念が

あ ったであろう。こうした住宅建設の質的変化とまちづくりへの指

向の中で、この住宅供給と都市の環境整備とを一体的同時に解決す

ることが、現在都市における重要な施策とな っている といえよっ 。

因みに、三全総計画の中でも大都市地域の対策として、イ) 人口

増の受け皿としての都市基盤の驚備、ロ ) トータルな住生活環境の

形成、ハ) 防災性の向上、とを示している。また、大阪市住宅審議

会の答申案( 昭53 .11 . 13) によっても、市の総合計画実現のために

住宅政策は欠くことので きない課題として位置づけられ 、住宅政策

の目的に、イ) 社会資産となる良質住宅の供給、ロ) 住宅をとりま

く良好な住環境の整備、をうたっている。

一方 、ここ数年に新設された各種の事業 ・制度 ( 過密住宅地区更

新事業 ・住環境整備モテソレ事業 ・住宅街区整備卒業 ・居住環境聖堂備

事業 ・沿道環境繁{ 賄事業等) の方向は、イ) 単独の都市基幹施設整

備主導から、上物も一体とした環境改善への指向、ロ ) 従来の事業

のみでは、既成市街地内での適応が難しかった面的な地区トータル

の整備への指向、を示している。

これらの方策は、 一言でいえば、 都市の再開発事業であり、とり

わけ都市の最も重要な居住機能に対する住環境整備改善事業である

といえよう。

公団の組織的経験と現状認織

住宅建設主体として設立された住宅公団は、当然のごとく前述の

住宅供給の質的変化に直桜的な彩響をうけ、これまで部分的には都

市の環境整備に関与してきたといえる 。 ( 拙稿「住宅公団における

市街地整備J 建築と社会1976. 6 V  0  L 5 7参照 )

しかしながら、これまでの戸数優先の強い要請の中て¥住宅系主

体としての地区内の核的環境整備にとどまり周辺地区との環境格差

を生み、また都市施設整備費用の入居者への過大な負担を生んでき

ているのが現状といえよう。このことはただ公団のみの問題ではな

いが、こうした諸制約を整理し、今後の地区笠備へのルールづくり

が、前節の都市 ・住宅施策の指向からみて必要なのではないかと思

われる 。 この際に、不十分ではあるが過去の組織的経験と技術的蓄

積をもち、かつ公的卒業実施機関としての体制のある公団が、今後

より有効にその力を活用されてよいのではないかと考えている 。

第ーには、発足当初からの一般市街地住宅制度、さらに面的環境

監備としての面開発市街地住宅地の開発等、都心音11の開発に関与し

ており、相隣関係等既成市街地内開発に伴う諸問題の解決の経験が

ある。

第二には、一般市街地住宅 ・地区市街地住宅 ・市街地再開発事業

等への取りくみにより、権利関係の報終した共同開発への経験をも

っている。

第三には、大規模団地開発 ・土地区画整理事業 ・新住事業等の開

発業務の中で、都市基盤の整備と上物との一体的建設に取りくんで

きている。

第四には、事業組織体として計画のみならず設計・管理まで一貫

性があり、事業実施に伴う多秘多僚な諜題に対して、多面的な環境

整備への対応ができる総合組織体である。

以上の実績と体制lが評価され、地域密着型組織ではない公団が、

市街地再開発事業 ・住宅街区整備事業 ・土地区画整理事業等の成立

の際に事業主体となりえたと理解している。

地方公共団体等からの環境整備への協力要請

公団が新たな展開を考える直接の契機は、ここ 2 - 3 年来多くな

ってき た地区環境整備への参画協力要請てψ あるといえよう 。こ れら

の内容には、従来の公団事業の運用により解決できるものとともに 、

現在の公団事業の範囲をこえるものもみられる 。 こうした地方公共

団体等との共同作業の中で、公団事業の粋の拡大を図る必要があり 、

公団の今後の方向を考える発端になった。この現在の協力している

内容を、整備ニーズとしてまとめると、慨要衰ー 1 に示す通りであ

る。

褒ー 1 公団への事業協力要楕地区より見たニーズ

者11市環境艶備のニーズ 内
:gテ-

1 . 細街路、小公園、集会所等生活環境施設の墜備

住 環 境 の 笠 備

2 . 不良住宅等の除却

3  公害税、の除去

4 . 中小工場等の移転集約化

1  . 住宅スト y クの改普

住 宅 の 建 て 替 え 2 . 公営住宅の建て替え

3  社宅等の建て替え

1  . 公益綿設の整備

建 築 物 の 整 備 2 . 商業、業務施設の整備

3 、土地の合理的利用

人 口 呼 び 戻 し 1. 都心部への住宅供給

住 宅 立 地 改 善 2. 都心地域の居住環境改善

1  . 都市防災施設( 広場、避難路、遮断帯等) の現在備

者日 市 防 災
2 . 市街地そのものの安全化、不燃化

l  街路、駅広、公園等公共施設の瞥備

者11 市主主量産の整備 2  流通基地等の懸備

3  港湾地域等の繋備

1. 埋立地の懸備

そ IJ) 他 2  大規様プロジェクトの実施

3  歴史的 伝統的建造物群の地区開発型釧ii

公 団 は 、 都 市 環 境 整 備 事 業 に ど う 位 置 づ け ら れ る の か

住宅公団は、前章の状況認識にたち、都市の環境整備に参画して

いきたいと考えているが、一般的には都市の環境整備そのものは、

第一義的に地方公共団体の本来業務であると理解されている。とす

れば、公団が、その技術力 ・組織力 ・資金力を現在急務の都市環境

整備に駆使したいとする業務は、どのように位置づけられるのかを

考えてみたい。

まず、第ーには、事業の性格の問題である。大都市問題( 大都市

地域の防災、都市構造の歪の是正、住環境の整備等) は、行政界を

こえた国策課題であり、三全総計画にもうたわれるように、固にも

解決責任のある問題が多い。一方、公団は、国の機関であり、国の

事業実施機関であるという性格をもっている。この公団の事業参画

が、一般的な国の地方公共団体への補助事業以外に考えられても不

思議はないのではないか。

この場合、国の関与の仕方は、地方公共団体側の地域あるいは整

備内容に応じた選択の問題かと思われる 。 そのためには、整備計画

の作成から事業推進に至るまで、多様な選択技が用意されるべきと

思われる 。す なわち、地方公共団体の実情( 財政面、人的 ・技術面、

行政方針等) や地区の実情に応じて、公団に与えられる事業の手立

てを適切に活用されることが望ましいと考える。

第二には、事業体に係る実態の問題である。現在、大都 市地域 の

都市整備のニーズは 、内容そのものが増大しかっ深化しており、行
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政需要がきわめて多くなっている。したがって、ある面では地方公

共団体が対応できる容量を超えて存在していると恩われる。さらに、

多種多様化したニーズに対応するには、行政の基本姿勢は最大多数

の最ー大幸福、いわゆる「広〈効率的J にならざるをえず、一点集中

投資型の事業の単独実施はやり難い状況であろう 。その意味では、

公団への多様な参画協力要請からみて、公団の人材と事業実施能力、

さらには今後与えられるであろう諸道具を活用することは、一点集

中型地区整備の事業化に時期を逸せず寄与するも のと恩われる。

第三には、事業の効率の問題である 。都市環境整備事業は、総合

的 ・複合的事業であり、国および地方公共団体の行政指導の下て¥

できれば総合化された事業主体がプロジェクト型組織として、同時

一体的に行うのが効率的である 。現状が、個々の施設整備への補助

体系等にみられるように、縦割り的機関による縦割り的対応にな っ

ている 。こうした総合的な事業を推進するにあたっては、これらを

検つなぎにする方策がどうしても必要であろう 。この意味ても、公

団は単一組織体として資金調達力、卒業の多面的調整能力を内在し

ており、事業推進にあたり十分活用されてよいのではないかと考え

ている 。

最後に、事業の内容の問題である 。都市環境整備事業は、さまざ

まな事業を含んでいるが、なかでも住環境整備事業のウエイトは高

い。良好な住宅の建設と、都市的施設も含めた住環境の形成が求め

られている。住宅建設主体であった公団は、住宅計画上、設計技術

面での蓄積は大きく、かつ多様・多大な供給の中での柔軟な計画対

応が図りやすい。 したがって地方公共団体の企画する都市居住者層

の構成および住環境の水準等に対して、地区の計画に併せた公団住

宅および関連施設の適正な位置づけが図りやすは組織といえよう 。

以上のように、公団の位置づけの基本的方向を考えており、今後

の展開の中で公団は、都市の潔境整備への関わり方 ( 公団の整備内

容、卒業の分担等) を発展させていきたいと考えている。概括的に

言えば、地方公共団体は広範な行政需要に対応する企画・調整・計

画・事業の総合的な行政機関であり、 一方、公団は相当の事業調整

・推進能力をもっ事業実施機関である 。 この双方の特質を最も生か

した協力関係か望ましく、地方公共団体の企画 ・計画に基づき、要

諦をうけた地区に公団が事業部門として参画し、事業実施を分担す

るのが望ましいと考えている 。

当面、公団は都市環境整備にどう取りくむのか

モデル事業推進への積極的参画

モデル事業地区の指定は、地方公共団体の策定した地区整備計画

に基づいてなされるものである 。 したがって公団は、地方公共団体

の都市行政あるいはマスタープランの下に、効率的な公団参画の仕

組みをつくるべく努力することになる 。この場合、全〈新しい制度

は一朝一夕 にできるものではなく、またそれを使いこなすだけの十

分な経験の蓄積が必要である 。そのために当面、公団は地方公共団

体との密接な速けいのもとに、モデル事業の活用、既存制度・手法

の運用・改普を図り、公団住宅の建設と併行して先駆的 ・試行的に

参画していきたいと考えている 。

また、現実の事業化の中では、当然 ・事業主体 ・費用負担区分 ・

従前居住者対策 ・事業推進調援組織等の多様な解決しなければなら

ない課題があり、その中で公団の分担すべ き内容は何かを設定する

必要がでてこよう 。将来的には、公団の組織体制lに都市環境整備卒

業推進休との明確な性格づけがなされれば、各種の分担ルールが明

石徒になると思われるが、当面は地方公共団体との密接な協議の中で

活路を見いだしていくことになろう 。
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ただ現在、モテール事業の主旨 ・内容ならびに公団の新たな地区整

備への指向を踏まえて、つぎの事項については、公団として積極的

に分担していきたいと考えている 。

まず、企画面についてであるが、現在地方公共団体は地区計画の

整備 ・環境水準の策定 ・綿密な規制 ・誘導手段および体制の整備方

策の作成が必要であろう 。この際に公団は、公団の都市環境整備調

査費 ( 昭和54年度 3 億円要求) の活用を図り、地区整備に関する調

査 ・企画業務に寄与したい 。 また、公団は要請に応じて地方公共団

体との聞に、協議会方式等の計画 ・卒業推進組織体としての共同作

業に積極的に参画していく体制にある。

このように、公団は総合的なコ ンサルテイング能力を強化して、

多様な事業の協力要請に応える公団制度・手法の整備 ・公団の道具

の柔軟な運用 ・拡大を図りたい 。このことは、住宅建設主体であっ

たフランスのシ ックが、都市盤備への総合コンサルタント業務を内

包してい った状況に見ならうものがあると考えている 。

つぎに、事業面についてであるが、当面はモデル事業の助成内容

の活用と公団の既存事業の弾力的運用を進めていく ことになる 。す

なわち、都市開発資金等と分担した公団の先行的用地取得の実施、

事業推進に必要な多様な公団住宅 ・施設の受け皿の建設、小規模集

団的建替事業を指向する民地の除却・買収、さらには都市基幹施設

への公団立で替え制度の活用、等を図 っていく 。その意味では、従

来の公団住宅建設用地を種地にして、周辺の各種施設整備に協力す

る、いわゆる「にじみ出し」事業の推進を図り、地区計画の総合的

な笑施に寄与したいと考えている 。

その場合、常に 問題になる のが事業主体と盤備費用 の分担の話で

ある。事業を 円滑に実施するためには、国 ・地方公共団体・地域住

民 ・事業者としての公団および公団住宅等の最終需要者それぞれが、

事業の公共的または私的性格、内容に応じて適正にコストを分担し

あい、おのおのその財源を用意する必要があろう。この地区繋備事

業は、いずれも相当量の社会資本整備を伴う、公共性、社会性の強

い事業であり、従来のような都市整備コストを住宅コストに転嫁す

る方式を踏襲することは適当でないといえる 。むしろ、公共公益施設、

住環境施設などの整備コストを住宅コストから切り離すだけでなく、

住宅の立地改善に伴う高地価の軽減対策等も含めた国の助成が、必

要であるのが実状である 。現在、この都市整備コストについて、公

団は、 地区整備への国資導入な らびに都市環境盤備事業体としての

進展のために、請施設に対する公団直接への助成を求めている。一

方、地方公共団体に対しては、その財政事情および地区整備は世代

を超えた整備事業である点を勘案して、長期間に亘る無利子据え置

きを図る関公立替制度( ある面では地域整備資金的な性格) の適用

を行いたいとしている。

そのほか、公団のもつ既成市街地の整備手法をも、 地区の笑怖に

併せて、それぞれ有効に活用し、かつ事業のなかでより実態的な運

用と改善を進める必要がある。

さてこのモテ・ル事業が創設されれば、第一号のモデル地区には 、

淀川リバーサイド地区が採択 されるものと思、われる。当地区は 、大

阪市大淀区の大川沿いに位置し、工場跡地を中心として大規模用地

がほぼ 3 分の 2 を占める全域約27haの地区でーある。上位計画として

は、大阪市総合計画により都心人口呼び戻しに寄与する中高層住宅

地区として位置つ'けられており、かつ、大阪市防災対策緊急事業計

図 ( 祭 ) における広域避難地に指定されている 。当地区に対する大

阪市、住宅公団の共同事業化は、昭和47年の共同調査から始まり、

昭和50年頃に移転工場跡地を双方で分担買収するとともに、大阪市

・市公社 ・公団による地区開発推進協議会を設立し、その組織の中
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で計画作成・事業推進へと進められてきた。そして現在では、細部

の事業調整の協議が行われている状況に至っている。こうした当地

区の事例は、まさに公団にとって貴重な経験の場であり、今後の公

団の展開に向けて願ってもない礎になると確信している 。

地区整備計画に関する 調査 ・研究への参画

地区の盤備は、当面、こ のモデル事業や各種既存事業により推進

されようが、今後ともより総合的な手法とその裏づけとなる基本法

の制定か望まれよう。そのために、公団は、今回のモテソレ事業の発展

と地区の拡充に協力する とともに、将来展望をも考えて、積極的に

地区整備に関する多様な調査・研究への参画を図りたい。現在もす

でに、地方公共団体の指導や要請を受けて、主に具体的な地区を対

象にした整備計画や手法等の検討を進めている。

こうした事例は多〈 、現在関西支社が関与している地区の整備目

標を示すと、以下のようになる。

( イ) 防災拠点および防災避難路の整備方策

( ロ) 住環境悪化地区の整備方策

( ハ) 各種既存事業との共同開発 ( 土地区画整理事業、市街地再開

発事業、コロガシ事業地区等)

( ニ) 都市の総合交通対策への参画

( ホ) 小規模建て替えを地区整備に適合させる誘導策

( へ) 大規模施設移転に伴う跡地利用と周辺一体的整備方策

( ト) 公団における都市的公益施設の建設 ・管理

( チ) 駅前広場等公共施設を含めた地域整備の構想と事業化方策

公団が参加組合員として多面憶力した上六地区市街勉再開発事象の建霞状況

( 昭和53年lJ 月撮影、上六市街地再開発組合鍵供)

( リ) 保存を伴った地区の開発整備の構想、と方策

( ヌ) 市域における住宅配置構想

その他、法定市街地再開発事業においては、地元住民 ・地方公共

団体の要請をうけて、数地区の具体的事業化推進の検討を継続して

いる。すでに、大阪市天王寺区において、上六地区市街地再開発事

業に参加組合員として参画し 、現在再開発ビルの建設が着々と進ん

でいる。さらに現在、従来の一般的な市街地再開発事業への参画と

ともに、開発の困難とみられていた零細住宅地再開発、大半が権利

床住宅になる再開発事業、ならひ戸に公共団体縞行の市街地再開発事

業への参画と推進に積極的に関与している。

都市環境整備そのものが、多面的要請であり、これらに対して、

公団は多面的な対応を行い、具体的地区計画の作成から事業推進へ

の方策づくりに協力し検討していきたいと願っている。こうした地

方公共団体との共同作業を通して、地区整備の実現には当然既存手

法のみでは困難な場合が多〈、地区整備の基本的方策の新たな展開

が望まれよう。現在、そのうち主要な事業化への課題は、つぎの諸

点と考えている。

( イ) 多様な環境整備ニーズに対応するために、制度 ・資金等の改

善・新設

( ロ) 国 ・地方公共団体・事業主体等の関連主体聞における整備範

囲および整備コストの適正な分担のルールづくり

( ハ) 縦割り財源を総合事業として一本化できるシステムの確立

( ニ) 都心部における高地価対策等

こうした課題に対する、地方公共団体と公団との共同作業に よる

具体的諸提案が、双方協力し て国に働きかけられることができれば

望ましいと考えている。

おわりに

「都市住宅総合再開発モデル事業」、私にはこの名づけ方は、大

変意味のある表現だと思われる。 i都市住宅」とは都市と住宅すな

わち都市政策と住宅政策が、これまでやや法的にも政策的には一体

化していなか った状況を相E に補完しあう意味であろう。行政組織

としてみれば、建設省都市局と住宅局との末端までの縦割り行政の

相互関連を、打ちだそうといている意図があると受けとりたい。「総

合 j とは、都市の環境整備を推進するには、公共・公益あるいは住

宅その他施設を総合的に整備する必要があることを示しているので

あろう。また「再開発J は従来の都市再開発法による市街地再開発

事業にとどまらず、広範な意味をもち、かつ柔軟な制度でもって再

開発への指向を示していると考えている。こうした意図をもったモ

デルの事業という意味であ ろう。蛇足になるが「モテツレJ には将来

に宣り、若干予算枠限定的な意味あいがあるが、先の発展を考えれ

ば「パイ ロッ トJ の方が一層望ましい 言葉であったような気がする。

ともあれ、今後の展開をその名称通りに位置づける事業と して、さ

らに改善させていくべきだと思う。

この新事業の展開の中で、公団は、 「住宅単独開発J から「地区

整備」への指向する事業体として、さらに明確に性格つ叶、位置づ

けされることを望んでいる 。そのためにも 、私たちは、地方公共団

体との密接な協議、共同作業の継続を強〈願っており、関係諸機関

のご助力を得たい。併せて、やや表面的な論旨であったが、この公

団の展開について関係諸兄からの多くの助言を戴きたい。

( ふじわら あきら 日本住宅公団関西支社市街地開発謀)
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86 建築と社会/ 1979年 l 月号

1  . はじめに一 都 市 再 開 発 事 業 の 趨 努

第二次大戦後、戦災を受けたわが国各都市では、大々的に土地区

画整理事業によ って都市基盤の整備を行 った。

現在の全国諸都市の基幹道路、駅前広場、都市公園等の多くはそ

の結果出来上がり、これらの都市の様相は戦前の状態から一変した 。

同じ-戦災をこ うむったヨーロ ッパ各国の都市の大部分が、旧 fi ! : を存

続させながら、今日維持されつつあるのに比して、わが国都市施策

は、この点大きな特異点を持っている 。

これらの土地区画整理事業の結果による都市形態は、将来の者11市

交通、防災面等を配慮、の上、幅員の大きい道路区画によるスーパー

ブロック形式として計画、実施されたものが多く、また主として換

地を容易にすることの必要性から、従前の都市構造を尊重し、結果

として碁盤白状の道路網とした形式が多くとられている 。

戦後の極端な貧困の中で、減歩、換地の手法を導入し、全国各都

市の基盤整備が行われたのは、全世界的にみてもわが国独自の手法

であり、都市に対して実施された施策として、都市計画面では唯一

のものとしても過言ではなく、その時期の国勢からの判断で、その

業績は評価できる事項といえよっ 。

こうして形づくられた都市基盤が、その後順調な成熟をみたか、

また今日の交通状況等の社会事情の変動に対応しているか、この点

になってくるとあまりにも現在都市をめぐる都市計画上の問題は多

し、。

法制l面では、順次用途地域の指定、建築基準法の整備、都市計画

線引きの実施、ディテールとしての防火帯の指定、事業法として、

市街地改造法、防災建築街区造成法、つづく都市再開発法の設定等

が行われ、住宅建設に関する諸法律の整備もこの間l順次実施されて

いる 。 しかしいずれの法制も、折角土地区画整理法によ って竪備さ

れた都市基盤を活用し、充実した都市建設を行うものとして一連に

実施されたか の点になると、あまりにもその時その時の社会体制に

のみ即応した即物的手法が多く、行きあたりばったり的法体系整備

としかいいようのない実情で経過してきている 。

このことは、たとえば同じような戦後の国情であ った西ドイツが、

1960年連邦建設法 ( Bundesbaugestz ) のもとに、市町村による都市

建設管理計画の作成を義務づけ、その中で土地利用計画と地区詳細

計画を作成するとい う、一連の都市建設に対する法整備を行い、種

々の困難に直面しつつも、今日これら詳細計画にもとづく事業実施

を行ってきている動きと比較するとき、明瞭な対比とな って浮かび

上がってくる 。

現実に現在の都市の様相をみるとき、クロスポイ ン トの多い碁盤

白状道路形態はあらゆる点で人と車の交叉を発生させ、大幅員道路

に面してこの機能と無関係に零細な木造建築物が建て込み、また周

辺土地利用と関係なく通過交通が割り込む。 自動車に占拠された駅

前広場は各都市共通の現象であり、またスーパーブロ ックによる区

画劉りはその活用のためには大きな資本による商業ビルの建設を促

し、結果として一般市民住宅は都市中枢部から姿を消すことになる。

そのため近郊からの通勤者は激増し、これが対策のための費用と、

都市人口減少による市財政の逼迫との悪循環、大幅員道路によるプ

ロック分断を避けるための地下街建設は、利用者に対する新しい危

険の増大と、地上商庖街の衰微という結果をもたらした 。 これらの

現象は、今日もなおつづいている上に、中規模以下の都市にも新し

い問題として同じ経過をたどる状況が出てきている 。

これらの中で都市基盤整備に対応して都市計画的に行われた建築

的な事業法としては、都市内の不良住宅を対象とした、住宅地区改



良法と、昭和44年に施行された都市再開発法が掲げられるが、いず

れも 全国的にみれば、限られた都市の局部的整備にとどま っており、

しかもその笑施は現場作業が困難をきわめ、計画は近年その数を増

しているが、実施は遅々として進まない現状にあり、現在の都市に

対する都市計画施策として、その必要性が求められながら、著しく

立ち遅れている実情にある 。

2  . 再開発事業 の 特 徴 と 課 題

わが国における再開発事業の実情はアメリカ、ヨーロ ッパ諸国の

事業と比較した場合、その内容 ・実施方法についてかなり異な って

おり、また法制度も独特のものとな っている 。

実情において異なる点は、第二次大戦後のわが国における国民各

個人の財産に関する権利についての考え方は、国の取り扱い方が新

憲法発布によることもあ って、きわめて私的所有意識の強いものと

な っており、このことが再開発部門においても事業化の進行を困難

にしている大きな要因とな っているといえる 。

ヨーロ ッパ諸国、とくに英国、西ドイツ等再開発事業のさかんに

実施されている諸国と比較すると、これら の国ても個人権利は古来

尊重されているが、土地は本来国家のものであり個人の権利に優先

する意識が国民の中に強〈、またアメリカについてみれば、各1+1考

え方が異なり、一概に論じることはむつかしいが、国民性として各

人の所有土地の位置の移り変わりについて適切な補償さえあれば、

との考え方が一般的には強いようであり、これらの点でわが国民の

考え方とかなりの相違がある 。

また事業面では、オラ ンダ、英国、西ドイツ等の各都市が第二次

大戦後公有地を拡大することに重点におき 、アムステルダム市、ロ

ッテルダム市、ハノーパー市、 ミュンへン市の現状をみるとすでに

都市 の30%以上が市有地となり、事業展開が容易とな っている 。都

市内 の諸事業に対する準備が早 くから行われていた経過が、ここで

はみ られる 。

わが国の場合、この個人の所有権等に対する思想は古来からの国

民の特性であり、特異な国民性によるものとされているが、過去の

経過にさかのぼると、必ずしもそうではない菌がみられる 。遠〈封

建時代わが国では各大名は土地を領有せず、産物占有と統治を行う

長い伝統を持ちつづけた 。 このことは土地所有に対する感覚として

ヨーロ ッパ諸国の領主食族が、いわゆる大地主として経過した点と

大いに異な っている 。 またアメリカにおいて移住者が先を争 って土

地登記 を行い、土地を大規模に取得したものが、最後の勝利者とな

った点とも異な っている 。 もちろんわが国においても定着した一戸

を構えないものは、いわゆる無宿者として市民権を認められず、一

方で豪袋、山林王は存在したが、いずれも国勢をゆるがす大きなカ

とまではな っていない。

これらの遠い時代の事実の歴史的考証は他に 譲 るとして、明治以

降の西洋文明を追いつけ、追いこせの中では、これらの意識はど う

であ ったのだろうか。国のために、公共のために、土地を大資本、

大地主が中心にな って、無償で与公共機関に提供した記録は、あらゆ

る伝統的都市の市史の中に見られる 。 また戦前は東京、大阪等大都

市をはじめ中小都市においても公共事業実施に際し、その事業の必

要性をめぐる論議は議会で行われても、笑施が決定した後の公共機

関に対する土地提供等についての事業反対者は多 くの市民から当時

の呼び名、非国民の限で見られた事実がある 。

しかし 天皇制と結びつけて国家権力を軍が利用し、不幸な大戦に

全国民を巻き込んだ結果は、戦後の荒廃の中て¥これらの国家意識

は善悪すべてについて消滅し、 「頼れるものは自分だけ、自分の財

産だけが最後のよりど三ろ j の考え方が、折からの新憲法による国

民の人権、諸権利の保障の中で強〈各人のものとなり、その中で教

育を受けた世代が全国民の過半数を占めるに至った今日では、土地

を中心とする各個人財産が、公共のためには個人の権利よりも優先

すべきだと叫ばれても、とても受け入れ られない結果とな っている 。

これらに加えて昭和40年代の高度成長期において、国勢の、地域

の、発展のためとして実施された各種フ。ロジ ェクトが、景観を破壊

し、公害 を発生させ、各国民の財産はもちろん、健康状態にまで悪

影響を及ぽすにおよんで、各市民はいよいよ自分の身は自分で守る

意識を強くしたのは当然の帰着であり、皮肉なことに、高度成長期

における大規模投資は、それが企業利益に直接結びつくものが多か

っただけに、当然見返りとしての土地買収価格の高騰を生んだ。 こ

の高額化した土地は金融資本に活用され、相対的に全国的に土地価

絡の上昇をひきおこし、国民にと ってイ ンフレからわが身を守り、

社会保障不十分の中で生き抜〈唯一の手段として、土地等個人財産

を死守する考え方をとらしめたのである 。以上から、このような経

過の中で生まれた国民の土地等個人財産に関する考え方は日本のみ

にみられる現象で、それもごく近年での傾向といえる 。

再開発制度の本格的な発足は、このような様相の中で、この現象

を利用する方法ではじめられた 。その内容は当時においてはすぐれ

た内容であるといえる 。時流を活用し、これを長期スト ックとして

耐え得る都市施設として展開させた点はまことに独特の発想である 。

その要点は、高額化した土地価格の活用を図り、これを実際に利

用できる同価格の建築物に換えることで、各関係権利者は新ビルの

床を受け取る、いわゆる権利変換手法の導入と、同時に高度成長期

における投資熱を利用し、従前地権利者用以外に余分の新ビル床を

造り、この建築費に当該敷地土地価格の各階持ち分負担を加えたも

のを基準に希望者に分譲することによ って事業費総額を捻出し、巨

額の費用調達を事業の中で支え完結させる方法を創造した 点 とにあ

る。

この手法は、現場の作業では土地等の財産を従来と異なる形態で

関係権利者が受け取ること、商業系以外の建物には利用しにくいこ

と、共同形態となる新建物に対する一般市民権利者の拒絶現象等か

ら数多くの困難に直面し、実現は少数にとどまり、また問題を抱え

たままとな っている 。 しかし高度成長期のフローのエネルギーを各

都市の長期のスト ックとして確保し、事業化を実現した都市におい

てそれなりに貢献した点は、ただでさえ都市施設スト ックが少なく、

今日、国力の成長度合いを諸外国から批判される割には国民全体が

生活の豊かさを感じていないわが国の中で数少ない成果であり、そ

の限りではすぐれた手法であ ったといえよう 。

しかし情勢は一変した。高度成長期における気速いじみた景気の

上昇は今後望むべくもなく、オイルショ ックに始まる景気の鋲勢化、

後退はこのような手法による事業の展開をもはや不可能にしつつあ

る。

事実、余分にこしらえ、分譲すべき新建物の床価格はこれを購入

する企業の経済バランス、具体的には百貨底、スーパー等の小売業

収支に見合った投資可能額に合わなくなり、余分の新ビル床( 保留

床) は売れなくなりつつある 。施行者が巨額の赤字を背負いこむ、

大規模商業開発が地域商業者によ って阻止される (大底法の実施)

等の事態も発生し、事業化を一層困難にしている 。

これらの問題点を総合すれば、過去のわが国の再開発事業におい

ては、目的と手段を混同して実施されてきたとみることができょう 。

公共用地を生み出したり、環境を整備するための目的を持つ再開

発事業が、手段として採用した保留床の建設分譲が、地域近代化を
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目指す商庖街の整備、大型屈の新地域進出、斜陽化商庖群の活力回

復の目的物取得として利用され、ここに意志、を結集することによっ

て事業化が図られてきた。高J 容積寧 ( 800- 400%が多い) による

土地価格の吸収、都市施設スト ック増大による他地域対抗力の増大

が行われたため、それなりの目的は果たし得たが、この手段が再開

発本来の目的を消滅させてしまい、不充分な結果となった。とくに

都市内を住み良〈、豊かな環境として整備する目的は本格的には陽

の目を見ることなく今日に至っている 。

このような現状の中で、今日こtれからの再開発事業に謀せられた

謀題は、再開発事業としての原点を見つめることである。それは都

市環境の整備であり、市民が楽しく住み暮らし得る都市空間をつく

り出すことである。具体的には、都市生活のための住宅、必要福祉

関係を主とした施設の建設をすることであり、都市内に緑地等の空

間を確保することである。

そのためには折角の戦後の困難な中で行われた都市基盤整備の欠

陥是正、活用の上に立って都市づくりの体制、法体系の整備が行わ

れること、それに基づく事業展開が、ここで改めて望まれるのであ

る。

3  . 事業実施上の問題点

現在の都市再開発事業における問題点を明確にすることにより、

つぎの展開への目標、方策が明らかになるという視点に立 って、現

況具体的事業化の中での問題の諸点を掲げてみたい。

1  ) 再開発事業には巨額の費用を必要とする 。 しかも、このこと

により、強イ筒形成される地域は比較的小範囲て' ある 。区画整理事業

が全国的に浸透した大きな理由の一つは比較的少ない費用で、広域

の都市基盤盤備が可能でーあった( これに対する論評はここでは避け

る) ことと 比較するとき、再開発卒業では l ヘクタール程度の都市

内計画地でさえ、平均 100億円、あるいはそれ以上の事業費を必要

とする 。保留床の売却による回収可能額はこの 2 - 3 年の事業実績

からは、この規模の場合、大都市およびその近郊都市では平均して

6 0 %程度であり、それも前記理由から今日順次むずかしくなりつつ

ある。売却不可能の理由で保留床を全廃すれば、単純計算では40億

の費用はまるまる l ヘクタールの都市盤備のみに必要となり、都市

施設艶備事業の中できわめて非効率な事業となる 。

2  ) 関係機利者聞の諸権利等の翻整作業は単純買収でないだけに、

理解を得るだけでも容易でない。 また共同ピルに権利を統合する方

式は、商業系等それなりに利益面がある用途等事業適用が適してい

る場合と、住宅等そのままでは利益の少ない、ないしはマイナスに

なる用途等事業適用が不適当な場合とがあり、これを混合一体とし

て事業化する点、実施面では無理がある 。

この点は、都市における土地利用は転移するのが本来の姿であり 、

権利変換による従前権利者の新ビルへの全員入居を建て前とする扱

い方は費用増大を避けるための手法であり、正しい方式ではない

との考え方も成立する 。事実わが国の実情ではとても考えられない

が、再開発事業によ ってクリアランスした後、この敷地全域を官庁

関係建物であるガーパメントセ ンターとしたポスト ン市や、学校と

したシカゴ市等のやり方が都市計画上では正解であるとの見方もあ

る。

現地作業では新しい建物での利用面での問題が山積し、この解決

に長期間が必要となる 。簡単に地元の従前諸権利の移し変えについ

ての要望を受け入れて、各人の従前財産のみに重点をおいた権利変

換に基づ く再配置を行った場合、法的措i l l ' としては完全でも、出来

上がったビルでの新経営は失敗に帰する 。具体的には従前財産に照
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応しただけの共同ビル内での庖舗配置を行った場合、そのビルでの

新営業はまずダメであるし、また新共同ビルて、の全体組織運用が確

立し、新しい財産にも必要な全体運営のコントロールが及んでいな

い再開発ビルは竣功後荒廃の一途をたどる 。

同時に法で定める所有権等以外の諸権利、借家その他の従前権利

についても具体的措置を談じない限り、事業の進展はあり得ない 。

き.びしい話でhはあるが、極論すれば現在都市再開発法で定められ

ただけの方法で事業を実施すればその事業は行きづまり、竣功させ

たとしても関係者全員遂にその建物を売却処分する以外解決の途が

ないことに追いやられる可能性がある 。それだからこそ各現場では、

各行政担当者、組合役員は法の定める以上の作業として、新しい建

物の使い方、利用方法と、従前財産の価値置き換えとの一致点を見

出すべ 〈、精力と時間とをかけているのである 。法の規定と運用面

との差異点があまりにも大きい法制度といえよう 。

2  ) 資金面が石確保され、地域関係者が納得ないしは賛成する方法

を選べばこの事業は順調に迩ばれるかといえば、これがまた困難な

点が多い。

都市再開発法には制度として施行者に公共団体、再開発組合とが

なり得ることにな っている 。 それぞれに困難な局面が卒業面で生じ

るが、ここで組合施行についてみれば、この制度は区画監理卒業の

民間他行の延長として考えられた独持の手法であり、運用次第では

それなりにユニークな事業となり得るが、現実函ではあまりにもむ

ずかしい事態が続出する 。都市計図面での民聞からの発言は、現実

形式的要素が濃い法の定める審議会でのわずかな反映を除き皆無で

ある中で、民間側だけの事業展開は至難のわざである 。

なかでも困難な事態は事業発想初期に多発する 。 その中で折角の

企図は消え去るか、棚ざらしとなる 。街の有力者、利害関係の一致

しやすい商庖街庖主達、あるいはまた各市の幹部等の呼びかけによ

って自分たちの手による街づくりが企図される 。その計画地域が広

ければ広いほど、都市計画的には好ましいが、関係者の数は当然多

くなる 。その各人の財産等の権利の内容、家族構成、社会属性 ( 地

位、職業上位別、年齢は当然呉なる 。これらについてくわしく説明、

了承、その中での企画、計画、資料づくり等には当然各専門家が必

要となる 。さしあた っての話し合いのための組織、会合場所、等も

必要である 。全員の了承を取り付け、組合設立申請までの期間を、

事業が無事完了した地域についてみると大体 3 - 4 年が平均的にか

かっている u このことがまず大仕事であり、しかもこの聞のこれら

諸作業に対する保障、金銭の裏付けは現行法では全〈何も用意され

てないのである 。

この閥、街の篤志家の自身の業務を放郷しての連日の奔走、専門

家集団の犠牲的奉仕による諸作業によ って計画が支えられ、出来上

が ったのが今日事業竣功ないし工事中の組合施行による再開発事業

なのである 。

単備段階では公共団体から の補助金支出は不能であり、この時期

に補助金支出を試みたある市では卒業批判者封じとして市議会で費

用支出が止められてしま った例もある 。その中て¥意欲的な大阪市、

神戸市等数都市でt 再開発のため準備組合の組織が出来上が った以

後では、一組織に対して数十万円の範囲内て"の補助金交付を行って

いるが、同じ再開発事業の公共団体施行の場合、こ の時期行政資と

してどの程度の費用が現実にかか っているかを比較すれば、準備組

合への補助金の低きが知れる 。単価11組織の事務員 l 人の賀用にもな

らない補助金で、は、実際にはどうにもならないという笑態がある 。

組合事業推進リーダー格個人の当初卒業費負担は、しばしば数百

万円から数千万円に達し、個人の奉仕、危険負担、犠牲の上に事業



が展開しているのである 。本格的な事業を目指すな らば、 専門家に

よる計画、試算等の作業も、建設工事や設計業務のサービスとして

の営業行為の中で行われたものでは良い結果を生まないし、このこ

とに 必要な優れた専 門家も、こうした 中では育たない。

これらの諸点は、今後再開発事業を本格的に展開しようとするな

らば、対策を講じ解決しなければならない現在の問題点である 。

4  . むすびにかえて一再 開 発 の 展 望

再開発事業が既存の各都市の中で、今後必要かくべからざる内容

であることは認められるとしても、その事業実施面では困難な場面

があまりにも多い。そのためには、

1  ) 現行公共投資による長気浮上策が国の大方針にな っているに

もかかわらず、これを受ける総合的な都市施策のない点わびしい限

りである 。業界、学会あげての都市対策の根本的方策樹立と、都市

対策に対する総合法体系の整備が望まれる 。 これがためには業界に

よる関係専門団体の発足と、建設省、国土庁に学会関係者を加えた

プロ ジェクトチームによる法体系整備のための調査研究機関の設置

がまず始められねばならない。

2  ) これらと合わせて国民の土地に対する考え方の新しい展開を

図る必要がある 。これは容易なことではなく、社会不安の排除、福

祉の充実、都市問題に対する教育内容の充実等桜本問題から始めら

れねばならないが、同時に国の各施策の一つ一つが国民の生活を安

定させるために長期に亘 って線強〈実施され、信頼感を得なければ

ならない 。国家権力による統制は論外で、あるが、各行政機関も、全

員同意ならば、賛成ならばの弱腰姿勢でなく、その都市にと ってど

うしても必要なことに ついては論議を尽くした上で充分市民に納得

してもらい、事業実施にも っていくとい う強い積極的姿勢と信念を

求め られる 。

同時に、都市施設に対する行政側、民間側の柔軟な姿勢も必要で

ある 。建築物にしても伝統を誇るドイツのミュンへン市役所が、立

地に合わせ l 階をショ ッピンクセンターにしていること、ヨーロ ッ

パの都市の中で総合大学が街中のピル上層部に数多くあること等を

みるとき、国民全体の施設に対する考え方も変わ って欲しいと思う 。

3  ) 一つの法に基づく事業実施が、特定個人の善意に支えられて

いる| 浪り進展はない 。法整備は、地域の実情に合わせ柔軟に運用で

きるようディテールに至るまで細か〈充実しなければならない。

類似のものに、通産行政として中小企業面て・は指導員制度、協同組

合、振興組合の連合会等組織~結成促進に対する補助金制度等、組

織づ くり指導機関に対する補助育成や、不安定な時期に将来を見通

して融資するベンチャー企業融資機関の設置等がすでにある 。都市

問題の解決にも建設省が中心となって、同様制度、補助の充実が必

要である 。 また、すて"に一部開始されたが、 豊富に優秀な人材を擁

する日本住宅公団が、企画、計画面で、人材、資金の商で活躍する

ことは大いに進められねばならない。 また、建設会社、生命保険、

損害保険会社等ヨーロ ッパ、アメリカ等と同様、この面にも っと本

格的に力を割くべきだし、各都市幹部も再開発事業を実施する場合、

それぞれの都市が持つ長期計画の中で、各種の施設づく りをすべて

この中で笑現させるぐらいの心構えは必要である 。

以上やる べ きことは余 りにも多い。本格的な再開発事業の今後に

期待して、問題点の指摘と、これからの進むべ き方途の一部につい

て述べ、終わることとする 。

( ふじた くにあき 肌都市問題経営 研究所所長)
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再 開 発 事 例 総 覧

ー 近 畿 地 方 28事 例 ー

①大 阪 駅 前

⑤ 高石駅東D地区

③ 箕 面 駅 前

⑬ 守口河原地区

⑫三 宮 地 区

⑧ 夙川駅前第 1

⑮板 宿 A 地 区

② 谷 町 地 区

⑥ 大 東 住 道 駅 前

⑩堺 東 駅 前

⑬ 柏 原 国 分 駅 前

⑬ 六 甲 第 1地 区

③塚 口 南 地 区

⑮三 宮 雲 弁 通

③員 塚 駅 南

① 国鉄高槻駅前

⑪上 大 地 区

⑬ 寝屋川市駅前

⑬ 宝縁南口駅前

⑮三 宮 東

⑫ 京 都 駅 南 口

④ 牧 方 市 駅 前

⑥ 国鉄吹田駅前

⑫阿 倍 野

⑬ 大 橋 地 区

⑫潮 江 第 1

⑫立 花 南 第 1

⑫生駒駅前南口

都市中心部、衛星都市中心部において、再開発事業が、関係者の努力により着々笑

現している 。 しかし、これら再開発は、昭和36年制定の市街地改造法、昭和44年 制

定された都市再開発法に基づき実施されている 。

そこで「建築と社会J 誌は、いわゆる駅前シリーズと称される再開発が終えんを迎

えつつあり、新しい時代の要求によって、再開発の新しい動向と問題点を探る特集

の一環として、現在進行中の再開発卒業を近畿地方に限定し、その事例を通じて浮

きぼりにするべく、再開発事例として編集した。

この-1. ).. 伊1) は、編集委員のほかに特別編集委只を加え、近畿地方における再開発事業

のうち、昭和53年 11月現在、再開発事業としての都市計画決定を済ませているもの

28例を対象にアンケートを作成し、地方公共団体の再開発事業担当部課へ送付し、

ご回答いただいたものを編集委員の手でとりまとめた 。

このとりまとめの過程において、それぞれ多くの関係者が、非常に長い時間をかけ

血のにじむ努力をつづけられた成果が、現在、姿をあらわしつつあるということを

痛感した 。読者の各位におかれでも、今後ますます重要な位置づけを持ってくると

思われる再開発卒業を考える際のたすけとなればと思い、お答えいただいたアンケ

ート項目の盤理にあた った。

また、ご回答いただいた関係官庁の各位には、ご多忙にもかかわらず、武重なご意

見、ご資料をいただいたことに深〈感謝いたします。なお、ご回答いただいた内容

のうち一部項目については、スペースの都合もあり、編集委員の責任において、割

愛しながら編集させていただいたことのご了解をお願いします。

まとめ担当 池 端 盆 (環境監備センター)

稲垣雅彦( フジタ工業設計部)

吉田和正( 都市問題絵営研究所)

事業所名称

施行者

範行地区所在地

完成( 予定) 図

地織地区/ 指定容積

建築彊浦/ 建ベい率

延床面積/ 容積率

機， 11数( 地上/ 地下)

ス作ューJレI JI.4.: ihloi l¥成

臨出 Ｎｨ 街地ｾ

事機手法の特色

土地利用

道 VlI B 駅 前 広 場 -

本 尚言言公{ 銚知也o

拙獄到' . 11也亡コそ の 他皿旧

建物用途(従 後)

住宅 Ｎ Ｂ ｩ 務所ｾ
r.>i 舗Eコ主連訪鉱E匡ヨ

恥 * 場o

ｊｾ 伺その他阻 皿

雨夜雇菊蚕蚕一

イI 脅

出

醐 炎 RJ 十計画' I t =

オ地続備工夕刊仁三コ

fsJ そd E雪

巨ヨ

資金関逮 捕 助 金 =

儲Z主将 雨

1311盟会ii 賢官2量

権利変換額( 百万円)

地区と事集について

大 阪 駅 前 市 街 地 改 造 事 業

大阪市
1  

大阪府 大阪市北区梅悶 l 丁目 3 番 l 他

商業、高度、防火、美観/ 1000%

32，656m' /  88 .5 % 

425，236m' / 1I 53. 0% 

1棟 12/ 6 4 棟 2 5 / 4

，1昭和33年 昭和33年

l 合計 59，847m'

従前 Eコ

従 ｦ 量 感ｾ

合計 83，693財

団 皿皿皿皿 合 計 制 ， 236耐

合計 1，270名

( 入居予定 444)• 
1l J  ，927 9，61738，074 6" l J 3  

除 : :ぷ三日醤i 合計1初，437百万円

通

153，590 6，621 

留一 自合計170，437百万円

15 ，151 

側区の形船 一面閏んぼであった引H崎村梅図に明

治 7 年初代大阪駅が誕生。さらに阪神、阪急の私鉄

iUl i ! I i によりターミナルとして発展した. 戦前区画監

理事業として大阪駅前地区 10.7haのうち北半分 ι 7

ha の街区が整理されて、残りの 6.0 ha は第 2 次監

理区域として、区画監理が計画されたが、未定f手の

まま戦火により焼野原になった.

〈地区の特徴〉南半分 6 ha は戦火によリ焼土と化し

「ヤミ市」が繁盛し、土地の細分化、彼利関係が蕗

峻した. 木造f!l J 自の建物が約 1，000戸もある衝集し

た地区となり、級維、飲食、風俗営業関係のま者底舗

が軒を連ねていた。

〈事禦化の動後〉 都市被能が低下し、防災、衛生、

保安、および都市美観上問題が多〈、大阪市の玄関

としてふさわしい街に、道路盤側、土地利用、不燃

化を計ろうという計画である 。

〈問題と対策〉 資金は市補助金および保留床処分金

によ った.

〈保留床処分〉 保留床処分は公募により、第 l ピル

の処分は完了し、第 2 ビルは残床は、わずかとなっ

ている 。

〈事難の僻価〉 地価が非常に高〈、縦利附係の相殺

した地区において広幅貝の道路を整備し、これらに

閉まれた街区に高層ビルの建設をしたニとによる土

地の効率的手IJ 周が、隣接地において民聞の再開発を

促進した効来は大きい。

〈管理運営〉昭和41年 4 月 l 日に設立された大阪市

街地開発仰が、区分所有者による選任を受け、現在

大阪駅前第 l ピル、第 2 ヒソレグ〉共用部分の管理を行っ

ている .



事業所名称

施行者

施行地区所在地

完成( 予定) 図

地域地区/ 指定容積

建築護瀬/ 建ベい率

延床面積/ 容積率

棟・階数( 池上/ 地下)

スれ3ュール |基本計画作血

都市計画i法定

型霊童話主事襲警

ibゑd E雲

主金塑塗 補助金 =盟

関純禁事 長遍

(21i 盟諸費税量

権和服漫噸( 百万円)

地区と事嫌についτ

谷 町 地 区 市 街 地 改 造 事 業

商業、住居、防火、準防火/ 計画時指定なし現在 600%

5，654m' /  8 7 % 

38，679 m'  / 598 %  

12機

昭和35年

J. 合計15，30001'

璽ｾ 合計 Ｑ ＹＰ 名
( 入居予定66)

長 ミ 員九 計 5.659百万円

3，845 

『

2，661 1 ∞o  

ｾ繍 l  合計 5. 659百万円

497 

側区の形成〉上町台地のー函を占め、大阪冬の闘i( 艇

長19年) には、すでに谷町筋は形成されていたよう

である。

〈地区の特徴〉 谷町筋に面しては、非戦災地区であ

り、機械工具底、紙工業所が、裏毛地には専用住宅

および家内工業兼住宅が宮、J I ! していた .

〈事喋化の動捜〉長柄谷町線のうち、当該計画地区

内740m以外は他的事業により整備され、当地区が

交通のネックとなっていた. また都市防災面からも

I問題があった。

〈事機化の契後〉 昭和35年建設省委託による 「密集

地区街路盤仰澗王監J の笑施が事業化の契機とな った。

〈問題と対策〉 すでに保留床の処分は完了したが、

当該事業の資金1; 1 : 補助金および保留床処分によった.

〈保留床処分〉 保留床の処分は公募によ った.

〈事換の肝価〉 幹線街路長柄堺線の完成は、大阪市

交通体系に大きく寄与した。住宅は総戸数 196戸の

供給がなされたが、 117戸が権利床住宅であ った。

〈管理遭営〉昭和44年 4 月 l 日に設立された大阪市

街地開発株式会社へ、区分所有者集会により共有部

分の管理を委託している.

員 塚 駅 南 地 区 市 街 地 再 開 発 事 業

商業、防火/ 3∞%

3，969m' /  6 8 % 

16，694 m'  / 284%  

者11市再開発法、組合施行、特則型( 法第110条鴻剰j変換方式

従前置

従l { B

従前 仁 二 二 コ

従後図 一 一 一

協 - 級 協 綴 鰍

1，061  

圏

16催
925 

354 

皿

皿皿

国

合計1 O，500m

合 計 9，500m'

合計16，694m'

( 第一工区のみ)

合計 5 名

合計 1，131百万円

合計 1，131百万円

〈地区の形成・特徴〉 南海貝塚駅周辺地域は貝塚市

の表玄関であり、商業中心地としても栄えたが、旧

遊mの廃止とともに沈滞化し、旧態依然とした木造

家屋の密集する商住工混在地域として、交通上、防

災上も多くの課題をかかえるに至った。隣接する洋

和田市、京佐野市での商業近代化の動向の谷間で取

り残された状況にあり、貝塚市は阜くから再開発の

必要性を考えていた .

〈事蝶化の契様・動横> 46年 3 月、地元の再開発へ

の盛り上がりを契機に再開発基本計画( 貝塚駅前3. 2

h.  ) を策定し、具体化に指手した。この駅前南地

区再開発は、基本計画に基づき事業化の比較的容易

な工場跡地について、第一段階を行うことにより、

周辺への再開発機運の盛り上げを図るなどの波及効

栄を期待したものである 。

〈事訓障の評価〉 事業は47年 10月第一エ区について完

成したが、この事業が、道路等公共施設の艶備、: ! l !

地、駐車場等の都市施訟の盤備等により公共的役割

を来たしたほか、大型底、専門庖、娯楽施設からな

る S . C. の出現により、他市への流出I.m力の引

きもどしについても効呆を上げ、市内での購買力を

高めている.

〈問題と対簸〉 事業向目的であった波及効柴につい

ても、駅前広場等公共施殺艶備と合わせ再開発や共

同ピノレ化への機運を盛り 上げ、 一部建設されるなど

の効栄もみられる. また基本計画作成地区内の未整

備地区においても、貝塚市のテコ入れなどにより、

再開発のため組織化の動きもあり、今後に期待がも

たれている.

〈保留床処分〉第一工区の保留床は福利者が1廿床に

より uい取り 「ダイエー」等に賃貸し、一部を自営し

ている. なお、第二工区は閉じ組合の卒業になるが、

現在のところ独政時期は未定‘

枚 方 市 駅 前 市 街 地 再 開 発 事 業

商業、防火/ 6∞%

5，382m' /80. l l % 地区全体

従前仁 二 コ

従後騒 町 一

6，272 

z  

2. 282 

-
1，371  

合計15，915m

合 計 9，92伽 Y

図皿皿皿 合計39 ，985m'

2，382 2. 293 

璽額三雪 合計11 ，455町 内

6，813 

皿 皿 合 計11 ，455日 間

<lt!II2!:のtra或・地区の特徴〉 枚方市は歴史の京都、経

済の大阪という古〈からのこ大都市の 中間に位置 し

ており、淀川の舟運と京街道の宿場町 として栄えた。

当地区は、枚方市の玄関口である京阪電鉄枚方市駅

南口地区で、市町主要官庁に速なる地域で、道路が狭

少なうえ低層木造家屋が密集、雑然とした市街地を

形成しており、駅前を拠点として 、パス タクシ一

等の交通が紹線、危険性は日ましに高まっていた。

〈事蝶化の動捜〉 枚方市の玄関として、また都市機

能の回復、生活環境の改普並びに商点街振興等の向

上を図。) 、交通、経済、文化、情報等の拠占として

盤備をはかる.

〈事蝶化の契複〉 枚方市当局が再開発事業の必要性

を悠 1: て、調査に消手した.

く開聞と対勝判酬者に対して再開発促進協議会結成

町袈簡を行ったが、対策協議会として組織された。

部会活動として権利変換部会、路線{ 面部会が設けら

れた.

〈保留床処分〉 昭和48年12月、 2 号館を百貨庖とし

て一括分殺を行い、 uらかた丸物( 現近鉄) に決定.

1 、 3 号館の分械は昭和49年 4 月に行ったミ

〈管理遭営〉 枚方市街地開発徐式会社で管理を行う。

未処分床によるピル機能、共益費収入のみの会社経

営の IYl 閣の
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合 計42.496百万円

990 12.210 8，5403，012  17，744 

支出 B N 繍 日 一 三 三 士 一

収入6磁
.696 

皿 合 計 11，532百万円

2，834 760 

収入 ! r A : : 胃

土地利周

辺 路. 駅前仏地盤E週

水 路 匡量 制峨酎也a

4W) ，紛世仁コそ の 他凹皿

建 物用途 ( 従 後)

ＱＱ ， 主 Ｎ Ｇ ド 扮刈 ｾ

'，';  舗仁コ公品調』世崖雪

則 'I i_ J品cヨ

ｊｾＩｈ＠ その他阻E

4  

従前仁二コ

従 後ｾ 璽

208 6，158 3，4231 ，15 0 5 9 3  

支出 防 総蕊蕊蕊S選;:;:j 妻子 合計 11 ，532百万円

3，087 

医

2，84 1  844 

-
1，150 

〈事雛化の動機〉 ① 耐lお街の機能において、その経

営に前近代的、停滞的傾向がみられるため、都市地

域の再開発と周辺地域の開発を総合的. 調和的に促

進す べ きである Ｎ ②経済Ｑｬｬｩｾ駐の高度化発展に対して

の柿，ji 機能の低下、行きづまりを打開する必要があ

る. ③都市の構成を支える人 IUI l 剥係の円滑な按触を

保ち件る社会施設の配置と艶備を、促進する時 期 で

あ った.

これらの地区内の要因に対して、市の方針として、

北大阪を中心とする中紘都市として大阪の副都心と

してふさわしい都市づ くりの一環として、本事業を

推進してきた .

〈保留床処分〉 大型腐として 2 応を予定している .

昭和54年 7 月オープンに向けて、耳l . : : t t 3号館 の 事 務

所、物版施設を分譲受・付t : 1:1 である .
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〈地区の形努・特徴〉 住i草地区は古くから栄え、河

川沿いに商業地を形成してきたが、近年は1 ; 桁家屋

の' l f . ' M! した小先庖舗、住宅、業務等用途の泌在地域

となり、充分な公共地設のないままに交通が? 比百しす

るなど、大京市の盤裂な位置にありながら表玄関と

しての機能 ・役釧を柴たせない状態であ った. 商業

地としても、中途半端な而をも っ宅いた 。

〈事難化の契機〉 泌属川 、思智川の河川改修計画に

1半う縫防向指上げ、および府道駅前線円高架化が府

より発表され、また国鉄片町線の高架化が予想され

るという事態に至 った. 国鉄と河川との/ 1 11がこれら

Ａ ｉ ｾ 業によリ取リ歪されてはという配慮から、市は駅

前広場監備を主とし、土地の効率的手11閥、道路交通

のf完備、都市防災への配慮、商庖街のif?編成をテー

? として、 49年再開発』岸本計画を策定した . しかし

地元の関心は うすく、むしろ反対の戸が強か ったが

47年の大災害以降. 関心l立高まり、住民の同: l l ' :のも

とに Ｇ ｉ ｾ 業は出発した Ｎ

〈事喋の特徴〉 ピルは商業ビ J レと業務 住宅ピルの

2 械とし、商業ピ J レは抜J苫舗を誘致する計画であ っ

たが、河川改修4' 業と 2並行して進めるため未定のま

ま必工した。4信手11変換ai聞は轡定的に共布持分方式

をｾ Ｇ ＩＮ紘テナ ン ト決定後に権利変換手続を行うこ

ととしていたが、核テナ ン トの決定に時日を裂し、

竣 工 l 年前にイズミヤに決定した。一事業の契機と

なった河川改修事業、迎統立体化事業が再開発事業

完成後に完了するので、当面は予定の機能を発郷し

えない状態にある .

〈資理遭営〉 ピJ レの運営は大東市再開発ピル ( 出資

.{'j' : 大東市、キーテナ ン ト : 地元企業・銀行など13

4土) で行うことにしている 。

〈地区の形成〉 明日 20年代初期lに紡紙工場が駅前に立

地. この工場の発述とともに住宅が立地し、住宅地

として発展を絞け、周辺に商業施設が立地、駅前 匂

しいにぎわいを生じた.

〈地区の特徴〉 工場および従業以社宅を含む住宅が

建物の1 ; 約化を招き、繊維産業の地盤沈下により、

転業等を巧 l直中といった状態であった 。

〈事禦化の動機〉 工場移転、跡地 利ｬｉｬ ｾ ｩ 画が駅 ｪｪ ， ｪ 鐙

備計画 4 プロ y クのうちーっとして位世づけられた .

〈事蝶捻進力〉主他府l者 が主導し、血相倫組合の結成、

借入による資金調達. 出庖希望調傘、等と土地取得

艇の公共団体がうまく調獲された .

〈問題と対策〉主権利者によリ組織化、資金、テナ

ント、保惚床処分がなされた .

〈保留床処分〉 王{It. 利者のi l "1床とし、 村日平IJ床ともに

テナント貸を計画した。

〈事蝶の評価〉道路拡幅、児m遊幽の設置、地区の

高度利用および公的住宅建設 ( 府営 105戸、公的分

説30戸 ) された. その他、高石市の保健センタ ーお

よび府保健所分室が建設され、住民の利便性がおお

いにl l ' I . i f f i した .

〈管理遭営〉 銭官t俄利者および容JJU組合只聞の協定

により、組織栴成され、運営上の諜砲としては公的

セクターと民間lセクターの調態に問題を残している .

地区と事雛について



1  堺 東 駅 前 地 区 第 1 種 市 街 地

。 |再 開 発 事 業

l 堺東駅前市街地再開発組合

堺市三 国ヶ丘御幸通152番地

箕 面 駅 前 地 区 第 1 種 市 街 地

再 開 発 事 業

箕面市

大阪府| 箕面市箕面 6丁目

9  

国 鉄 吹 関 駅 前 第 1 種 市 街 地

再 開 発 事 業

吹田市朝日町および元町の一部

吹田市

8  
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完成( 予定) 図
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大阪府
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初長縫

2527 147 

支出 国
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.415  

皿 併十 J 9. 100u' TJ 阿
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支出 直

三 塁 合n 6. ω l 百万円
合計 5. 823ri 7i 円
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地区と事換について 側区の明 ｾ ｬｉｻ体日 ＲＱ 年に駅前広場の都， ｬ￭ 計画が決定

されたが、当地区は堺の中心部で交i I f J の艇がよいこ

となどから. 戦後のヤミ市が繁栄してい った.

〈地区の特徴〉 当地区は生鮮食料品を中心とした市

場で、瓦朽化した零細の木造的舗併用{ 主主が密集し

ておリ、主主て倖え凶維な状態とな っていた .

〈事喋化の動被> ｾｦＵ 化した木 ｪ 立 Ｑ Ｎ｜ ［ 舗がｷＮＧｊｉＡし、災

証F時に危険であ った. 当時、地区全体が駅前広場と

して榔市計画決定があリ 、営業の似統に対する不安

が地元にあ った. また市町主:1測であリ 、 市の中心部

であるため、ふさわしい環岐に繁備する必裂があ っ

た.

〈事禦化の興後〉 昭和29年頃 、j 也) IAtMI) .11ーより駅前

広場の相i市計耐決定解除運動がおこ った. また市も

排のぷ玄関の鰐備の必婆性より、積極的に調型車を行

った.

〈事機織進カ〉 デベロ ッJ ぐーを導入、資金11および

抜術力を先仰してもら っている .

〈問題と対簸〉 当再開発車且令は存細総手 ｉＩｾ 可 ｩ がｾ＼、

資金剥述能力に l問題があリ、デベロ γ J ぜーの資金11

に大きく依存した .

〈保留床処分〉 デベ ロ y ' 、ーに対して保惚床の処分

を契約した また隣筏者を参加組合U に加え、組合

と同械、 t担. f 1) 変換した.

〈事割障の評価〉駅前交通広場の強制および、当該再

開発' I > J ，が契機となリ. 近隣尚早i I ! r の近代化のi l l : も・

ことを即11守している .
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〈地区の形成・ 特徴〉市域の70%が明治的税固定公

園、大阪府 の自然公聞など、忠まれた自然環吸をも

っ 住 宅観 光 都市としての箕面市 ーその玄関 μ であリ、

中心地である阪急箕面駅周辺地区は、駅前広場 ・道

路も侠硲て' 歩点分離て' きないうえ、ターミナル機能

も i 分でなく、加えて木造低層の瓦何家屋で占めら

れ防災仁も! 日1組があリ、商業も本細J苫舗が多< il'11主

将 ｩ 日ｾに卜分応えられず、他市 ・ 他地織に客足を傘

われるなど、商業振興上も諜魁をかかえているなど、

地区の役割lを' * たしていない状態にあ った.

〈事割量化の契 後・ 動後〉 市は、郎市計画街路の大阪

ｊｴ而 ｬ 線の艶 ｩ 胞を挺子に市街地改巡によるｾ備を実施

するべく、 43年? スタープラノを作成、その後. 47 

年 311 、再開発- l l ; 本計耐を作成・発ポした. 48年地

元全体制i 織箕面駅前市街地同開発対策協議会が発足

したが、以J t l Iに立る説明・| 品. . l . 説得を必要とし、

このr . 1 I 、部会等を設立 L. Ｑｉ Ｑ Ｎ 利変換等 ｾｲｲ 問闘をＮＱＺＧＨ詰

め、ょ うやく 51年事業計画決定・ 52年摘手1) 変換計画

a 2 可を得て、 52年末から工4 にかか っている .

〈事黛の目的〉①道路 広場等公共地11置の野備拡充

に よ る 安 全 快 適 手1) 便性の回復、②上地の悶 I n' )

mと防災化をめざす地設挫築物の僚側、 ③ 市民和1祉

に苦干与する公共公益地設の導入、 @ 商3長崎電興と il'i'伐

J古都銀への対応を柱としている .

〈特徴〉 再開発ピ J レの特徴としては、①11fi.f")./I'の要

望等も容t L 外向盾舗を導入し従! 日! と問じような形態

での' 託業を可能にしたこと、②キーテナントを誘致

せず市が床を只い取り市民ギャラリー 脳科予防セ

ンター ・会ぷ室等を海入 Lrl i l l':サー ビス・品i祉に寄

与することによリ地区の役割を栄たそうとしている .

〈管理通営〉 ビんの管理は箕l酎榔市開発仰がこれに

当たる .

〈地区の形成・ 特徴〉 当地区は国鉄吹岡駅前に位置

し、吹田市の交通 商業等の中心に当たるが、道路 ・

広場当事の公共胞設の箆備が不充分で、. l ! ; 何家屋が密

集し、主E物用途も商住工が泌雀するなど、郎市機能-

Irn，fi 防災 ・郡 市 環 境 商 業 環 境 上 多 く の 問 題 を 抱 え

ていた .

〈事機化の契機〉 吹田市は都市開発部が主体となり、

44年12月再開発』査本計画を作成・発或し、駅前整備

への取リ組みがJ . l . 体化してい った. この直後、地元

自治会が中心となり地元対策協議会が発足. 急速に

再開発への機運が盛リ上がってきた.

〈問題 と対策・ 特徴> ＼ｉ＾ｾ草は上記諸Ａ日 ｬ 婚を解決する

ため行うもので、公共施設の箆備 ・土地の健全・合理

的な高度利用による箱設主主築物の雛備を図るととも

に、吹田市町中心的商業地の振興を図リ. 駅前地区

としての役割を来たしてゆくよう ｾｲ 画している Ｎ 対

策協議会との協議・調艶は、一部の反対の戸もあ っ

たが比較的順例で、諸手続を経ながら、 49年 3 月梅

干 ＱＩ 蛮換計画の必百｛を ＱＡｾ たＮしかしオイルショ ｹ ク等

の状況変化により、予定の核1荷舗 ( 百貨J Or ; l が倣退

し、 Ｇ ｉｴ ｾ 監の遅延を余官官なくされた Ｎ その ｦ 去の市と対

策協議会の協議の結果. rダイエーJ をキーテナント

とすることで決定を見、52年初から楢利変換計画的変

更の調態に入リ、同 4 月変更案の縦覧を行っている .

この! 日12 年の巡延があり、住民からの遅延補償要求

が出されるなど、若干後に尾を引いているが、 52年

6 月から似ごとに同日次，{l工し、 54年完成を臼僚とし

ている .

〈管理遍営〉光成後のピル管理、巡営は、吹田市開

発ビル株式会社 ( 資本金 l 億円、吹田 rli42% 出資、

他 7 仕出資 ) が行う予定である .
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合計 14. 667m'

団 皿 皿 皿 合計60，956附

合計 156名

( 入居予定 148)

従前 [二コ

従後 ｾ霊童

合計200，0∞m'

( 地区全体計画)

匡沼田 合計765 ， 制 耐

3 .182 

52I  18，161 ↓ 2. 582 13，515  

E  関 Ｚ ＺＺｾ一一ー 合計 ＳＷ ， ＹＶＱ 百万円

6 ，277 18.674 13，010  

肱ｾＢｾ Ｂｾ Ｂ ｾ ｾ地ｾ，ｾ，Ｇ［ＺＺｊ山山山山出 合計 ＳＷ ， ＹＶ Ｑ 百万円

393 10.795 152703 

隆一一一一一一一一一 」国 合計12. 252百万阿

l 合計12. 252百万円

旭区と事療について

俗事j変換額( 百万円) I  4，120 

聞協掛岬掛抑制叫蹴倒倒仰畑一寸 合計 Ｕ Ｑ Ｒ 名Ｈ 弘 、 ｣ ｊｴ ｾＩ

J  ( 入居予定 288)

1，551 25，988 13. 39唱 I ri! . 149 

開 感蕊§ ミ翠F雪 合計45. 733百万円

( B ，.  C ，地区)

z  

23，ω 4  1，465 18，234 

W/ / / / /Il 間務後話器隠滅総総終結調 合 Jf '45，733百万円

( B. . C，地区)

5，371  

〈地区の形成・ 特徴〉 大正 3 年、近鉄上本町駅開業

後、漸次ターミナ J レ地区として形成されてい った.

昭和 19年 3 月の強制疎開による跡地に、経戦後間 di

が乱立し、上六繭 ｊｾｩ 会に発展した Ｎ 娯楽飲食庖を主

とした、広舗、銀行、# 務所、住宅が出在した低層

. t 朽木造ill 物密集地区であ った。 市施行の区画監理

事業および公聞予定地であり、 ill 築制限もあって、

土地利用状況には変化はなかった .

〈事様化の動後〉 土地利用の細分化、低層木造建物

の老朽化に伴い織能低下 、防災、環境衛生の悪化お

よび近鉄上本町駅の地下通過駅化等によリ商業停滞、

不鍛等が1M闘で上六簡l占会、上六復興促進会を中心

に商庖街近代化の声がたかまり、昭和47年 6 月単備

組合が股立された. 大阪市においても区画型車理事業

の早期収束のための市計画公閣の変更を行い、再開

発事業推進のため同時施行とした.

〈事割陣織進力> )也元組織は商府会より発展的に単備

組合、 j l H期発組合へj晶んだが、その過桜において、

昭和48年 8 月に設立された上六聞製倫こよる売り退き

希望者の術府m収があ った.

〈問題 と対策〉織利者が約 200人と、多いにもかか

わらず、良き指謀者を 1(; て、備手IJ 者各人の高い意識

と相互間の強い述術で組総づくり、権利自問型車はスム

ーズであ った. 資金、テナントについては日本住宅

公団の参加lによる利点が大であった 。

〈保留床処分〉 参加組合只として日本住宅公団が参

加し、上六開発側が分議業務代行を行う予定。

〈事業の評価〉 防災、環境良化、土地利用健全化、

初市機能更新が郷市計画上の意義といえよう . また

郎心における住宅供給 ( 287戸) および酪庖街の近

代化による商業振興も凋ι価されよう .

〈管理遭営〉 他府j者全只の出資を得て設立された上

六開発仰がピ J レ管理業務を行う予定。

〈地区の形成・特徴〉 明治40年頃より i是柄堺線沿い

の市北凶l隅部か ら自然発生的に市街化が進み、昭和

12年tti にはほぼ全械が市街化し、第二次世界大戦に

も被災せず、事1 . .(J :に至 った. しかし、全国第 6 位の

来除答を持つ ターミナル周辺としては、公共用地平

が低 〈、建物用途は一部沿道沿いおよび地区内に樹

脂街、業務商 業地ｾ勧 ･ みられるだけで、低次の土地相 ｬ

Jj Jの状態にある . 近年は計幽対象地区内宅地の細分

化によるミニ開発がみられる .

〈事禦化の動後・目 的〉偽凶につぐターミナル人口

を擁しながら、社会資本の投下がなされず、建物も老

桁化が進み、ターミナル人口に即応し た多機な消費

者ニーズに対し未成熟であり、商業の近代化が遅れて

いる . 大阪市は、( 1 ) コミ ュニティーぐるみの再開発、

(2)南大阪の発展に伴う副都化、づくリ、 (3)些かな市民

生活のための都市施設づくり、 (4) 安全て快適な人間

尊震の都市ｾ ， ｕ ｊ づくり、をこの再開発の目的として

いる . J-也J t のl制発協議会の発意により、昭和44年 10

月基本情; i ! . ! を発み. これに伴い、再開発研究会が結

成され、協議団体として活動したが、 一時被能停止

をした . その後、田I会別の協議会が結成され活動中。

〈事機の推進力〉 地元の町会別組織はすべての住民

をI情成U としており、町会を分制した班別、各純抱

刷 ｬ タイプ別、ｾｾ盈 ｧｬｊ による鰍談会および地元発行の

ニュー スによりコ ンセンサスづくりがつづいている .

〈保留床処分〉 原則として公募を予定しているが、

商業床については業組構成を配l直したい.

〈事業の野価> M! J喜H. " よおける良質な市街地住毛艶

備を行うことにより、大阪市全体の抑市機能の回復

に貢献し、ン ヨッ ピングゾーン を形成して南大阪発

展の紘とする .

〈管理遭営〉 会社を設立、 一括管理をはかる予定。

〈地区の形成 ・特徴〉 河原地区はりli 古43年の京阪1t i :

鉄開通後駅前商庖街として発展し、交通 ・商業 業

務等の ｭ 椴 ｊｾ は ｲｬ￯ 内で段も高〈な っ ている Ｎ しかし、

駅前広場、道路なども未盟主側 ・不充分で、都市機能

上問題が多 ( . かっ戦前に建設された老符木造家屋

が密集し、健全な市街地の発展を阻害してきた。加

えて小規線広告f I による経営形態のため顧客吸引力も

弱〈、商業 '( 1成鍛興上も諜姐をかかえている 。

〈事訓量化の契機〉 京阪電鉄の高架化事業がｾ止に上

り、これに伴い密集地区に隣接する守口l I i 雌の移転

が決定したので、これを契機に A紅白1I跡を含めた区域

で再開発を illl めることとな った.

〈事訓障の特徴〉 市では当地区を，Ij の中心地にふさわ

しい姿として、市民社会の伎となる地設を場入し、

コミュニケ- ; / ョ ンの場を創 ってゆくため、 51年 10

月再開発基本計画を作成し、専業化の準備を進めて

いる. 計画は駅前広場、道路の艶備のほか 、コミュ

ニティーセ ンター的な発:I!.'. から S C として 1 0 1 S  

の誘致、公益地設の導入等により守口市の伎として

の都市環境、都市機能鐙仰を盛り込んでいる .

〈問題 と対策〉地元組織としては48年に発足し た河

原町市街地持開発対策協議会があリ、 4>業そのもの

には総論的に質成という姿勢で市と対応している.

倫相l者のうち、借地術者借家術者が半数を占め倫利

調鐙で、やや難航しているほか、J { . fの財政悪化に {半

う府補助金の停止により資金網述、に苦慮している.

脳 髄 酎 加 A 、8 2 棟を計画しており、京阪電鉄の高

架事業完成 ( 55年末予定) に合わせ A 械を完成させ、

B械完成を 57年 3 月の回線としている .



道 路 Ｎ 駅前広場 尽 ｾ

水 路匡書公也陣却也o

沼蹴地仁コその他皿皿

建物用途( 従 後)

住宅 ＮＧ ｉ ｩ 務所ｾ

11-1  舗仁コ公益紘設匡量

駐車場m; : J

共閉 その他町皿

l 州 20.510m'E 的 1-15. 57101

従前 ｾ

従後 ｾ

#-ul '12. 61401 従前仁二二コ

従後

合計 11 ，245m'

E到 剛 合計32，300m'

従前仁二コ

従f量感仁一

合計 7. 041 m'従前仁二二二コ

従後 区 一 一 一 一

皿圃 令，:1-36. 052m'皿皿皿 合計 13. 550m'

イ十J I ' 187名

( 人的 108名)
1M:  

762 Ｈ 補俄 Ｇｬｾ その他 Ｉ

合計 2. 900( 1 万円

2，086 5，647 1， 044 267 

感 ¥ E l 〆合計 16. 391 ( IJ J 円

…

「
出支

3021. 801 

!重量皇 制 l' 6. 556百万問 支出

皿 合計 2. 900u万1

'

1

2. 201 ( 起ff t)

収入 a : l

348 

合計 16.391 ( 1万円

9. ∞2  7，041 

収入

l . 4521 ，411 1，867 1. 826 

収入隊ｾ 際 蕊蕊ぶ ｾ Ｑｉｉ ＱＱＱ ＱＱ ＱＱＱＱＱ ＱＱ ＱＱＱ Ｑ ｼ 合計 Ｖ ， ＵＵＶ 百万円

2. 217 

〈地区の形成 ・特徴〉 始原市南部内国分地域は大阪

平野の南東部に位置し、大阪、堺、奈良、大和高田

の各都市を結ぶ交通の喜扇町に当たり、占くからの楽

部と、幹線道路 ( 国道、府道) を中心に自然発生的

に形成された市街地とで構成されている . 再開発地

区は、国道26、 165号線、府道堺大和高田線がクロ

スする近鉄大阪線河内国分駅東の約 1. 56haの区域で、

村11 M市南部の中心地となっている. 地区は戦前に建

設された老桁家屋が 9 釧を占め、防災上も問題の多

い低層密集市街地とな っている. 一万、幹線道路が

市の中心部を通過しているため、地域が分断され、

市街地の発展を阻害しているほか、多量の交通量に

対応しうるような道路態備がなされていないため、

交通安全上、機能上も多くの問題がある.

〈事喋化の契犠〉 これらに対処し、未務備の駅西，ir Jt並

区を再開発してゆくようにとの地元からの要望に応

え、市では48年 3 月再開発基本計画を作成し、事業

化についての検討を開始した。

〈事蝶の目 的・特種〉 計画は柏原市南部の玄関口、

中心地としての役卵l分担に基づく都市機能鐙備とし

て、①駅前広場 ・道路絡備による交通機能回復、②

商聞に見合う S. Cの開発による商業仮典、③コミ

ュニティセンターとしての地区盤側、@別途主J>業と

して周辺を含む下水道銭備の同時事業化等を量産。) 込

んでいる. S.  Cは核応舗と地元倫利者を含む専門

庖で栴成するが、 t真腐舗はすでに内定している . 事

業推進は、地行者である市と地元の国分駅前再開発

推進協議会と国分駅前再開発商応折衝対策協議会と

の協議 ・絢鐙により行い、ともに全面的協力を得て

いる. 他利Z同盤は国分駅前ピル商庖撒備会を過して

調鐙を続けている . 住宅計画はなく、すべて代瞥地

により処理してゆく }j 針である .

〈地区の特徴> IJi I鉱新長則駅を I軒へ*( ) 200m下ると、

国鉄にはぽ‘ド行して都市計幽街路 ｩｊｾ 千件線 Ｈ ｾｉｩ 直 Ｒ

号線) が京商に走 っている . この付近には大正末JUI

にできた大正筋商用; 街、六I l I li 立問1，'i 街、本町筋商r ，lf

ｩ 封、新民凶繭 ｉｾｩｬｨ 等の ＱＳ 商 ｭｕｩＮ 約Ｑ，∞ ｯｲｾｩ 舗がア

ーケードにj ! J ! な っておリ、 i凪林「商事1' ，; J または「西

新聞地」と呼ばれている .

〈事業化の動機〉 ①神戸市を* 西にI ' l ' < 浜手幹線を

早急に拡幅繋備する必裂があ った. ②戦災をまぬか

れた地域で、不燃高層化の必裂があった . ③都心に

ついて' 第 2 番目に大きな商業地械であるが、商I;l Wi

も老何化し、近代化が必要な時期lであった.

〈事業の撤進〉 市街地改造諜を新設、 8 名の陣容で

スタートし、 ＧｉＧｾ 駐実胞の学湾、学識経験者ーによる西

神戸商mUf 再開発診断、地元への側目IJ 説得と説明会

や集団交渉を 1111断なく繰リ返した .

〈問題と対策〉 関係市民の現状に対する執泊、共同

化に対する抵抗、商売や生活の不安、経費負担の地

加およびiiI 入金の返済に対する心配等が最も大きな

問題であ った. d，は、①都市再開発の必震な時代的

到来、②尚1，IHhも再開発し近代化しなければ. 流通

1(i 命といわれる時代にとり残されること、③木造の

主主物は火4 > 、災害に剥〈、また、開価な土地の無駄

使いで、いつかは ill て磐える時期がくること等、徹

底的な P R と説得につとめた. 地区の中て唖立もまと

まりの平か った腕塚町 2 丁目と大僑町 6 丁目西を第

l  地区とし、まずモデルをつくることとし、昭和40

年12月に全国枇和J の市街地改造ピル 2 仰が完成した.

〈管理遭営> ill 物区分所布法による管理組合により

管理を行う . ただし腕塚 5 T ロピルは、神戸デパー

トの管理運' l ! i を行う側神戸都市銀興との出合万式を

とりいれている .

〈地区の形成・特徴〉 桜桜川市は、高度成 JAJUI に当

たる ＳＵ 年頃から急激に市街化がｪｊｴみＮ人口も爆発 Ｈｾｊ

な1 v l 加をみせている . この屯，激な市街化が無秋序、

無制限に進行し、急激な人 ｵｊ 曹のため、都市必 ｴｴＡｾ

備や地設悠備が立ち返れ、住宅都市としての環境態

化、教育、交通、商業等活動の都市機能低下をさせ

ていった.

〈事訓量化の契被〉 こうした状況から高s ，f ' i をとりもど

し、住環境を鍛備し、都市機能を回復してゆくため

相当思いき った締市改造が必要て・あると判断し、検

討を開始した. とくに、総屋川市の中心て'ある京阪

電鉄税屋川市駅前の再開発は、緊急を要するものと

して、 lf. 業化するため、 48年 3 月再開発基本:1阿を

作成したのである。再開発地区は駅東の約 2 haて'あ

るが、 38年税駅に移転した l倒産から民/ l ll による無秩

序な開発が活発化し、立地条例守から商業地として発

展してい った. しかし、都市他殺の箆備もなされず、

土地の合理的利用がされず、上地も細分化され、紘

一的な商問街を形成しなか ったなど、いわゆる止; 関

口としての機能を発機しえない状況にあ った.

〈事訓障の特徴> #1)l J発はこれら都市機能、都市I ; ! 段、

都市防災上の見I也から市の中心地を支える土:1則n

としての役掬l を来たせるよう行うもので、駅前広場、

道路等公共施設の強制と商業業務地としての機能を

発郷 L. 流出賂 'a1J を引きもどすための胞波野備を

主な臼的としている . 事業の初市計画 1i 49年 2 月に

決定しているが、その後の ;11'{ 情勢 ・諸条例の変化の

ため、現イJ:見直し "1'であり、 54年 2 月に変更し、 54

年 Ｇ ｊｾ Ｎ ｾｦｴｬ 同決定、 ＵＵ 年必工の予定である Ｎ

地区と事業について



事業所名称

施行者

施行地区所在地

完成( 予定) 図

地域地区/ 指定容積

建築蛋潮/ l t ベい率

延床面積/ 容積率

棟 ・階数( 地上/ 地下)

Jl I 立 地 区 市 街 地 改 造 事 業

兵庫県 神戸市生国区三宮町、北長狭通

E孟軍国圃・・・r-哩・・・圃・・

商業地域、防火地域/ 9∞ %

15，ω Om' /  9 6 % 

143，195m'  / 8 71  %  

事 業 手 卸 琳 色 市街地改造法

町

業

一

鰍

造

一

間

改

一

永

地

一

爪

街

一

一

柳

市

一

一

備

区

一

一

町

地

一

一

制

1

一

一

区

第

一
f

一
滋

甲

一

間

一

円

六

一

神

一

仲

良

U

一

剛

司

U

A

一

兵

商業地減、防火地域/ 7∞ %

7，441耐 / 8 9 %

38，478m' / 4 6 2 % 

市街地改造法

宝 塚 南 口 駅 前 市 街 地 再 開 発 事 業

商業地減/ 5∞ %

4， 制 m' / 85 .7 %

30，541耐 / 538. 7%

特I t IJ 咋J

従後

合計17，230m'
合 計13，∞9m'

従後

合計29，450m' I  従 前 仁 二 コ 合 計 9，825耐

〈地区の特徴〉 神戸市の表玄関である国鉄三宮駅と

直結する都心商庖群の中伎にある. 地区の北側を三

大交通袈路である部市計画道路中央幹線( 計画幅只

36m) が東西に走っている。

〈事集化の動犠〉 木造低層の老桁家屋が密集し、上

記中央幹線ほかの公共施設が未盤備であった. 土地の

高度利用と公共地設盤備をはかる。

〈問題と対策〉 大庖法、商関法関係の調整に配慮を

要した.

〈保留床処分〉 地元への特定分織と公募によって行

っている.

〈管理湿営〉 第 l 地区ビ ｊｾ ( センタープラザ西館)、

第 2 地区ビル( センタープラザ来館) は附センター

プラザ( 建物区分所有法上の管理者) 、第 3 地区ピル

( さんプラザ) は仰さんプラザによって行われてお

リ、いずれも神戸市が3 0 %出資している.

E皿 皿 皿 皿 合 計143 ，195耐 | 従後 閥 冨炉: 叫11111111111111111l 合計38，478肘
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469名( 入居363)

合 計28，∞o百万円

4. 523 

起 合計 5. 240百万円

従 前 仁三 コ

従後 ｾ

合 計 9，690m'

皿 皿 皿 目 合計30，532耐

合計28，∞o百万円

4 2 l i
678 

4，520( 起償他)

収入 量上 |  合計 5，240百万円

ｾ 合計 Ｑ ＳＸ 名
( 入居72)

1¥5 3，360 

巡 鐘 畠 合計 6，532 百万円

233 1，064 1，995 

Z 二騒露

3，240  

合計 6，532百万円

権利変換額( 百万円)
437 入居資産

地区と事集について
〈事集化の動機〉 六甲道駅周辺は、 神戸の東部市街

地においてm要な位置を占めているにもかかわらず、

公共施訟の未艶備などから、地域の発展が阻害され、

良好な環境をそ 、ニな う結* を 招いていた .

神戸市総合基本計画で、神戸の東の副都心を形成す

ることを目指し、国鉄の高架化事業と並行して、昭

利43年度か らlli X ; が泊予された.

〈問題と対策〉 地区の特性として住宅、応舗併用住

宅が多数あり、また借家人も多かったので、住宅対

策が重姿な謀題であった.

〈保留床処分〉 キーテナントを誘致するとともに、

地元への特定分娘により早期処分をはかった.

〈事噴障の評価〉 国鉄の高架化事業との鯖監をはかり、

釈の改札口と縮般建築物( メイン六甲) の 2 階を同

じフロアーで結び、駅前広場とも有織的に結んた' ン

ヨ y ピングゾーンの形成をはか った.

勤労市民センター 児童館を設置し地域社会の文化・

教獲に質献することを願っている.

〈管理温営〉 区分所有者による管理組合組織で、管

理運営されている.

〈地区の形成〉 自然発生的に阪急電車宝塚南口駅前

に張。) 付き、道路の整備も処築施設の近代化に立ち

返れがみられた. その中において、住宅地開発が進

み、後背I也人口の増大のみが進んでいるという状態

にあった.

〈地区の特徴〉 宝塚7 ァミリーランドおよび温泉街

等の観光施設への玄関口であった.

〈事担量化の動犠〉 後背地人口の増大に伴い、交通安

全、防災、環境上の鰭問題のみならず、商業施設の

充実が図 られて おらず、 麟n力の域外流出の傾向が

大であった.

〈事雛化の契機〉 枇初、宝塚市が再開発の必要性を

感じ、市街地改造審議会に路間したことが契機 とな

り、事業が推進されはじめた.

〈事蝶推進カ〉 再開発促進協議会の協力体制が宥効

であった.

〈保留床処分〉商業床を宝塚都市開発側へ処分した .

〈事業の評価〉 土地の高度利用の中で、環境監イ輔、

道路網の援倫および商業銀興が計られ、また防災市

街地の建訟がなされた.

〈管理遭営〉 宝塚都市開発側によっている.
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事業所名称

範行者

箱行地区所在地

完成( 予定) 図

商業地域. /5∞%
近隣商業地域/ 4∞%地域地区/ 指定容積

商業/ 600%

事業手法の特色

土地利用

道 路 . 駅前回品 .

水 路 匡ヨ 創 跡 地 D

磁 鰍I也仁コそ の 他皿皿

建物用途( 従 後)

住 宅問 事 務 所 図 |従 前 「 一 一 寸

臨 舗 Eコ 公益蝿滋重量 |

駐車場ｾ I従後

共用 ・その他皿皿

関係権利者鰍

持鵠露; 主主轡

借家人他Ｎ ｾ 参加組合 ｕ ￪ ヨ

9， 932m'  /  6 7 % 

87，989m' / 540%  

1 機

5，338m'  /  8 0 % 

33，31l mゾ 49 8 %

l  練 14/ 1

昭和46年 l 月

昭和49年 1 月

820，80m' /  6 1 % 

4072， 02m'  / 304%  

5 / 0  

昭和46年 3 月

建鏑高積/ 建ベい率

様・階数( 地上/ 地下)

スケジュール| 基本計画作喧

Ij; ni計歯市定

延床面積/ 容積率

合計26，237m'

地上継非設定型

昭和52年 11月

土地区画鐙理事業と同時施行、権利変換は全員同意型

従前 ｾ

従後r &

合計 8，462m'
合 計 3，600m'

工4涜T公告{ 干定1昭和49年 4 月

権利変換は全員同意型

従前

従後

合計 18，350rn'従前 仁 コ

従後援窓「

合計 5，389m'従前Eコ合 計 1，433m'

l 合 計 4. 072耐

合計87. 989m'n 皿 皿
国皿 合計33，741耐

従後

合計201名

( 入居予定87 )  

繭 3 21 083百万円

. . :  

合計51名

( 入居50)

鹸 : 計 7 ∞0百万円

匡 言 合計 27名

( 入居;' 6 )

感道i L3叩 円

12. 005 1. 950 

l  合計21，083百万円

14.576 

場 ~

5.731  

収場
5，884. 5 

274 

65 

1合計 399 百万問

調 査 段 計 計 画慢 =

土 地 銀 備工事 費 亡二コ

b i d  E主

資金岡遺 補 助 金 Z 盟国 I 10 "" 

鰭純器室 長遍 IJJVAr

15aj 制堅持主 語 円( 回

憧司向j変換額( 百万円)

l 合計 7，蜘百万円

5，190 

地区と事象について

5. 658 

〈地区の形成・特徴〉 昭和 11年ー 15年にかけ 、組合

施行による阪急閣回第 1 ・第 2 土地区画型車理事業と

して宅地の造成がなされた地区である. 建物は住居ー

施訟、住居併用庖舗施股が圧倒的に多〈、木造建築

の多くは戦前に建築され、老朽化が進んでいた . 昭

和30年以降は尼崎市北部への人口移動に伴い、人口

急I曹による混乱が続いていた .

〈事績化の動捜・契複〉 そのため、駅前機能のマヒ、

商庖街の経営活動の支障など、街力不仮を招いた.

そこで周辺住民、商庖経営者等よりの駅周辺鐙備に

ついての陳情、筒願にもとづき、昭和41年、街区基

本計画を作成した. これが契機となり、昭和46年 II

月の都市計画決定に至った.

〈事療撤進カ〉 地元協ftl 団体として事業促進に対し

て再開発促進協険会、事業計画については業種配置

協総会が活動した. さらに . 補償、キーテナント、

工4革、融資等の郎会として俄利を守る会が構成され

た.

〈間短と対策> '1>業推進途中、地区外転出等資金不

足が予; ! ! ! され、補助金、起債の確保以外に ( 財 ) 都

市鐙備公社を股立 . 事前先行買収を行った. 従前借

家人が多〈、再開発を契機として所有者化を進めた.

またテナント誘致は、基本滑坦，! ( 1 0  I  S ) と相違

( 1 0 ) となり、事業内容等の変更はやむを 仰 なか

った.

〈保留床処分〉 尼崎市にて行った. キーテナ ン ト、

従前借家人、 4粗利者増床は個別、その他は市内優先

分蛾後公募。

〈事担障の肝価〉 尼崎市の北の玄関としての町づくり

に対して、抜本的解決が行えた .

〈管理遭営〉 尼崎市の4 0 %出資による尼崎都市開発

抹式会社を昭和51年 6 月に訟立. 共用部分の保守、

管理、運営、駐車場、集会所運営等の業務を行って

いる .

〈地区の形成〉 大正 9年、阪急電鉄が敷設されて以

来、大神中央土地会社が駅を中心に商庖と住宅を開

発した.

〈地区の特徴〉 背後に高級住宅地を商聞とする小売

商業が発展してきたが、夙川以来の商業施策の充災

により、商業経営が停滞状況に至る . 地区内は商伎

が浪在し、宅地も大小さまざまで不艶形であり、艶

備が遅れていた.

〈事鍵化の契被〉 西宮市は、昭和45年夙川駅前土地

区画筆理事業に着手した. 同事業では約 120戸の家

屋移転が生じ、移転を余儀な 〈される商広経営者に

対し、市が「共同ピル建設、土地の高度利用、経営・

の合理化と商業の滋興J を従業した. 従業にもと づ

き地元倫利者は再開発協織会を結成した.

〈事，慢の撤進〉 民IUI デベロ ッパーが事業の計画試裟

の段階から参画していた. 不動産会社および建段会

社が協力して権利関筆、資金調達等を助力し、実総

段階では不動産会社が参加組合只 として、建設会社

が設計施工を担当した.

〈問題と対策〉 協議会は主として区画型車理協議会委

貝が中心となり、地区内術利者に対して機極的に働

きかけた . 組合参加予定者に ついては4括和l者当たり

4 万円を積み立て 、デベロ ッパーも同級を検み立て

た ( 総額約 ω0万円 ). 組合股立後は、 t括和l変換、商

業計画等に民間コ ンサルタ ン トが導入された .

〈保留床処分〉 不動産会社に対し組合設立後、参加

組合只として保留床の一括買収を約束させ、組合嚇

業としての資金的安定を図 った. 参加組合只の取得

する床は底舗てマ0 %、住宅で6 5 %を占めている .

〈事集の1' 1' 価〉 公共施設の盤備は、区間型車理事業が

地行中 であるが、住宅供結、商業振興対策等を含め

て、再開発事業としては成功していると思われる .

〈管理温営〉 完成後、管理会社グリー ンタウン仰が

管理運営にあた っているが、現直順鯛に運営されて

いる .

108.  

〈地区の形成〉 戦後まもなくたてられた木造建築が

密集している .

〈地区の特徴〉 土地帯IIJ l l の不合理に加えて、区域半

分に都市計画道路の計画があり、建物 ( 住宅が大半)

の大部分が立ち退き対象とな っていた.

〈事訓量化の動後〉 老朽家屋の密集、都計道路による

立ち退き対象にな っていることから、細分化された

残池での個別組て替えではな く、共同総築による不

燃高層化および市街地住宅の供給を図ろうとした.

〈事象化の契後〉 地元の再開発への気速のたかまり

をとらえ、市としても抑計道路の筆備等からも、積

極的に P Rに入った.

〈事禦の撤進〉 組合の総会、理事会において推進し

てい った. 組合の事務受託者としては ( 財) 尼崎市

都市街崎会社が委託を受けている 。

〈問題と対鰻〉 住宅金融公庫の再開発住宅腸入資金

を. 権利者の増床部分および従前借家人が取得する

特定分鰻床に融資斡縫した。 I曽床、特定分鰻床の価

絡は、機利床と保留床の中間l他とした.

〈保留床処分〉 保留床はすべ て住宅であり、住宅金

融公庫の再開発伎宅蛾入資金の融資をセ ッ トし、 一

般公募により処分した .

〈事禦の肝価〉 鶴市計画道路の拡幅と土地の高度利

用と市街地住宅の供給を図 った.

〈管理運営〉 コーポ糊江管理組合において管理し、

入居者 ( 区分所有者) か らの管理費および駐車場の

使用料とで運営している .
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計合

合計 3 ，839m'

合計12，850m'

立 花 南 第 1 地 区 第 1 種 市 街 地 再

24月 祭 主 区 市 叩 腕 組 合

兵 庫 県 | 尼崎市七松町 1 丁目の一部

噌

胃

近隣商業地域/ 4∞ %

1  ， 972m'  /  78%  

11 ， 229m'  /  446% 

l 陳 7 / 2

l昭和46年 3 月

昭和52年 12月

昭和55年 3 月

他府l変換は全貝同意型

従前

従後

合 J f ' 4 ，761m'

板 宿 A 地 区 第 1 種 市 街 地 南 開 発

251!! 地 … 再 開 発 組 合

兵庫県 | 神戸市須磨区菊地町 2 丁目、前池町 2 ・3 丁目

商業、近商、防火/ 4∞% ω 0 %  

4  ，460m'  /  9 4 % 

26， 116m'  / 450%  

l 練 7 / 1

昭和51年 2 月

昭和53年 J J 月

昭和55年 4 月

( 予定)

土地区画鰭理事業との同時範行、俗利変換は全員同意型

二コ

合 計 7，457m'

合計 34 名

( 入居 34 )  

従 ｬｩｾ 仁二コ

従後ｾ

合計 3 曾464耐

合計11 ，229m'  

従前仁二コ

従 後 「 一

合計 6，539m'

k :::: :::: :1合計26，116肘
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支出 Z一一一ー 惑 駐 合 計 2，529百万円 z  

3，128，7  

506 1，937 

収 入

86 

合計 2，529百万円 場

2，859 

合 計 3，342百万問

1，090 

地区と事業について

1，145 

〈地区の形成〉戦前から I鶴底街を形成していた が、

今日の当商J苫街の降盛をみたのは、戦後すぐできた

通称ジャンジャン市場、その後町市街地改造事業、

防災建築街区造成事業による.

〈地区の特徴〉 当地区は神戸 t甘の都心商業地区で、

買廻り品を級う庖舗が多数立地している.

〈事難化の働複〉 区画! s 理事業の基悠! s 備にあわせ

て、防災建築街区造成法で建築物の艶備を行おうと

したが、話がまとまらなかった. 周辺街区がビノレ化

してきたのに刺激され、今回、都市再開発法によっ

て、建物の防災不燃化、商業機能の向上をはかるこ

とになった.

〈事喋化の興後〉地元商庖主か らの要望が最初にあ

り、市とも協議しながら、防災建築街区のm区指定

を昭和42年に行った. 今回、地元内部の捌盤がつき、

キーテナントの目途がついたので、事業化にふみさ

った.

〈事襲推進力〉車偏組合的役割をしたのが地元の三

宮I l 街束協同組合である.

〈保留床処分〉 従附の# t i 利者がI曽床という形で取得

している. キーテナントの交渉の目途がついたとこ

ろで事業に府手した.

〈事業の評価〉土地の有効高度利問と建築物の不燃

化がはかれる . また隣接する街区とデッ寺、 地下道

で有機的に述絡する. 土地区画艶理事業の推進に寄

与できる.

〈管理遭営〉 地元椴利者向出資による三宮 J J 街区株

式会社が管理運営にあたる予定である.

〈地区の形成〉 載前から行われていた区画監理によ

って . 住宅地止して形成された.

〈地区の特徴〉 土地の細分fじが巡み、住商1昆. f f およ

び業樋等の未盤備が見られる.

〈事禦化の動複〉 ①木造家屋の走符化により、防災

上危険を呈していた. ②他所へ流出している賜買力

の、地区への歩留りを高めたい. ③駅前の公共施設

の鐙備.

〈事集化の契機〉行政および地域住民により研究会

等を l刷出し、まちづ〈リ基本精舟! 、基本計画を作成

した.

〈事集の推進〉 立花南郷 I 市街地再開発撃備組合を

設立し、コンサルタントによる個人折衝および各会

合によりコンセンサスの形成をはかった.

デベロッパーは商社 l 社、i 1 般会社の 2 社のジョイ

ントで、資金調達が行われた.

〈保留床の処分〉 参加組合只として衣料品スーパー

l 社、食品スーパー l 社、兵庫県住宅供給公社が予

定されている。

〈事喋の評価〉 ①駅前公共施訟の繁イ曲、土地の高度

利用がはかられる . ②市街地住宅 ( 43戸) の供給。

③キーテナントの導入および業種の盤備がはかられ

る.

〈地区の特撮〉 神戸市の西の副都心として、大型庖

舗を中心に. 日用必需品等を主に、商業地を形成し

ている.

〈事担量化の動様〉 土地区画整在理事業区域内にあり、

市街地再開発事業と同時施行により、公共施殺( 道

路) と建築物の聾備改善により、商業伎をつくり、

板宿地区の商業基鍵の浮揚を図る.

〈事禦化の契犠〉 最初地元の商庖主が動機づけを行

い、市としては基本計画の策定その他活動に対し援

助 ・指導を行った.

〈事業抽選カ 〉再開発のキーテナントが、村t利者と

して存在していたことが、事業推進に積極的な役割

を呆たした.

〈保留床処分〉 ダイエーが地元4話相l者であり、保留

床部分も地元倫相l者の出資法人、版街IJII 発株式会社

を通じて賃貸する.

〈事換の評価〉 板宿地区の商業伎を当地区でつくる

ことにより、板宿全体内商業基盤をあげる.

〈管理遭営〉 板 宿1摘発抹式会社がビルの管理運営を

行う予定.



事難所名称

施行者

施行地区所在地

完成( 予定) 図

雲 弁 通 5 丁 目 地 区 第 1 種 市 街 地

261再 開 発 事 業

| 雲井通 5 丁目 地区第 l 穂市街地再開発組合

地 制 区 イ 航 棚 | 商業地域 、防火地域/ 6∞%

建 国 / 建 叫 | 約 日 伽 / 附

猷 菌 防 輔 率 | 約25， 附/ 臼 5 %

棟階阪地上/ 地下) 1 1 棟 10/ 2

ス特ュール| 州 凶作成 |昭 和 問 印

刷 帆 |昭 和 畔11月

1.4i完了公弘司干定

京 都 駅 南 口 地 区 第 1 種 市 街 地

再 開 発 事 業

商業地域/ 7∞%

5，∞0m' / 7 0 % 

54，∞0m' / 7∞% 

l 工区 14/ 2

昭和47年 4 月

昭和51年 8 月

事 業 手 駒 特 色 | 土地区画盟事業と同時施行、制変換は全只同意型 | 都市再開娘、橋利変換方式

土地利用 1  
1  

道 路 園 駅 前 叫 図 | 従 前協 瀦 | 合計 4 ，386耐 | 従前

水 路 冨 創 跡 地 図 | 従 後協 物 I  -"' -， - - - I飾

品説激j血仁コそ の 他皿皿 l

生 駒 駅 前 南 口 地 区 第 1 種 市 街 地

再 開 発 事 *

生駒市元町 1 丁目地内

ι d  

l  

商業地域/ 8∞%

l 練 6 / 2

昭和51年 10月

昭和51年 10 月

都市再開発法、権利変換は地上権非設定方式

従耐J

従後 S冨

合計 8，244m'

未定

建物用途( 従前後)

住宅 Ｎ Ｂ ｩ 務所 ｾ ｉ 従前 ｬ
rli 舗Eコ公銃施設匡量 1 -

駐 ｾｬ 場ｉｔ［Ｚ｝ 1従後|

共111 その他国皿

関 係 緬 利 者 数

楼総説J鶴田

事療費支出 I  1 ' 7n  

i判明憲 IxtHI
車 初 慢 そ 町 他 E 呈ヨ

資金網遺 補 助 金 = 1 ヲ11 ?  

防 総 持 扇ｼ山 Ｑ 協ｾ

131i 盟主世間量 l一一

権利変換綴( 百万円) 1  1，986 

耐

耐

印

刷

計

計

合

合

図

4，057 

世 ユ4. 664

3，951 

合計 4，664百万円

従前 口

従後 圏

合計 5 .942m'

皿 皿 皿 合計54 ，脚 耐

従前

従後

合計 2 ，731m'

合計26名 園

9，639 

巡 越 し計 日 間 円 |支出

露蕊ｾ 合計 ＳＹ 名

未定

日程笠

13，970 

合計19，206百万問 |収入 未定

未 定 来 定

地区と事難について 〈地区の形成〉 第二次大戦後、隣接する国際7 ーケ y

トとともに、当該地区ほかの問屋街が形成された 。

〈地区の特徴〉 神戸市内で唯一の間島街の名を持つ

商庖街である . 菓子、玩具、靴、食料品関係の問屋

がまであるが、小売庖、喫茶底がt明えつつあり 、業

樋も特色がなくなり つつある . 住居併用庖舗が多い.

〈事難化の動横〉 地区周辺は戦後まもなく建設され

た低層木造家屋が密集し、その後、再開発の手がつ

けられないまま今日に至っている . 区画盤理事業区

域に入 っており、同事業の建物移転にあわせ、再開

発を行うことにより、都心機能を充足していく街と

したい.

〈事難化の契後〉 区画鐙理<I H是施行者である市が、

地元問屋街の役只に働きかけた .

〈事蝶撤進力〉問屋街が 4 プロ ックか らなり、全体

の街づ 〈りを考える組織として協検会があり、各プ

ロックごとに、再開発の研究会、地備組合がある .

その中て椴初に事業化に蹄み切 ったのが当地倫組合

で? ある .

〈問題と対策〉 保留床の処分問題で、床の取得は地

元省力織利者および( 財)神戸市都市基盤襲備公社が

行う予定であり、テナ ン ト探しを今後行っていきた

し、.

〈事業の際価〉 都心機能の更新と地区の商業地量産の

向上をはかったい. 住宅は地区外で硲保する方針。

〈管理遭営〉 今後の検討課題である .

〈地区の形成〉 旧村伽l地域を編入した地域であり、

東海道本線によ って分断され、商業織能の成熱し得

ない土地柄であ った. 昭和39年. 東海道新幹線の関

連と道路盤備により 、京都の一方の玄関口となり、

かつ南部開発の拠点として位置づけられるところと

なった.

〈地区の特徴〉 古くは農村地帯であったが、現在は

住商工の混在地区であり、土地利用の箆備によ って

生活環岐の改善をはかる必裂のある地区である .

〈事訓量化の動観〉都市機能の低下な らぴに建築物の

老符fじが要因である . 南部市街地の拠夜づ・くりとし

て、京都市の南の玄関口として鐙備を進め、交通広

場 3 ，700rげを計画している .

〈事集化の契被〉 南の玄関口をめざし 、これまで行

政主導ですすめてきた . 地元は一部において総論賛

成、各論反対の意書置であるが、大勢は止むなしと思

っている状態である .

〈問題と対策〉 周辺商庖との共存共栄をはかるべ く、

地元財界 ( 商工会議所) と、保留床処分について協

捌重量をはか 1) 、進めている . 備利鯛重量をはかる上

で、必要な先行買収を大部分終わ っている .

〈保留床処分〉 大型m舗の誘致は未定であり、現在、

検討中である .

〈事担障の事前野価〉 駅前関連公共施訟の! I J : 備と併せ

て、駅前商業銀夢見i をm点としている . 住宅供給につ

いては、ひきつづいて施行を予定している目、 C プ

ロ y クで対処する .

〈地区の特徴〉 市の中心的商業地であり、近鉄奈良

線 ・生駒線 ・ケープル線 3 線の乗り継ぎ駅で、急激

な人口地で乗降客の混雑が近年著しい. また輸送力

増強のため、大阪市営地下鉄相互乗り入れの計画も

具体化し、都市機能の麻鱒の回復が必要とな ってき

た. 地区は住商の用途が混在密集し 、旧態依然とし

た街並みで、公共施訟の未盤備が目立つ.

〈事蝶化の動後〉 ①木造老朽過密地繊の不燃化、都

市古車般の鐙備充実と商業機能の高度化をはかる . ②

再開発ピ J レを駅前商業の中心拠点として、周辺の庖

舗と速坦しているターミナル型地域中心施訟の形成

をはかる. ③現近鉄駅舎を僑上にし、歩行者専用道

( 特殊街路) を訟ける . ⑥生駒駅南口に続〈北口開

発の一歩として、駅前東西線の都市計画決定をして

いる .

〈事業化の契後〉 南口駅周辺は住民ょっ盤側計画の

要望を受け ( 昭和47年 12月) 、駅南口再開発柵恕策定

を行った ( 昭和48年 3 月L



特集 ・転換期の再開発

. 主な再開発事業例

大 阪 駅 前 市 街 地 改 造 事 業 第 3 棟

大 阪 駅 前 市 街 地 改 造 事 業 第 4 様

国 鉄 吹 田 駅 前 市 街 地 再 開 発 事 業

国 鉄 高 槻 駅 前 市 街 地 再 開 発 事 業

上 六 地 区 第 一 種 市 街 地 再 開 発 事 業

箕 面 地 区 第 一 種 市 街 地 再 開 発 事 業

住 道 駅 前 市 街 地 再 開 発 事 業

塚 口 南 地 区 市 街 地 再 開 発 事 業





大阪駅前市街地改造事業第 3 棟

高 砂 熱 学 工 業 ・ 三 晃 空 調 ・関 工 第 一 企 業 共 同 企 業 体

大 阪 電 気 暖 房 ・ 第 一 工 業 ・ 理 研 鋼 機 共 同 企 業 体

目立 製 作 所 、 三 菱 電 機 、 フ ジ テ ッ ク

大 阪 瓦 斯

空 調

給 排 水

衛 生

昇 降 機

ガ ス

竹 中工 務 庖 ・鴻 池 組 共 同 企 業 体

近 畿 電 気工 事 ・山 陽 電 気 工 事 共 同 企 業 体

栗 原 工 業 ・三 機工 業 共 同 企 業 体

朝 日工 業 社 ・ 三 建 設 備 工 業 ・西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖 共 同 企 業 体
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事務室

機械室

事務室

室械機
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1

1

1

1

1

1

一一一一一34 F  

一一一ー 14 F  

一一一一一13F

一一一一一 3 F  

v 断面図

設 計 監 理 大 阪 市 都 市 再 開 発 局 大 建 設 計

所 在 地 大 阪 市 北 区 梅 田 1 丁目 1 番 地

敷 地 面 積 10，341 . 97rrl 

畳間空地面積 4，076 .40rrl 

建 築 面 積 8. 120. 00rrl  

延 床 面 積 121 ，276 . 00rrl 

駐車場面積 λ 700 .00rrl 

容 積 率 1，100. 00% 

精 進 規 模 S R C 、高層部は S 、 8 4 ，34 F 、 P 2

外 装 プレキャストコンク リートバネル

ヱポキ シ系吹イ寸タイル

窓は熱線吸収ガラス ガスケット工法

昭 和51 年 12月~昭和54年 6 月 ( その 1 工 事)

昭和54年 9 月~昭和55年 12月 ( その 2 工 事)

この. i l l 物は大阪駅前市街地改造事 業のうち、すでに完成

している第 1 線 、 第 2 械にあt いで辿，l立されているもので、

地 上34附述、 1品・高昔日日さ 142 ｭ の，凶，Ｚ Ｇ ｾｾＢￍピ ｊ レである 。

地区全体のスーパープロ '/ ' 7 としての鋭党的効果を」号ほ

しで、日照音11 を大きくセ y トパックさせることによって

科ピルの巡統した段から受ける圧迫感を! 隆滅することに

fil ! J : し、一方、建物をお肘化することによって周阿に公

共 同地 を俄保して市民にゆとりのある思いの場を従供す

ることに心がけている 。 すなわち、御堂筋に沿って紗ゆ

たかな公開空地を設世して郎市環境の彪備を計り 、 3 階

J.i1 1: 広場と共にピル街でのコミ ュニティー 作 り に 役 立 つ

ことをめざしている 。

各 附 の 附5j lJ l 羽途は図示l析而| ヌ| の通りで、地下及び{ 止用音11

は情不IJI末と処分床、河町千告11は主として処分床で榊成され

ている 。 基準附の平而については "1-1央にコア一部分をま

とめ、 事 務室は独立中よのない空r : . nとし快適な効率の日い

主 ー とする一方、 小 区画 ［ｾ ｉｊ の可能な分自演し幼い計画として

いる 。垂 直iOJ 線の動脈であるエレベーターは、中MHl 7

台 (210 m/ 分 ) 日 l符用 7 台 (300111/ 分) で、 4 パンクi l l !

伝も可能なエレベータ- ，1十画となっている 。

防 災 面 で l主主E高防ピ J レであることを配慮して水準以上の

安全性能をめざしている。とくに内対策を虫干見し、 i 予選階

段から煙をシャットアウトする方策として、ｴＮＮｾ準附廊下

の排燥. L t を大 rt J にアップし、 Ilf - t 室内外に排煉クリークを

採用し、更に附室内部は汚染ゾーンとクリアゾーンに区

分するなど防災性能のレベルア y プに虫点を置いている 。

また Ｑ ［Ｕ 詣ｉ￬階にあ、いては滋賀 ｦｾ 階段は ｬ￬￭ ｪ 室付としＭｴｊｉ煙を行な

っでいる 。基 準 階 両 ] l に設 ;Jt されているパ J レコニーは安

全対策上不可欠なものであるが、より 一府 の 安 全 性 を 微

j氏するため屋外階段を併殺し、地1 : -. 3 附の屋 i二広場に安

全に避難できる経路を約一保している 。

情造ｻ本は高層部を主 ｾ Ｇ ｉｩ ｬ Ｎ 造とし、耐渓ｾ［ｪミはラーメン主体

のプレース ( P C 鋼 絡) 付ラーメン川造で、四周の往は

ボックス生l を係用し、岡IJ 性 、f品れ低抗に対する自己l芭をし

ている 。 動的解析の検討地渓 i皮は、 E L C E N T R O  

1940 N  S 、 T A  F  T  1952 E  ¥v 、 o S  A  K  A  205 1963  

ｅ ｗ を Ｑ ＮＺＱ＼用し、最大加速度は ｾｬ ｩ ｗｉＺ 応作用 ＲＰＰ g a  I  、Iji ji型

性 応 作 用 330 g a  I としている 。

期エ

( 金本賢治/ 大建設計 )





大阪駅前市街地改造事業第 4 棟

新 菱 冷 熱 工 業 ・新 日 本 空調 ・ カ ン ダ ン 共 同 企 業 体

須 賀 工 業 ・ 川 崎 設 備 工 業 ・山 田 工 業 共 同 企 業 体

東 京 芝 浦 電 気 三 菱 電 機 フジテック

大 阪 瓦 斯

空 調

給 排 水

衛 生

昇 降 機

ガ ス

鹿 島 建 設 ・ フ ジ タ 工 業 ・ 浅 沼 組 共 同 企 業 体

東 光 電 気 工 事 ・ 近 畿 工 業 共 同 企 業 体

中国電気工事・八千代電 設工 業 共 同 企 業 体

大 気 社 ・ 斎 久工業 ・不 二 勲 学 工 業 共 同 企 業 体

築

気

気

調

建

電

電

空

1.099 . 06 %  

S R C 、高層部は S 、B 4、2 5 F 、P 2

自大理石打込みプレキャストコ ンクリ ート板

アルミ製マリオン形式カーテンウオール

窓は熱線吸収ガラス

昭 和53年 5 月~昭和55年 11 月( その 1 工事)

昭 和56年 2 月~昭和57年 5 月( その 2 工 事)

容 積 率

構 造 規 模

外 装

期工

大阪市都市再開発局 東畑 建 築 事 務 所

大 阪 市北区侮回 1 丁目 5 番地

8 .439 .  168rrf 

3 .221 . 30rrf 

6. 634 . 34rrf 

98 ，798. 35rrf 

2 . 513 . 44rrf 

6 .046 . 50rrf 

設 計 監 理

所 在 地

敷 地面 積

公開空地面積

建 築 面 積

延 床 面 積

基準階面積

駐車11面積

基 準 階 平 面 図

1 階平面図

3 階平面図

大阪駅前市街地改造事業は、本i J o 5 月、第 4 械の必工を

もって最終段附に入り、今は工事の安全な進展に努め、

4 年後のこの- 41干の都市張主J I . の変貌に Jtlli 寺を寄せるつも

りである 。

顧 み て 第 4 械の計画から -t( 工迄の道院は長〈、 1見?'Eのf1・

絡 がj失ったのはH召和47年末であ った。 この開発事業はあ

くまで再開発の観点から推進されできたもので、とくに

御 堂 筋 に 面 す る 第 3 、第 4 械は都市環境の 向上に寄与す

べきものとしで、不即不離の関係で ｈ ｉｩＺｴｲＡがおｾられてきた 。

第 4 隙 は 第 3 倣 と 共 に 超 高 精 建 築 物 と し て 想 定 さ れ 、 新

らしく総合設計制度を適用し、俄和J Ia j拠上の問題も含め、

御堂筋 ＨＡＡｉｊ の 地 上と他物の Ｓ 階に大脱政な公 ｉｪ ￭ ｊ ｾ 地 を設け

ることで、従来の計画との大幅な変! 1 ! をみた 。

ここを起点として検討の結来、延床面積約10万 川 、 地 下

4 階 地 上25断、 3 階以上をセ ッ トパ ックしてお層化し、

高 さ を 約 100mとする規伎が策定された 。

この H寺点で一番問題となったのは、地下 2 階より 2 階ま

での約2. 7万m' の商業床の一 元化とその動産泉処理であ った。

第 Ｔ 械は束 ｻ ＡＡｉ ｊ に大規絞な公 ｉ ｊ 月 ｾｴ 也を狭んで御堂筋に按し、

図、南{ ! ! I J では地下でダイヤモンド地下街と銭しており、

商業床へのアプローチは多岐にわた っている 。 とくに 1

附は高層部へのアクセス、業務、物i仮のフローの混在が予

想された 。 これへの対処として、周辺地区の将来計画を

も兄越しで、公 ｉ ｊｈｾ ｴ 也北 ｻＡＡｉ ｊ のサンタガーデンとダイヤモ

ンド地下街への述絡通路をつなぐダブ Jレモー Jレを椛成し

て水平のi荒れを促し、これに 2 ケ所のエスカレーターを

中心とした垂直動線をからませて簡業床のまとまりをめ

ざした 。

基本計画がまとまりをみせた i時期に、千日前デパートを

はじめとするピル火災が起り、矢継111 ゃに法の改正、 f旨

埠の強化が行われ、第 4 倣も防災計画の見直しが始 った。

持刀ピ Jレ火災現象に対する計画上の対処方法が不明であ

り、さまざまの巽論が発表され五皐霧中であったが、公

共的性絡の滋ぃI l 日発事業として十分に安全を期すという

前向きの姿勢から、大幅な権利床、分波床の削減につな

がりながらも、防災宛設及び設備の充実強化が取り入れ

られた。

外観についでも、第 I 械 か ら 第 4 煉 ま で H 皆のスカイラ

インを揃え、セ y トパックした 3 断 以 上 の 高 層 部 は 縦 線

を強制したカーテンウォー Jレのデザインで、色測につい

ても各極の材料テクスチァーは変 つで も 、 グ レ ー を 基 制

色として全{ 卒をまとめている 。

( 土肥緋ー / 束畑建築事務所)



国鉄吹田駅前市街地再開発事業

( A  3 棟〉

建 築 竹 中 工 務l吉・ 浅 沼 組 共 同 企 業 体

空 調 須 賀 工 業

電 気 栗 原工 業

昇 降 機 三菱 電 機 、 フ ジ テ ック



設 計 地 域 計 画・建築研究所

所在地 吹田市朝日田Tおよび元町の一部

工 期 昭 和52年 6 月~昭和54年 10月

「こんな密集住宅地を、 300戸も立ちのかせて再

開発することができるだろうか。 また、再開発

しでもよいのであろう か」ということが、最初

に現地を歩いたときの感想、であった 。

国鉄I吹田駅前再開発事業の対象区域は 3. 6haで、

居住者は約300世帯。 その中にはアパート 2 徴、

借家が大半という条件で、庖街li も借家が多か っ

たために、関係対象者は 900 人近くにのぼっ

一
~。

再開発事業というのは、本来密集市街地をクリ

アランスして新しい機能の市街地 にっくりかえ

ることをタテマエとしている。しかし 現実には、

なんらかの空地がないと施行が図維であるとい

うことが、関係者の一致し た見解である 。 つま

り、再開発の必要性が強すぎても、逆にあまり

都市矛盾がなさすぎても事業化が困難だという

ことが定説にな って いる 。

ところが当地区は、①木造密集地 ②狭い駅前

にパス発着が約900便 ③商業地域における借家

小住宅 など、再 開発を必要 とする条件が多すぎ

マ ー

~。

それにともなって、対象関係の将l様、高年令世

帯や身体の不自由な営業者など移住不可能な世

帯に対する対応、仮設庖舗用地の不足、 地区外

での大i i 1 な住宅対策 など、再開発卒業にともな

う困 ｾｦｾ > J : 諜題が多岐にわたった 。 これらの問題

に対応された市の担当部局の苦労は大変なもの

であった 。 それらに対する対応、とプランづくり

の基本を簡単に箇条舎にまとめると以下のとお

りである 。

①街づくりの基本として自動車中心の考え方は

とらない。 この点に つい ては 45- 46年頃のこと

でもあり関係者内部でも激論があったが、それ

らの中から駅前に人間のための( 歩行者のため

の) 緑の広場が生れた。

② 採 算l生を都市計画段階から重視した。そこか

ら地下駐車場はあきらめ、コストの安い屋上を

使 った駐車場にな った。 結局上層階の一部 を使

って 350台ぐらい硲保 したが、不足だという意見

もある 。

③当然のことながら、ピル内の区分所有面積を

地やすような配慮を したためにアソピの空間が

少なくな ってしまった。 この点については批判

カずあるかもしれない。

④ 権利者の営業カが新しく入 ってく る営業者よ

りおちるかもしれないと危倶したので、できる

だけよいJ易F庁を石在{ 呆するようにした。実f祭lこは、

駅と隣接したビルと大きいピルの中の核庖舗に

つつまれた 1、2階に権利者を入れた 。 このことは

核庖舗から批判された し、長期的 に見ると、必

名 称 構造規模

敷地面積 建築面積 延床面積

( 而) ( rri )  ( rri) 

A
2棟 RC、5F、PI 1，728  1，712 6，831 

A 3棟 SRC、IIF，P2 9，251 8，281 62 ，876 

B 棟 SRC、5F、P2 1，811 1，714 11 ，101 

ずしも全面的に( 権利者にと っても) 正 しいこ

とかどうかは議論の残るところである 。

⑤ 仮設庖舗の用地がなか ったので、在来の権利

者の庖舗を、そのまま仮設底舗とした (権利変

換の告知後) 。ピルの建設は、表通りの庖舗の裏

側の用地とすることにな ったので、いろいろな

法規とのかかわりなど困難な 問題が発生 した。

@ 代替住宅は、方々入れる と200 戸近くに及ん

でいる。この用地対策などは大変な問題であっ

一九 』 。

⑦ 最後に持主任したいのは、市の担当者の移動が

ほとんどなか ったことである 。担当者がちょく

ちょく変わるようでは権利者の不信をまねく こ

とになりかねないので 、再開発事業などの場合

は、このことが緩めて大切であると，思う 。

以上のように、権利者数が多か ったために多く

の問題をかかえ ていたが、今の ところなんとか

進 んできている 。来年の秋のオープンまで無事

に進 むことが、今の 関係者の願いである 。

(糸乗貞喜/ 地域計画 ・建築研究所)

昭和51年5 月当時



国 鉄 吹 田 駅 舎

〈国鉄吹田駅前市街地再開発事業A l 棟〉

施 工 鉄 建 建 設

国鉄駅前再開発事業の一環として計画、施

行されつつある国鉄吹田駅は東海道本線、

大阪~京都聞に位置し急速に発展、人口の

増加しつつある吹田市30万都市の表玄関で

あり 、昭和15年に木造で建築された建物は

老朽化 し、駅前広場の狭聡から交通の混乱

をまねいていた。今回、吹田市 においで国鉄

吹田駅前広場の整備 ・商庖街の立体化など

有効利用を主軸として再開発事業を決定し

昭和54年度竣工を目途に工事が施行されつ

il  d  

つある 。

今回改築される駅舎は在来旧駅舎と東口駅

の中間に位置し、吹田駅ホームの中央部よ

り新しいこ線橋により駅舎 3 階のコンコー

スに接続され、ペデストリアンデッキによ

り同時施行中の A 2
、A 3械の各市街地ピル

及びパスター ミナルに動線がのびている 。

駅の諸元は駅勢人口29万人、乗降人員 5 万

人、通勤駅、小荷物扱駅であり諸施設の配

置計画は次の三つのゾーンに分類し、計画

1 階 平 面 図

した。

設 計 鉄 道 会 館 一 級 建 築 士 大 阪 事 務 所

所 在 地 大 阪 府 吹 田 市 朝 日 町

敷 地 面 積 990 .0n1' 

建 築 面 積 928. 7n1' 

延 床 面 積 2，476 .6n1' 

精進規模 R C 、3 F

工 期 昭 和53年 8 月~昭和54年 8 月

1 階 部 分 小 荷 物 扱 所 階 段 、 出 入 口 と し

自動車の乗入れ、タ クシ ーの利

用を考慮した。

2 階部分 駅員の休養、更衣室などの設備

を設け接客部分と分離した。

3 階部分 駅の主機能部分を集め、コンコ

ース、 出札、改札など旅客関係の

動線を他のピルと接続した。

(上加世田保 / 大阪鉄道管理局)

3 階 平 面 図



国鉄吹田駅前市街地再開発事業

「新しい街っくりのねらし り

ず っ と以前には、「すいた」という言必

のつく駅が4 カ所ありました。国鉄l吹

IB駅、阪急千盟山駅の「にしすいた」

( 今の阪急l次回駅) 、同じく「ひがし

すいた J ( 今はなくな った駅で、当時は

今のl次聞を市役所前といい、この駅は

「すいた」とい っていた) 、それに京 I  I  

郎総の「すいたひがしぐち J ( 今の相 }I /)

ｾ＠

のl担カ所です。 高浜神社を中心に凶ツ

の駅のあたりまでが rl 次回」というイ

メー ジで統一 されていました 。

今では l吹田はも っと広くなり、ニュー

タウ ンもできて、人口は30万人にな っ

ています。

国鉄l吹 田 駅 前 再 開 発 事 業 は 山 の I ｾ＠

今後の発展に向けて、今一度l次/f /の '1"

思ふも
心を築きなおす事業です。

l次凹駅前の新しい街づくりのおらいは

次のようにいえます。一つは市民生前 I I  2 階 平 面 図

の中心としての口物の場であると同Hキ

に、 t舌力のあるふれあいの. tJJ . ; ともなり

ます。二つ目は紛の少なくな ってきて

いる l吹田市に、総をとりもどすシンボ

ルとしての総の広場でもあります。

この新しい街は、 l吹田市に人 間 と向然

のふれあいを復活するシンボルになる

ものです 。 もともとこの土地は、ｦｊ ｾｐｉｔ

---
や: i @7. k lll Tの地名が示すように、水のき

『 ミ

へ、

れいな街でした 。 また淀川や神山奇}I/ 、 ¥ 

安威川の合流点にもあたり水とのかか

わりの深いところです。

駅前広Ｎｴ ｊＯｾ には ｬ 吹田市の術である楠を ＧＱ Ｇ

心にノk辺施設をつくり、たくさんの紙

を両日することにしています。 その中止と

ｊＺｾ物をＡＡｴ｜ｩしむ人たちの活気とか、 Ｑ ＧＹ然

と 伽 交 歓 を 象 徴 す る ー ま 九 1 1

(糸采点菩 / 地域計画 ・建築研究所)
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11謡 平 菌 図



国鉄高槻駅前市街地再開発事業

1 号 棟 2 号 棟 3 号 棟

建 築 佐 藤 工 業 建設
議 鹿 島 建 設 建 築 海 原 建 設 ・鉄 建 建 設 共 同 企 業 体

電 気 日本電 設 工 業 電 気 八 千 代電 設 工 業 ・ 浜 田 電 気 工 業 共 同 企 業 体

空 調 三 機 工 業 空 調 亀谷建設工業 ・倉 石 工 業 共 同 企 業 体

給衛排水生 日 本 管 工 業 器 排 室 扶 桑 管工 業

昇 降 機 東 京 芝 浦 電 気 昇 降 機 三 菱 電 機
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計 画 高 槻 市 市 街 地 再 開 発 部

名 称 敷地面積 (m') 建築面積( ば) 延床面積( ば ) 4荷 造 規 模 周 途

ア ー ル ア イ エ ー 建 築 総 合 研 究 所

設 計 宮 家 建 築 事 務所 1号棟 3，301  3，072 

小 河 建 築 設 計 事 務 所

監 理 高 槻 市 市 街 地 再 開 発 部

2号 棟 5，052 4，596 

小 河 建 築 設 計 事 務 所 3 号棟 2，203 1，888 

所 在 地 高 槻 市 上 田 辺 町 ・ 紺 屋 町 ・ 高 槻 町 地 内

工 期 昭 和52年 9 月 ~ 昭 和54年 9 月

'  ーー

.  
.回目- # " ?  

. . - - '  ・・

-，‘e 曲、.. ..ーーーーー ... 

t.  • 
舟. "1 

.  

• 
ー ' t . ，. 

• 

!  -・

H白相44千10に始ま った こ の lヰIl il 予告は、 1見花 n 本の伺I"i で i止

も必要とされている ｬ ｊｾ 柄で、その，ｉｊＮ ｉ 支 ｬ は良好なＢ，街地環

境 の 長官保、 公 共ＡＱｩＡｩ 設の幣 側、防 災 ｉ ｾ の安全 ｪ 形成などであ

る。 し か し こ の純 の 事 業 はえてして 成 幼 しなし 、伊lが多し 、。

そ れ は J[; 米 そ のが』所 で 生 活 し て い た 多 く の俄 利 行 の 権利

やＺを 兄 を ， 淵幣し、また Ｇ ｊ ｾ 業 の Ａ ［［ＡＱ ￏＭを身えながら、余剰床

の処分，iJ 1' 同を 作 幼 に す る た め の S C 、 R S C的 ぶ 向 と、

同Ir/ i の !' H:t!. l と す る べ き ク リ ア ラ ン ス な ど の まF 引は、! 駅前

と い う 立地 条 イ'1' と か ら み 必 ず し も 一 放しないからである。

また 紐 々 ， ￬ｾ Ｈｬ ｬ￬ｪ をしても 、 それが ｉ ｊｉＮ夫ー になる ｈ 判明 は 。 ＱＢ < て

7 年 一 l Q'. .lo J ¥: となり、いくらその II : J . ' 戸、で見透したつもり

で も そ の IHJ の 社 会的 勢の 変 化 に ー放 さ せ る こ と は 官 燥 の

技 と な る 。 '作業の生泌をI l lt け る キ ー テ ナ ン ト や 絞 テ ナ ン

トの誘放についてはさらに大会Ａなもので、そのな向を ｊ Ｂｾ

ｩｉｬ Ｎｉ ， ｾ￯Ｎ に， ｈｵｦｦｩＮ￬ 丸 ｮ せねばｴＧ ｂｬ ， ｬｦ してもらえなし、 。 本 設 ，￬ｊ も Ｓ

度 に わ た り ー からやりなお、している 。 グ リ ー ン フ ラ ザ た

かっきは 、 このような ｬ 利維な Ｑｔ ， 止から 呪Ｚｴ ｅ に至 っ た 。 ｦ￭ＺｾＩ

ＲＮ Ｗｨ ｡ の ｦ 文 ｊ 也 には、 切れ ｪ￭ ｦｊＱ 二 上 ｾ Ｏ ｽＸ . 600m' をとり 、 そ の な か に

人 工 デ ッ キ 3. 347m' J也 F通路 1，840m' を両日し緑地 を，iJ 111il し

ている 。 そ れ ら に は 身 附 τ片付2むとして、スロープ( 泌) や

咋m便所、エスカレーターを両日しで本，汁l市! と、l i df してJ ! 主

'" 
，， Ｚ ＯＧ ｾ Ｇ 〆ら だ λ  回 正=--- ， 

f  

19，144 R C  8 1 、 6 F 商業ビル

36，112  S R C  8 2 、 5 F デパート

10，665 R C  8 1 、 5 F 事務所ピル (地下飲食広街)

め て い る 国 鉄 高 槻 駅 の紙卜ー化 さ れ た コ ン コ ー ス へ 誘 導 す

るようにしている 。 純 ｊ 並立ｾ築物は Ｑ 乃商業、 Ｒ 号育 ＱＧＨ 席、

3 ;; 企業務ピ j レを円己し、 2 ，ＫｦｩＧ ｬＡ ｾＧ＠ は キ ー テ ナ ン ト と で あ る 4公

j}JiI; {  I守l ' ( I，t; である 。 これは 仰r 1i 型 に近 い 郊 外 出 で あ るが、

全 館一巡 砲 に 考 え ら れ 、 延 床 面 倒36. 00001' 、売上jyi 而h' {20

，950m' はほぼ理念! に近いものとな っている 。 集 中 す る li

Ａｦ ｾＱ＠ '11、 1' 1伝111対策としては、百貨 1;1; ｪ 也 ｆＺｾｉｉ に ＱＳＰ 台ほどの

馬1: Ｇｉｉ ｊｾＯ ｾ があるが充分とはいえないので、 地 域周辺に立 体

引 'I i.JJ，¥も7T め i当101Ｑ Ｑ ＩＮ， ｾＧ ｾＶＰＰ 台、白紙 Ｑ ＱＱＸＰＰＱ 守，ｦ Ｇ ｖ 交のものを

，nlllil L. Mi っ ている 。

モー Jレは 2 号 館 の 点目!I Jの 道 路 を 歩 行 行' ，Ij. f f I として既存の

ｾＺＡｩ Ｑ ， ｾＱ おと ｉｉ Ｇｾ 結する ， ｮ 副である 。 これら施設立ｊｳｾ物は、彼

ｦ 斗尚巣立 ｾ 築であるので、防災などの安令 ＧＯＧＱＺ についてはと

くに訟を l fIい、 11 本立J f 築 総 合 試 験所 にお‘ いで、防災、 例

泣の汗定を受けた後、' A } / i ! i した 。こ の よ う に 何 々 な 事 的 か

ら、， ｮｬ 固から実胞に至るまでに多数の ， 没 ，汁 Ｇ ｊ ｾ 務所 がうど互

に|則り しながらも 一 JT した 作 業 が で き え な か っ た 。 その

な11"， では 本，i-J- llliI の B没，iJ ' Ji' と は ア ー キ テ ク チ ュ ア ラ ー で な

く、' ，¥公 l iユ(J任 、 " .j ) お よ び テ ナ ン ト を 介 む デ ベ ロ y パー

と、参加l し た コ ン ト ラ ク タ ー で あ る と い え る 。

( 111 /1] 緋 厳 / ，::，槻"， Ｂｪ 街 地 ｬ ヰ開発 Ｚｾｉｉ Ｉ

計 画 図

円 再 開 発 ビ ル 1 号 線

回 再 開 発 ビ ル 2 号 棟

回 再 開 発 ビ ル 3 号 棟

回 広 場

"  
国 人 工 デ ッ キ 吹 抜

同 人 エ デ ッ キ 広 場

回 ターミ ナ ルデッキ

国 人 工 デ ッ キ 2 F  

9J  パ ス パ ー ス 階 段

1司 パ ス 路 線

1司 地 下 道 入 口

回 国 鉄 高 槻 駅

JlJ パスタ ー ミナル

回 タクシーターミナル

同 クリーンベルト



上六地区第一種市街地再開発事業

施 工 鴻池組・フジタ工業・モリタ建設共同企業体



Ｎ ｾ＠

設 計 監 理 安 井 建 築 設 計 事 務 所

所 在 地 大 阪 市 天 王 寺 区 上 本 町 6 、7 丁目、東平野町 3 丁目

敷 地 面積 7，129. 95rr1 

建 築面 積 5.937. 62rr1 

延 床 面 積 60 ，956 . 08rr1 

構 造 規 模 S R C、 8 2、15F 、 P3

工 期 昭 和53年 4 月~昭和55年 9 月

上 六 地 区 第一 極 市 街 地 再 開 発 事 業 は 、 都 市 |  ピルの地 下 1 附から 地 上 3 階迄の低府昔11は 、

再 開 発法にもとづき 、街 づ く り の機 運 を、 I  24 ， 868m' の即日封となる 。 地 下 1 階 で は 駅

地 元住民から帰り上げ、組合を結成した「長11 I  との按: 去を、 l lPi' i の 東 j!!l Jは 、 既 存 の 商 庖 街

合 施 行 」 例制 発 事業である 。 I との連続性を持たせ、 2 附 は 、 敷 地 の 3 m

敷地 は、 |二六交差点、近 鉄 百 貨 l苫に対面す |  の 高 低 差 を 生 か し て 、 凶jJ!i J の 道 路 レ ベ ル に

る位置にあり 、 本 事業 に よ り 土地 問 題 を解 | 合 わ せ 、 周 辺地 区に 1mかれたものとして 、

消 し 、 並 行b包行されることにな った土 地 区 |  計画 した 。

画 強 硬 事 業 に よ って、 一辺 約9 0 mの 方 形 の | 商 酎ti の内 、 地 下 1 1暗から 2 1府までのほと

街区に絵師ii される 。 I んどを内める 17. 893m' は既 存 の 商 庖 が 入 居

上 六地 区 は 、 近 鉄 上 本 1111 駅 を中 心 と し て 発 |  する権利床である 。 4 附から 15断 ま で の 高

股 し た タ ー ミ ナ ル 簡 庖 街 で あ る 。 また、こ |  肝昔日は、日本住宅公団の分減no宅 (279戸)

の地 域 は、 -' : IIIT台 地 と附まれる日台にあり、 |  と、約70m' 程 度 の ワ ン ル ー ム 形 式 の小 事 務

幹 線 道 路 に 沿 った部分を除く 地 域 は 、住 居 | 室 と な っている 。住宅は、 3 D K の 楳 準的

地 域 に指定されていて、文教施設も多く 、 !  なスタイルを取 って い る が 、 制mおよび1J沼

市11心住区としての適性を数多く 備 えている。 I 卜程 度 は 、 ハ イ レ ベ ル の も の と し た 。 ワン

ビルの計画 に当 つでは、 組 合 日 の 強 い 期 待 |  ルームタイプの小 事 務室 は 、 診 療 所 や 、弟、

を反映 さ せ る こ と を 前 従 に 、 と く に 上 六地 |  護 士 、 経 浬 士 事 務 所 な ど の 入 居 を 計 り 、 地

区の持' 1 ' 1，を更新することを 心掛 け た 。 I 域 に 対 す る サ ー ビ ス 的機 能の充実をめざし

斡 線 道 路 沿 い と な る 敷 地 の 北j]!l J に は 、 充 分 |  ている 。

な者1I市 広場 を設け、 地 F 1 附 で は 、 近 鉄 の |  これらの権利! 末以外 の 部 分 ( 保 問 床 ) は 、

地 下駅と妓続させて、近鉄のi 1fg波 乗 り 入 れ | 住 宅 に つ い て は 日 本 住 宅 公 団 に 、 そ の 他 の

と地 下 駅 化 に 伴 な って 、 京 退 を 来 た し て い I  ?t ll分は一般 に 分 議 し て こ の 事 業 の 資 金 を ま

たこの地 区に 、 新 しい駅との峻点を設けて |  かなう計画である 。

伺IFIi的 なE車l成と 機 fiEのE支持を阿 った。 I ( 安井 建築 設 計 事 務 所)

三回〕E 巳 且J l j Fr ¥ j L - J  
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区画整理事業
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再開発事業

施 工 区 域

c=== 
近鉄大阪線卜本IIIf !l1( ，...---一

蹴 llL!万c = =

d  

@  

亡 コ 盟量産業



「

J

1

1

4
コヨ

J

J

寸

」

1

1

「

」

上六地区第一種

市 街 地 再 開 発 事 業

17 . 893ni  1  

6，975ni l  

施 設 の 槻 要

分 譲 住 宅 (287戸 4 階 - 1 5階 )

分 譲事 務所 ( 60室 )

庖 舗 ( 権利 床

庖 舗 ( 分 譲 床

駐 車 場 ( 155台)

:D l吉舗。 住 宅

の 駐車場

再開発前の地区 内屋 根 伏 図

六' - ，

2 事 務 所

③ 機 械室

、

、
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箕面駅前地区第一種市街地再開発

(箕面都市計画事業)

1'!;/(i jdi の駅 前 地I<l: I' J /l N発は、伺Idi 近 郊 地 域 の ス プ ロ ー ル

化 IJI. 象の波及に作い、伏滋化する! Wi/ iif 地区の施設桜( l ilft広

光と/11編を IJ (/勺 として、 II!Hi146年以米進められてきたも

のである 。

i比布 、F也.1党述 築 物 は 「 み の お サ ノ プ ラ ザ 1 け館 2 3; 館」

と名 付 け ら れ 、 す で に 2 勾館と 1 刀両自の外向き倫，f /I 行1占

向I i が営業をI l I I始し、f J t - 行して周辺の公共白illrn胞，没の幣 (r百I

[  '1>及 び 1 ｾ＠ ｽｦＮ ｉｾ の 上 Ｚ｜ＱＱ 工・ ｊ Ｇ が 、 Ｕ Ｔ Ｑ ＱＧ Ｎ Ｔ )  1のオープンを 11

J R して，色、ピ y チで逃められている 。

施 設 建 築 物 は 、盟li 広 場 に l師する 2 け館と、革1<広 場 に 11fj を

のそ' かせている 1 け館があり、いずれも rnの 玄 関 11 とし

てばかりでなく、 I(:f b : : のオアシス 1'1;/ 而公l刻への玄 I¥!J II と

してほ識されることを念日i ( j におき 、 かつ紛泣かな /1/lJ i l X

は ＯＱＯ Ｑ Ｍ Ｎ よりの 比 ｆ しを ｾｉＮＦ して 外談 ｦ ＮｦＺ Ｑ の Ｉ ， ｾ本 ｬ よ、 収 か

な ( 1然 lふ制利 する「上」と「鉱物r) J を組 合わせてデザイ

ンしている 。 ー1</ fJ Io汁 l凶は 、 本 'J>業 が十倍，f /I -Kの 全w口J... ｊＺｦｦｾ＠

を/i if 従として) l l i められたこともあ って、 "i 'J>行の 辺J般が

ぶ ｬ 白Ｎに ｽＨＺｉＧ ， され、路線型 ｊｬｬｾ 拘ｉ￬と ｬλｬ 向山 市ｉ￬が ｊｗ した形態

をと っている 。

Ｉｪ 、、 Ｇ￭Ｇ ｊ ＾ ｾ のキーテナントは ｊ Ｑ［ /(/I dil' 1  f{o: であり、 3 -

Ｘ 附は ､ ￭ｌ＼Ｚサーピスのための公共 ｊ ｪＧｴＡｩ， ｩＮｾ として， ￬ｬ￯ ， ＯＧｪ されて

いることが、大きな特色である 。 ､￮ の 自 ｾｉ d，づくりのー泌

を ｦｩｬ うことカず大い Ｏｾｊｙ ｊ￭Ｎｾされている 。

( 大嶋死JI リI R  1  Ai l l 築総合併' 先所)

住道駅前市街地再開発

(大東都市計画事業)

塚口南地区市街地再開発

(阪神間都市計画事業)
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，. 宅，孟.1. 、こ1- .、r

マスチッヲヲ1 : 1 - 9:.1ヲ“

無 公 害 な 弾 性 床 材

特 長

耐久性 : 耐久性にすぐれている 。

2  耐摩性 : 摩耗の度合が低く 、ホコリなど生じない。

3  すベ り抵抗性 : すベ り抵抗性にすぐれている 。

4  弾力性 : 弾性があり、万一亀裂ができても使用し ている聞に復元する 。

5  粘着性 : 多少湿っていても 、コンクリー卜 、金属、木など、どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性 : 引火のおそれがなく、ガス工場、爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭 : 完全無毒で各種食品工場、貯蔵庫に多く使用されている 。

毛主主

フリントコートについてのお 間合せは下記へ

ｪ 械式会前シェル厄 ｾ￦～ 版発売所
' "7 - J  ｾ＠ I - :1( ｾ＠ I - 部

大阪本部 罰 530 大 阪市 北 区 堂 島 浜 1 丁目 2 の 6( 新大ピル 9 F ) fi  (06) 343- 0441 

東 京 ，'!i>104 東京都中央区京橋 2 丁目 9 の 2 ( 第一 ぬ り彦 ビル) 合 (03) 562- 4676

福 岡 ，'!i>810 福 岡 市 中 央 区 舞 鶴町 1 - 1 - 5( 舞鶴 ビル 3 F )  fi  (092) 77ト1961

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111  
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プレハブの局部風圧

吉 川 祐 三

1. はじめに

一 般 に 、 低 層 建 物 に 関 し て は 風 荷 量 は あ ま

り 問 題 に さ れ て い な い が 、 実 際 、 台 風 な ど に

よ る 被 害 の 数 は 、 低 層 建 物 が 圧 倒 的 に 多 く て 、

現 在 ま で の と こ ろ 高 層 建 築 物 が 風 で 倒 れ た と

い う こ と は な い 。 全 体 の 倒 壊 に 至 ら な い ま で

も 、 屋 根 が 飛 ば さ れ た り 、 外 装 材 が 破 損 し た

り し て 、 建 築 物 の 機 能 が 失 わ れ る 低 層 建 物 の

被 害 は 、 毎 年 か な り の 数 に な る 。

こ の よ う な 局 部 的 な 被 害 は し ば し ば 局 昔11風

圧 に よ る も の で あ り 、 建 物 の 局 所 的 に 巽 常 に

強 い 風 圧 が 作 用 す る こ と を 物 語 っ ている 。

建 築物 に作用する局音11風 圧 に つ い て は 、 建

設 省 告 示 第 109 号 ( 昭 和4 6年 ) で 屋 恨 面 、 壁

面 お よ び 窓 ガ ラ ス に つ い て 定 め て お り 、 屋 恨

の車干先、けらぱ、棟および高層建物の高層頂

部 付 近 で の 負 の 風 圧 係 数 を ー 1. 5 としている 。

ま た 日 本 建 築 学 会 の 荷 重 規 準 家 ( 昭 和50 年)

でも、局告u風 圧 に つ い て の 規 定 が あ る 。 しか

し い ず れ の 場 合 も 、 あ ま り 明 確 な 根 拠 の な い

ま ま 、 若 干 の 資 料 に よ って 、 そ の 風 圧 係 数 が

定 め ら れ て い る 。したが って 最 近 、そ の 合間 的

な 決 定 に 対 し で か な りの |出l心 が 注 が れ て い る 。

広 く 知 ら れ て い る よ う に 、 風 は 立 体 的 な 舌L

れの構 造をも って お り 、 時 1111(1'') にも さをflJ I的 に

も変動しながら 吹 い て い る も の で あ り 、 元 来 、

時 間 的 あ る い は 空 間 的 な 平 均 値 と 局 所 的 、 瞬

間 的 な 極 大 値 は か な り 巽 な る 。 したが って、

而 に 直 角 に 風 が あ た る と き で も 、 そ の 面 内 の

あ る 点 で の 風 圧 力 は 変 動 す る も の で あ る 。 し

か も 風 が 建 築 物 の bl uf f ( とが っ た) な附音11( 壁

面の隅角告11や 屋 恨 の け ら lまなど) にあたると、

風 の 流 れ は そ の か ど で剥 離 と い う 現 象 を お こ

す 。 その例措I t した流線と主主物 の 鐙 而 ま た は 屋

根 面 の 問 は 、 圧 力 の低 い音11分 が で き て 、 壁 面

または屋根にはタトイ則に引 っ I! る力が作府l する 。

こ の 部 分 で の 負 圧 は 大 き く て 、 か な り 大 き な

変 動 成 分 を も つ も の で あ る 。

こ の 大 き な 面 外 力 に よ る 破 損 や 、 変 動 力 の

振 動 に よ る 共 振 や 、 疲 労 に よ る 破 竣 が 、 い わ

ゆる局告11風 圧 に よ る 破 綾 で あ る 。

2. 屋根隅角部の局部風圧

屋 根 の 隅 11) 古11 ( 50cm X  50cm ) の 中 の 4 ｽＮＧ ｾＮで

実 測 し た 風 圧 の 変 化 を 、 風 圧 係 数 の 形 で 示 し

た一例 が図ー1である 。H これは、 1 分 間 ご と

の 平 均 値 が10 分 間 で ど の よ う に 変 化 す る か を

示 し て い る 。 ( 実線は平均風圧係数 、 点 線 は きくなる 。 ( もちろん無限に大きくなること

変動風圧係数) この図で、 1，4 点は風上傾向J は な く 、 上 限 値 は あ る で あ ろ う ) こ の 評 価 時

安 か ら 10c mの点であり、 2，3 点 は50c mの 点 で 聞 を ど う 選 ぶ べ き か と い う の は 設 計 対 象 と す

ある 。風 上fWJ の 1，4l，i，では 、そ の 負 の 絶 対 値 る 材 料 の 物 性 に よ って 変 わ る べ き で あ る 。 し

は大きく、かつ時間的変動も激しいが、 2，3 か し 具 体 的 に ど の く ら い に と る べ き か は 、 難

点 で は 絶 対値 が 小 さ い 。 変 動 風 圧 係 数 の 方 に しくて 今 後 の研 究 待 ち で あ ろ う 。

もl明l僚な差 がある 。 この図は、 制 緩 による局 3 . 局部変動風圧の中の周期性

剖l風 圧 が 風 上 側 の 非 常 に 小 さ い 限 ら れ た 領 域 煙 突 や マ ス ト の よ う な 円 形 断 面 の 物 体 が 流

で 作 用 す る こ と を 示 し て い る 。 体 中 に あ る と 、 そ の 流 れ の 後 で 両 側 面 か ら 交

風 が附 角 部 の 45・か ら あ た る と き に は 、 両 互 に 渦 が 発 生 し 、 そ の 渦 の 円 位 か ら の離 脱 に

縁 部 か ら 三 角 形 状 の 強 い 風 圧 の 作 用 す る と こ 呼 応 し て 流 れ の 直 角 方 向 に 物 体 を 振 動 さ せ る

ろがある 。 そ の よ う な 場 合 の 風 洞 実 験 に よ る と い う 現 象 は 有 名 で あ る 。 矩 形 断 面 に 対 し て

風 圧 の 係 数 の 分 布 例 を 図ー2 に示す o H も こ の 秘 の 渦 が 発 生 す る が 、 総 称 し て こ れ は

さらに屋恨主主き材や外 装 材 の 物 性 に よ って

は 、瞬 間 的 な 最 大 風 圧 が 間 経j となるであろう 。

最 大 風 圧 は 極11直であ って 緩 値 統 計 学 で は二 重

指 数 分 布 な ど 、 い く つ か の 分 布 が 考 え ら れ て

いる 。

こ こ で は も う 少 し 単 純 に 以 大値 と平均 値 の

差 を 変 動 の 標 準 偏 差 値 で 割 っ た 値 の ピ ー ク フ

ア ク タ ー で 評 価 し て み る 。 正 規 分 布 し て い る

母 集 団 に 対 し で は 、 こ の ピ ー ク フ ァ クターは

約 3 . 0 に な る が 、 実 際 の 風 圧 の測 定 結 果 か ら

みると 3 . 0 あ る い は 5 . 0 にな っ ている 。"

約j 離 に よ る 負 圧 は 正 規 分 布 を も た ず 、 極 大f直

は 非 定 常 に お こ る よ う で あ る 。 最 大 値 と い う

の は 評価 l侍1mによ って 変 わ る も の で あり 、喜平

側 時 間 を 短 く す る ほ ど ピ ー ク フ ァ ク タ ー は 大
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図- 1 慶領周角部の風圧係数の実測例

- R、

図- 2 虚4費用角部45・から風があたるときの

風圧係数の風洞実験伊l

ミカルマン渦" と呼ばれている 。 一方、 j鼠に

さ ら さ れ た 建物 の 側 面 や 屋 根 回 に も こ れ に 類

す る 渦 が 発 生 す る こ と が あ る 。 高 層 建 物 の 側

面 で も こ の よ う な渦発 生 に よ る 風 圧 変 動 が あ

る こ と が確 かめら れ ており、多くの実i J l lj 例 や

風 洞 実 験例 が そ の こ と を 示 し て い る 。屋 中艮而

の 風 圧 変 動 の 中 に 、 こ の 渦 に よ る 周 期 性 が 含

ま れ て い る こ と も あ る 。 とくに隅角昔uから 4 5・

であたるときには、強い脈Ｑｉｾ Ｉ 圧力があると 、

C er ma k  e t  al が 報 告 し て い る 。 録 者 の お こ な

った 吊 り 屋 根 の 模 型 の 風 洞 実ー験 で も 、 そ の 風

圧 変 動 の ス ペ ク ト ル に は 渦 発 生 を 示 す 周 波 数

ピ ー ク が 存 在 し た 0 2}

こ の よ う な ピ ー ク周 波 数 は し ば し ば 無 次 元

化し、 f = 乎 ( n 周 側 、 D 代 表 寸 法

V : 風 速 ) で 示 さ れ る 。 円 柱 の カ ル マ ン 渦 で

は そ の 値 は 0. 2 で あ り 、 録 者 の お こ な っ た 屋

根 の 風 洞 実 験 で は 0. 167 とな っ た。 3た;iJl リ結 果

からも 0. 17程 度 に な り 、風 洞実 験 の 結 巣 と よ

く合 っ ている 。 しかし周波数ピークは非 ｾｩｩｾＧ に

広 い も の で あ って 、 あ る 単 一 の 周 波 数 の 渦 の

み が 存 在 す る の で は な く 、 そ の 卓 越 周 波 数 の

付 近 の か な り 広 い 範 囲 の 周 波 数 を も っ 渦 が 混

在 し て い る こ と を 示 す 。

こ の よ う な 特 定 の 卓 越 振 動 数 を も っ風 圧 変

動 は 、 た と え ば 庇 な ど の 屋 恨 の ー音1Iの 振 動 を

引 き お こ す 原 因 と な り う る も の で 、 重 大 で あ

る。

4 .  まとめ

こ の よ う に 局 部 に{ 引く 風 圧 は 、 面 全 体 に 加

わる風圧と 1絞べでかなり大きくなり、平均f - t

圧 係 数 で は ー 1. 5 よ り 大 き く な る こ と も あ る 。

こ れ は 、 風 そ の も の が 乱 れ の梢 造をも っ て い

る こ と に も よ る し 、 風 が 建 築物 にあた っ た 後

の剥 離 に よ る こ と も あ る 。 さらにこの局自11風

圧 は 大 き な 変 動I隔 を も つ も の で 、 そ の 極値 は

か な り 大 き い も の で あ る 。 た と え ば 屋 恨 の 風

圧 に l刻 し で は 、 瞬 間 的 な 風 圧 係 政 に し て ー 4 . 0

あ る い は ー 5 .0 に 達 す る こ と も あ る の で、 局

音uの 設 計 に 対 し て は 十 分 な 配 慮 が 必 要 で あ る 。
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設備施工上の地震対策

(その 3 )ー電気( 1 )

中 島 勅 夫

昨年の本誌 8 月号に「新しい耐震設計」と題す

る特集が掲載されたので、本稿を ，'r < 前の “ 頭の

準備体操" のつもりで読んだのだが、耐震設計と

いうのはこれほど難しく不可解なものであ ったの

かと、かえ って頭が混乱した次第である 。 こんな

状態で地震対策について述べるなどとんでもない

ことであるが、しかしこれらは建物締造上におけ

る地緩人力が非常に不可解であるために起こる問

題で、その内部に設置される設備の話となると多

少越を災にするようである。

すなわち 、設備に対する地震入力というのは建

物を通じて伝わ ってくるので、建物の振動周期成

分に大きく作用されるのである 。言 い換えれば、

建築設備においては建物との共振を避けるように

施 L することが品も重要で、通常はなるべく岡山本

となる方向へ補強しておくことが望ましい。

また、これで絶対というような耐震設計法は、

一概にこうであると述べることは難しいようで、

今のところ多方面にわたり侃々誇々と論じ合って

いる兵 っ紘中であり、残念ながら耐震担論なるも

のは目下研究中と 言わざるを得ないのではなかろ

うか。といって耐震思論カ略立するまで地震は待

って いてはくれないものである 。

では当面与えねばならないことは何かというと、

それは施L 上の問題点を十分認識することにある 。

過去の地援における被害実態をみても、たいして

大きな地笈でもないのに大きな被筈を蒙った実例

をよくみかける 。 こういう事例 lよ調査すると必ず

施工上に 1") らかの欠陥を持 っている 。 われわれ施

工を担吋するものとして、施工上の欠陥が予想外の

被害を偲 くということほど残念なことはない。こう

いった事例を皆無にするには、今までの数多くの

地袋における被害 実態をさ ぐることにより 、建物

の肘途 ・ ｾｕＺ ! 要度に従ってどの程度まで対策をたて

ることが必要であるかを十分認識せねばならない。

圃宮城県沖地震にみる被害状況

1田被害全般

昭和53年 6 月12日午 後 5 時 14分、宮城県金華山

沖 約 100 km、i染さ約40kmの海底でマグニチュード

7 . 4 というかなり強い地震が発生し、宮城県を中

心とした来日本全域に大きなツメ跡を残した。

この地震では、死者 ・28名、負傷者・約1300名

にも逮し、また家屋損援 ・約 9 万戸、道路損媛 ・

約890箇所、がけ崩れ ・約530館所、プロック塀倒

題担 ・約 150箇所など、そのほとんどが仙台市内に集

中した。

一 方、公共設備被害も仙台市およびその周辺地

域に集中し、地震発生と同時に屯気、ガス、水道、
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国鉄などが全面的に止まり、屯訴もかなりの混乱

状態に陥 った。 また、夕刻の退勤時刻と重なった

ため交通機関は大混雑となり、道路は渋滞をきわ

めた。

2  建物の被害 ( 建設省建築研究所調べ)

R C 造建築物の被害は、 仙 台市内卸町周辺の軟

弱地盤地帯に多発している 。 S R C 造の場合、 非

耐力ｾが部分的にひび Ｇｊｩｬｊ れしたが、構造部材の損

傷は軽微であった 。 しかし、 S 造、木造およびプ

ロ y ク塀の被害は幸子しいものがある 。

3 ，建築設備の被害

3  - 1 . 振動による被害 総築設備群は、それ

自体が振動を発する機械群であり、 地震の振動 ぐ

らいでは十分耐えられるはずで、 二 、三共振によ

る被害らしきものもあるが、機搭そのものは振動に

よる被害はみうけられない。 しかし移動や転倒な

どの被害はやはり避けられず、i l l : 心のおい機器に

アンカーボル トの引き抜け・切断 による 移動 ・転

倒などの被害が発生しており 、そのほとんどは態

築構造躯体への結合がなされていなかった。また、

今回の地震は仙台市を南北の方向に地震の波が走

ったようで、被害の程度も長手方向が東西の方向

に配置された機器は転倒しているが、南北の方向

では移動程度ですんでいるようである 。

そのほか、コンピュータ機絡の被害としてフリ

ーアクセス床に対する間組点は以前からあったが、

今匝|の地震においても多くの転倒被害が発生して

いる 。 その多くは 5 - 11階と、いずれも応答倍率

の大きい所に集中しており、アンカー支持なども

行っていないことが原因となっている。また 、天

井吊器具( ! 照明器具、 l時計、スピーカ) や配管等

の吊金物に問題がみられた。

・防振スプリングがはずれてポンプが、配管に支えら

れて宙吊りとな っていた。( 某ピ Jレ)

・防自民装鐙があるのに機器が移動した。( 某工場)

・空調機、クーリングタワーおよび屋上水糟等の基礎

の付け代が少ないため、基礎アンカーが役に立たない。

( 茶ピル、 某工場)

・変圧器などで固定していないものは、ほとんどが移

動したり転倒していた。倒れたものは容量的に 150KVA

以下が多〈、 200KVAぐらいだと移動程度であった。

( 全般的)

・大形変圧器で銅パーを使用しているものは、がいし

告sの破損がみられる。( 某ピ Jレ)

. パイプ吊器具が揺れて天井商フランジより抜け落ち

た。( 某大学、某工場 : チェーン吊および直付の器具の

被害は少なかった)

・レースウ ェイの接続部がはずれて絡短事故に至った。

( 築工場)

・幹線櫛振れに伴い、吊金物が抜け落ちたり曲がった

りしていた。( 某ピル、某工場)

・エキスパンション部の不同汰下により、配線が切断

された。( 某ピ Jレ)

3 - 2 . 自家発電設備の被害 東北地方各地の

官庁建物の自家発電設備の稼動状況は、 表 - 1 の

ようであった。これによると、 5 箇所を除き、他

はおおむね正常のようである。 5 箇所の異常の内

訳は、パ γ テリ屯圧不足、冷却水不足、スイッチ

操作のミスなど正常の保守管理および訓練の不足

に原因があるもの 3 箇所、発電機自体の故障によ

るもの l 箇所、水道の断 水という 外的条件の不調

に述到j したもの l 箇所であった。

その他の一般ピルにおいても大半は正常に稼動

したようであるが、なかには排気系統に問題がみ

うけられるものがあった。

表一 1 官庁建物の自家発電設備稼動状況

庁 名

始動

作動状況 [柿 /!; 
状 況

東 北 地 主E 良好 始動1検時後FatJEに転異

常点

燃異常科噴射ポンプの

>>1須甲子1>年自棋の草 良好 正

宮城身隊司 ｬ ゆｾ校 良好 正 ｾｾｾ＠

気 仙 沼 合 同 良好 2 時/111作動 水ラジエー停タ止ーの

切れで

*北' i キ区瞥察学校 発電設備なし

いわき裁判合同
停1l!{I:(..

縮 白 地 }j 合同 良好 Jf. JA 

仙台第 2法務合同 良好 正 百t

仙台" " 2 合間 良好 正 百t

小名浜港湾合同 停I官{I:し

仙台地 }j 法務合同 良好 非常灯のみ，I，' .i .灯
自京発電をめ予動に

していたた

ｾ北区本産研究所 良好 正 『l，t 作2月動のし地辛震かのっ際たは。

* 北 労 災 病 院 良好 正 百f

温 釜 i巷 i符合同 良好 3時rm作動 断本のため停止

仙 台 第 l 合問 良好 iE 首t 3時IlfI 30分

岩 手 牧 場 手動プJ 式

純 度 観 測 所 停司Iなし

釜 石 港 湾 合 同 不良
バッテリ電圧不足

東北段業試験場 良好

8 森 港 湾 合 同 停電なし

ｉ 也舷 ｾｴ 観測所 停電なし

( 東北地建調べ)

写真一 1 高架水槽 (F R P 製) が磁織し、階下の電気

重が水びたしとなった (某官庁ビル)

写真一 3 ダクト挿入

型電気ヒータ吊金物引

き抜けにより 、ダク ト

落下し配線破損

(某工場)

- 排気管がボイラーの煙突と共用している湯合で、内

部の耐火レンガが紛れ落ち排気管が婆がれてしまった。

( 某ピル)

・4匝{ 本打込煙突が屋上立上り恨元剖iで折れてしまった。

( 某デパー ト)

以上が宮城県沖地震の調査結果の概要で・あるが、

その“ 教訓| とその対策" については、次号に殺る

こととする。( つづく )

( なかじま のりお 大阪屯気暖房K Kl 主術本部主任)
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最近の溶接技術について

根 岸 宏 年

ひ と く ち に 建 築 物 と 言 っ ても 構 造 ・規 綴 は

多額多織であり 、 そ の 製 作 法 、 したが って 適

用 さ れ る 溶 接 法 も 異 な る が 、 こ こ で は 中 ・高

層 ビ Jレの鉄骨を 主 体 に 述 べる 。

ピル鉄骨は一般に工士坊で位、梁および柱と

梁 の 交 差 部 ( i 士口宮11 と い う ) が 製 作 され、 1見

上劾で柱と 主主および伎と梁の溶接または，. 百カボ

ル ト 楼 合 が 行 わ れ る 。 現 在 こ れ ら の 製 作 に 用

い ら れ て い る 代 表 的 な 溶 接 方 法 を 図 1 、 図 2

示 す 。

1 . 工場溶接

1  ) 柱 ま た は梁 の 溶 接

鉄 骨 は 橋 梁 な ど に 比 べ形 鋼 の f史問が多く、

し た が っ て 各 部 材 の 板 継 ぎ 溶 接 、組 立 溶 接 は

少 な い 。形 鋼 に 適 当 なサイズがない場合や、

Box 主主 に 対 し て は 、 鋼 板 で 組 み 立 て る こ と に

な る が 、 こ の 場 合 の 継 子 は 長 尺 で あ り 、 サ プ

マー ジアーク溶接が適! T I されることが多い 。

こ の 樋 の 溶 接 機 も 郡 今 の タ イ プ の も の が 開 発

されており、 J写 板 あ る い は 大 脚 長 な ど 溶 接1立

が多い継予にあ「しでは、能率化のため 2 '.'1):極

の も の 、 さ ら に は フ ラ y ク ス の 散布、 阿 収 が

門ｩｊ ｾｊ 化されているものが Ｇ ぷ用 化 されている 。

なお Box 往製作時の特殊な組みなて、 t容按

ｴ 去が ｭｾＧ られる 個所 としてダイヤフラムの継

手がある 。 こ の 継 子 に 対 し て 種 々 の 工 法 が f!;

えられているが、 図 3 に 示 す よ う な ダ イ ヤ ブ

ラムを入れた Bo x を 組み 慌 て た 後 、 消 耗 ノ ズ

ル 式 エ レ ク ト ロ ス ラ グ 溶 接 法 で “ め く ら 浴 嫉 "

を行うて法が成! 誌を上げている 。

2 ) 仕 ロ 部 の 溶 接

仕 11 部 は 構 造 が 線 維 で あ り 、 溶 接 長 の 短 い

継子が狭い個所に! . l S 中し て い る。 しかもこの

個 所 の 溶 接 負 荷 量 は 工 場 溶接 の 大 半 を 占 め る

ため、その能率化は鉄骨溶接の嬰 ｬ［ｾ であり、

こ の た め 溶接 向 動 化 も 種 々 検 討 さ れ て い る 。

そ の 代 ぷ 的 な 自 動 溶 接 法 と し て は 消 耗 ノ ズ ル

エレク トロ スラク' 溶 銭 法 、 炭酸 ガ ス シ ー ル ド

立向向ｩｊ ｾ ｊ ｩ 容 核 法があり、また品近では持殊ｾ

被覆アーク溶接様を{ 史 mした ;f_ 向 自 動 溶 接 法

分 野i I存 J長 Jl 法

- 炭般ガλ 7 ータド ( 1動i寄銭

① ' i lHt ノズル式エレ7 トロス ラグ議後

• 7 - 7  T'i 寄彼

② 

• iJt 般ガスアーク ド自動 iiH費

• 7 - 7  r i容彼

③ 
- サプマージア ーク 溶後

- 篠剛定炭((1.1i ス7 治指クι?fを産喪f 動 樹委

@  

- 交流/ ンガス、ド内動

' U也if.Eノ ンガス 1'( 1動

• 7 - 7  r i 容伎

ポ ッウス柱
ロールH 柱

図 1 代表的鉄骨柱の溶接方法

② 

分 類 溶 接 }'j i主

① - サプマージアーク 溶接

② 

• 7 - 7 l i容按

- 炭般ガスアーク l' 自動溶接

• 7 ータH 容綾

③ 
- 炭酸ガスアーク 下臼動溶接

主

図 2 代表的鉄骨はりの浴接方法

U形組立

ダイヤフラム

2 画工レヲトロスラグ溶後

岡

山

d

J

図 3 2面エレクトロスラグ溶鎮

も1111発 さ れ て い る 。 そ れ ぞ れ の 溶接 法 の 特 長

を 坐 か し て 効 果 を あ げ て い る 例 は 多 数 報 告 さ

れ て い る が 、 全 体 か ら 兄 れ ば わ ず か で あ り 、

一 般 に は 機 動 性 の あ る 半 (1 動 炭 酸 ガ ス ア ー ク

浴 接 法 の 将 及 が 著 し い 。 大 子 フ ァプ リ ケ ー タ

ー に お け る こ の 溶接 法 の適 Ifl 率 は 、 こ の 仕 口

Ｚｾｉｉ を含め｛ｪｾ｜溶接の ＷＰ Ｍ Ｍ ＸＰＥ に まで達してい

る。

な お 溶 接 法 で は な い が、 短 い 継 手 に お け る

エ ン ド タ プ の 1! X り付け、 i 奴りはずし、 f士 ヒ げ

て芋の作業を省略 す る 方 法 と し て 図 形 フ ラ ッ ク

ス ( 通 称 ノ ン タ プ フ ラ ックス) を月 l い る 方 法

も巧策されている 。

2. 現場溶緩

現 場 溶 接 技 術 は こ こ 10年 の川 に 、 予 溶 接 か

ら、 ｼ 主 ｬ 司ｩｊ ｾ ｊ 化、さらには向動化と飛蹴的な発展

がみられる 。 溶 接 法 と し て は ノ ン ガ ス 溶接、

炭酸 ガス溶接 法 が 用 い ら れ て いる 。

ノ ン ガ ス 溶接 は 、 ま ず 交 流 方 式 (3 .2mm持 ワ

イヤ使n I ) で l摘発されたが、溶接品質、 j容者

効 率 な ど の 点 で 問 題 が あ り 、 鋼 管 杭 の 現 均 溶

接 に III い られ る 程度 で あ っ た が 、 そ の 後 1. 8

- 2  .4 mm世ワイヤを伺い、! ' t ! i.原 持 性 を 直 流 と

す る こ と に よ り溶 接品質、 能率を改善した、

いわゆる細径直流ノンガス溶接法がI i 日発され 、

ピル欽 Ｇｉｾ を始め極々の桝冶物に適用されてい

る。 - } ; 、炭酸ガス溶接は♂，質 、 能率 は 良 い

が風に弱いことから、 1見上身向 きでないという

概 念 が あ ったが、その尚能率性を. 1 1 : 視し、積

極 的 に 防 風 対 策 、 溶 接 ト ー チ の 改 善 な ど が 進

められ、 It ぽ j垣市; の現場環境( 風速 10 m /  s c c  

以 下 ) で 安 定 し た溶接 が 可 能 とな り、 実 .lfl fヒ

されるようにな っ た。 さ ら に 必 府 ピ ル な ど 柱

の 使 HI 板 厚 の 厚 い継予 に対し 、I i 目先を従 来 の

V 型 か ら l 型とし、 i容者 ill 断 而 測 を 低 減 し た

狭I i fJ 先 溶 接 法 が 開 発 さ れ 、 越 iT!?; 府 ピ ル の 現 劫

溶 接 で 大 き な 偉 力 を 発律 している 。 図 4 にこ

の 溶接 法 の概 要 を 示 す 。

図 4 狭開先溶接法の概要 (N Hi去、Y K ;:去、川重法)

こ の 図 で は 各層 2 パス 1ft!i 工とな っ て い る が、

卜ーチをウ ィピングさせる }J't:宏 、 あ る い は 屯

流 を パ ル ス 状 に 変化 さ せ る こ と に よ り 各 階 1

パ ス で施 工 す る 溶接 法 も あ る 。

以上のごとく、現在の欽; ，，) . 溶接において炭

酸 ガス 溶 接 は花 形 であり 、 u困俗競争の激しい

こ の 業 界 で 浸 透 を 深 め て お り 、 これ に対応し、

安fli li な 溶 接 機 あ る い は 予 7容按との兼川1が 可 能

な浴鍛機の Ｑｉ 日発など、 溶 接機メ ーカーの ｩｊ ｾ ｊ き

も め ざ ま し い も の が あ る 。

(ねぎしひろとし 川崎長工業側鉄情事業部加古川工場)
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昭和 53年 度 ・第 4 回 若 い会員 の集 い

今に生きる洋風建築をたずねて

一一 北浜 ・船場界隈一一

ディ スカバー大阪・その 4

レ ポ ー ト

レポ一世・ 三 宅 良一

当日は天気も良〈 、 しかも土 ｡ｬｾ 日の午後とあっ

て絶好の兄学びよりであった。参加者は集合場所

の建築協会へ集まった。人数は約40名余りで、幅

広い年齢の人i主が参加しており、なかには、この

見学会の ために東京から米られた方もおられると

いうことだった。

まず大阪市立大学講師の稲田崎* 氏から今日の

見学先について簡単な説明があった。会場には今

日の見学予定先にな っている大阪証券取引所の現

場監督でいられた岡村忠一氏も参加されておられ、

氏は 当時の: t ' t 重な現場写真を持参された。

協会を出発した一行は、これも今では有名にな

った 索敵なイラストマ ップを見ながら北浜平和ピ

ルへ向か った。 l明治22年頃に建てられた、大阪で

もjit も古い木造 2 階建てである 。 ここから少し離

れたところにある大阪証券取引所に ー着いた 。長谷

告11. 竹 IJ 要建築事務所設計になるこの建物の正面玄

関は楕円形をした吹抜けの大きな空間であり、墜

面をおおっている大理石の迫力には圧倒された。

岡村氏より建設 当時の工事の苦労話をうかがいな

がら兄学 を行 った。立会場の天井をおおうト y プ

ライトや室の音響に対する配応、等、設計者のエネ

ルギーがその場に伝わ って くるようである。

このあと一行は、大阪市内で歴史も古く、伝統

のある集英小学校へ向かう。しゃれた玄関を持つ

この小学校の 内部は立派なものだ った。豪華な照

明具をつけた講堂や博物館なみの資料を展示して

いる教室、そして 当時としてはとても珍しかった

といわれる屋内水泳プールをもった体育館など、

うらやましいほどである。中庭の床は木レンガ舗

装だ ったそうだが、今はアスフ アルト舗装されて

いた 。

このあと急ぎ足で三井銀行、高腿f，(r，! U. 村ピル、

青山ピル、生駒時計底と見学していき、日本綿業

倶楽部へ着く 。渡辺建築事務所設計のこの建物は、

各室によ ってそれぞれ様式が異な っており、見学

者の目を楽しませてくれる 。村UJ l 車吾氏も 当時事

務所の一員としてこの建物の設計にたずさわって

おられたということである 。

やや遅れぎみのスケージュールにおわれながら、

このあと、芝川ピル、泉ピルとみていく 。泉 ピル

のファサードには生活のしみがあらわれていて目

をひいた 。

最後の見学先である大阪倶楽部に者き、室内お

よひ' バルコニーを見学した参加者はここで休憩を

した 。こ こで岡村氏と福田氏の聞で、洋風建築が

建てられていた 当時の様子 について談話がおこな

暑のｾ
包 ｉｄ＿ ｦｂＮｦｊ ⑩ ｾｦｊｾ よＦＺＩ

120 建怒 と社会/ l 例 年 l 月日

われ、今日の見学会のしめくくりを行い、午後 6

時すぎに解散した 。

洋風建築とそれにたずさわった人達 、そして現

在まで残ってきた歴史の重みのエネルギーに圧倒

された一 日であ った。 (企画段計社)

今回の見学に際し‘ 各見学先のご紹介を願った竹腰健造名智会長、

村野 ・森建築事務所、汐見建物 (株) の汐見弘取をはじめ、大阪E 券

取引所・集英小学校・綿業倶楽部・大阪倶海部憶には多大のご憶力

を賜わりました. ，主上より厚くお礼を申しあげます。

懐 か し く 喜 び と 苦 労 が 更 生 り ・・・・・・

岡 村 忠 一

小学校時代の遠足に参加したようで楽しかった。

中之島の市庁舎の場所には盤国神社が東にあり、

しばらく広場だったこと、日本銀行、図持館は当

時大阪の石造建築の代表だ ったこと、御堂筋はま

だ狭い淀屋総筋で、南北の御堂: さんは敷地も広大

で子供のよき遊び場所だ ったことなどを、偲びつ

つ協会へ集合した。 市大の福 田先生の説明の後、

ご案内され、見学して行けば、当時の北浜界隈の

僚子も同時に思い出され、今j商品太郎もかくあら

んかと思われた 。

特に大阪証券取引所では、旧煉瓦造の建物の取

り除きの工事も知 っていたから、 子供に会った以

上に懐かしく喜びと苦労が延り、また設計者を始

め戦只職人の方々の面影も浮かび、走馬灯のよう

に追憶が限りなく湧きました。当時は現在に比べ、

主として人力に頼 り幼稚だ った上に、 材料もほと

んど現場において加工するために、材料置場、倉

庫等に 附近の敷地が必要、したがって費用も 工期

λ 同

イラスト地図製作ーコラムデザインセン11-
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も案外かかった。持に 外装の石材工事の思い出の

数々がついこの聞のように匙り、北木』誌の花関石

の丁場での適材の選択、 i宝級後の加工場、工事場

への搬入、現場の貼付固定の工夫、その養生方法

の研究、加うるに未曽有の室戸台風の被害による、

潮油を被った対策予の経験は忘れぬことができま

せん。 しかし関係者一同は相当の年季が入 った方

々で、責任感と誇りを持ち、あたかも ー 現 場 が一

会社のようで 、心 の 縫 った作品が多〈残され、心

温まる思いでした。当時は設備附帯工事の方は充

分でなかったが、反面どことなく「ゆとり」とい

うものがあ り、装飾も適 当に施されて落ち着きを

感じさせられました。戦後は米国の影響で機械化

のため急速に施工法が発展スピード化され、まこ

とに結構 と思いますが、分業的になり、機械的に

なり、何となく建築物に人間味の欠けてきたよう

に、私ら l明治生まれの者には感じますが、いかが

でし ょうか。

私は都合で、 1.1主英小学校と大阪倶楽部と 3 カ所

の見学で失礼しましたが、いずれもその 当1侍の歴

史を無言のうちに語りかけられる思いで、クラー

クの像にも勝り激励されたように感じました。 集

予定小学校は中心部における大阪商人の根性を現し

た、当時としては斬新な建築で、現在もなお気品

が綴われま す。また大阪倶楽部はやはり中心部に

あり、実業家の最高の倶楽部に相応しく完備した

各 室 統ー された、清楚な装飾の中に落ち着きのあ

る設計・施工で、何となく究ぎの場所と感じられ、

さ す が

-流石 lこと思われました 。

も少しゆ っ くり昔の良さを鑑賞し、 学 びたく 、

今後の企画では半日に 2 カ所 くらいにしてはと思

います。古建築と同線、附近の良き建築物の今に

生ける見学は、将来を生かす企画の意義の深さを

感じました。 たびたびこの企画をお願いいたし、

若人の多勢参加されるようおすすめします。天災、

戦災に苦しんだ日本も、今や少なくとも戦災無き、

平 和を称え る日本観光のうち、木造古建築だけで

なく世界に誇る近代建築物の実現を期してやみま

せん。

工事場をのぞく鴎歳呼ぴ入るる

水打 って船場は早き庖じまひ

(元・大林組勧務)

日 時 昭 和53年 10月 14日(土) 集合13: 30→解散17・30

ゲスト 福図晴虐氏 (大阪市立大学講師)

参加者 4  2名

行 程 13:30 ゲストの紹介及行程の脱明 斎藤主査

13:35 お話「北浜、船場界隈の洋風建祭J 福田勝師

14・05 (出発〉大阪鉦券取引所(見学) - 集英小学

校(見学) →日本締業倶楽部(見学) →大飯

倶楽部(見学) へ 同所にて懇桜

17: 30 質疑応答後、解散

昭和 53年 度 ・ 第 5 回 若 い 会 員 の 集 い

都市住宅を考える (2)

・ ・ ・ 都 市 計 画 と 住 宅 設 計 の

接点… 水谷頴介氏に聞く

レ ポ ー ト

都 市 は 生 き の び れ る か ?

レポ一世・瀬戸本淳

「タウンハウスということばに、皆がだまされている

んですよ。 もともとこれは、アメリカの郊外住宅の作

り方なんです。いままで大き主敷地に独立住宅を建て

てゆくとい ったやり方では多くの要求に対応しきれな

くな った。また、そのような住宅地が、いわゆる町に

なっていかない、という反省もあ って、主んとか岡T屋

的な環境を作 って ゆこ う、という背哉の中でタウンハ

ウスが生まれてきたわけです。 そのような建物の原点‘

にあるものは、アメリカのいままでの古い町屋、さら

にはイギ，) スのローンハウスに♀るわけですが、いま

日本の場合についていえば、デウンハウスが、キャ y

チフレ ーズだけになってしま っている 。 まあ、て っと

りばゃいとか、個人の住宅だけれども、少しコストが

おとせるとかで、ちょ っと前にあ った、テラスハウス

との速いもは っきりしないまま 、田T屋ともいえないも

のが、できつつある 。いろいろ混乱している状態だと

思います。J

• 
例の独特の口調で諮 っていく水谷頴介氏。 白か

らを、建築界の異端と称している水谷氏ではある

が、やはり長年にわた って、都市計画を中心に、

いろんな分野でコツコツと築いてきたセオリーに

は重みがある 。 それが異端であればあるほど、現

在の建築界の現状では、あるいは本質に近づいて

いるのではないか 、と いえるだろう 0

• 
「たとえば、あんまさんとか、大工さん、産婆さん、

ピアノを教えている人、アトリエをかまえている人、

やはり町の中には、いろいろあるわけですよ 。それが、

ニュータウンの話になると、完全に欠落してしまう 。

戦織をもった人遠の家が失われてしま っているんです

ね。高層の共同住宅とか、宅地分殺の家、それに ショ

γ ピングエリアとい った榊成。 そんなのではなくて、

もっと職住共同型のゾーンをとりこむべきで、それが、

ひいては町の活性化というか、いろんな出会いの均所

の基礎 になると思うんです。 しかしまだ実現にまでは

致 っていませんよね。それから既存の町に ついては、

たとえば神戸だと、普からある町屋のなりたちを、も

っと生かしてゆく 。京都なんかは、i l ' 1水の町、西陣の

町、京大界隈とか、いろんな町の. i i l i 合体として、なり

たっているわけです。そんな点をさらに生かして計l曲

すると、良いと思うんです。たとえば、近隣住区計画

というのは、 一つの生活だけを兄ているところがある

でし ょう? 夜間人口のみを対象にして、計画 してい

くことが多い。 けれども町の中には商売している人も

いるし、中小企業の人もいる 。だから、たとえば、中

小企業のおじさんが、会議をするための尚工会館とか、

そういうものが、いっぱいあるわけです。 その点が、

いまの計画では、はずれてしま っているわけです。特

に、まじめな都市計画をや っている人はね。そのあた

りに大きな問題が、あると思います。

もっと都市活動に伴う、いろんなサービスがあるわ

けですよ。ほんとうに都市で♀いとできない職場、都

市型経済と共存したような戦場、個人で、できるよう

な仕事がかなり、これから 出てくるのではないかと思

います。い わゆる第三次産業、管FJ!組織 は、頭うちに

なることは、目に見えていますか らね。それに ついて

は、ジ ェーン・ジ ェコプスが、つぎのように合いてい

ます。 r都市の職場・職業というのは、たとえば誇の

上手な人と、印刷の上手な人と、装丁の上手な人が、

知り合 ったら、詩集を出すとい ったように、人のふれ

合いの中に、一つの戦業が成立する 。 そういうものの

無限の組み合わせが、郎市の活動である は まさに、

そのとおりだと思います。これから都市が、 郎市 とし

て生きのびていくためには、Ml 市の中の i織業が蓄積さ

れて いくような状況にならないといけないわけです。J

• 
「町を考えるときに、たとえば日本の場合、資本主投

経済だから 、こう なったのか、必度成長経済だから、

こうな ったのかというとかならずしもそうでは幸いと

思うんです。 ここ数年来見てきたソ述 ・中国を例 にと

っても同じ社会主設でも、田Tとしてのあらわ れ方が、

全く 違 うわけ です。今1見( f 、それぞれがJ十l凶し、実施

している町づくりの方向性も、 全然違う 。 これは、や

は り風土 、自然、都市の歴史的なりたち、工法、 材料

とかの基本的なものの身え方が違うからなんでし ょう

ね。 ソ速では、工業化が推し進められているわけです

が、どちらかというと、経済と住まいを分離する方向

にあります。中国では、現住の24時間交信;61J のような

労働事情のため、 一 日中、町に人があふれている 。町

の中に織があり、{ 主まいがある 。同時に、郎市と農村

とがは っきり対応していて、それらのつながりが、は

っきり埋解できるわけです。往来の道に尚業が発展し

てゆく、とい った原点ともいうべき公色を、みること

ができます。」

• 
「町の中で住宅を 作っていくときでも、共同住宅と個

人住宅を別々にとらえることをしない…… 。地域を無

視した画一的な手法ではなく、 生活に経済をとりこん

だ方向で』まえてゆく・ ・・ 。町を、文化人類学的な検討

の中でとらえ、ある ，Q" : 味では、東洋的な日本的なアプ

ローチにも重点を誼きながら、もう少しつ つこんで、

日本の町づくりを考えていきたいと，巴 っています。」

• 
前回の富安秀雄氏の講演に続いて 、 “ 都市住宅

を考えるシリーズ" の第 2 回 目として、この催し

が企画されたのだが、スライドも交えた長時間の

語りの 中に、積極的にかつ執劫に、重量かな田Tづく

りととり組んでいる水谷氏の姿を見ることができ

た。 混沌と した現在の建築界にと って、このよう

に地についたもののつかみ方のできる人が、いま、

もっ とも必要とされているのではないだろうか。

(瀬戸本湾建築研究室)

日 時 昭和53年10月28日(土)

開場 13: 00 開会13: 30 - 閉会 16 : 30 

会 喝 関西電力側大阪南サービスセン9 - - 1階集会室

ゲ スト 水谷煩介氏 (都市・ 計画・2量計研究所)

参 加 者 3 2 名

プロクラム 13: 30 開会のあいさつ 河上主査

13:  35→15: 50 講演 (スライド併用) 水谷頴介氏

15・50→16:00 質疑・応 答 閉 会

121 
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日本建築協会

月間の動き

昭和53年 11 月分

事

. .6.  

. ".  

15日 41時- 5 1侍10分 於会館集会主

出席者 塚本、福岡正副会長ほか13名

議事 111 建 築技術技術者資 格 に| 測する立法について

121  建 築基 準 法改正に 伴 う日 員 長条 例 等説 明 会Ｑｩ ｾ Ｑ

1症の1' 1

131  建築 技 術選占シリーズ 緋 座高ｾ 2 同「ピ Jレの

'( i エネルギー J 1持i催の (' 1

141  事務局職 n 2 名採用、 l 名退職承認の ('1'

151  事務局職員下期賞与支給の ('1

161  入退会者承認の ('1・

171  報告 τ ｉ ｾＡ Ｚ｡

事 業 委

広報小委員会

貝

. .6.  

. ".  

1 日 6 1時- 8 時 半 於会館集会室

出席 者 凶村副 委 員長、 l京見 佐 藤 ・平川各幹事ほ

か2 名

殺事 ( 1) 前 回 事 業ｾｬＭｬ会の報告

121  第41回展示写真実施報告

131  お42回以降の写真展示について

141  r富械県沖地震災害についての報告会」実腿

調i告

151  r臼彬に限lする研修会J の企 l附について

見学会小委員会

2 日 41博- 6 1侍 於会館集会室

出席者 向聞耳 ｲ ｬ ｾ ｕ 長、上 出斡 'lJ ほか 5 名

ｊ 晶 ｺ ｬｾ It l 前 回事業委n会の担i 告

121  9 月、 10月の 見学会実施限告

131  11 月の企 l国l について経過保告

141  12月以降の企 )Ilij について

若い会員の集 L 、小委員会

7 日 6 11寺- 8 時40分 於会館! t 会室

出席者 阪合別委日 峰、瀬 戸 本 ・ 古川 ｲ ，Ｑ［ｪ斡 Ｇｉｾ ほか ＱＴ

名

議 事 111  前向 事業委 U 会の報告

121  第 4 f! ! l 、第 5 阻 ( 10月) の実純報告

131  第 6 1叫の企 l凪について

141  ;r; 7 厄j の企 11自について

151  第 81"1以降の企 )I li j について

委 員 会

9 日 121時ド - 141侍 於会館集会室

出席者 三品委以 i止 、 乾 鶴 旺1 . 印 刷 磁 村 ・阪倉

谷高rJ 委l - l J是ほか 4 名

議 事 ( 1) 各小委以会の事業報告及び事業企 )lllj

(21  本年度会 L4忘 年懇親 会 l制i雀について

広報小委員会P R 分 科 会

21 日 6 時、ド - 9 時 F 於会館 3 階会議: a

出席 者 ｉＡｾ｛＠ ｾ＠ . 奥村山幹 事ほか 2 名

，(轟 恨 (1) お421ul展示' 与p ; r大阪府 'L労働センテー 」の

写只展示について

121  ｾ ｜ ＴＳＱ 叶以降の展示写真について

広報小委員会研修分科会

28日 6 時 - 8 1時 於会館 3 階会浴室ー

出席 者 佐 雌 ・‘ I! 川 l山i幹百)J

議 事 と 日ｾにｼ出ｼする研修会ごの企 ＱＢ 日について

広報小委員会P R 分 科 会
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30日 6 時 - 8 時45分 於会館 3 階会議室

出席者 保ＡｲｴＡＮ Ｎ 奥村 ｬ 崎将 Ｇ ｉ ｾ ほか Ｒ 名

議 Ｇ ｉ ｾ ｾＴＲ 回展示写真について

仁 二至 集 委 員

作品作風小委員会

8 日 4 1時- 6 1時 於会館r! l ¥会室

出席者 奈良 別委以長ほか 5 名

. .6.  

. ".  

議Zli (1) 正月号以降の作品選定について

121  尚業施設の具体的作品について

131 兵庫関係の科目'1企 Illij

投稿欄小委員会

9 日 4 時 - 5 時半 於会館 3 階会議室

出席者 木村富'1委nJ f ほか 3 名

議事 (1) r歴史的! t f容と街路公証J l . J の第 4 回以降

121  12月号以降の企 l曲

131  長期金幽及び提案事項

広告企画小委員会

13日 4  1時- 6 1侍 於会館集会室

出 席 者 尾 1位、iJ Jt 辺 各政 'μほか 3 名

議事 111  11月号「近畿地 方建設局30周年作品紹介」広

告収入* 告

121  12月号 「ピル環境」特集広告経過報告

(31  1 月号「再| 制発関係 新建築」特集広告企幽

141  2 月号「大阪南港ポートタウン」特集広告企 画

(51  作品作風| 対係広告

161  10月号以降収入計州案

「商業施設 J (仮称) 特集編集幹事会

24日 4 時 - 6 1時 於会館r! l ¥会*

出席者 片倉日rJ t' ｌｾ＠ J止ほか 4 名

j車事 3 月号「尚業施設 J ( 仮称) 特集について

一 企 )dil のための紫案一

「日影規制 J (仮称) 特集編集幹事会

30日 41時- 6 1時 於会館 3 階会議室

出席者 ｼ判凶 ｾｌＴ ほか 3 名

治事 昭和54年 5 月- F; r 日最長脱; t ; IIJ ( 仮称) 特集の企画

建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会 寸

企画分科会

8 日 正 午 - 21時下 於会館 3 階会議室

出席 者 酒 井 幹 事 ほ か 4 名

議事 「建築データシートハンドブァク」の 7 7 ターサ

ーピスについて

法 規 委

委員会

貝

. .6.  

. ".  

10日 2 時 - 3 時45分 於会館集会室

出席者 ｬ 判本 ｾｈｊ 止ほか Ｘ 名

議 Ａ ｉ ｾ 111 r 日影の頁 J 小委 U会の報告

121 瀬戸内海環境保全特)J I J . t 昔誼法にもとづく本

質保全( 仮材、 ) について

住 宅 委 員

委員会

. .6.  

. ".  

13日 5  11キ50分- 7 時 於会館集会室

出席者 小凶委 UJ是ほか 12名

ｊ 指 ｾ ｉｾ 住宅展今後のj辺; 当方針について

出 版 委 貝

委員会

. .6.  

. ".  

20日 51時下 - 7 1時 l' 於会副官集会室

出席者 小林委 U長ほか 7 名、および学芸出版社

J品事 (1) 技術lii ｉ ｉ ｾ 企 ＩＱＱ［Ｑ 出版状況報告

(21  今後の企 Illij

(31  そのほか (施工計 )1由執筆者依頼の件)

教 育 委 員

「技術選書」講座分科会

. .6.  

. ".  

20日 6 時 - 8 1時15分 於会館 3 階会議室

出 席 者 佐 々 木 高11委1"1政省! ( - 幹事ほか 2 名

議事 (11  建築投術iii J F講座( 第 2 回 ) r ピJレの省エヰ、 Jレ

ギー」について

121 建築技術選告第 3 回講座の企画につい て

131 建築技術選舎第 4 回以降の5再度企画 につい て

建 材 委 員

委員会

30日 41侍- 7 時 於会館集会室

出席者 牧悶副委n長ほか10名

J轟'1¥ (1) rエースウッド」他について

. .6.  

. ".  

121  r，，) レチケープ Jレトラ ンジッ ト」につ いて

131  1 月以降のメ イ ンテ ー7 につい て

141  r新建材紹介コー ナーJ 4 月以降の掲載製品

について

仁二亘
品 同

イ」

国宝 ・東大寺金堂 ( 大仏殿)

昭和大修理見学会(31 A 終回

. . 6.  

. ".  

一須屋被解体工事 ( スライド工法) の見学一

10日 2 時 - 4 1博 参加者 33 名

説明者 清水建設( 株 ) 作業所長 八木 Ａｾ 久夫氏

京都・仁和寺の茶室、重文建造物と青少年錬成道場

を見る

18日 101時半 - 161時 参加 者 30 名

講 師 帝 啄rl ，' { : 院大 ρ 数段 仁F 博士 |出1133孝 男 氏

句、

「 一五 い 会 員 の 集 い

堺の伝統をたずねる

一軍文 ・山口邸，量生砲屋敷 ，刀鍛冶-

25日 l 時半 - 5時 参加者 29 名

ゲスト 左 海 格 氏 ( ! 堺市教育委員会)

工高生デザインコンクール表彰式

11 日 2 1時- 3 1時 於会館集会室

出席. [ j ーの会代点 坂内幾男氏、金谷 事tc委員 、

|苗!回 ・斎藤教育委員会正副委日長ほか 2 名

l湖町教育委rl J 止の挨拶、 斎藤副委u長の審査結果の

報告に続いて、人選者に対し 賞状、 賞牌を| 町田委員長

より、優秀作品に対して賞状及賞品を l湖西建築家 j懇談

会ーの会坂内代表より、それぞれ授与した 後、茶話会

をＱｩ ｾＱ 催した 。主お終了後、「大阪府立労働 セ ンター」の

兄"f : を行 った。

|  建築基準法改正に伴う日影条例説明会

27 日 1  1時下 - 5 時 於附屯ホール

出席 .f1 400名

建築 8 凶体共催 大阪府 ・大阪市後媛

建 築 ク ラ ブ 朝 食 会

14日 8 時ド - 9 時半 於大阪グランドホテ Jレ

出席者 76名

当日は神戸尚科大宇教授 宮皇俊一氏より 、 「三 人

寄れ l i J をテー 7 にお，i古を伺った。

「「1 月 の 入 会 者( 伽 )

〔凶体会員 i 社〕

| 湖心産業( 株)

〔個人会μ 6 名〕

愛甲. I I l llil 井砧 均

' ドノ涜印113 嶋 昭夫

井恨途比古

水凶手 ｉｉｾ



賀 正

1979 

設計事務所有志

圃
?で A7.R:I. 建 築 事 務 所

代表取締役
亀 井晃

ム

口
、
、

，
J

E

事 務 所 大 阪 市 南 区 谷 町7丁目 12番地の l 新谷町第 3 ビル 2 F T E L (06)768- 1771 (代}

アトリ エ 東 大 阪 市 上 石 切 町 2 丁 目 1 4  - 3 5  T  E  L  (07437 )3- 6137 

E トリ7 : dル「 ・l 一級建築士事務所管 家

アトリエrrerOl 1 室 内 建 築 設 計 事 務 所 佐 々 木

克 子

恵 子

大阪市北区天満 3 丁目 l 番 l 号 玉 置 ピル 4 階 〒530( 06) 351- - 8920 ・6307

株式会社東建築設計事務所

代表取締役 東 秀 保

大阪市北区天神橋3丁目 8番3号 マ チ ス ビ ル 電話 06 ( 358 )  5598 ・3497

総 株 式 会 社
井上久雄建築設計事務所

代 表取締役 井 上 久 雄

本社 干532 大阪市淀川区木川東 2丁目 1番7号 ヒシヒラピル電話大阪 06 (304)  775以内

分室 干550 大阪市西区京町掘 1 丁目 4 番 4 号 千鳥ピル電話大阪 06 (443)  738鮒り

株式会社井上達明建築事務所

代 表 取 締 役 井 上 達 明

干 530 大阪市北区鶴野町 1 番 3 号( 安田ピル) 電話 06 (372)  2821附

12 3  



株式会社伊東建築設計事務所

代表取締役 ケ
J

L

汁

4

原 永一郎

干556 大阪市浪速区幸町通 2 - 6  ( 清光 ビル ) 電 話 (562 )4343 - 5  

株式会社伊藤建築設計事務所

取締役社長 伊 藤 鑓

本 社 名 古屋市 中区錦 3丁目 3-6( 日本経済新聞ビ J し) 電話<052>951-111例。

東京事務所 東京都千代目区神田美土代町 7 ( 久保ビル) 屯目前<03> 294-6061附

石 川 建 築 事 務 所

石

石

l

i

 

l

l

 

-

E

E

E

a

目'

'

・目目目，
E

，z'

宏

誓

干 543 大 阪 市 天 王 寺 区 茶 臼 山町111 電 話 06 ( 779)9491 ( 代 )

〒144 東京都大田区羽田旭町14-1 第7高橋 ピj レ405 電 話 03(741)  0574 

の 顎 泉 沢 建 築 設 計 事 務 所

代表取締役 泉 沢
孝斤

Eコ 史

〒530 大阪市北区西天満 4丁目 12番 2号( オオシマビル) T E L  (06) 364-9071(代)

株式会社入江三宅設計事務所

代表取締役

; - -L・

宅

三E

日

東京都港区虎ノ門 1丁目 18番 1号( 第 10森ピル) 電話 03 (501)  0286聞

大 阪 市 東 区 北 浜 4 - 4  8  - 3  電話 06 (201}  5  3  0  5  

株式会社浦辺建築事務所

代表取締役所長 浦 辺 鎮 太 郎

取 締 役 副 所 長 松 村 慶 一

大 阪 市 北 区 梅 田 1 丁 目 12 番 目 号 ・新 阪 急 ピ J レ 電 話06 (341)  1 7 2 7  

東 京 事 務 所 東 京 都 千 代 田 区 絢 岡T 4  - 5  - 10 刻 町 ア ネ ッ ク ス 塩 崎 ピ J レ

福 岡 事 務 所 福 岡 市 中 央 区 大 名 1 - 9 - 2 7 西 部 ピ ル
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⑤ 

生

@  

建築 ・都市 ・上下水道

調 査 計 画 ・設 計 監 理

図

株 式 会 社 久 米 建 築 事 務 所

取 締 役 社 長 永 井 賢 城

本 社 東 京 都 港 区 西 麻 布 1 丁 目 13 番 11 号 電 話03 ( 403 )0251大代表

大阪事務所大阪市北区堂島浜1丁目 4番27号 堂島中町ビル 電 話06 ( 344 )2096 代 表

コータケ建築設計事務所

均十 h  =  

rPJ  武 王 計

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 3 丁目 6 番23号 末 広 ビ ル T  E  L  06(  448 )  0178 ・2408

株式会社篠田川口建築事務所

株 式 会 社 協 同 設 備 事 務 所

代表取締役社長 川 口 喜 代 枝

名 古 屋 市 東 区 泉 1 丁 目 21 番 2 1 号

T  E  L  962 - 7  5  8  1  ( i に)

T  E  L  971 - - 2  2  5  5  (  W，I，;j  )  

株式会社 目白 手口

吾 凡

百又

代表取締役社長 岡 本 行

代 表 取 締 役 専 務 林 唯

主主

Eコ

夫

計

本 社 事 務 所 大阪市西区新聞T l 丁目 5 番7 号 四ツ矯ピ ル T E L 代表 532ー3421

神 戸 事 務 所 神 戸 市 葺合区八幡通4丁目2番17号 久徳ビル T  E  L 078- 251- 0651 

株 式 会 社 倉U

代表取締役

美
=n. 
員 又

中 原 英 雄

言十

大 阪 市 北 区 末 広 町3番21号 星 和 地 所扇町 ピル6階 T E L 大 阪 (06) 312- 3587代表

株 式 会 社 大 建

=n.  

員 又

取締役社長 千 原 大 五 郎

言十

本 社 東京 都 港 区 新 橋 1 丁 目 10番 7 号 ( 大 和 銀 行 新橋 ビ J レ ) 東 京 (572)4595(代 )

大 阪 事 務 所 大 阪 市 西 区 江 戸 沼 1丁 目12番 8 号 安 回 生 命 大阪 ピ ル 大 阪 (441 )9351( 代 )

名 古 屋 事 務 所 名 古 屋 市 中 区 栄4丁 目 6番 15号 名 古 屋 日産 生 命館 ピ ル 名 古 屋 (261 )8531 (代 )

九 州 事 務 所 北 九 州 市 小倉 北 区 紺 屋町9番 l 号 明 治 生 命 小 倉 ビ ル 6 階 小 合 (521 )428 5(代 )

分 室 室蘭
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株式会社
西

九

又

岬

ニ
コ

H

H

計

取締役社長 西

本 社 . 世

大 阪 事 務 所 大 阪 市 西 区 SL 冗 堀 1 丁 目 12 番 16 号 i'lI .1古(532)4051代表

東京事務所 東京郎千代 田区神田鍛治問J 3 - 3  ( 大木ピ Jレ内 ) ?Ci:.l i5 (256)  9301代表

広 島 事 務 所 広 島 市 大 子 町 2 丁目 7 番 1 号( 三 葉 ピ ル ) 屯話 ( 46 ) 0 1 4 4

句9
株式会社

東 海 設 計

代表取締役社長 小 坂 忠 勝

本 社 名 古 屋 市 中 区 栄3丁目 7番1号 (伊勢町ビル) 〒460 TEL 052- 26ト2651 (代 表)

東 京 事 務 所 東 京 都 中 央 区 京 橋1丁目 14番4号 (東信ビル) 〒104 T Eし03 - 56H) 815(代 表)

東西建築サービス株式会社

取締役社長 布 袋 園 雄

本 社 大 阪 市 東 区 横 綴 2 - 4  8 電 話 202- 3626

東 京 事 務 所 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 馬 喰 町 2 - 1  - 1  電 話 663- 1765

( 住 友 銀 行 浅 草 橋 ビ ル6階)

出 張 所 名古 屋 ・広 島

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所

代表取締役社長 東 畑 謙

実 阪 事 務 葉 大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 丁目 1 9  電 話 大 阪 (06) 202- 0391 

東 京 事 務 所 東京都千代田区永田町 2 ( 永田町ビル) 電 話 東 京 (03) 581- 1251

名古屋事務所 名古屋市中村区名駅 3 (堀内ビル) 電話名古屋 (052) 571- 8471 

北 九 州 支 所 北 九 州 市 小倉北区魚町 1 - 4  - 21 電 話 小 倉(093)541- 6531

( 北九州清和 ビル)

@  
株 式 会 社 内 藤 建 築 事 務 所

代表取締役会長 内 藤 資 忠

代表取締役社長 片 山 光 生

本 社 〒 606京都市左京区中大士陵町 1 8 9 番 地 泣 話075 (781 )4111代

事務所 ・出 張所 青 森・東京 ・松本 ・給関 ・名古屋・京都 ・奈良 ・大阪

高 知 ・ 傾 向

株式会社日建設計

取 締 役 社 長

大阪本社代表

土木業務所代表

保

郎

男

'
X

 

恒

憲

藤

田

谷

近

上

藤

〒541 大阪市東区横堀 2 丁目 3 8

電話 06- 2  0  3  - 2  3  6  1  ( 大代表)
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官 後 建 築 事 務 所
株式会社

m 

健後宮
代表取締役

大阪市天王寺区上汐町 6 - 3  5  電話 772- 0  1  6  5  ( 代 表 )

大 阪 椎 寺 町 ・ 大 阪 本 町 ・ 大 阪 南

社

。
平

一
一

本

分

村野，森建築事務所有 限会 社

電 話 ( 624 ) 0  9  2  6 代 表

電 話 (253) 0  8  7  5 代表

電 話 (669) 5  6  5  1 代 表

大 阪 市 阿 倍 野 区 阿 倍 野 筋 2 - 3  - 8  

研 究 室 大阪市南区心斎橋筋 1 - 4  3  

東京事務所 東京都中央区 日本橋茅場町 2 - 3

安井建築設計事務所
株式会社

ｾ＠
正野佐

取締役社長

電話 06(943)1371 (大代)

屋 ・ 神 戸 ・ 福 岡

大 阪 市 東 区 島町 2 丁目 7 番地

大 阪 ・ 東 京 ・ 名 古

社

社

本

支

所務事築建洋
株式会社

三

之

勝

貞

賢

楽

口

田

設

橋

太

電話 358- 6  3  7  2  (代 )
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賀 正

1979 

建 設 業 者 有 志

。。
株式会社 あ め り

台、
屋

取 締 役 社 長
前 野 慶 太 郎

本 社 干530 大阪市 北区中之島4丁目 3番 25号 電 話 代表 (444) 1501番

d誌

にJ

株 式

会 社 浅 沼 組

取締役社長 j菱 沼

本 社・大阪市天王寺区東高津町 8 番 地の l

東京本社. 東京都新宿区荒木町 5 番 地

支 底パ 名古屋 ・札 幌 ・仙 台 ・広烏・福岡

営業 所 ・旭川・苫小牧・青森・秋田・盛岡・福島・水戸・北関東・ 千葉・立川・横浜

新潟・北陸・ 浜松・静岡・岐阜・長野 ・三重・滋賀・奈良 ・京都 ・大和郡山

和歌山 ・神戸 ・岡山・鳥取 ・山口・ 高松・徳島・松山・熊本・鹿児島・沖縄

茂

電 話 大 代 表 ( 768) 5222 

電 話 代 表 ( 357) 026 1  

夫

。
株

会

を 新 ァ

取締役社長 新

工 務 所

日召

本 庖 ・ 大 阪 市 北 区 曽 根 崎 2 丁目 8 番 7 号 電 話 代 表 大 阪 (313)1331番

支庖・東京都千代田区篠楽町 2 丁目 1 番 1 4 号 電 話 代表 東京 (291) 37 41番

支 底 ・名古屋市中区大須 4 丁目 1 番71号(時計ピル) 電話 名古屋 (262)17 25番

..  
安藤建設株式会社大阪支応

常務取締役支庖長 岡 幸夫

大 阪 市 福 島 区 福 島 6 丁 目 3 番 2 1 号 電 話 代 表 (453) 2  1  9  0  

本 社 ・ 東 京都 中央区八重洲 2丁目 2番 7号 電 話 大 代 表 (272) 7  4  1  1  

支 庖 ・名 古 屋 ・仙 台 ・静 岡 ・九 州 ・ 広 島 ・ 横 浜 ・ 札 幌

営業所・千葉・ 積浜 ・水戸 ・盛岡 ・新潟 ・神戸・京都 ・沼津・札幌・字都宮・北九州・熊本

。 株Azz 、

式

井 上 組社

取 締役社長 井 上 福 蔵

本 社 大 阪 市 都 島 区 網 島 町 6 番 2 5 号 大 阪 (351) 0530 (352)  4031 - 4  

出 張 所 神 戸 市 生 田 区 加 納 町 3 丁目 2 番 地 電 話 神 戸 臼3) 1  7  8  0  
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組西
ｾ＠
7  

式

社

株

会
¢誌

、、J

雄

電話06 (779) 3  3 6 1  

電話03(354 ) 0  5  8  1  

良 ・ 士 奇 玉

芸芸

百 守

大 阪 市 天 王 寺 区 上 本 町 7 丁目 2 番地 ノ 1

東 京 都 新 宿 区 内 藤 町 1 番 地

京 都 ・ 神 戸 ・ 奈

西

β 、

7  
取 締 役 社 長

本 社

支 庖

営 業 所

組
必
瓜

V

4

4

 

大

式

社

株

会

@  

良日

東京本社 ・東京都千代田区神間司町 2 丁目 3 番地 電 話 大 代 表 (292) 1111番

本 自 ・大 阪 市 東 区 京 橋 3 丁目 3 7 番 地 電 話 大 代 表 (943) 1131番

支 庖 ・札幌 ・仙 台 ・横 浜 ・金 沢 ・名 古 屋 ・神 戸 ・広 島 ・高 松 ・福 岡

芳林大取 締 役 社 長

組制奥

(") 

株 式 会 社

夫

大阪市阿倍野区松崎町 1 の 2 の 3 電話大阪 (06)621- 1101(大代表)

東京都港区元赤坂 1 の 3 の 10 電話東京 (03)404- 8111(大代表)

札幌・仙台 ・浦和 ・東京・横浜・名古屋・大阪 ・神戸・広島・高松 ・北九州・福岡

俊キす奥取 締 役 社 長

本 社

東京本社

支 庖

社
l 込

ヨミ式株設建島鹿

聞

郎

郎

(404) 3311(大代)

(245)2311(大代)

一J . -

ノ¥)1 1  

回

取 締 役 社 長 石

常務取締役支庖長 金 伝

電話 03

電話 06

東 京 都 港 区 元 赤 坂 1 - 2  - 7  

大 阪 市 南 区 鰻 谷 西 之 町 6

本 社

大阪支庖

庖支阪組 大崎本申

式

社

株

会

③ 

{貫

大阪 (341 ) 7371 ( 代表)

姫路 (23) 202l ( 代表 )

申

，じ，、

6 電話

3 電話

藤江

大 阪 市 北 区 曽 根 崎 1 丁 目 1 - 3  

本 社 ・ 姫 路 市 北 条 口 8 6  

取 締 役 支 庖 長

株式舎社柄怠ヱ務志

⑨ 
良R

尼 崎 市 玄 番 南 之 町 4 番 地 電 話 大 阪 06(411 )  1  4  5  1  ( 代)

大 阪 ・ 西 宮 ・ 神 戸 ・ 高 砂 ・ 豊 田

}I 慎

Ｏｾ、 、

Eヨー柄取 締 役 社 長

本 社

営 業 所
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設建畿近
社

A  

3 ミ式株

① 

大阪06 (448)5601代

07755 ( 2 )  1361- 2  

敬

話

話

電

電

崎

大阪市西区江之千島 1γ 目2 話'2号

ー
ー

・
』E
E

，

取締役社長

ネ土本

滋賀県栗太郡栗東町岡 1 9 3 の 1
滋賀支社

近 鉄 住 宅 建 設 株 式 会 社

夫正梨木
取締役社長

2581代表(763)  大阪 06

谷 組 大 阪 支 底

牧 田 甚

谷 太 一 郎

専務取締役大阪支庖長 星 野 晴 彦

東 京 都 新 宿 区 津 久 戸 町 1 7 番 1 号 電 話 (260) 2111番 ( 大代 表 )

大阪市都島区片町 2 丁目 1 0 番 5号 電 話 (352) 1151番 ( 大代表 )

電 話大 阪 市 南 区 谷 町 9 丁目 1 番 地

熊⑨株式会性

〒542

長

代 表 取 締 役 社 長

本 社

大阪支庖

会 社甲 南 建 設 工 業 株 式

号、

電 話 ( 06) 308- 1551大 代 表

電 話 ( 03) 253- 4455代 表

電 話 ( 06) 427- 9631代 表

電 話 ( 078) 2 2 1 - 6293，叱表

電 話 ( 0722) 29ー o 0  8  8  

電 話 ( 092) 471ー 7 2  7  J  

電 話 ( 052) 6 8 1 - 6  7  4  5  

代表取締役 原 精

大 阪 市 淀 川 区 十 三 本 町 2 丁 目 4 番 2 8 号

東 京 都 千 代 田 区 神 田 須 田 町 1 ー 18 (共 同ピ J レ)

尼 崎 市 南 武 廊 荘 2 丁 目 7 番 2 3 号

神 戸 市 葺 合 区 八 幡 通 4 丁 目 2 番 8 号 ( 松 井 ピ J レ)

堺 市 街 屋 町 東 3 丁 1 番 1 9 号

福 岡 市 博 多 区 惇 多 駅 前 3 丁 目 2 番 8 号 ( 住友生命 ピ ル)

名 古 屋 市 熱 田 区 富 江 田T 1  1  1  

組
山

由鴻社株 式 会ee 
藤

大阪市東区北久宝寺町4- 27 電話ダイヤルイン (244 )3500(受付台)

東京 ・名古屋 ・広島 ・福岡・鹿児島・松江 ・仙台 ・高松・横浜・札幌・神戸・京都・金沢

池j鳴取締役社長

庖

庖

本

支

組岡。金
社

b

f

m

 

株 式

⑩ 

隆手リ岡リ金
代表取締役

電 話 大 阪 (779)7731 ｾ＠ 5  
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社

..0、

ヨ実式株業エ藤佐

母
佐 藤 欣 治 ・常務取締役大阪支庖長 小 町 谷 武 司

本 社 ・東 京 都 中 央 区 日 本橋 本 町 4 - 8  電話 東 京 (661 ) 1231  ( 大 代 )

大 阪 支庖 ・大 阪 市 東 区 北 浜 1 - 2  5  電 話 大 阪 ( 203) 7221  (代 表)

支 庖 ・東 京 ・名 古 屋 ・富 山 ・札 幌 ・福 岡 ・仙 台 ・ 広 島 ・ 横 浜

取締役社長

子士

_ h.  

Z 三式株
主" '

nえ建水1青

京己

東 京 都 中 央 区 京 橋 2 - 1 6 電 話03( 535)4111

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 1 - 3  - 37 電 話06(  443)  5431  

名 古 屋 ・ 広 島 ・ 高 松 ・福 岡 ・金 沢 ・ 仙 台 ・ 札 幌

-也

官

+

E

J

野長キ土

本 社

大 阪支 底

支 庖

イゑえ建設株式令私+  
三丘二

1 0  

大阪市東区北浜 5 丁目 2 2番地( 新住友ビル 2 号館)電話 06(  220)  8  7  1  2  

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 1 3 番 地 電 話 03(353)代表5111番

回

目本楠取 締 役 大 阪支庖長

大阪支庖

本 庖

組

吉

岡

高

銭

式

社

株

会。
之

大阪市西区西本田T 2 丁目 2-11 1 l t 話大阪06(531) 6431 (大代表)

東京都千代田 区一番町31番 地 電 話 東 京03(265)  4611 ( 大代表)

札似 ・仙台・千楽 ・償浜 ・名古屋 ・広島・四国 ・福岡

管 森 秋 田 ・盛岡 ・穏島 ・新潟 ・前橋・ 宇都宮・水戸 ・浦和・ 多 摩 甲 府

静岡・津・金沢 ・京都 ・神戸 ー岡山・ 松江・ 山口・松山・ 北九州 ・大分 ・

熊本 ・長崎 ・;富山奇 ・鹿児島・沖縄

輝銭取 締役 社長

本社 ・大阪支社

東 京 支 社

支 庖

営 業 所

建

取 締 役

社 長

常務取締役

大阪支府長

東 京 都 中 央 区 銀 座 2 丁目 5 番11号 T E L 東 京 ( 567) 1511大 代 表

大 阪 市 東 区 本 町 4 丁 目 2 7 番 地 T E L 大 阪 ( 262) 1131大 代表

東 京 ・名 古 屋 ・ 福 岡 ・札 幌 ・仙 台 ・広 島 ・横 浜 ・新 潟 ・高 松

会 社

夫

式

英

異

株

津

田

主ｾ
p_)ζ 

菅

原

成大

本 社

大 阪支庖

支 庖

• .  

手土式 会

幸 平

↑専

株

沢沢

設

大

大

建

立

締

締

取

取

幸大
@  

大 阪 市 西 区 新 町 1 丁 目 4 番 21 号 電 話 06( 538) 0881代

大 阪 市 東 区 今 橋 五 丁 目 二 番 地 電話 06(203)0373代

東 京 都 渋 谷 区 渋 谷 二 丁 目 + 番 七 号 電 話 03(407) 7426代

名 古 屋 市 中 村 区 若 狭 町 一 ノ 二 五 電 話052(581) 7376f t  

松 江 市 和 多 見 町 一 七 五 電 話0852(21) 3747代

富 山 ・ 岐 阜 ・滋 賀 ・兵 庫 ・広 島 ・福 岡 ・静 岡

社

室

庖

后

所

所

分

支

支

集

慶

営

破

社

京

古

江

本

本

東

名

松

出
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パ?、

てV
雲ま竹 中工 務 唐

取締役社長 竹 中 錬

本 庖 大 阪 市 東 区 本 町 4 丁目 2 7  電 話 大 阪 (252 ) 1201番( 大代表)

支 庖 北 海 道 ・ 東 北 ・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 九 州、|

営業所 千葉 ・横浜・静岡 ・北陸 ・京都 ・神戸 ・岡山 ・四国 ・北九州

⑧ 

鉄建建設株式会社大阪支庖

西 日 本 業 務 担 当 旧

常 務 取 締 役 ノU
島 章

常務取締役支庖長 金 子 越 郎

大阪市大淀区天神橋 7 丁 目 1 - 1 0 (天六阪急ピル) 電話 (358 ) 0321 ( 代表)

本社 ・東京都千代 田区三崎町二丁 目五番三号 電話東京 (262) 3411(代表)

@

 

戸 田 建 設 さ ま 大 阪 支 応

常務取締役支庖長 加 納 秀 雄

大阪市西区西本町 1 丁 目13- 47 (新信漉橋ピル) 電話06- 531- 656l ( 大代表)

本 社 東 京 都 中 央 区 京 橋 1 丁 目 7 - 1  

支 庖 東 京・ 関東 ・横 浜 ・名 古 屋 ・札幌 ・仙 台 ・広 島 ・四国 ・九州

⑪ 
東 液 興 業 株 式 含 社 大 阪 支 底

実管官土言 小松英二
主務号締室 田中巌夫

本 社 東 京 都 千代田 区丸の内3- 4- 2日石 ビル 電 話 東 京 (212) 3  2  6  1  

大 阪 支 庖 大 阪 市北 区茶屋町 18 - 21 豊崎ピル 電話 大阪 (373) 1  1  8  1  

支 居 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・ 福 岡

パ、

てコ

鹿 島 建 設 株 式 会 祖 大 阪 支 庖

常務取締役支庖長 山 本 龍 男

大 阪 市 東 区 島 町 2 丁目 2 8 番 地 電 話 大 阪 ( 942) 2  4  8  1  ( 代 表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南2丁目 3番28号 電 話 東 京 (263) 3151(大代表)

支 庖 札 幌 ・仙 台 ・東 京 ・償 浜 ・名 古 屋 ・北 陸 ・広 島 ・福 岡

営 業所 神戸 ・和歌山 ・京都 ・高松 ・高知 ・徳島 ・滋賀 ・沖縄 ・松山 ・鳥取 ・堺

③ 
日 本 建 設 株 式 会 社

取締役社長
生 田 重 政

本 社 大 阪 市 東 区 安 土 町 4 - 5  T  E  L  (261) 7  5  9  1  - 8 〒541

支 庖 東 京 ・大阪 ・名古屋 ・福岡 ・広 島 ・仙 台 ・札幌 ・四国 ・沖縄
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野 村 建 設 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 岩 本 義 心

本 社 大 阪 市 東 区 高 麗 橋 2 丁目 9 番 地 電 話 ( 202) 4 7 9 1 代表

東京支庖 東京都千代田区大手町 2 丁目 1 番 1 号 電 話( 241 ) 4  1  7  1 代表

@  

株 式

会 社 間 組 大 阪 支 底

専務取締役

大阪支庖長

土 上 三 之 丞

大 阪 市 東 区 瓦 町 5 丁目 20 番 1 号 電 話 (201 ) 2 7 5 l ( 大代表)

本 庖 ・ 東 京 都 港 区 北 青 山 2 丁目 5 番 8 号 ( 405)  1  1  1  1 番 ( 大代表)

支 庖 ・東京・大阪 ・名古屋 ・福岡 ・仙台 ・北陸 ・札幌 ・広島 ・高松 ・海外工事局

告齢

未来をひらく
フジタ工業

取締役大阪支庖長

大 阪 市 北 区 堂 島 2 丁目 l 番 1 6 号 電話 ( 345) 代表 7 6  7  1  

本 社 ・ 東 京 都 渋 谷 区 千 駄 ヶ 谷 4 - 6  - 1 q  

支庖 ・東 京 ・ 横 浜 ・名 古 屋 ・ 大 阪 ・広 島 ・高 松 ・福 岡 ・ 札 幌 ・仙 台

海外・リマ・カラカス ・サ ンパウロ・ キトー ・ロサンゼルス ・グアム ・クウェート

② 
不二建設株式会社

取締役社長 山
五
ロ良日口

本 社 大 阪 市 西 区 西 本 町 3 丁目 l 番 9 号 干550 電話 06 (541)  5534代表 .9301代表

支庄東京都新宿区西新宿 4 丁目 5番2号 干160 電話 03 (377) 5  1  7  1 代 表

名古屋市中区千代田 4 丁目 11番17号 干460 電話 052 (321)  8  4  8  1  代 表

出張所仙台・静岡・大 垣 ・四日市 ・滋賀 ・京都 ・姫路 ・岡山 ・広島・博多 ・大分

@  
株 式 会 社 藤 木 工 務 庖

取締役社長 藤 木 鎌 一

五似本誌 ・大 阪 市 東 区 両 替 町 1 丁 目 1 3 電 話 06( 942 ) 1461 ( 代 )

支 庖 ・東 京 都 新 宿 区 三 栄 町 2 3 の 4 宣言舌 03( 357 ) 1611 ( 代 )

倉 敷 市 鶴 形 1 丁 目 1 0 の 3 2 電 話 0864( 22 ) 3330( 代 )

高 松 市 丸 ノ 内 1 1 の 1 3 電 話 0878( 51 ) 7272(代 )

京 都 市 右 京 区 西 院 寿 町 1 3 電 話 075( 311 )  4131 ( 代)

福岡市博多区博多駅南 4 丁目 18 の 2 電 話 092( 441 ) 6585( 代 )

営業所 ・埼 玉 ・多摩 ・静岡・名古屋 ・宇治 ・岡山 ・徳島 ・新居浜 ・熊本

。 株 式 会 社
松 村 組

取締役社長
松 村 雄

本 社・大阪市北 区 天 満 2 丁目 1 番 33号 電 話 大 代 表 大 阪 ( 353) 1131

支 庖・東 京 ・名 古 屋 ・札 幌 ・ 仙 台 ・広 島 ・福 岡
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⑥ 

@  

⑮ 

① 

⑨ 

⑮ 

134 

三 井 建 設 額 大 阪 支 底

常 務 取 締 役 支 庖 長 滝 口 開

大阪支庖 大阪市 北区中之島 3 - 4 - 18 (三井ピル 2 号館) T  E  L  06 - 443  - 1321 

本 庖 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 - i O - 1  T  E  L  03 - 863 - 3111 

村 本 建 設 株 式 会 社

代 表 取 締 役 社 長 ネす 本
壁土Z

. R  
品司

本 庖 奈良県北葛城郡広陵町安 部 5 4  7 電 話 大 和 高 田 ( 55 )  1151(代表)

大阪本社 大阪市天正寺区上本町 9 丁目 4 9 電 話 大 阪 (779)1571(代 表 )

東京支庖 電 話 東 京 (265) 5851附 名古屋支l吉 電 話 名 古 屋 (241 ) 1511附

福岡支底 電 話 福 岡 (741 )01 19 三 重 支 l吉 電話 津 (26) 2949 

望 月 建 設 株 式

_ b  

社-p; 

取 締 役 社 長
望 月 太 ｾ￟＠

本 社 大阪市北区曽根崎新地 1 丁目 1 番 23号 電 話 大 阪 (344) 8651(代表)

株 式 会 社
i成I I L  工 務 庖

本 社

支 宿

営業所

代 表 取 締 役
;成l I IL 道 ま住

大 阪 市北 区 南 森 町1丁目 l 番26号( 成輿ビ j レ) 電話 (364) 1581 (代 表)

笠 中

神 ー
西 宮 赤 川

綜合建設業 ・一級建築士事務所・宅地建物取引業

蕊 薮 内 Z 務 J き
本 社

営 業 所

展 示 場

大 阪 J{f L  1  塚 市 九ｾｊ［ ｊｬ ＸＳ - 1  電 話 (0724) 33- 2 0 0 1  (代)

大 |以 ・ 上'1!- IJ Lj ι - 和 泉

大| 仮 J{f n 塚 市 三 ツ 絵 招 山 1 7 2 6 福: 地

株式含社米田工務庖

取 締 役 会 長

代 表 取 締 役

米 国 治 郎 兵 衛

米 田 良 男

本 社 〒 543 大 阪 市 天 王 寺 区 逢 阪 上 ノ 町 7 T  E  L 大 阪 ( 06) 771 -7771代 表

• 



賀 正

1979 

建材・設備工事・報道印刷業者有志

。〉アイエム換気工業株式会社

代表取締役松 岡 晃 一 郎

本 社 大 阪 市 浪 速 区 芦 原 町 1 1 8 3 T E L  (06) 561- 3901代

東 京 営 業 所 東 京 都 荒 川 区 西 日 暮 里 6 - 42 - 8  T  E  L  (03)  894- 8 8  3  1  

飯田ピル 1 F  

@  

意

向盛 建 材 株 式

盛

盛

ふ
一

A

男

巌

社

取 締 役 会 長 青

取 締 役 社 長 青

繁

広 島 市 舟 入 幸 町 1 9 番 1 0 号 電話 0822- 92- 3200

福 岡 ・ 岡 山 ・ 松 江 ・ 下 関 ・ 徳 山 ・ 鹿 児 島

+  

断熱工事設計施工

株式 会 社 井 上 冷 熱

代表取締役会長 井 上 浄 夫

代表取締役社長
井 上 良 日百

本 庖 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 1 - 9  - 6 電話 (06)441 - 8531附

支 庖 東 京 都 中 央 区 八 丁 堀4- 2- 2 共 同 ビ ル 八 階 電話 (03) 551 - 6756 

工 場 岡 山 市 中 原 3  7  5 電話 (0862)52- 5371

• • 
株 式

A

Q

冨
社 梅 彦

代表取締役
松 刀丈 芳告 良日

本 社 大 阪 市 北 区 中 崎 西 3 丁目 1番 2 号 電 話 06 (371)  4  0  3  6 代

営 業 所 大 阪市北区中崎西 2 丁目 1番 3 号 電 話 06 (312)  6  1  7  1代

茨 木 工 場 茨 木 市 字 清 水 2 4  6 番 地 電話0726 (43)  5  1  8  5 代

防煙 ・防火は 臨t臥
で 轟κノ

取締役社長 小 俣 茂

11¥俣シャ・γ9- 工業率朱武盆社大阪支庖
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@  

法定新不燃材料

文 隈 醤 飾 株 式

取締役社長 虫巻 111 
矢口 、生

日 1旦

。
宮

本 社 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 丁目 1 3 番 2 4 号 電 話 06 (444) 1410( 代 )

蛍 業 所 以 点 都 港 以 州 新 附 2 - 2  6 一 1 屯 話 03 (437)  2577( 代 )

神 戸 市生同区ド山手通 2 - 15 (聯合ピル ) 電 話078 (321) 2009( 代 )

不燃( 個) 第 1325 ・1326 ・1327

怨設大臣許可 ( 般三51) 第3105号

屋根・壁・外装材・谷樋材

製 造 並 責 任 施 工

大島応用化学工業株式会社

代表取締役社長 田 中 政

施 設 に 保 護 を /

設 備 を 大 事 に . イグ/  

干 578 本 社 東 大 阪 市 新 庄 1 1 4 番地 電話 06 (745)  5121( 代)

庖所 東京 ・横 浜 ・千葉 ・静岡・名古屋 ・四日市 ・岡山

広島 ・宇 部 ・大牟田 ・新居浜

ｾ＠

老妻

。

多

株 式 会 社 研 文 社

株 式 会 社 東 京 研 文 社

干530 大阪市北区堂山町13t!1=17号 '( [Li舌06(314 )0151( 代)

〒112 東京古15文京区間 U l 丁目 3 君主 3 号 t山后03(269 )6311 ( 代)

株式会社シェル石油大阪発売所

フリントコート部門

本部長 栗 山 和

本 社 大 阪 市 北 区 堂 島浜1丁目 2番6号 (新大ピル9F ) 電 話 大 阪 (343) 0441大代表

営 業 所 東 京 ・福 岡

須 賀 工 業 株 式

取締役社長 5頁 賀

.，d... 

Z 玄

孝

社

本 庖 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 1 丁 目 2 番 30 号 電 話 (06) 441- 5  1  7  1  

支 庖 東 京 ・大阪 ・横浜 ・名古屋 ・京都 ・神戸 ・広島 ・掴司 ・札幌 ・千葉 ・静岡 ・金沢 ・高松 ・仙台

よりよき環境へ技術で挑む一一一一

株 式 会 社 精

取締役社長 木

専務取締役 和

内

田

is 
清

正 八 郎

本 社 大阪市南区瓦屋町3番丁68番地( オートセ ンタービル ) 屯話768- 5031聞

東京支底 東京都千代田区九段南 2 丁目 2 番 5 号( 九段ピル ) 電話262- 3241附

• 



. 東 西 ア ス フ ア ル ト事 業 協 同 組合

西 日 本 床 工 事 事 業 協 同 組 合

株式会社タテバヤシ商唐

代 表 取 締 役
舘 林 彦 四 郎

〒601 京都市南区西九条大田町 37 電 話 ( 075)  681 - 7  2  2  1  ( 代)

。τ

車 千 瀧 亀 縦 株 式 会 結

取締役社長 岩 崎 久 雄

本 社 大 阪 市 都 島 区 中 野 町4丁目 8番 10号 電 話 06(358) 1171大 代 表

支 庖 東 京 都 港 区 虎 ノ 門 1丁目 13番 5号 電 話 03( 503) 0718代 表

福 岡 市中央 区 天 神 1 丁目 10番 24号 電 話092( 712) 0126代 表

営 業 所 鹿 児 島 0992 (24) 0115 

@  

東亜印ルーフイング

東 亜 工 業 株 式 会 社

本 社 干 581 大 阪 府八尾市南太子堂6丁目 4番27号 電 話0729- 94 - 5682 

営 業 所 東 京 ・ 名 古 屋

工 場 大 阪 ・ 東 京 ・ 和 歌 山

⑮ 

東 亜 ア ス 防 水 工 事 ス ー パ ー シ ー ト 工 法

合 繊 不 織 布 ・T N コ ー ト使 用 の メ ン ブ レ ン 防水

ii 官i 東Eアスフガレト防水事業協同組合

干581 大 阪 府 八 尾 市 南 太 子 堂 6 丁目 4 番 2 7 号 電 話 0729-94- 5682

⑧ 
友 田 五 議 様 式 舎 社

代 表 取 締 役 友 田 俊 夫

本 社 干534 大阪市都島区都島中通 3丁目 3番6号 電 話 06(921 )0331 - 6  

奈良営業所 干630 奈 良 市 鳥 見 町 3 丁目 9 番 5 号 電話 0742 (43)  5620 

⑧ 

T OT O特約庖株式会社
T ヱ7

代 表 取 締 役

ニヒ

仁コ
田 広 助

本 社 干543 大阪市天王寺区，烏ケ辻町 6 1  電話771- 9123日廿

実 業 所 干544 大阪市生野区巽西2丁目 7番24号 電 話757- 1101附

柏原配送センター 〒 582 柏 原 市 円 明 町 2 1 7 番 6 6  電話 (0729) 77-728附
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お

株 式

会 社
西原衛生工業所大阪庖

代表取締役社長 イ半 良E

大阪市大淀区中津 6 丁目 8 番 4 号 電 話 大 阪 (458) 3531番( 代)

画区

大阪で唯一の

緊 日 刊 建 設 新 聞 社

代 表 取 締 役 中

代 表 取 締 役 中

山 豊 雄

山 敏 夫

大阪本社 大阪市東区高麗橋 1 丁目 3 ( 東洋ビ j レ) 電 話 202- 6861( 代表)

役 員 室 大 阪 市 東 区 高 麗 橋 詰 町26 ( ユニ高麗橋) 電話 941- 6847 (代表)

<@t  
顎 日 刊 建 設 産 業 新 聞 社

取締役社長 花 村 茂 彦 実護霊堂草 山 浸 敏 郎

大阪支社 大阪市東区淡路町1丁目 14( 八千代ピル ) 電話06(231 )8171(代 )

神 戸 支 局 神 戸 市 葺 合 区 八 幡 通 4 丁目 2 - 25 電話078(291 )0541- 2

京都支局 京都市上京区河原町丸太町東入俵屋町460 電話075(211 ) 1 9  1  1  

本 社 東 京 都 板 橋 区 板 橋 町 1 丁目 4 8  - 8 電話03(961 ) 1691(代 )

9惨

22 日刊建設通信新社関西支社

代表取締役会長 田 中

大阪市西区京町堀 1 - 6 - 2 3 エハ ラビ ル 電話 (444)  4  4  5  1代表

本 社 ・東 京 都 港 区 西 新 橋 2 ー 1 1  - 4  電話 ( 502) 8  5  8  1代表

否
問

マ ル ヱ ス 印 企 ル ー フ ィ ン グ A シ ン グ ル 企 ビ ニ エ ス タ イ ル S P

日新工業綜式会社大阪支庖
f、

大 阪 支 腐 長 鈴 木 明 次

本社営業所 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 23 - 4  f t 東京 (882) 2424(代 )

大 阪 支 庖 大 阪 市 東 淀 川 区 瑞 光 通 り 4 - 30- 2  宮大阪 ( 329) 7737- 40 

出 張 所 名 古 屋 ・広島 ・福岡 ・札幌 ・山形 ・工場/ 東京 ・埼玉 ・山形

@  

日本アスフアルト防水工業協同組合

関西支部

大阪市東淀川区瑞光通り 4- 30 - 2 日新工業株式会社大阪支庖 内

電話 ( 329)  7  7  3  7  - 4  0  
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。
日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 協 同 組 合 員

日 新 工 材 株 式 会 社

{にK 取締役 井 場 正 孝

〒550 大 阪 市 西 区 新 聞T 1 丁目 12 番 2 3 号 電 話 06 (541) 3785( 代 )

活字のない印刷

⑩

 

日 本 写 植 印 刷 株 式 会 社

代表取締役 神 田 都 義

本 社 干545 大阪市阿倍野区阪南町 7 - 5 - 30 電話06( 692) 3425代

日本写経センター 〒892 鹿児島市名山町 4 - 7 三宝ビル 電話0992 (26)  4371 

津 山写植センター 〒 708 津 山市大手町 8 番 5 号模範庖会館 電話08682(  4 )  1771 

沖縄写経センター 〒900 南風原村兼城 沖縄印刷団地 電話0988 (55)  6100 

⑧ 
阪 急 電 気 工 事 株 式 会 社

取 締 役 社 長 杉 村 正 郎

本 社 大 阪 市 淀川 区 新北 野 1γ 目4番21号 電 話 代 表 06 ( 302) 0231 

営 業 所 名 古 屋 市 南 区 観 音 町 6 - 7 電 話 代 表 052 ( 692) 1141 

⑧ 
富 士 造 園 土 木 株 式 会 社

Ｍ 図 。 ｡ ＱｊＢｾ 備 軍 事 ｂ 代 表 取 締 役 金 岡 秀 輔

本 社 宝 塚 市 山 本 東 2 丁 目 6 番 17 号電話宝塚0797- 88- 0501- 6

大 阪 営 業 所 大 阪 市北区末広町 3 番21号 星 和 扇町 ピ ル 電 話 大 阪06- 315- 7035

ピ ニ ロ イ ド 防 水 責 任 施 工

ア コ シ ー ト 防 水 責 任 施 工

A C: J日P 回 責 任 施 工

防 熱 工 事 設 計 施 工 曹E ・，
プ ラ ス オ ー ル 1 " *=. 11 ，T + o c r - ｾ＠ ｾ＠

} 製 造 販 売 "  
コ ー キ ン グ J - - - - - - - - - w  

三 星 産 業 株 式 会 社

〒550 大阪市西区京 町堀 1 - 10- 17 (; 人ー栄ビ ル) Tel. <443>9721(代)

〒101 東京都千代川区神田小川町3-28(三束ビル ) Tel. <292>1961(代)

C'I¥ ，;!{， i}r 札帆 <721>6031 ・6307 IUlfi <21>5366(代)

?" ，'，- J;{ <931>4574 ・3393 ti ，¥I吋<78>336l ( 代 )

囚

自主化成Z 業株式曾社代理庖

新日用車口工業械式菖社代理庖

ι I y 三 産 業 様 式 吉 本I

代 表 取締 役 偉 馬 正 明

⑮ 550 大 阪 市 西 区 靭 本 町 1 了 貝 17番 15号 電 話 (06) 大代表 441 - 0  3  7  8 番

⑮ 725 広島出張所・広島県竹原市竹原町本川 1 5  1  4  - 9  工場・大津、竹原
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<8> 

b 初ゴ

装 美 建 材

金 属 建 材

営業品目 建築金物、装飾金物、其他諸金物別注設計製作

オリジナル金属製家具

株式会社山本金属製作所

干542 本 社 ・ 本 社 工 場 大 阪 市 南 区 西 賑 町 2 5 T E L (761) 0 1 2 7 代

干570 守 口 工 場 守 口 市 浜 町 2 - 1  T  E  L  (993)  7  1  9  2  

株 式

会記 tk ・q 建 結 託

0. 1 販 売 部 . No. 2 施 工 部

本 社 大 阪 市 西 区 四 ツ 橋 筋 四 ツ 橋 角 電 話 541 - 1861- 8

東 庖 東 大 阪 市 金 物 町 3 番 1 号 電 話 723- 2277- 8

山 建 ソ ー ピ 大 阪 市 西 区 南 堀 江 1 ( 立花通) 電話 541 - 2152- 3

川村統之作



地玉三，空

U 2，A K 'こコ
!  総合天井システム相当強 l  

奥 村

耐震・耐火そして軽量化を誇る総合天井システム、J ライン工法¥¥" ALTS工法、は当社強自の

照明灯ユニットおよび戸J l ノミ製T J i ーを建物のモジュールに配列し、天井住土げ材と一体化し

だシステム天井です。空調、照明、防災機器、スピーカーなどの被備ゾーンとの組み合せ、さら| こ

間仕切、ブラインド B O Xなどの取り付けも可能にしだ多機能を誇っております。 CPAT. 6件)

呉術株式盆社日

沖 縄

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 丁 目 3 番 ア 号

東 京 都 港 区 新 橋4丁 目2番 篤29森 ピ ル

福岡市博多区住吉 Ｒ 丁目 ＱＶ 醤 ＲＷｾ

名 古 屋 市 西 区 俵 町 2 丁 目 寸 番6 雪

仙 台 市 本 町2丁 目T番 8号 第1広 瀬 ピ ル

沖 縄 県 那 覇 市 建 )111 1 9 醤 旭

〒 5臼30 11町E鱈舌〈ω06の) 3針12一4制13針1(1押附匂

干 T旬05 置電 ｉｾ 話舌〈 ωＰＳω Ｉ 1¥必37一3お36別 附

〒 812 置電18話舌〈ω0ω9位2)沼29例T 一 ＰωＴＵｾ 駅 ｋｴ 仰 匂

〒4必51 1‘E 鱈〈ω05幻2)汚522一543f臼H削f仰匂

〒9ω80 1電I U鱈舌(ω0222幻) 6白5一6568ff仰
。

干 9ω0∞0  置電E鱈 〈ω09ω88ω)5臼3一685 α仰

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生田区北長狭通 4 - 1  ( 英和ビル)

電 話 神 戸 ( 331) 0881- 3  

支 l書 大阪市北区西天満2丁目 6番8号(堂ピル5階)

電 話 大 阪 ( 364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市葺合区八幡通 l ー 5 ( 電話221 2923)  

創 業50有 余 年 、 当 社 で は 製 品 製 造 か ら 責 任 施

工 ま で の 一 貫 し た 作 業 シ ス テ ム に よ り 、 漏 水

原 因 を 克 服 し た 理 想 的 な 総 合 防 水 層 を 完 成 さ

せました。

カッパー防水帯

コーノ〈ータイト
・ 奥 山 式 総 合 防 水 層 の 特 長

継 目 が な い / 温 度 変 化 に よ る 伸 び が な い/ 腐

らない/ 柔 軟 性 に 富 ん で い る / 耐 候 性 に 優 れ

ている / 製 品 及 ぴ 施工 技 術 が 優 れ て い る/ 完

全 絶 縁 工 法 で 施 工 出 来 る

奥山化工業株式舎紅

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座8-4-9 電話03(571)  2703 

オクロン防水帯

新工法プレノテクト吹付工法

- ぉ申込次第カタログ進呈

厚木出張所 厚木市金図字宮畑 2 5 9 電話0462( 21)6092 

大阪出張所 大原市ｾ島区 ｾ島中通り Ｒ Ｍ Ｓ Ｍ Ｑ 電話 ＰＶ Ｈ 921)  2497 

名古屋出張所 名古屋市南区蒼草町 3 - 3 電話052( 811)3660 

九 州 出 張 所 佐 賀 県 諸 富 町 電 話0952( 47) 2945

腐 ら な い ・ 燃 え な い ・ 軽 い

ケ ミ カ ラ ー オ ー シ マ メ タ ル

屋 根 材 ・ 壁 材 ・ 谷 樋 棟 包 水 切 り に

ス タ ン ダ ー ド メ タ ル の

大島応用化学東大阪市新庄( 問 5 1 2 1 - 5  
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空 気 開 和 ・ 冷 暖 房 段 備

設 計 ・ 施 工

給 排 水 ・ 衛 生 股 備

φ き喜朗目玉業社
ロ

ー
本 社 東 京 都 港 区 浜 松 町 1- 25- 7  電話 (434) 6171(大代)

大阪支社 大阪市淀川区加島 1- 58- 59 電話 (302) 2  2  7  1  (代)

支 庖 北 海 道 ・ 東 ;f t . 名 古 屋 ・ 中 国 ・ 九州|

営 業 所 釧 路 ・ 函 館 ・盛 岡 ・ 横 浜 ・静 岡 ・京 都 ・ 神 戸

213: 25 設 計 地 工

委 〈 去 を 大 阪 城 口 研 究 所

取締役社長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 電 話 大 阪372局7151( 代 )

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都561局4944( 代 )

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 六 ノ ー 電 話 神戸341局 5 8  9  2  

電 気 ・空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. " 大阪電気暖房株式会社

本 底 火阪市州民江戸線 l 丁目 10番17号 干550 司I. l古(441 )8231  

本 社 東京都中央区銀座 2 丁目 2 番17号 〒104 電話 ( 535) 5251

支 社 大 阪 東 京 ・ 名 古 屋

支 底 札 幌 仙台・金沢 ・広島・橋間

営業所 新潟 ・天恩・岡山・高松・熊本

出張所 待広・秋悶 ・盛岡 ・l刑藷・千葉・償浜・併岡

富山・福井 容量f B. 京都・神戸 ・鹿児島・部覇

空 気 調 和 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 水 道

電 気 設 備

厨 房

三 械 工 策

ム

環 境 衛 生施量生

荷 役 運 徹 機 械

化 学 鉱 山 機 械

22 大 阪 支 庖

取締役社長 各 務 節

大阪支庖長 稲 畠 和 治

大 阪 市 東 区 北 浜 2 T 日 2 2番 地 電話 大 阪 (202) 代 表3071

本 屑 東 京 ー日 比 谷 ・と. 僧 ビ ル

支 唐 名 古 昼 、 福 岡 、 札・t 広 島 . 仙 台 、 北 陸

出 蝋 所 欄 浜 . 高 松、 静 岡 ‘ 費 回 . 岡 山 . 金 沢

. 給排水衛生 ・冷暖房

・空気調和設備 ・その他管工事一切の設計・施工

⑮ 斎 久 Z 業 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町2- 6- 2 ( 日本ビル)

電話 03- (270) ー7411附

大阪支社大阪市北区中之島4- 2- 38 電話 06- (443) 5041(伶

支 窟 札 幌 ・岡山

営 業 所 仙 台 ・千葉 ・名古屋 ・金沢・高松・広島・ 福岡

出 張 所 福 井 ・倉敷・苫小牧

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施工

φ 三建設備工業株ま奮社

‘
F

 

A

、大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 紅 締 町 3 1昨 5 号 電 話 ( 352) 1 1 3 1  (代 )

本 社 東京都中央区 日本僑蝋殺町 2 - 22 電 話 ( 667) 3431 ( 大 代 )

支 社 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 眺 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 金 沢 ・ 新 潟 ・償 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 設 計 施 工

。株式会社
発 空 調

-・
-
-ー-

点京本后 東 京 ｉｬ ｾ 新宿 区 西 新 宿析 宿住友ビル 包 括 ＰＳ Ｍ ＳＴＴ Ｍ ＱＹＱＱ
大阪本広 大阪市北 区西天 満 3 丁 目131書20号 泣訴 06- 363ー1371

支 庖 名 古 屋 市 中 村 区 下 笹 島 町 11 - 2 電活052- 581- 8571

広 島 市 紙 屋 町 1 1 目 2 番 22 ;，; . 電話0822- 47- 4535

悩岡市中央 区 大名 2 丁目 4 番22号 泣J ii 092- 761 - 3795

出 張 所 仙台 ・横浜 ・福井 京都・神戸 ・松江 ・沖縄

自白 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・地 盤 凍 結

6 出面白 よりよき環境へ技術て蜘一 一

湾 v 株 式 会 社 精 研

本 社 大阪市南区瓦屋町 31書丁68番地(オー トセンターピ Jレ2階)

郵便番号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 番

東 京 安 底 東京都千代田灰九段南 2 丁目 2 番 5 号( 九段ピ Jレ8 階)

郵便番号102 電話 東京 (03) 262- 3  2  4  1  - 4 番

著 書 新 日 本 空 調 株 式 会 社

大 阪 支 庖 大阪市北区堂島浜 1 丁目 2 番 6 号 ( 新大ピル)

ｾＱｚ話 Ｈ ＰＶ Ｉ 344 - 6  0  3  1  ( 代)

本社 ・ 東京都中央区 日本締本石町4- 2( 三井第二別館)

電話 (03 )  279 - 5  6  7  1  ( 大代 )

名 古 屋 ・ 九 州 ・ 広 仏 ・ 札 帆 ・ 東 海 村 ・ 北 陸 ・ 大 分

c l eana i  r  

。iREf tJij 要性FP会提
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鰯

一一
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一

大

部

す

ノ

紅

側

/

空

m
w

」

ま

l

¥

酎

斗

窓口 東 京 支Ili J質事 111・訴す. Il! 直 断 司 2 - 6 - ' ・03- ) .44- 18日 i 犬 代、 欠 陥 支g ・06- “ 8 - S8引 {代 h

名 古 置 支E ・ 田 2-211- 1日 5¥代; 九 州 支 庖・ 四 2-431-2141  . 鋼所 <L唖 仙台 帽ゑ ・広島

神 戸 と包棉 断 麟 刈 金沢 文冨 師 国 ・田 ， . 鶴 岡 山 昭山 " ' " 腐 l尼. . . . 咽 ・川 ノコ ヲ

空気調和 ノ〆' - . .

給排水衛生 『ミ十子r

総送機設備

設 計 地 工

第一エ業抹式会社

大阪支庖

r : - moD側島コ 空 気 調 和 設 備

設 計 施 工

換 気 ・除塵設備

東 洋 熊 工 総 織 亘 書 盆 極 大 幅 安 信

大 阪 市 西 区 初本田T 3 - 1 - 2 7 T E し (443) 8  0  7  1  

本 社 東京都中央区京僑 2 T l B  T  E  L  (  562)  1  3  5  1  

支 庖 名 古 屋 ・ 福 岡

空気岡利・衛生 tt 備 大阪ガス指定工事会社

段計・施工

ガス段備 ・ガス住宅役備 大阪ガス段備担Ut 特約庖

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 北 区 西 天 満 5 -1ト 12 電話 06- 313 - 1846

芸孟吾 E T 大阪市北区西天満 5 - 1ト 12 電 話 06- 313 - 1846

品会去立 Jr 枚方市甲斐国東町 9 番3 号 電話0720- 49- 2128

訟 { 崎 郡 大 阪 市 北 区 西 天 満 5 - 11 - 12 電 話 06- 313- 1846

宮田 2 . 53 枚方市甲斐回東町 9 番 3 号 電話0720- 49- 2128

r  

日差・ 冷 房 ・ 空 気 温 湿 度 調 野 装 置

回 設 計 施 工

高 {i!!! 
妻11 p-:.‘ 

ー争・

大 阪 支 l苫 大 阪 市 北 区 芝 田 1丁目 4- 8 ( 北 阪 急 ビ ル 9 階)

電 話 大 阪 ( 372 ) 2  5  1  1  ( 代 表 )

本 社 東 京 都 千 代 図 区 神 田 駁 河 台 4 丁目 2 番 地

給・排水・衛生 ・消火・暖冷 房 設 備

お 銭 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

大 阪 市 大 淀 区 中 津 6 丁目 8 番 4 号 電 館 大 阪 ( 458) 3531番

支底・営業所 福岡・京都・広島・天理 ・川西

⑥日本管工業株式会社

本社及京・支庖 3京 都 市 南 ll( 百 九 条 盟 国 iiT 2  Ｐ 番地 ｾ 1  

定 訴 (681 ) 5 1 0 1 - 5 ・使間I f 早刷 :691 i 10“  

大 阪 支 庖 大阪市北区天満 1- 5- 20 Ｑ 世 ｾｉｩ Ｈ 06 )352- 3501附

四 日 市 支 唐 四 日 市 市 西 末 広 岡T ［Ｇせお ＨＰＵＹＳＩＵＳ ー Ｗ Ｔ Ｓ Ｑ ｾ ｴＩ

簿 営 業 所 湾 市 栄 町 2 - ｉｉｉ 電 話 Ｈ ＰＵＹＲ ＩＲＶ ー 必 ｉｏ ｾ ｴＩ

滋 賀 営 業 所 大 海 市 打 出 浜 13ー 15 准 話 (0775 ＩＲＲＭＹ ＷＳＸ ｾｴｬ＠

名 古 屋 営 黛 所 名古屋市中川区百 船町泡 訴 ＨＰ Ｕ Ｒ Ｉ ＳＶＳＭＰＶ ＸＱ ｾＱｪ

@ 醤 曙 農 協

ー・ｾＱｴ・ＮＮＮＮＮＮ
⑪ぺ;;: :; ;i;;;J 制 服Ｈ江 ｾｊ 日 Ｒ 川 ｾｉｾＪＪ Ｓｴｾ社

圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 1 1 : . . ， 可 : 1 : 11 司: 1

@平山互業株式会社

衛 生 ・杢 気 調 和 設 備 ・設 計 ・施 工

大阪市西区 江戸 経 ) -22- 7  T  E  L  (441 )附 1994 ・( W )附0331

空気調和設備・給排水衛生設備 ・上下水道施設

環境衛生施設 ・公害防止施設 / 設計・施工

⑫ 山 田 工 蹟 積 書111ft

事吐皐曹工事. . 竃畠 大 l ! i 市西 区 車 町 . 1 - 6 - 8 電話06(“3)8161( ;大代置)

喧喧葺置事車都 大匝市淀川区三 S 屋南 1 - 1  - 3S 電話 06(3槌J l 491( 代量)

車 車 宣 車 軍 曹 匹江車区亀戸1- 8 - ‘ (血困 ビ川 電ぷ 03(68318421 (ft 轟3

名 古 恒 正 晴 名 古 屋 市 φ区輩 2 - 16 - 13(草画ヒル) 電話 052(202)∞17(代置}

福 岡 支 底 福岡市博J . 区樽$ 駅東: 2-4-30(いわきピル) 電話 ω2(451胤 56

出 量 両 神 戸 ・ 居 山



⑤ 

I7Eヨ 語胃彊晶 -==- . L. IL 一. . . b.

| 場 竜 丸 保 氏

代表取締役 山 本 博 三

社 大 阪 市 北 区 中 之 島 3 - 2  - 4  制 H ビ ル

T E L  大 阪06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 (代 )

市 乎 木 町 3 _ .  3  4  6  

T E L  人・阪 06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 (代 )

5京 都 市 布 J i ' : [ > ( 丙 J忠 鰍 I t ' f f 町 2 1  

T E  L  ，証 書 ｾ 075 ( 3  1  1 )  1  1  8  5  ( j吃}

市 中 央 医 薬 院 1 ー 1 4  - 8  

T E L  悩 岡 ω2 ( 7 7 1 ) 6 1 6 8

電 気 位 備 の 頁

社

A

Q

一

A

設 計 施 工電 気 設 備

朝

電 気・ 言 十 装 工 事 設 計 施 工

栗 原 工 業 株 式 会 紅

ーを

4・
回L吹

本

事ヰ士省調陣所

耳E観 嘗 機 所

英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1-1 東 阪 懇 ビ ル T E L 0 6- 313- I I OI

支 l吉 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 舞 鶴 ・ 京 都 ・ 天 王 室

大 阪 商 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・ 四 国 ・ 九 州

信原菜取締役社長

悩 岡縄 問 出 張 所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

姉 川 正 男常 務 取締 役支 社 長

大阪市東区高廃橋五丁目 二八番 地 電 話 大 阪 (202)0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁目 4 番 5 号

支 社 札 幌 仙 台 ・ 丸 / 内 ・ 名 古 屋 ・福 岡

営業所・出張所全国主要都市20ヶ所

電 気 工 事 設 計 施 工

血
，、

代 表 取 締 役 坪 井 大

大阪市北 区西天満 2 丁目 6 - 8 ( 金ビル 7 階)

電 話 ( 361) 3  6  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 20 番 5 号

電 話 ( 671 ) 1  4  7  8  (代 }

川 崎 ・ 相 模 原 ・ 堺 ・ 福 山

社一ー
一

株 式 会 社

キ土

底

本

支

出 張 所

電気・計装・空調工事設計施工

&  

電 気 ・ 頓 冷 房 ・空間工事骸骨十施工

17- ，; 7ト圃気工: . ; 三J二 戸J レ ヲ 練 武8 1 1

山 本

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 丁 目 1 番 3 号

T E L  06- 364- 3056 (代)

東京・神戸・広島・岡山

名 古 屋 - 岡 山 ・ 札 続 ・ 苦 小 牧 浜 松 - 滋 賀

京都・高砂・ 三原・徳山・松山・新居浜・福岡・沖縄

、昼ュ

1旦刀く
取締役社長

社

支 l古

事 業 所

本

宝 電 機 株 式 会

取締役社長 嘉 納 伝 三

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ビル 3階)

電 話 (364 ) 1  4  7  1  ( 代 )

東京都港区新橋 2 - 1  6  ( ニュー新矯ビ ル 7 階)

電 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

電 話 (991 ) 5  1  3  1  ( 代)

堺 ・ 千 糞 ・ 字 都 宮 ・ 熊 本

社

S込

ft 

庖

底

本

支

支

神 戸f? 業所

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会長 今 村 騰

取締役社長 平 木 寛

大 阪 市 北 区 西 天 満 6 丁 目 9 番 8 号

電 話 大 阪 大代表 ( 312) 8  8  8  1  

東 京 ・名 古 屋 ・ 四 日 市 ・ 神 声

松 山

ネ土

司E 気工事・骨十畢塵ヱ事 ・1S t . 十鎗ヱ総 合 般 備 工 事 〈設 計 ・ 線 行〉

電 気 ・ア ン テ ナ ・送 電 線 ・プラント .1十装 ・空調・土木 ・建 築

⑧ 
社太 陽 工 藤 工 事 株 式 会

社

宿

所
業

支

営

本

.f1B  

大 阪 市 福 島 区 福 島 7 - 22 - 8  

T E L  (  06) 452- 1151  ( 大代)

東 京 ・ 名古屋 ・ 大 阪 ・広島・ 福 岡

四林取 締役 社 長

社本

事業所

電 気 工 事 設 計 施 工

令富士電業株式会社

中 実

大 阪 市 西 区 北 堀 江 上 通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 ( 538 ) 1 1 7 1 代 表

東 京 ・ 名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

回
取 締 役 社長

ネ土本

高千" 亀綴株式会組

取錫役社長 岩 崎 久 雄

大 阪 市 事 事 島 区 中 野 町 4 丁 目 8 - 10 

. 極 大 阪 (06) 3  5  8  - 1  1  7  1 大代筆

東 京 都 港 区 虎 ノ 門 1 丁 目 1 3 番 5 号

電 極 東 京 (03) 5 0 3 ー 0 7 1 8 代 表

徳 岡 市 φ 央 区 天 神 1 丁 目 10 誉 24 号

電 隠 相 同 ( 092) 7  1  2 ー o 1  2  6 代 表

神 戸 078( 351)“. 1 鹿 児 島 099喧(24) 0115 

電 気 設 備 般 計 施 工

@  

事土

竃

耳解

事E

営業所

一

九
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建 材 ・ そ の 他 の 頁

社 寺 数 奇 屋 周 瓦 ー- 大 仏 瓦

床 ・ 壁 内 外 装 用 瓦 ・ 大 仏 敷 ・ 貼 瓦

内外装用再構変美術タイル ・… 大 仏 タ イ ル

新 発 売 ー古 代 土 器 関 高 温 〆 タイ )1- ..... 大 仏 古 代 タ イ ル

@  
株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

大 阪 支J吉

大阪市東区高随僑 2 丁目 9 野 村 ビ ル5階 電 話 大 阪 (202) 4905

場ヨこ

漏 水 湾 入 制 落 防 止

耐雲震霊量

ナニワ媛勾 12買

3 寸緩旬最適軽量7J" 止付( 空葺) 瓦

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

社

大

阪

市

槙

通

区

元

町

丁

自

七

四

一
一

竜

踊

削

五

O

六

五

信 用 と 技 術 で

宋来を拓く 東海電工

@東海電???E事

本 社 / 名古屋市中区栄一丁目 20番 31号 〒ωo ft (052)221- 1111 (大代 表)

支 社 / 名古屋ー岡崎 ・静岡・ 滞 ・敏 阜 ・長野・飯 図 ・東京・ 大阪

Board &Sl ate 

@問

課内

Standard 

奉 仕 感 謝 の 唐

タ イ ル 工 事 施 工

: :  11) J筆家意歳月S

姫 路 市 北 条 ロ 1 2  6 番 地( 住友 生 命 保 険 ビ ル 7

⑪ 

フ タ パ 需 3阪

姫 路 働 集 所

セトモ 貨 ご利 用 下 予

、

告

。

υ

各 種

ガラス製品卸問屋

セトモノのデパー卜

ポツf 而す 酸

陶器、

建叡省I l l i : の防火材料

基材同等 o  0  0  3号

基材同等 o  0  0  3 骨

基材同等 o  0  0  4号

基材同等 o  0  0  4 号

ソリジットスタイン

エ パ ウ オ ー ル

エ パ ー サ ン ド

エ パ テ ッ ク ス

本 社 大阪市東住吉区第j 川 町 3 - 54 電話 (06)702ー 7814- 7  

東 京 事 業 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・福 岡 出 張 所 ノ

F U T A B A Y A  

建築物市制自等造作工事、家具建具・室 内 装 備 工事

内 外 装 飾 織 物 ・窓 掛 敷 物 壁 紙 類一 式 / 設 計 施 工

DE C OR A T OR S . L T D 

二葉屋装備工業株式会社

取 締 役 会 長 若 林 繁 吉

大 阪 府 摂 津 市 東 別 府 3 丁 目 7 番 8 号

電 話 大 阪 ω 6 ) 349- 9 1  9  3 代 表

大阪府知事建築業者許可( 般- 48)第 12064号

図爾
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発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有 防 煙 火 ・ 防 災 ・ 防 盗

.•. 
鈴 木 式 防 煙 火 シ ャ ソ タ ー ・ リ ン グ グ リ ル ⑮ シ ャ ッ タ ー ・

ス テ ン レ ス シ ャ ッ タ ー ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ャ ッ タ ー .

40 ・ ピ ー ア ッ フ ・ @ シ ャ ッ タ ー - 汎用 シ ャ ッ タ ー

そ の 他 特 殊 シ ャ ッ タ ー の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完鼠

， 

|実|
皆様の見本室年中見ていただける

A M. IO.∞- P.M. 5.∞ 

日 曜 ・ 祝 日 は 休 館

。
梅田新i董 商務自T

タイル

常 設 展 示 場

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町1丁目 1番25号

八 千 代 ピ ル 南 館2 F

T E L  ( 06) 364- 2059 

川 川111川川 好 評 発売 中 .イグノ l川川川11川川川川11川川11山l川川11川川11川川11川川11川川川l日川川11川川11川川11川11川川11川川11川11川川11川川11川川11川川11川川川11川川11川11川川11川川11川11川川11川川川11川川11川川11川川11川 川11

(54年 2 月号) (  1月18 回全図書庖発売)

・鉄 骨 組 立 無 足 場 工 法

・木 造 住 宅 お よ び低 層 建 築工 事 用 足 場

・新 型 フ' ロッ ク 構 法 の 開 発

・非 磁 性 建 物 の 設 計 と 施 工

・電 気 設 備 と 防 災 計 画

・ カ ナ ダ 省 エ ネ ル ギ 一法( 2  )  

・在 来 木 造 住 宅 構 法 の 地 域 特 性 ( 2  )  

・ 構 造 計 算 デ ータシート ( 61 )  

瑚
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年間購読料 ￥8，400 

( 送料含 む )

定価 ￥ 700 

同じ失敗を繰り返さな いた めに 専門技術者のための( 1 月中旬発売予定)
各信建築情i重の tt 画・設計に役立つ実用便覧

| 建 築 構 造 計 算 資 料 集 |

中川 ，草 編 著 全 8 巻

日鉄筋コンクリー ト情造編①〈増補改U>

B  5  fll .  232頁 ￥3，8∞( 送料 "' 250)

園鉄筋コンク 1) ート 4書道編②

B 5 判・ 212頁・￥ 3，α 氾(i 是料￥お0)

図鋼 情 造 編 ①

B 5 判・ 225頁・￥ 3，2(氾(i 星科￥ 250)

図鋼 情 造 縄 ②

B 5 判・ 256頁 ・￥3，日氾(i 韮料￥ 250)

固鉄骨鉄筋コンクリート 情造編( 1 月中旬発売予定)

B 5 判. 2 ( 泡頁・￥ 3，200( i 是科￥お0)

E 重 量 劃 週 盛 逼 回 匪 盛 田 -E量調E司置童画E 週間監墨書置

B 5平'1' 本文288頁・￥ 3，ぽ幻( 送料 ￥250) A  5 判・本文430頁・ "'3，800( 送料" ' 2 C氾)

ｼ目玉言 語話 Ｒ Ｑ ぐ ＺＧ Ｂ ｾｾｾ ｾ ｉ Iム失字国地の造園施設 |

北中克己著 A  5判 ・ 本文336頁 ・￥ 3，反幻(i 是料￥笈氾)

納まりやす〈施工l . . l ( > j 岨 筋 の 指 導 書 |  作 宅 団 地 の 土 木 設 計 |

| 新 刊 配 明筋 読 本 I ｾ 同正次著 ｂＵ 刊本文 ＱＱＳ 頁￥ ｬ 帥 Ｈ送料 叩Ｉ
井上 1嘩 . ｾむ卜 ｬｾ 宏共著

8 5 判 本 文 162頁・￥ 3，2∞{ 送料》弐刃)

E見渇に即した工事検査方法初の指導書 亀田泰弘監修

| 抗政工事検査の実際 I r妄 I コンクリート技術
上 巻 B 5判・ 453 ・￥6 α 刃( 送料￥ 250) 1  、 ，.. 

・下巻 8 5 判・ 534頁 ￥7，α 冶{ 送料 "' 250) 森 茂 二 郎 編

上下繍( 者s内送料￥ 350 地方送料￥ 500) |里ZZ28zzl
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4  

設 備 合 理 化 に 貢 献 す る

ミトG g u -ユトヨ山: J O

S K- l 0 0 S標 準 型

S K型 l 層式( 桝 ) / 2層 式 / 3層 式/ 床 置 式/ 土 問 用

・ 実 用 新 案 特 許 第 1196331 号

( ステンレス製)

厨 房 の 汚 水 に 含 ま れ て い る グ リ ー ス 介 は 配 管 設 備 を 著 し く 損 傷

します 。 し た が って 損 傷 を 防 ぐ に は 配管 設備 の 手 前 に お い て 阻

集 す る の が 配 管 設 備 を 長 く 使 用 す る コ ツ で す 。 S K式グリ ー スト

ラ ッ プ は こ の グ リ ー ス を 阻 集 す る ば か り で な く ト ラ ッ プ ・マ ン

ホ ー ル ・ 受 力 ゴ ・ス ラ イ ド 板 ・ 排 水管 ( フ レ キ シ ブ ル ジ ョ イ ン

ト) に 至 る ま で セ ッ 卜にな っ て い ま す の で 突 貫 工 事 にも 充 分 間

に 合 い ま す 。 又 、 従 来 の 鋳 鉄 製 ・鉄 筋 防 水 モ ル タ ル 製 の も の は

重 量 的 に み て も 取 付 日 数 が か か り 大 幅 な 人 件 費 が 必 要 で す が 、

S K式グリ ー ス ト ラ ッ プ は 軽 量 で 簡 単 に 取 り 付 け が で き 、 据 付 貨

が大中高に低減されます 。 又、残，査は受カゴで取り除き、 トラッ

プ 本 体 は ス ラ イ ド 板 に よ り 仕 切 って あ り ま す 。 こ れ を 取 り 外 す

事 に よ り 清 掃 が 簡 単 に で き ま す 。 特 に 各 部 品 が 腐 食 し な い の で

大 変 衛生 的 で す 。 又 、 サ イ ズ が 豊 富 に あ り ま す か ら お l苫の大き

さ、 種 類 に 合 わ せ て 無 駄 な く選定 で き 大 変経 済 的 です。

弊 社は日本ても初めてグリーストラ ッ プの 規 絡 化 を 図 り 既 に 全 国

的 に 発売 致 し て お り ま す 。

これ ら の 製 品 は 設 計 事 務 所 ・ 建 設 業 社 ・ 設 備 業 社 を 始 め 各 方 面

か ら 多 く の 引 合 を I頁 き 、 弊 社 も た ゆ ま ぬ 研 究 を 続 け て お り ま す。

文 、 規 格 品 の 在 庫 も 多 く 持 ち 皆 織 の 需 要 に お 答 え し て お り ま す。

尚 、 規格 外 の 製 作 も 致 し て お り ま す 。

〈お も な 納 入 実 績〉

札 幌 全 日 空 ホ テ ル/ 札 幌 グ ラ ン ド ホ テ ル / 1享別 副 都 心 商 業 セ ン タ ー /

青 森 グ ラ ン ド ホ テ ル / 仙 台 タ ー ミ ナ ル ビ ル / 新 潟 新 堀 地 下 街/ 新 東 京

国 際 空 港/ 筑 波 学 園 都 市 / 津 田 沼 北 口 再 開 発/ 東 武 デ パ ー 卜/ 迎 賓 館

/ 第一 ホ テ ル/ 三 井 物 産 大 手 町 ピ ル / 安 田 火 災 海上 新 本 社 ピ ル / 野 村

不 動 産 新 宿 ビ ル / 新 宿 セ ン タ ー ビ ル / 池 袋 サ ン シ ャ イ ン シ テ ィ / 西 武

デ パー ト浜松/ 釜 橋 フ ァ ミ リ ー フ ラ ザ/ 名 古 屋 タ ー ミ ナ ル ピ ル/ 千 里

レ ジ ャ ー セ ン タ ー / 吉 本 ダ イ ヤ ビ ル / 阪 急 グ ラ ン ド ビ ル / 大 阪 駅 前 市

街 地 改 造 ビル/ 国 鉄 吹 田 駅 前 市 街 市 再 開 発 ピ ル/ 三 宮 市 街 地 再 開 発 ピ

ル A 棟 / 広 島 ス テ ー シ ヨ ン ビ ル/ 鳥 取 一 番 館 / 高 松 ワ シ ン ト ン ホ テ ル

/ 徳 島 大 学/ 平 和 会 館 新 博 都 ビル / 西 日 本 新 聞 渡 辺 ビ ル / 福 岡 天 神 地

下 街/ 沖 縄 西 武オ リ オ ンホ テ ル/ 他

〈営 業 品 目 〉

S K式 グ リー ス トラ ップ/ S K式 ガ ソ リ ン ト ラ ッ プ/ 雨 排 水 ト ラ ッ プ/ 散

水 栓 ボ ックス / パ ル プ ボ ッ クス / 他 ス テ ン レ ス 製 品 加 工 全 般

設 計 ・ 製 作 ・ 販 売

※ カ タ ロ グ ・資 料 ご 希 望 の 方 は 大 阪 営 業 所 へ ご一 報 中 さ い 。一一一一一 一

製 造 発 売 元

下 回 機 工 株 式 会 社

大阪営換所/ 干532 大阪市淀川区西中島4- 5- 9(浅井ピル ) f t  06 (304)  5481間

本 社/ 干 130 東京都墨田区東駒形4- 6- 9(和幸ビ J レ)
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Tl I J I :J 9J 乱暴ゆJl
特 許 ・ 耐 酸 被 覆 鋼 板

耐久建築屋根・外壁材料

町

F  

責 任 施 工

種・ オリエンタルカラースーパーメタル ( CS PM)

・オリエンタルスーパーメタル ( S P  M)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

・オリエンタルスチールライト ( S T  L )  

・ オ リ エ ン タ ル サ ン セ ラ ム ( S  S  )  

色 彩 豊 富物尺長

品

錆 び な い ノ

われない. ノ

燃 え な い ノ

S 小 波 ・S 大 波 . v i皮・ボ ッ ク ス 波 ・W ジ ャ ン ポ 波 ・V デ ッキ

S V ジャン ボ 波 ・其 の他

波 板 規 格

平 板 ・ 波 桓 ・ 棟 包 ・雨 押 類 ・谷 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレーター ・ムーパー・エキゾスター( 強制) )

ホーンタイト( 防音壁) ・スチールシングル・其の他

※ カ タ ロ グ を 御請 求 下 さ い

途用

Tl I J I ! J -9 J乱暴9J l 製造掠式会誼

尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 2 6 松 本 ピ J レ 電 話 大 阪 ( 06) 412- 5131 ( 代)

尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 44 電 話 大阪 ( 06 )4 8 8 - 1081( 代)

大 阪 ・九州| ・ 名 古 屋 ・広 品 ・ 東 条 ・メIJ :谷

姫 路 ( 東 洋 建 材 工 業 . 株 )

蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 32 号

東 北

〒 660

干 660

護霊

包 括 蕨 ( 0484) 42- 3115( 代 )
〒 335東 京 本 社及 工 渇

支 応 及 工 場

、

最 高の 技 術 が 生 み だ し た

新 し い 素 材

ヘーペJL

建築に新しい時代を拓く内・外壁材/

l倫たえ515f E雫

』

- クラックが入らない

・工期の短縮化

- 年 中 快 適

・耐火パネル

9

・je

・
e

・
r

<> 
ｾ ご込 ｢ ミミ ｾ ｜ 川単 位ｾｾ Ｚ

事費ム川是震

. 吸音吹付化粧材

耐火・防火・断熱・結露防止

プラスタ ー(P A )

モ ル タ ル (MA )

コンクリート (E A )

モノコ ート(MK )

( 法定防火材 ・建 設 省 認 定 ・ 基 材 同 等 第 0003号)

ソノライト

‘
へ

l

ベ

ル

ラ

イ

ト

使

用

木

造

住

宅

(
大

阪

府

高

石

市

・

G

邸

)

明 石 支 庖 〒673 明石市西新町 2- 12- 14 tl ' 078(922)  0007 (代)

高槻営業所 〒569 高槻市宮田町 2- 1  - 29 tl' 0726(96)  2889 

中国営業所 〒742 柳 井 市 宮 本 浜 (柳井総合卸センター内)

宮1' 08202(2) 5211 

( 船新興建材工業所

⑧ 

148 



Y K K アルミ建材総合試験所内の大型動圧風，同試験

ビルの A!1 1'::j )村化 がj並むにつi L 、

厳し く嬰 ょドされる防災と ti エネ

ル ギ ー の た め の ，;丸II と地 |。

完全' l ' f' I:J>r の Y K  K は J 1  S 、

B L > ; J . どの必去をうけ 、 さらに

11¥1'1の厳 しいテストを 行 い 、 '(i:

ｾｾ と 行エネ ルギ一化Ｈこ ｪ ， ι えるビ

ル川サ ッンをj長リt. . ' . しています。

ｙｋｋ の ｩＧＮＧ Ｚｪ Ｏ ｾ ーな総イト技術と ｾ ｍｉｊ

(I(J な川町符. f 1jl_ が 、新 しい nII diーづ

くリを 批 准 し て い る の で す。

- 阪急グランドビル

P .lL 室哲盟主，

本 社合 干 101 .!UJ;;: 肌 γ' - ( 1:: 1111メ 川 川 和 地 町 i

定: r 0 3 ( 8 6，1) 217 1  

主 1，1; 干 5 4 0 k 阪 市 点 lズドtij 仲 町 l の 2

霊堂 0 6 ( 9<' 2) 2351

J  1  5  ｊ， 是ア ｊ ミ ， ￬ ｾ Ｇ "f C "劫 ー B ｌ ， ｴｾＮ 瓦 工 ｉ 二 ＮｴａＮＮｾ

Ｑ Ｑ ｾ Ｑ 也 ｬ て ＱＱＱ 弓 ］ ＹＳＸ Ｇ ｩｾ ｲ［＠ I11 l U ! H! m rli ，If 11 1  2  0  0  

r r  0765 ( 57 )  I 1I1 
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F二日G CrLらら

カナダからやってきた B Pシングルは、アメ

リカ大陸の北極圏から綿織圃におよぶ広い範

図の苛自由な環境じ耐 え抜いた実力晶、そして

それのもつ多織な浪淡の鍵しさと絡聞は、他

の追随を瞥 さないほどの高級屋板材です。

(

褒

紙

デ

ザ

イ

ン

・

永

田

循

=

一
)

- 徳 島 市 立 体 育 館 〈マ ル Z ス B P シ ン グ ル 使 用 〉

. 齢: 目・.tt Ｎエ Ｚ Ｗ ｾ タヱ ・

か。日新工業はあえてこの難問にまつ

向から取り組み ました。

構想のまとめ上げから、原料 ・材料 ・

色彩 ・化学処理や染めつけ技術など。

これらすべてに一切の妥協を排し続け

てきました。

このようにして、練りあげられたマル

エスシングル。しかし、これを単にひ

とつの製品としてお届けするのではあ

りません。歴史と風土に洗われて、独

特の線を造り出している日本の屋根を

考え、より豊かな美しい環境にしてい

くベースにしたいと考えているのです二

量感をたたえる端厳な瓦の波。古雅な

檎皮の装い。緑青あざやかな銅のいら

か。また 、茅葺きの懐かしさと、いず

れをとっても日本の屋根には、自然の

中でのやすらぎと調和の心が秘められ

ています。この伝統を崩すことなく新

しいかたちを創りあげることは、至難

の技といえましょう。

新しいタウンスケープはどうあるべき

なのか。新しい日本のかたちとは。

現代社会の著しい進展と永い伝統の重

みの間にあって 、私たちの製品はどの

ような役割を果きなければならないの

定

価

六

五

O

円

韓国結エケ式会祉

雑 誌 コード 03379 ー 1


